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演習林研究報告第三巻第二競

林木ノ生長ト陽光ノ強度ト二関スル数理的研究(改訂)

Mathematische Untersuchungen uber das Verhaltnis 

zwischen der Sonnenlichtintensit批 und

dem Baumzuwachse. (verb揃 el't)

林皐博士影山純介

緒言

本論文..T"':2 V ヲ三部ユ升チ其ーユ於ア J、林水ノ生長量ト受売量トノ

闘係殊ユ稚苗ノ耐陰性ヲ数字的=決定ス !V方法ユ開スノV理論的並ニ賓

験的研究ヲ叙詑ジ其二=於ア J、株木ノ耐陰性ニ及ポス二三ノ因子=就

ア一部 J、著者ノ研究ヲ一部 J、従来ノ研究ュ著者ノ意見ヲ加味ジタノV モ

ノヲ総括的=列叙ジ其三ユ於ア J、林内光度ノ間接計量法並=天然更新

法£劃ス y 其臆用品就ア理論的並品質験的ユ研究ジタノV 事項ヲ説明セ

令 9

-、
本題=闘ジア J、轟ュ北海道帝園大串農皐部演習林研究報告第二審第

三競及第四競ヲ以ア接表スノV トコロア 1)vヌf該論丈ュ ρ 少ナカラザ IV

誤算及誤植ア y ヲ接見セ 9由アコ V ヲ改訂 v該論文ユ代ユノV コトトセ

9 

本問題ノ研究=常 9小出房吉，新島善宜雨林皐博士 J、懇切ナ }V指導ト

激鋤ヲ典へラ ν農皐博士時任一彦氏，理皐士鈴木庄治郎氏 J、夫 v夫 v 其

専門ノ事項ユ開シア示教ノ勢ヲ採ラ v北海道帝園大事助手谷本勇造氏



( 2 ) 

北海道膳技手平津和三郎氏 J、賓駿成績ノ調査ヲ輔助セラ ν 又林$博士

宮弁健吉氏 ρ 金鍾ヲ逼ジア種 φ ノ有盆ナノV忠言ヲ輿へラ v タ )Vユ劃シ

弦ユ深厚ナ )V謝意ヲ表子終リニ威光電池ノ按明者タ )V理皐博士飯盛里
..). .- '，-1t' 

安氏ニ劃ジア深甚・ノ敬滋'7;表'吋

其ー林木殊=秘-苗ノi耐陰力ノ数字的表示法=閥スル

理論的並=賓験的研究

Theoretillche ur.d empirillche Unter6uchungen tll:er den Ilhlenmi..igen 
Auldruck侃rdaa 8chattenertrlgnill der Waldbiume， 

inllbellondere PlIiulinge. 

A. 受光量ト林木ノ生長~ =-閥スル理論的研究

9 1. 凡ソ林水戸或程度守デ J、受 j(;畳ノ大ナ )Vニ従ヒア生長毛叉盆

大ナ )V.t、日常経験=ヨ 9ア明カナ )Vノ事貰ナ 9 トス然 ν 斥受光量一度

其程度ヲ超ユ )V トキ J、却ツア生長ノ減退ヲ誘致シ雨者ノ剛係 J、最適光

度ユ於ア智曲スノV ーツノ曲線 (OptimumkUl・ve)ヲナス J、想像ス )Vユ雄カフ

ズ且叉著者ノ信ズノV トコロニヨ ν バソノ時曲勲ユ遼スノV ノ道程=於ア

毛光度ト生長量ト J、決シア厳密ナノν平行的関係(直線的関係)ヲ有スノV ユ

アフズシア光度ニ劃ス )V生長ノ割合 J、光度ノ増加ユ伴フア失策ユ減少

スノV モノ、如シ換言ス ν..，'今光度ヲ横軸ニトリ生長量ヲ縦軸ニトノV 毛

ノトス V バ雨者ノ聞係ヲ表 J、スノ曲線 J、機軸ユ劃 νア最泊先度ヲIf曲

勲 1・ス )V凹形的曲線ナ 9 ト解スベキニ似タリソノ厚.由 J、二三ユシア足

ラザノV 可シト錐次ニ言説スノレ I乃至 III.T、賞エソノ主因ヲナスモノト

思考セラノV

1. 樹冠 J聾遺ハ受光量 J培加=伴ハズ

~ 2. 受光量大ナ v バ従ツア樹冠ノ繁茂ヲ来事〆因ツア以ア生長カノ

増大ヲ招致ス )Vモ樹冠繁茂ノ結果トシア各{同業相重昼ジア相1I.=-庇陰



、‘.，，勾‘JW，，.‘、

ヲナシアノν葉面 J、殆ド常=陰光ユ港事ノ杢日光照射ノ窓惑ヲ享受ス Y 能

川ず }V':::'至ノV ペク光量愈大ナノV ュ従ツア愈樹冠繁茂ノ澗密ヲ致γ 愈杢

日光=務ま/得ザ }V樹葉ノ数多キユ至ノV ペシ而モ澗密ナノV樹冠ノ内部ユ

!曙セラノv 、ノ葉 J、光量不足ナ }V ノ結果ソノ生存ヲ持績ス }Vコト能 ρ ズ

ミノテ順次ユ枯死スノV ユ至ノV ヲ以ア樹葉ノ繁茂ニ J、アノV 限度ア 9ア到底

受光量ノ増加 ι 比例シア無限ニソノ柄密ノ度ヲ加フノV モノト致フ可カ

ラメ蹴=樹葉繁茂ノ度 7/受党量=比例 V ア増加セザ }V毛ノナ 9 トス V

バ樹葉ノ同化作用ニヨ 9ア誘致セラノv 、樹鶴ノ生長量毛又受光量ノ増

加ニ直接ノ比例ヲナサず }Vヲ知ノV可ジ

11. 箇葉 J卒均開化能力ハ樹冠 J増大 Z 比例シ予選減ス

~ 3. 受光量ノ増加=件ヒ樹冠愈椅張ジ樹葉柄密ノ度ヲ加フ }V~、事

質エミI テ従ツア樹冠金鵠ト V アノ総同化カガ次第ユ増大ス }V~、勿論ナ

9 ト雄ソノ樹冠ヲ組成ス }V箇葉 ι 就ア考フ }V時，、樹冠ノ増大ユ反比例

V ア却ッy 其同化能力ヲ減退ス Y 事貫ア }Vヌf如ジ

R. Ha紅ぷrJf;品i 氏戸樹冠ノ下羽部~....デ枝葉チ若生セ砂九九年生ノ孤立-\:: j断レ二本ノ B払u川伽E
樹高ノ凡三分ノ二 T デ?、枝打チ行 h 空タbグト宅金若1繋農量ノ二分ノ一チ車珂E除 γ爾後ノ t生色』長毛=幾

何ノ鑓化ア'ヤチ検 γ 担 Pルレ=符=其司生ミ長チ減退ス yルν ノ事2貨電ナ寺ノミナヲズ yノ中ノ一木

，戸、寧ロ F生生F色.長望率範ノ能治セ Jルレチ見タ 1リ}ト云云 7ヨ V"'-因少テ見 V ，バ守樹冠ノ一官官換言ス V バ同化

機闘ノ一部チ要事除スル宅必 γ 宅生長量=減退チ来ス宅ノユアラザルチ知 Jレ氏戸ヨ V"'-説

明チ如 h 子日グ凡 Y 樹値ノ~!=.艮 ρttt 業ノ炭素同化作用ユヨル生成物ト根部司唱輸送γ 来

Iレ轡養分トノ生理的作成=起因スル宅ノ =γ テ樹冠増大ス V バ根部宅叉ョ V"'-倖 7テ増

大 γ 廟者 F、常=一定ノ釣合チ保少ヲ原則トスル宅孤:)1..木ノ場合ユアリテ P 四周ョ甲強烈

ヂル光線ノ照射チ受グルノ結果樹冠戸上下左右=機大事〆テ械業ノ生産ア....¥J "'-過剰ナル

=根部ノ滋建戸ヨ v:::=. 倖アヨ 1. 総，、ズ従ツテ根市t ョ唱輸送 γ 来 3ν 替養分戸俄~ :::=.樹薬対-

C 其金カチ皐ゲテ同化チ傍ムトス V 周到底其同化ノ生康物ト釣合チ保ツ能戸ズ従少テヨ V

ト釣合チ保少ノ湖係上筒葉ノ同 ftカグ減退 λJレp、免 v-v' Iレトコロュ γ テ樹葉ノ二分ノー

チ勝除セルノ結果樹冠全世ト V テノ総同化カユ:豆電減退ナ来サザリジ所以ノモノ戸ヨ V

7 禽メ z残量生ノ樹葉ノ同化カ頓ニ阪盛トナリ!貧=苦言初ノ二倍ノ同化作用チ轡ム=室'タ
t宣}

ル=図ラメ vパアヲズト氏戸叉 Eiche ノ揚合ユア明テ宅共事E立7.1レ場合=ァ，テ戸根官官

司'吸牧セル笹養分手化成ス Jレユ必要ナ""限度チ超エデ過剰lノtM葉チ生産 γ ヨ V チ遁度

(1)， (2)， R.Hartig. Holznntersuchl1ugen， AUes unrl Neues. 1町1
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=枝打スルノ続泉戸怒 n 却~テ樹冠ノ同化カチ促選スルノ事実チ見タ'ト

元来樹葉ノ同化作用ユヨ )V生産物ト根部ヨヲ嬬取セ )V無機物質ガ如

何ナ y 生理作用ユヨ 9ア樹鵠ヲ構成ス JV.::=.至ノV ヤノ詳細ニ就ア J、植物

生理皐者屯ナホ未ダ疑問トス Y トコ官ユ V ア上記ノ推理的考察ヌf常 V

9ヤ否ヤ J、暫ク別トス )Vモ兎モ角毛枝葉ノ一部ヲ欝除 V タ )Vノ結果材

積ノ生長ユ何等ノ損失ヲ招カザタジ事賀川手ア可カラズ

m.材積 J生長ハ枝葉 J量z正比例セズ
9 4. 上述ス )Vトコ官ユヨ P材積ノ生長ヌf枝葉ノ量ュ直接ノ比例ヲ

ナサザ )V.，t、略ョ v ヲ推理ス )Vニ難カラズト雄上記ノ寅験 J、只僅カユ二

本ノ孤立木=就ア行へ )Vユ過ザノV ヲ以ア著者 J、夏ニ現賞林ニ於ケ )V多

数ノ樹木ニヲキ其lE否ヲ考嘉ス )Vノ要ア 9 ト思考シ北海道帝岡大皐苫

小牧演習林からまっ林(一五年生)及北海道鹿野幌園有林敏洲nう以林(一
四年生)ニ説ア研究セノV 結果大睡ュ於ア材積ノ生長 J、枝葉ノ量ユ正比例

セザ )Vノ事質ヲ明カエス )Vヲ得タヲ今其梗概ヲ叙説ス )Vユ常 9先グ雨

者ノ関係=関スノV 理論的考察ヲ試ミントス

1. 材積 J生長ト枝葉量ト J相関 Z 関スル理論的考察

~ 5. 般 9ユ枝葉ノ量ノ増加ユ従ア材積ノ生長量ガ之ト正比例ヲナ

V ア増加スノV 毛ノトシ玄ヲ以ア枝葉ノ量 1、ジ yヲ以ア材積ノ生長量ト

ス v .，Þ~ 

y=a.x (1) 

テノV方程式ヲ以アコノ関係ヲ表 J、サザノV 可カラズ即玄こ0 ナノV 場合::.~、

y モ叉零エジア X ノ増加ユ従ッア y毛コ V ユ正比例V'7増加 V'Y.，T、常

品玄ノ a倍ナノV ノ関係エア 9 トナス可キナ 9然 )Vユ上越ス )Vトコロノ

如ク枝葉ノ一部ヲ賀除スノνモ材積ノ生長量ニ何等ノ損失ナキ事寅ア y

z 因 9ア見 V.-.ず材積ノ生長量 ρ 此式ノ如キ直線的関係ヲ以ア其ノ枝葉

ノ量=件フモノエアラズジア枝葉ノ量愈大ナノV ニ従ツア材積生長量ノ

増加速 J、漸クニ減少ヲ致シ遂ュ xヌfア)V量ニ遼ス V バ y.，t、最早増加ス

Jν ョトナクジア或一定ノ最大量ユ到達ス )Vモノト解ス可ク畢寛其関係



‘‘.，， 
M
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J、一種ノ曲線的関係ナ 9 ト認ム可キユ似タ 9故ユ今玄ノ増加=件ヒ y

ノ増加スノV 割合4fpxノ増加ユ従ヒ究第ユ遮減シ行クモノト限定ス
L〆..，.

~y =ゴァ (2 ) 
ax r 

ナル〆方程式ヲ以アョノ関係ヲ表 J、スヲ得ペジ(但 a及 o.，t、正値ト V アノ

常数)何シトナ v..T....ヨノ方程式川ヲ正値トス V パノ増加ニヤァ各

ヌf次第ユ遮減ジ行ク閥係換言ス v ..T....X ニ反比例スノV 閥係ヲ表 J、スノ式

ナ }Vヲ以アナ 9但玄ノ幾乗事ユ反比例スノνヤヲ示ス可キ cノ佐川賞測

ノ成績ニ徴シアコ V ヲ失IJ)Vヲ得ペクコノ値ヌf樹種ノ性質ヲ表 J、スノ常

戴ナノV .，T、接連ス )Vトヨ官エヨ Pア知 )Vヲ得ペジ

(2)式ヲ積分ジア X トy トノ関係式ヲ求ム V -''¥..積分?指数 J、零ナ }Vヨト

明ナ }Vヲ以ア

y=ー土-:::-X1-C ( 3 ) 
1-0 

今一一生ー=A. l-o=B トス ν バ
1-0 

y=A.xB 

或 J、 Iogy=Iog A + s.1og x 

( 4) 

<5) 

今 logA=α.B=sトス V バ

円、

logy=α+s.logx (6) 

(4) (-5)(6)式 J、何 V 毛玄ト y トノ関係ヲ表 J、スノ式ナ 9

(4)式=於ア B=l-oェシア今般 9ニ 0=0テ 9トス νバ B=l即y=A.xト

ナ 9xトY 1、J、直線的ノ闘係即車ナノV正比例ヲナス場合トナノV X ヌty 

ト草ナノV 正比例ヲナス場合 J、即材積ノ生長量 jl枝葉ノ量ニ正比例シア

増加ス Jν場合ユジアカクノ如キ場合 J、恐ク J、樹冠ノ内外ニ着生ス )V葉

面ノ同化力ヌf総ア均一ユ V ア而毛樹冠披大 V ア樹葉ノ数如何ニ士宮加ス

}V毛根部毛叉コ V ニ正比例シア増大ジ個葉ノ同化カニ牽モ減退ヲ来サ

ザ JV場合ナラザ )V可カラズ然 V 1'+毛普通=枝葉ガソノ樹幹ユ着生スノV

朕態ヲ観察スノV ユソノ過粗ナノV 場合ト雌樹冠ノ外部及上部品着生スノV

。



( 6 ) 

樹葉 J、ソノ内部叉 J、下部=着生ス JV樹葉=劃ジア多少ノ庇陰ヲナスヲ

以テ雨者ノ同化力 J、決ジア等ーナ 9 ト云フコト能 J、ズ所謂陰葉，陽葉ノ

匝引い、如何=過粗ナノV 樹冠ト雄ョ v ヲ認ムノV エ難カラズ叉樹冠横大ジ

ア着葉ノ量過多トナ V バ個葉ノ同化カニ減退ヲ来スコトR.Hartig氏ノ

所設ノ如クナ 9 トス V バ材積ノ生長量ヌf枝葉ノ量=正比例ス JV場合即

C=.Oナノν場合 J、極メア格段ナノV場合ニ起 9来ノV 事例ユジア通常ノ場合

:.~、 C "t、アノV値ヲ有ス Y 毛ノトナテザノV可カラズ故ユ夏ユ推究ス νバ

樹冠ノ内外ノ樹葉ノ同化カ略均一ユシア而毛根部ノ按遣が樹冠ノ増大

ユ比例ス JVノ樹種 J、eガ零ュ最毛近キノ樹種ユジアコ V エ反ス JV性質

ヲ有ス y 樹積ホド c~、愈零=遼キヲ知 JV 可 v 今若ジ

(甲)一般=陰樹ノ樹冠ノ内外ノ樹葉ノ同化力略均一ユジア而毛根部

ノ横達ガ樹冠ノ増大ユ比例ス JV性質ヲ有ジ陽樹 J、:::JV'::'反ス JV性質ヲ

有スノV 毛ノト般定ス V ~，. c ~、陰樹=近キ程零=近ク陽樹=近キホド愈

零品遠カラザ JV可カラズ

(乙)若ジ又反劃=一般ニ陽樹 J、樹冠ノ内外ノ樹葉ノ同化カュ差異少

ナク而毛根部ノ接建ガ樹冠ノ増大ユ比例スノV 性質ヲ有 V 陰樹 J、ヨ V ユ

反コぇ y 性質ヲ有ス y 毛ノト仮定ス V ~~ C "t、陽樹ュ近キ程零ユ近ク陰樹

=近キ程愈零ユ遠カラザ JV可カラズ

(甲)パ乙)何 v ノ偲定ガ是ナ JVヤ J、賞験ノ成績ユ徴ジア如 y ペキモノユ

ジア何 V.::. V'アモ c~，樹種ノ性質ヲ表 J、久常数ユジア若 ν 上記ノ考察

ヲ是認ス V バ cノ大サ J、或 J、樹種ノ陰陽ヲ計量ジ得 JVノ尺度ナ JVヤモ

失PJV可カラズ

(4)式 y=A.xR .::.於ア B"T、正値ナラザ JV可カラズ何シトナ V ..t" 若 ν負

値ナ 9 トス V ~，. x即枝葉ノ増大ニ伴フア y即材積ノ生長量ガ究第=遜

減 ν行ク関係ヲ示セバナ 9

叉 B=l-c ナノV ヲ以ア c~、決シア 1 ョ 9 毛大ナノV 可カラズ何 y トナ

νバ若 v cガ 1ョ 9毛大ナ 9 トス V バB"T、負値トナ V ...t'.ナ 9故ュ B"T、

O ト1トノ間=横川 JV正値ナラザノV 可カラズ

。
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故::.甲)ノ蝦定=従へ"，.B ..，T、陽樹ヨリ毛陰樹ユ於ア 1ュ近ク(乙)ノ

般定ニ従へバ B..T、陰樹ヨ 9毛陽樹ユ於ア 1::.近カラザy 可カラズ

2. 材積 J生長ト枝葉量ト J相関 Z 聞スル賓磁的研究

a. 枝葉量ト幹材積生長量ト J関係

S 6. 著者 J、先グ上記ノ理論式ヌf果ジア質験ノ結果ヲ満足スノV ヤヲ

検センヌf錦=北海道帝園大串苫小牧演習林ソバヤノ揮所在からまっ生

長試験林ニ於ケノν間伐木八一本ノ中ヨヲ被歴木，被害木，枯損木等ヲ除キ

タ y 標準木四九本ヲ港定 V叉北海道膳野幌園有林所在欧洲たう仏林ユ

於ア林分ノ中央部欝閉極メア密ナノV部分五間平方ヲ皆伐ジアニ二本ノ

標準木ヲ選定 v(二五本伐採セノV モソノ中三本 J、不正形木)共ユ毎木ノ幹

材積 (Huber式匝分求積法ユヨ 9)及枝葉量 (Xylometer::.ア)ヲ可及的精密

ニ測定セ 9測定ノ結果 J、第 I及第II表ノ如 v但幹材積ノ計算=常 9樹

檎 J、園錐睡ト見倣セ 9
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第I表 からまっ(一五年生)幹材積ト枝葉量トノ関係表

験試木
事宇 長 枝下長|

直 径 〈寸)
幹材積 投棄容積

宅地 上 高 (尺〉 y z 
番

〈尺〉 (尺〉 (立方尺) (立方尺】趣意 3 9 15 21 27 33 

1 35.6 13.8 4.98 3.90 3.34 2.26 ].26 0.25 2.736 0.819 

2 32.5 15.8 4.56 3.79 2.95 2.01 0.87 一 2.294 O.49C 

3 30.5 8.3 4.45 3.55 2.71 ].06 0.47 ー ].942 0.828 

4 27.4 9.1 4.08 3.15 2ρ3 0.96 0.10 1.501 0.529 

5 28.1 10.9 3;卯 3.09 2.19 l.H 0.22 F 1.458 O.以)8

6 31.6 15.3 3.45 2.8'J 2.35 1.74 0.65 1.378 0.337 

7 28.5 14.2 3.創l 3.08 2.30 l.37 0.24 -- ].405 0.342 

8 28.5 10.8 3.65 2.95 2.25 1.26 0.30 ー 1.356 0.46~ 

9 29.3 14.6 3.49 2.79 2.31 0.25 ].269 0.-&61 

10 32.7 17.8 3.39 2.70 2.官l 1.49 O.CO 1.239 O.1ge 

11 28.~ 13.2 3.41 3.01 2.10 1.04 0.24 ー ].238 0.43¥ 

12 29.8 9.8 3.36 2.79 2.29 1.31 0.45 一 1.237 0.311 

13 27.9 10.6 3.37 2.92 2.08 0.16 一 1.208 0.322 

14 29.7 17.0 3.27 2.72 2.17 1.54 0.40 一 ].196 0.281 

15 27.9 14.3 3.40 2.75 2.00 1.1u O.古1 一 1.1!¥CI 0.337. 

16 28.(， 17." 3.26 2.76 2.04 1.29 1.122 0.181 

17 26.9 13.fl 3.39 2.40 1.59 0.01 一 一 0.ll73 0.181 

18 27.0 10.5 3.23 2.4! 1.60 0.86 一 一 0.9211 0.252 

19 26.0 9.' 3.06 2.41 1.67 0.75 一 ー 0.87il 0.2i( 

初 28.4 16.3 3.00 2.25 1.71 ].00 0.20 一 0.853 0.11:7 

21 27.2 13.3 2.89 2.45 1.74 0.75 0.10 ー 0.847 0.23;1 

22 28.3 13.2 2.85 2.31 1.75 1.0:> u.22 一 0.835 0.223 

23 26.5 9.4 2.81 2.38 1.83 0.7~ 一 ー 0.827 0.1是2

2晶 26.7 14.5 2.85 2.2由 1.74 1.∞ 一 一 0.822 。.178

25 25.2 10.4 2.92 2.29 ].68 0.65 一 一 0.80ま 0.257 

26 27.3 14.0 2.70 2.33 1.80 0.90 0.10 一 0.792 0.214 

27 25.6 10.9 2.85 2.35 1.60 0.65 一 一 0.784 0.223 

28 25.7 15.0 2.81 2.25 1.60 0.90 一 ー 0.770 0.167 

29 27.7 10.8 2.76 2.26 1.74 0.90 0.14 ー 0.766 0.171 

80 25.7 14.2 2.74 2.30 1.65 0.75 一 一 0.758 0.2!場

31 26.9 15.6 2.67 2.12 1加 一 ー 0.751 0.214 
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験試 斡 長 枝下長
直 径 〈寸}

幹材稜 投棄容貨

木 地 上 高 (尺〉 y z 
香織 (尺〉 〈尺〉 3 9 15 21 27 33 〈立方尺) (立方尺)

811 25.3 15.1 2.90 2.20 1.48 0.55 一 一 0.7晶2 0.18~ 

33 26.8 13.6 2.90 2.12 1.50 O.~ 一 一 0.738 0.17!l 

34 24.9 11.1 2.81 2.20 1.50 0.00 一 一 0.735 0.227 

35 26.2 14.8 2.65 2.21 1.68 0.70 一 一 0.718 0.l80 

36 28.0 16.0 2.41 2.18 1.75 1.08 0.18 0.710 0.16U 

37 25ρ 11.7 2.76 2.15 1.53 0.6S 一 一 0.6抑 0.216 

38 27.8 13.8 2.45 209 1.80 0.95 0.20 一 0.687 0.166 

3:l 25.8 13.6 2.60 2.l2 1.52 0.70 一 一 0.662 0.142 

保} 25.8 13.3 2.60 2.23 1.08 0.70 一 一 0.637 0.193 

品1 24.3 12.唱 2.63 213 1.30 0.44 一 一 0.628 0.131 

42 27.2 13.7 2.57 2.13 1.15 0.88 0.1:2 一 0.326 0.180 

43 24.4 10.5 2.50 2J)!l 1.28 O.5Ci ー 一 0.593 0.146 

4-1 24.6 122 2.26 1.9:.1 1.34 0.50 一 一 0.521 0.094 

45 27.0 15.5 2.24 1.7長 1.l8 O.船 一 一 0.496 0.085 

46 25.0 14.5 2.47 1.70 1.15 0.4生 一 0.49'[， 0.083 

47 25.5 10.6 2.包5 1.司5 U2 O.玖』 一 一 0.40:) 0.157 

48 24.5 12)1 2.27 17J 1.・10 0.41 一 一 0.482 0.119 

49 25.4 15.!) 2.0J 1.71 l.3C 0.58 一 一 0.i2o 0.08日

ぞ
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第 II表 欧測たう以(ー四年生)幹材積ト枝葉量トノ関係長

聡吠木
事宇 長 iJ( 径 (す〕 幹材使 校建fJf調

地 上 高 (尺1 y z 
~ 

1<立方尺〉• (尺} I 3 5 7 10 13 1:1 (立方尺

1 21.30 日.30 宮町 詰.511 2.C航 13( 0.R5 0.55 一 0 8'~0:; 1.370 

2 19.80 3.05 2.向5 2.55 2.05 1ιF ].0λ 0.55 00063 1.038t 

s 22.50 3.60 3.15 2.R5 2.50 1.8t 1.3~ 1.0:1 0.r.5 0.40 0.75s3 0s36( 

4 21.-45 2.Rf】 2. r.~. 2.30 1.90 1.:1【 0.'1μ 0.55 0.25 O.iOtH O.~IJ 

B 20.2f1 3.flO 祖.75 2.r.，. 2.30 1.DS 1.15 0.95 0.65 0.6878 O.~ ý，" 

6 切万O 3.40
1 

2.S~ 2.75 2.4n 175 1.25 0.80 050 一 0.6075 o.8:m 
7 21似} ~.9日 2J.n 2.¥0 1.0U U5  0.G5 0.40 一 0.6131 07日81
8 20.15 3.30! 2.50 2.40 215 1 uU 1.2り 0.75 0.40 一 05554 0.7387 
9 !:!OO<) 3.4f， 2.0υ 2.30 1.95 1.4n 1.∞ 0.65 0.3(】 ー 0.&321 

oo O。品s・4a49開剖F回m 封10 21.15 3.oU 2.55 2.:.0 1.95 ].，.5 1.I0 0.75 O.~O 一 0.5168 
11 21.iO 2.75 官.3(': 2.'25 2.05 Li( 13，. 。リ(1 。町下 0.15: O.W8B 

]2 1リ.45 2.85 2.411 2.3り 205 1.5( ].1)5 Or.5 0.35 04G90 

]3 ]8.1U 3.05 2.50 225 1.!)(1 1.45 ().リF 0.4f1 0.4674 O.iOGfo 

14 21.'lれ 3.30 2.05 2.35 2.0n 1.6 1.25 り:1¥' O.[i!) 一 り570G 0.017C 
15 ]U.90 2.7元 2.30 2.lo 2.'前 1.40 い.:)~ O.lil/ 0.30 り4孟19 0.lR7~ 

16 19.70 2.80 2.乃5 210 175 1.3; O.~ ()似} 0.30 一 04004 0.52251 
17 ]8.!iり 2.90 2.~0 2Jo 1.75 1.35 U.8( 0.50 一 0407リ oιリIE

18 ]7よO 2.α， 詰.11:'> 1.!l5 1.55 1.f)( 1J.5~ 0.:)0 0303:! 0.3t!!1 

]¥l 14.95 2.60 2.0:' 1.じり ].4む 0.;5 0.41 一 一 ー 0.2743 o 5lOl 

20 14.~1i 2.15 1.(;(/ 1.2f. 0.85 0.4( 一 一 一 0.2085 0.2liR: 
21 ]4.75 1.95 1.40 120 0.85 0.45 一 一 一
22 13.90 2.05 1.・IfI 1.り日 。α， 。官。 一 0.1I14!0 

第 I及第 II表ノ宵織成概ユ基キ枝来最 xI・幹材椅yトノ閥係ヲ y=A.xD

ニ適用シ最小二乗法ニヨリ常猷 A及 Bヲ求ム IV トキノ、

からまっ y = 22.047xo.e岡 原式

験洲たう μ

即大盤ュ於ア

かもまっ

歓洲たう以

y=O.81Dxo.•酬

Y = 22.QxO.7 

Y =O.8xo.~ 

原式

簡易式

簡易式

、ふ
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ナホ比較ノ用=供セ y ヌf矯ユ試=上記ノ成績ヲ y=A.玄ナ y 直線式品

趨用 v最小二乗法=ヨ 9常数 A ノ値ヲ求ム Y トキ J、

からまっ y=3.4520x 原式

欧洲たう以 y=O.8215x 原式

即大韓ユ於ア

からまっ

歓洲たう以

y=3.45x 

y=O.82x 

簡易式

簡易式

今上記雨樹種=就ア夫 v 夫 v ソノ原式ヲ使用 V ア計算セ lVYノ値並

エヨノ計算値 yヌf賓測値 y:.!Jス lVノ偏差ヲ求ム V バ第1I1及第 IV表

ノ掬lシ(第園 1P.第11圃参照但爾圃エ於ア寅線 J、I式波線 J、11式ヲ示

，7..:{:ノトス)
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第III表 からまっ(一五年生)幹材積ノ賓測値ト計算盤トノ偏差表

幹材積ノ y=Axチ材遁用 y=A.xB 

尺，材箆櫨〉積
m 

y. 

偏 .. 〈立方尺〉
試験本番覇軍 貧測値 y

セ 1ν斡稜 セル斡
ノ計
t
立算方値 Y1

ノ計算
(立方尺〕 尺) (立方 y-y ミIY

1 2.736 2.827 1.924 + O.OJI ー 0.81~ 

2 2.294 1.691 1.366 一 0.603 ー 0.92~ 

3 ].942 2.858 1.938 + 0.916 一 0.004 
4 ].関4 1.826 1.唾3~ + 0.322 ー 。ρUIl

5 1.458 ].754 1.400 + 0296 一 0.05E 
6 ].378 1.163 1.061; 一 0.215 一 0.3U 
7 J..i05 1.181 ].075 ー 0.224 一 O.:Bt 
自 ].:i56 J.616 ].325 + 0.2CO ー 0.03J 

9 1.269 1.591 1.31古 + 0.322 +・ O.ot3 
10 ].239 0.677 0.7包E 一 0.562 ー 0.49~ 

11 ].23R 1.5]5 ]:宮~O 4・ 0.277 + O.03~ 

12 1.237 ].074 1.00:l ー 0.163 ー 0.22~ 

13 1.208 1.112 1.伺S ー O.ω6 ー OJn 

14 1.196 0.970 1.155 一 0.226 一 0.041 
15 1.150 1.163 ].065 + 0.n13 一 0.08E 
16 1.122 0.62] (¥.701 一 0.501 ー 0.421 

17 0.973 0.621 0.701 一 0.352 一 0.27: 
18 0.9:10 0.87!l 0.877 0.0日) 一 0.04: 
19 0.873 0.932 0.919 + 0.059 + 0.04E 
20 0.853 0.576 0.667 ー 0.277 ー o.1st 
21 0.847 0.801 0.820 ー OJ)46 ー 0.017 

22 0.835 0.770 0.809 一 。ρ65 一 O.【>26
23 0.827 0.490 0.599 一 0.337 一 0.221 
24 0.822 0.6]4 0.696 ー 0.208 一 0.1ヨ4
25 0.802 0.887 0.889 + 0.085 + O.08'j 
26 0.792 0.739 0.787 一 0.053 ー 。目【)()5

27 0.784 0.770 O.以下9 一 0014 + 0.0'26 
28 0.771υ O.57/J 0.007 一 0.194 ー 0.1()~ 

29 0.766 0.590 0.678 一 0.176 一 O.O~ 

fO 0.758 0.72] 0.774 ー 0.037 + O.oIfJ 
31 0.751 0.73H 0.787 一 0.012 + 0.03{ 
32 0.74ヨ 0.1'>35 0.712 一 0.1，，7 ー 0.031 

33 0.738 O.叙)8 0.691 ー 0.130 一 0.041 
34 0.735 0.784 0.818 + 0.049 + 0.08~ 

35 0.7]8 0.G21 0.701 ー 0'<ゆ7 一 0.01i 
36 0.710 0.552 0.648 ー 0.158 ー 0.06~ 

37 0.690 0.746 0.792 + 0.056 + 0.10¥ 
38 0.687 0.573 0.6G4 一 0.114 ー 0.01r. 

39 0.662 0.490 0.599 ー 0.172 ー 0，00:: 



、‘.，，，、J'E
 
、，e
‘、

砕材積ノ y=Ax .，遁寝
yセ=AルZBE，材撞程周yt 偏 義 (立方尺3

試験永.貌 賞測量l y セノ 計/v斡#材値 ノ附幹. 
f立方尺) 〈立方尺)yz t立方 ろ-y 主-y

40 0.637 0.661! 0.734 + 。.029 + O.OJlI 

41 OG28 0.4a2 0.fi07 ー 0.176 ー
42 0.626 0.6富1 0.701 ー 0.005 + 

43 0.593 O.臥); 0.GI0 ー 0.089 + o.on 
44 0.a24 0.124 0.4aa ー 0.'宮∞ ー O.O~ 

4a O.ω6 0.'宮J~ 0.4畠E ー 0.2邸 ー 0.O71! 

!6 O.~5 0.28i 0.419 ー 0.208 ー 0.076 

品7 O.ω巴 O.M'空 O.“E + O.Oi7 + 0.1451 

48 O.鍋2 0.411 0.532 ー O.d71 + 0.050 

49 042唱 0.30' 0435 ー 0.12宮 + 0，似淘

第IV表 欧糊たう以(ー四年生)幹材積ノ賓測値ト計算値トノ偏差表

.fi:付債ノ y-Axチ遁積周 • 盆
yセ=AXBチ3材E遁償7期2 舗 重量

臥・-+-香捜|貨測値 y セル斡書聖 材 可-y 1.-1 ノ E十億九 ノ 計Lル立斡算方尺}
(立方尺} (立方尺) {立方尺〉 {立方尺、

一
1 + 

宮 + 

s 0.75ω 

4 0.7064 

5 

8 

T 0.6133 

s 

+OOaa aB曲sEasTS舗a醐1嗣4 劉

0.6'宮29

' 
10 

11 

12 

1:1 

14: 

15 

16 + 

17 + 

18 0.31101 

19 + 0.1 a 

初 0.2必1

91 0.1772 0.1993 

舗 0.1620 0.2泌晶
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今ソノ偏差=基キア卒均偏差d=J一三三(Id.，>、偏差ノ自乗ノ総和〕ノ位
'l' n 

ヲ算出スノ)V トキ J川、y=A

欧洲7允2う以 J川、土つ.113幻7ナy ユ封ジ y=A.xヲj述歯用セ )V毛ノニア 9ア Jρ、から

まつ J川、士O.'25臼3験洲7たzう以">'、土O臥ω.1問2ろ汎1ユジア雨樹極ノ何 V ヲj泊直用セノ)V場合

=ア 9ア 3毛e直線式ヲ通用セノyν場合ユ於ア其平均偏差ノ大ナノJVヲ見ノ)V是

品因ヅア見 V .Tバず枝葉量 xト幹材積 yトノ開係-"、y=A.xナ )V直線式ヨリ

毛y=A.xBナ )Vt地物線式ユ従フモノトナスノ可良ナノV ヲ見ノV換言ス V '¥. 

材積ノ生長 J、卒行的(直線的)ノN/il係ヲ以ア其枝葉ノ量 ι 伴フ毛ノユアラ

ズジア枝葉量ユ封ス )V材積生長ノ割合 J、枝葉量(樹冠ノ犬サ)ノ大ナノV ユ

従ツア次第=遜滅 V 行ク関係即チ刷物線的関係ユア 9 ト錦サザ )V可カ

ラズ

主主ユー曾予要ス可寺戸只問者=於&-)レ平均鑓整合・共=箸 γ グ大ナルノ事貨ユジデヨ F 岡

田~ ;Jt.官官=然 pレ可持ノ運命チ有セ甲童E ジ樹幹ノ現在ノ材事責，， ~γ テ現在ノ枝葉量ノミエ

図'テ生産セラ V タル唱ノニ;Ij;.":vテ現在ノ幹材後 V 生産セラ Pレyν ュヨえルマヂコハ 1主枝

葉量戸外国ノ事情=支配サ v テ幾多ノ盛安手繰返 ν タルヤ凝ナ 9 俄~ =-現在 J 枝葉量，、

値1::づト事トスル宅業過去=ァ，テ~， l!.定 h 比~約三大ナ~ vヤ唱知 2レ可カヲメ伺u，...，バff;植

ノ営陣寺=ァ，テ F 各樹ノ樹冠 F ヨ v=-隣接 λ JIt樹冠ノ妨害予受グルヨ 1・ナグ能。自由ノ

被 F苦手編績 V 来'担'トスル宅街冠相緩燭 γ テ寝ナ yレ官事l羽チ形成え Jレユ常'テヤ相互ユ

生存厳守チ 3賢明 v来'英タジグ劣勢ナル弔 /ritチ=優勢木ノ庇座スルトヨロトナ'領

=:)l:枝葉ノ量チ遜減ス W ニヨ~ )レ y、免 v"'fwトヨロ=ジテ斯グノ釦キ場合=ァ，テ F 現在

ノ枝葉量 F 仮事=僅タナ'トス )10'宅既往=ア甲テ rt.是正ノ生主主チ.概 γ 来甲タルコト提

ナ~ ~悠ll'テ現在ノ斡材積 r 只現在ノ過小ナル桟業量=ヨ甲子生産セラ v タ'ト師事え可キ

zアヲメ歓=厳密=云，...，，.枝葉量ト生産量トノ聞係，、業宮町田幸ノ殺業量ト其1t時ノ生長t

，以テョ y サ比較スペキ司E ノ::.~テ現在ノ枝葉量 1・現在ノ幹材積チ以テヨ V チ比紋凡市

平、爾者ノ聞係チ求ム 4 キーツノ略近法=渇ギズ γ テ其誤差ノ大ナル戸 11メ費情セザ W 可

カラ"1'110'トヨロ=周セ'者 v夫 v 老飴ノ樹木=ァ，テ y、現在ノ枝葉量ト現在ノ斡材自民，、

最早何等ノ相聞乎有ス yν 喝ノ=アヲズ

S7， 今ャ更=再ビ'寅験式

からまっ y=22.0孟0.7

験洲たうt:A y=O.8xG.8 

ー就ア推究セ・シ=陽樹ナ Yからまつ J、玄ノ指数0.7ナ JV.:=.劃ジ陰樹ナ )V

骸測たう以 J、xノ指数0.9ユジア即 1::.近ク換言ス V バ枝葉量ト幹材積
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トノ闘係 J、からまっョ 9毛験洲たう μノ場合品於ア直線的ノ閥係ユ近

キヲ見 )V

然ノν= 前節ノ説明ユ従へバy 二三 A.xB ニ於ア X ノ指数 B~、若シ(甲 jノ仮定

ニ従へバ陽樹ヨ 9毛陰樹ニ於ア 1:;.近ク(乙)ノ仮定ニ従へバ陰樹ヨ 9モ

陽樹=於ア 1ι 近カラザノν可ヵラズ然 )V::.上記ノ賓駿式ノ敬 7JVトヨ

ロユヨ V バ X ノ指数 ß~、陽樹ナノV からまっョ 9 毛陰樹ナ JV 歓洲たう以

ユ於ア 1ユ近シ故ユ賞駿ノ結果 J、:甲;ノ限定ニ左祖セノV ・をノユジア即陰

樹 J、樹冠ノ内外ノ樹葉ノ同化力略均一ユシア而毛根部ノ接達式f樹冠ノ

増大 ι 比例ス )V性質ヲ有シ陽樹 J、コ ν ュ反ス )V性質ヲ有ス Jν モノトナ

ぷぺキナ 9故品コ ν ヲ再説ス νバ

一般ュ枝葉量ト幹材積生長量トノ関係，、

y=A.xB (但 X .t、枝葉量 y~、幹材積生長量)

ナノν函散式ヲ以ア表 J、スヲ得ペク 13lllJ x ノ指舷 J、0くB<l =-シア偲 9

4甲)ノ仮定即一般ニ陰樹 J、樹冠ノ内外ノ儲葉ノ同{ヒカ略均ーュジア而

毛樹冠ノ噌大ユ比例ジア根部ヲ増大スノV性質ヲ有ジ陽樹 J、全クヨ V ニ

反ス )V性質ヲ有ユ )V毛ノトス ν バ B.T、樹木ガ陰性ニ近ヅク程愈 1ユ近

ク腸性=近グク程愈コ V ユ遠ザカノV 毛ノト錦サザノV 可カラス・若シコノ

仮定ユシア異ナ 9 トセバ Bノ値 J、m性ノ陰陽ヲ間後ュ計量スノV ニ足 )V
毛ノニシア衆多ノ樹種ユ就ア多数ノ賓駿ヲ繰リ返るノ以ア Bノ精確ナノV

値ヲ求ム )Vユ於ア J、成 J、樹性ノ陰陽ヲ数字的ユ計量スノV 一方法トシア

興味アノV 結論ユ到達ス )Vヤモ知ノV 可カラズ只斯タノ如キノ賞験 J、豊富

ナJV材料ユヨ 9ア庚クコ V ヲ行フェアフザ V バ的確ナノV蹄納ヲ詐ス可

キユアラザ )Vヲ以ア直チユ最後ノ断案ヲ下ス J、著者ノ鴎踏スノV トコロ

ナ 9 ト蜂要スノνュ枝葉ノ量ガ材積ノ生長ト車ナノV 正比例的関係(直線的

関係、)ヲ有ス )Vユアラザ ;v.，、上記ノ賓験ヲ以ア略コ v ヲ推知ス JVニ足 JV

;f:ノト云フ可 ν

b. 枝打 J程度ト幹材積生長量..J聞係

~ 8. 著者 ρ 夏ニ北海道帝国大串苫小牧演習林=於ア枝打ノ程度ヌf
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幹材積ノ生長ユ幾何ヌ~魯がま訴えぷノ賞験ヲ行ヒ偶然枝葉ノ量グ材

積ノ生長ト直線的ノ比例ヲナス毛ノユアラザ }Vヲ間接ニ立誼ス y ニ足

y 賓例ヲ得タ P今其梗慌ヲ叙遁ゼ〆 I

大正四年新櫨セ }V生長佳良ナノV すとろーぶまつーO年生ノ森林(低 ι

充分欝閉セ }V).::.於ア其生長ノ朕旭略均一ナノV 八本ノ楓草木二組(A及 B)

ヲ株分ノ随所=遜定シ各様草木ユ就ア各其程度ヲ異エセノV枝打ヲ施行

ジ爾後ノ生長=幾何ノ麹異ア 9ヤヲ験セエ/トセ'但各樹 J、綿ア均膏ユ

七個ノ枝階ヲ有毒〆タ }Vヲ以ア各樹ノ枝打ノ割合ヲ実ノ知ク異ナラシメ

タ 9

嶋本側|前ノ程度 崎木賊|後日度|嶋本判断Iノ程rtI附本側

I 0.0 1II v VII 4.51 

II IV VI VJI( r，o 

上表ニ於ア枝打ノ程度 0.0 .t、金ク枝打ヲ行列ザ }Vヲ示v' 2.0 .t、樹幹

ノ下底ヨ 9二枝階マデ 2.5 .t、二枝階ノ全部ト三枝階ノ竿部即二枝階宇

ヲ枝打セ }Vヲ示セ 9其他 J、問機ニジア鮪推スペジ

大正十一牟一月二日上記ノ枝打ヲ貴行ジ同時ユ其樹高及材積ヲ測定

セ 9但樹高 ρ 幹底ノ周囲ニ沿フア白ペンキヲ輸肢ニ塗附シソ ν ョ9楠

鵡ニ至 IV..，デノ高サヲ直接尺度ヲ以ア測定 ν叉材積 ρ 立木ノ偉二尺置

キユツノ直径ヲ測定ジ Hubcr式lrIli~子求積法ュヨリアョ ν ヲ精密=測定

セ 9同年十月十六日即一生長期間ヲ経過セ JV後ユ於ア夏ニ同一ノ方法

ユヨ 9其樹高及材積並ユ樹冠ノ高サ及直径ヲ測定セ 9但樹冠ノ直径 J、

東西，南北ノ二方向ユ測定ジア其平均値ヲ採 ν9今ソノ結果ヲ比較掛照

ス V バ第 V表ノ如 ν
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第V表 すとろーぶまつ(ー0牛生)枝打猷験成債表

崎判l断ノ 枝 打 前 敏開e4I刊健ー日生島期後 噌生昆加期間量ノ 生長比

容量町穏 1t 島村HoaE etV材。積 樹H.高田 11除1
材
1
僚
H
側
t-HaE.veI宇材-V

積
o
丹
l
、均
d
直径高
h
f /~聞V1KY.償I~寸)lmれ付) I叩 (寸』|〈立方寸、(尺) I (尺) 1':tr..'hR 

V1-Vu 
寸 τー・

A 組

I 00 91.4 7(U18 JlO.9 157.1;5 HH' 71.97 5.40 9.94 75.8~ 1.20~ 

11 ~， 90.5 58.81 101.5 110.30 17.0 51.4() 5.40 9.05 69.08 0.74r， 

IIJ 。‘2.!- 87.8 79.1il 100.8 144.10 1¥1.り 64.97 4.7( R.trl fll.3れ I.2sI 

JV 30 8().れ ~0.\l2 1υ60 1ま8.91 14.(1 57.:】日 4.7ト 7.10 41.!)() 1 ，~~ 

v 8.5 86.? 日252 107.2 122.17 21.0 59.r.5 5.21 8.l:l 57.4(1 .1.03f 

VI 4/1 83.0 61.H 92.0 8G 15 0.0 2l.71 il.1O 4.44 11 17 2.211 

"11 4.5 1t3.~ 88f，5 96.7 114.l4 3.5 25.29 3.55 4.15 13.7~1 

VJIJ fI.O 98.0 101.司自 1o(j 1) 1記8.45 8~ 27.00i 3.55 "J，OP. ~.98泊

B 鐙

. 
I 0.0 75.5 65J，? 95.1 140.88 19.r. ';5.0~i 6.351 fI.80 02.UO o.Wtl 

11 2.0 79.0 85.22 970 
I 
lfO.'54 IR.II 75.:;~ G.:J5 8.OU R4.4~ 0.R'J2 

In 宮'.11 7R.6 53.6明 9帽1 107.54 17.5 53.91 60". fI.¥!1 7R./l8 OG8r. 

JV 8.0 g】.5 G5.!l4 950 121.48 H.f. !i6.h 4.向5 6.50 40.05 1.“12 

v 3.fI 88.6 liSOI 1or..11 108.~1 1P. 0 4530 455 7.切 40.98 1.106 

VI 40 86.0 67(1/1 100.5 Jl日.2(; 14.5 51.30 ~ 51 flJJ!' ill54 1.6;?7 

VII 4J) 84.0 71i.79 ()!.n 105.¥14 7.れ ~O 15 340 4.50 1il.自宮 2.21:1 

¥"111 5J1 98.1 93.97 99.5 1mB.1 日.~ 26.86 2.40 8.70 5.!¥向 4.818 

tj\ V.= 於テ指針是正ノ空間.-:r.煎ト F 繍冠ノ外聞線ユ司'テ圃~ vタル空間軍事積ノIII"'-Y
"'.lr}t Vパ樹冠手創l成、 λ ル級建ノ金千Hl~ 1.銚繋ノ問JfチヲEタス空間ノ金容積ノ a剥=

外十ヲズ然 v ...唱紛冠ノ形状 ρ 千惑が別エジデタト h 同一ノ繍柑ト.'1ノ年齢=ョ，叉
:¥t:t・ 2 司， 3-特異ノ形91.チ有 λ ，レチ以テ作術樋=ツイテョ v 'ttl1':=計量t... Iレ，、殆 F不

可!Itノ事コ.セ Ylt "今似'デ繍冠ノ空間:な縦《紛延ノ高サ1'itiサトジ樹冠ノ下庭園n堅
手直径ト λpレ圃錐旬ノ値積 r 害事量，. y トfIIl ~ÿÙ チ以テ繍冠ノ下~iJI:在I! h l'以テ樹冠ノ

高サザ耳It
'" 
^唱ノトぇ ν バ樹冠ノ ~1空間立~ VK "一般ユ失六コヨ'テ算出弐JI..'チ得 4γ

VK=÷(÷ゆ
関齢同一ノ樹憎か同一ノ立 2・=-.!tJf"'JI..' t島合=ア'デ F 伎..ノ符月~'"宣E 似的 z 目書同一

ナ'ト f盤~ ;t f専属〆ノ翠アルヲ以テ右前冠ノ?.開立後ノ大サ'"同一ノ割合=於テ Y ノ後来 f

."表明スJi.'.ノト偲~^ル宅大ナル E実'ナキチ得 4 シ歓 =~V."'- 於クル樹冠ノ浅岡



(20 ) 

立援ノ犬サ戸間接 3 叉各試.木ノ枝葉ノ量チ表明スル宅ノト考 7)vチ符崎 V蓋 v樹冠チ

組成スル枝葉ノ量 F、立木ノ健司 V チ測定スル，、煩チ献 F、ザ V バ或 ρ 可能テラ ν 電車;U1髭賞

際=行 b 得ペキュアラザルチ以テ先，~樹冠ノ空間立稜守支E 似的=測定 γ 図沙テ以テ開捜

=ョ ν チ組成スル枝葉ノ量チ比駿計量ス)vノ用=侯 v 鼻 Jレy、質エ止 A チf尋1'1ν ェ山デタ

W ノ窮策ユタトナラズ

今椴 9品第V表ノ A組ノ第一競試験木ユ就アコ V ヲ見 JVユソノ樹冠

ノ昼間立積 J、75.88立方尺ユジアコ V ニ劃ース Y 一生長期間ノ幹材積生長

量 J、77.97立方寸ナノV ヲ以アすとろーよまつーO年生ノ場合.:::.ア 9ア J、

樹冠ノ昼間立積 75.88 立方尺ノ中ニ存在メ JV枝葉ノ量 J、一生長期間ユ

77.97立方寸ノ幹材積生長ヲナサミ/ム JV可能力ヲ有ス JVモノ 1・解ス )Vヲ

得ペク故=叉軍位(ー立方尺)ノ空間立積内ュ存在ス JVノ枝葉 J、一生長期

間内.:=.77.97;75.88= 1.028立方寸ノ幹材積生長ヲナサジムノV 可能力ヲ有ス

y モノト考フ JVヲ得ペジ著者 J、仮タエコノ鑑ヲ生長比ト名グケントス

今葬季未ダ生長ヲ始メザy 以前=於ケ Y 幹材積ヲ VcI車位立方寸)ソ V

ヨタ一生長期間ヲ経過セノV 綾ノ幹材積ヲV，車位立方寸)樹冠ノ空間立積

ヲ VK (車位立方尺、生長比ヲ ω ヲ以ア表 J、ス毛ノトス V バ一般ニ生長比

ωJ、次式ニヨ 9ア算出ス JVヲ得ペジ

ω_  V1-Vo 
V 

上弐=於テ幹材fltノ皐位手立方寸，f笠岡立積ノ車位チ :ff.方尺トジ蘭者ノ恩伎チ異テラ V

メタル F、空間立積，、幹材稜=比弐 V パ常=殆l')lノー 00傍エ近グヨ V チ同一ノ車位チ

以テ取扱 711寺戸生長比 ωρ 常=微小ナ)v小般位ノ値トナ甲何等ノ賓鐙テグシテ只徒， "'" 

~重量殿下ユ零位チ羅列スルノ煩チ誘致ス Jν= 這 v バナ 9

アY ーツノ樹木ユ就ア生長比 ω ノ値ガ大ナ 9 ト云フ J、該樹ノ草位(一

立方尺)ノ樹冠ノ空間立積内ユ存在ス )V枝葉ガ樹幹ノ材積ヲ増大セジム

JV可能力ノ大ナノV ヲ意味ス y モノニシアコノ可能カノ大ナノV ガ錦ニ J、

該樹冠 J、週良ノ先線ノ照射ヲ受ケア旺盛ナノV 同化作用ヲ替マずノν可カ

ラズ然 JVニ樹冠若ジ飴 9ユ大ェ過グ )V時 J、樹冠ノ内部エ位スノv枝葉 J、

光線ノ照射充分ナアザノνノ結果 1・シア樹冠ノ上部若ジグノ、外側=位ス

y 枝葉ノ如ク旺盛ナノν同化作用ヲ替ムヨト能川ず )Vヲ以ア樹冠全憧ト

、
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v7ノ同化能力 J、比封的ユ寧ロ却ツテ減耗ス y ヲ見 V ズジア生長比 ω

ノ笹川樹冠ノ大サニ反比例ジア愈小ナ 9 ト解セザ;v可カラズ夏ユ例ヲ

以アョ v ヲ言説センユ今偲 9ユヨヨユ甲乙二本ノ樹木ア 9ア甲 J、乙ュ

比 V7多量ノ枝葉ヲ着生ミ/ソノ樹冠ノ昼間立積準カニ大ナ 9 トス v... ず

甲 J、乙ヨ 9;e大ナ JV材積生長ヲナスヤ疑ナシト蜂而毛コ J、y ノ樹冠ノ

昼間立積即枝葉ノ量ノ大ナノV ヌf錦ユジア草位ノ樹冠ノ昼間立積内ニ存

在ス ;v枝葉ガ材積ヲ増大セジム ;v可能力 J、甲ニ於ア大ナ 9 ト断ズ可キ

品アラズ否賞際ノ場合ニア 9ア J、コノ可能力 J、寧ロ乙ニ於ア大ナ 9 ト

解スペキノ理由ヲ有セ Y乞フョ v ヲ寅験ノ結果=見ヨ

今第V表ユ於ケノV樹冠ノ空間立積トコ ν ュ事}ス ;v生長比 ω ノ値ヲ掛

照ス νバ第VI表ノ如シ(第III盟参照)

第VI表 すとろーぶまつ(ー0年生)樹冠ノ空間立積ト生長比トノ瞭係表

樹冠ノ突開立積
長 比|一門生 長 !t 長生

(立方尺〉 生 !t 
(立方尺〕 (立方尺〉

5.5R 4.818 40.05 1.4.02 75.88 1.0:28 

9.08 2.982 40.98 1.106 7868 0.685 

11.17 2.211 41.99 1.38~ 81.45 0.892 

13.62 2.213 51 ~O 1.266 92.90 0.8:)8 

13.70 1.847 57.49 1.038 

31.5晶 1.627 69ρE 0.745 

コ v ヲ言説ス v...ずすとろーぶ、まつーし年生ニア 9ア J、一立方尺ノ樹

冠ノ空間立積内ユ存在ス y 枝葉jJ.一生長期間内=幹材積ヲ生長セジム

JVノ可能力 J、樹冠ノ空間立積ノ増大ュ従ツア次第=減少ス ;vノ関係ヲ

有セ 9 例へ...，~第VI表=於ア樹冠ノ空間立積 5.58 立方尺ノ場合=ア 9 ア

J、生長比 ωJ、4.818ユシア即ー立方尺ノ樹冠ノ空間立積内ユ存在スノV 枝

葉ノ章、 J、一生長期間内=質ニ凡ソ 4.8立方寸ノ幹材積ヲ士宮大セシム Y

ノ可能力ヲ有ス V ¥.+毛樹冠ノ空間立積ガ 92.90立方尺ノ揚合ニア 9ア J、

ωJ、僅カ号 0.808ナノνヲ以ア前ト同一ノ車位ノ樹冠ノ空間立積J、一生長

期間ユ僅カユ 0.8 立方寸ノ幹材積ヲ増大セシム Y ノ可能力ヲ有 ;7， ;v品
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遇ギズ故=今偲 9:.雨者ノ聞係ヲ圃表晶表示ス νバ第 III圃ノ如ク略

双山線ノ形態ヲ有スノνヲ見 )V可 ν該曲線 J、即樹冠ノ空間立積ガ材積ノ

生長量ト直線的ノ比例ヲナサザノvヲ設明スノV:.足Y 毛ノ品ジア即樹冠

ノ空間立積念大ナ V バ軍位ノ樹冠ノ空間立積ガ材積ノ生長 ι 貢献ス )V

能力 J、愈小ナノνノ関係ユア 9 トナサザ)J.-可カラズ故=今問齢同一ノ樹

種ガ同一ノ立地ニ生育ス JV場合 z ア 9ア川樹冠ヲ組成スノν枝葉ノ量 J、

略ツノ空間立積エ正比例シア増減ス )V毛ノナ 9 トス νバ(換言ス v ..".樹

冠ノ空間立積 J、間接ユツノ枝葉ノ量ヲ表明スノν毛ノナリトス v.，，，.)噂.位

ノ枝葉量式f幹材-積ヲ増大セシム y 可能力 J、枝葉ノ量大ナ y ニ従ツア愈

遼減 ν行ク関係=アリトナサザ fr可カラズ

上記ノ附係 J、叉他ノ樹種ユ就ア毛同様ナ 9ャ否ヤヲ検セシガ貧=大

正十年ー月三日北海道帝聞大皐苫小牧摘智林リバヤ J博所在欧洲たう

ぴノ純林(明治四十一年新植)ニ於ア前ト同一ノ方法ユヨリア行へ )y枝fT

献騎ノ成績ヲ採用シ樹冠ノ空間立積並=ヨレ=劃ス )V生長比ヲ計算ス

JV時 J、第 VII表ノ如シ

包欧洲 1:うひ F すと Jち-..1:まつノ蜘字毎年一階宛ノ整然タル終 1111"，-セズ毎年ノ綾

階ノ中間.-.~ :0費量多ノ小絵同r.，銭円kスルチ鴛トス11-'1-以テ後trノn.1t~綾 M1. =-・ヲズ

Vテ繍鈴ノ金足=荷 λル伎下ノ長サ予選・増トセ'即*表=於テ綾打/'O. Iを 0.0 戸金グ後

U1行 F ザルモノ 0.2 ~紛高ノ ~(J% 以下 0.45ρ 樹高ノ 4E74 以下=存在>1. 11-'絵)tJ金書Eチ

"除セルチ示セ'

第VII表 欧測nラ以(一八年生7枝打試鴨成績表

I(~木|位打， I純 打
打緒一生提靭|一生提馴聞ノ | 

前・ It R EMa壷厩週‘.&...f.'盈 ... 1m 昌也 4身 冠 |生長比

.量' I (寸1 (:立方寸)1 (寸l!r立方寸;1 (寸) 1 1I.1i寸 1(R) 1 (尺

I 006 111.7 133.79 123.~ 203.1i4 115 口o8~ 11.82 lG2 G4 

11 (12{1 135 ( ]9020 1180 27i.f:7 13( ー7.m 7.15 12.1り lG1 U4 

111 れ30 1I1i 0 27H4 ]615 40:J.r，<! lr， 5 12白.Of. 8G!'I 1177 泊30.57

IV 0.<0 137.0 lR7 (η 1500 245.08 13.0 r，S.01 5.:0 9.2ト 75.40 

v 0.45 1140 1M.51 ]2'27 106.88 8.; 42.37 5.30 7.14 
VI O.W 151.1】 207.89 158 ... 258.10 7.4 初 .21 5.40 8.29 

VII 0.5!! ](50 1f¥R，li7 152.3 196.63 7.3 ~8 /J日 4.似J

VlII 060 122.0 lli 1.85 122.0 20/1.84 一 389!1 ...以JI 5 
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第 VII表=於ア樹冠ノ空間立積=掛ス JV生長比ノ大サヲ被スノV ニす

とろーぶまつノ場合ト金ク問機=大慢=於ア樹冠ノ空間立積ノ大ナノV

毛ノ ρ 生長比小ナノV 聞係ヲ有セリ例へバ空間立積 2:10.1')7立方尺ノ場合

ユアリア J、生長比 ωρ 0.555 :.シア即曜位(ー立方尺)ノ空間立積内=存在

ス )V枝葉ノ量ガ「幹材積'生長ユ貢献スノV 能力 ρ 一生長期問=於ア俺カ

ェ0))5:)立方寸=過ギザ ν ドモ樹冠ノ空間立積:30.:38立方尺ノ場合=アリ

ア J、生長比 ωρ0.!l.?4立方寸ノ多キニ透ス frヲ見ノV 今コノ爾者ノ聞係ヲ

幽表=表示ス νバ第 IV嗣ノ如ク即すとろーぶまつノ場合ト同様ニ略

双曲線ノ形態ヲ有スノV ヲ見 )V ヨ ν=因ツア見 ν バ欧洲たう以ノ場合ニ

アリアモ南者ノ閥係 J、金ク同一エジア即草位メ空間立積内ニ存在スノV

枝集ガ幹材積ノ生長=貢献ス )V能力 J、空 1111立積大ナノV ニ従ツア愈遜減

シ行クノ嗣係ェアノV ヲ知ノV 可キナ 9

回k洲たう以ノ生長比ノ絶割値ガすと λーぶまつノ夫 v=-比シア著シ

ク小ナ )V ρ 雨者・ノ HJ集ノ同化能力ユ絶封f内ノ相違ア JVヲ示ス毛ノユジ

ア換言ス νバー立方尺ノ樹冠ノ空間立摘が材積ノ生長=貢献 λ ノV 能力

J、すとろーぶまつュ於テ遁カニ大ナノV ヲ示ス毛ノナリ夏=換言ス v.". 

， 

干〆.~
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a手

司， ~ø .10 

一割制点~，"""-'-嚇什i
‘ た jtf.
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鞘
一'ー
二二日4二i口ヰ二
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J 

トーー
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:ItIla.t-1 。z

， 

向性 # ー_1-
イTI 

f). !'.t 

一。4 J・ ~() SP J;o 7D r " .. "，，0. 

一生長期間ノ生長量 J、敏洲たう以ヨリ毛すとろーぶまつ ι 於ア大ナノV

ノ闘係ヲ示スユ外ナラズ

S 9. 今夏=第V及第 VII表 ι 於ケノV樹冠ノ空間 =u:積ト一生長期間

ノ材積生長量トノ闘係ヲ吟昧セン品

第 VIU 表

す と ろ ー .l~ ま -":l 欧 洲 1: ヲ び

樹冠ノ空 I生長期間 I樹冠ノ空 I生長期間V 持j冠ノ安 I生長長期間Vi 
間立積 VK ノ生長量 V 間 1l. 積 VK ノ生長量 日当 11: 稜 VK ノ生 宣量
(立方尺立方寸立方尺)立方寸j 合:方尺立方寸J

1>.1>8 長199 57.99 230.51 128 ot~ 

9.08 27. l>!.3u 61.97 162.6.1 69.8与

11.17 24.71 57，49 59.65 161.94 87.67 

13.62 30.15 69.08 1>1.49 75.4.0 1>8.01 

13.70 25.29 75.88 77.97 63.28 50.21 

31，54 51.30 78.68 1>3.91 1>2.50 42.3 

40.05 o6.H 84.45 75.3記 36.46 38.9l 

40.98 45.30 92.90 75.06 30.a8 2806 

今樹冠戸空間立積ヲ V広ヨ ν ニ f~ スノV一生長期間ノ生長量ヲ V ヲ以

ア表 J、ストセバ雨者 J、果ジア V=A.V~ ノ関係ニ従フヤ否ヤヲ吟昧セン



、、.，，戸、J'e ，
sz

、
ガタメニ第Vln表ノ数値ヲコノ式=適用ジア最小二乗法品ヨ 9常数 A

及 Bノ値ヲ求ム JV時 J、

すとろーぶまつ

験洲たう仏

V = lO.345V~42J7 

v = 3.670V~G214 

向比較ノ用品供セ Y ;l1"篇ニ直線式 V=A，VK .:::.適用ス v.."".

すとろーぶまつ

欧洲たう以

k

k

 

v
v
 

ι川
U

-

F

，.

ρ

U

R

U

 

nu

・3

0

U

A

U

 

一一一一
v
v
 上式ユ於ア VK ~、立方尺ヲ草位トジ V~、立方寸ヲ草位トセ P

上記ノ貫験式ユヨリア算出セノ.vVノ値ト寅測値Vノ値ヲ到照ジアソ

ノ偏差ヲ求ム V バ第 IX表ノ如ジ
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第 IX 表

賀 測 値 針 w: flll 偏 豊島

雨下否「山間 日 VE'lMVベV =A. Vie チ v=人Vx:チ、a
間 :tr.. 積 VK ノ生:tt.長寸量 v 遁rn"¥:wVノ値 用セルV，I値 :am""ル唱ノ 用セル司監ノ{立方尺) お

すとみーぶまつ

5.58 26.86 216r. 5.41 ー 5.20 一 2U~ 

9.08 幻or. 26.69 8.80 ー 0.37 ー 18.o!f 

11 17 247I 2J.18 1O.8".! + "-47 ー 13.89 

13.62 3015 31.77 13.20 + 1.62 一 16.Q~ 

13.;0 25.2!:1 3186 13.28 + 6.57 ー 1201 

315t 51~C .5.ち8 30.56 ー 5.72 一 21l.7t 
400!¥ 56.I~ 50.4S 38.78 一 5.6口 ー 17.3S 

40!:l8 45.~0 切.!¥"l 389:¥ + 5.27 ー 6.3; 

41.99 S7.¥l9 5 1.5~ 40，/)J ー 6.4~ ー 173C 

51.30 64u7 51¥.17 4nJ 8.1lO ー 15.20 

5Hリ 59.G5 58.90 5S.71 一 0.75 一 3.94 
G9CJ8 51.49 83.81 6t¥.9. + 1232 + 15.45 

75.88 77.97 00.45 735' ー 1l.52 ー ~.ω 

78.68 53.リ1 日7.!¥:.! 7G.:.!t + 1361 + 22.3 

8H5 7532 69.G2 81臼3 ー 5.70 + 6.51 

!:I2.90 τ!¥.03 72.49 ¥l().02 ー 2.57 + H.!)~ 

闘賞 洲 1: ヲ び

230.57 12目OR 10!:l.r.~ 128.43 18.43 + り.35

16264 6:11:¥5 97.!¥:> 。O.r>リ + 27.7( + 20.7~ 

lGl.!)4 87.r.i 臼4，4Q 9U.20 + 6.8詰 + 2.5~ 

75.40 58.01 54.民j 4ヨ，(附 ー H~ 一 16.01 
63.28 E的立l .8& 35.2~ ー I.:J:l 一 H.9~ 

52M 4237 4:151 2'J 24 + 1.14 ー 13.I~ 

3G.4G 38.90 3467 ~0.:1l 一 U2  一 18.Gf 
30.38 2806 3U¥l5 16.92 + 2.8'l 一 11.1-1 

第 lX表=於ア寅測値=封ス )V計算値ノ偏差ヲ見 )Vニ一見ジア V=

A.Vx:ヲ地用セ JV場合ノ偏差"11.大=シア而モ正負ノ牙配ノ甚ダ不良ナノV
，---v:有一ー

ヲ見Y 今般， .::.イニfーユヨ 9ア平均偏差ヲ求ムノV時 J、V=A.v:ヲ適
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用せ JV~ ノ J、

す kろーぶまつ 土 7.132 験洲たう以 士12.225

=ジア V=A.VJ;.ヲ適用セ )Vモノ

すとろーよまつ 土15.333 歓測たう以 土13.!>52

即何 ν ノ場合=ア 9ア毛 V=A，VK ヲ適用セノV 場合=於ア其平均偏差ノ

著ジク大ナ /'"ヲ見 )Vコ V ニ困ツア見 V バ樹冠ノ空間立積ト材積生長最

トノ嗣係 J、V=A.VK ナノV 直線的ノ聞係=従 y 毛ノトナス可カラズシア

寧 wV=A.vEナ JVt地物線的関係=近似ス /V毛ノト思考スノV ノ可良ナ y

ヲ失111V 可ジ故ユヌ樹冠ノ空間立積 J、間接 '"!lノ枝葉量ヲ表示スノレ毛ノ

ナ 9 トス v"".:枝葉ノ量宮f材積ノ生長量ト正比例的(直線的)ノ関係ヲ有ス

ノν=アラザ JVノ原fill....、上記ノ枝折試験=ョ 9ア夏ニ裏書セフ vタ )V毛

ノ 1・云フ可ジ

次=又

すとろ由ぶまつ

欧洲たう以

V=1O.345V:断

v=  3.670Vγ“ 

ー於ア VK ノ指数 J、欧洲たう以ユアリア J、0.624-1:ュ vアすとろーぶま

つユアリア J、0.42;)7 RP欧洲たう以ノ場合=於ア 1::.近シ然 /vユV=A.v:

ト前節ェ於ア誘導セノV 理論式 y=A.xR ト川会ク同意義ノ画般式 ι シア

VIC ノ指叡 B ト玄ノ指鍛 B トJ、会ク同一ノ性質ヲ有セ 9故 =-VK ノ指

撤 B 宅 OくBく1 ニシア其 1ュ近キモノ J、陰性=近クコ ν=逮ザヵ y 毛

ノ容愈陽性エ近キモノト解セザノV 可カラズ然ノV ユ上記ノ賞駿式=ョ v

....，. B....、歌洲たう以ノ場合ュ於ア 1.::.近キヲ以ア敏洲たう CA....、すとろー

ぶまつョ 9~陰性=返る〆ト解セザノν 可カラズ欧州たう以ずすとろーぶ

まつヨ 9毛陰性=富ム J、夙=賞際家ノ等シク認ム /Vトコロユジア上記

ノ賞蹟式 7ザヨクコ V ヲ数字的ニ説明 ttJVユ困 9ア見 νバ一般 ι 枝葉量

玄ト材積生長量 y トノ闘係ヲ表 J、ス可キ曲線式 y=A.xB .::1.於ケ)lIxノ

指数;が樹性ノ陰陽ヲ表示スノV ノ値ナ 9 トナセ Y 前節ノ推定川上記ノ枝

打猷駿ノ成績昌司 9ア夏品ー屠ノ積信ヲ加へタ 9 ト云フ可シ
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~ 10. 要ス y ユ上記二箇ノ賓験成績 ρ 材積ノ生長量 J、枝葉ノ量ト直

線的ノ比例ヲ以ア増大ス )V毛ノニアラズシア枝葉ノ量エ封ス Y 生長量

ノ割合 J、枝葉ノ量大ナ Y ニ従ツア究第=遜滅シ行ク聞係即悌物線的関

係ユア )Vヲ立燈スノV ニ足 JV毛ノナ 9然 9而ジア樹冠ノ礎這 J、受光量ノ

増加ユ正比例ジア増大ス )V .，.. ノユアラザノV ヨト ~2 ュ既jJItセ Y トヨロ

ノ虫nクナリトス V バ材積ノ生長量 J、到底受光量ト直線的ノ比例ヲ以ア

増大スノV モノ=アラズジア受光景ノ増加ト共ユ受光量ニ費スノν生長量

ノ割合 J、次第ユ遮減 ν行クモノトナサザ y 可カラス・換言ス ν バア JV粍

度マデ J、受光量ノ増加ト共ニ生長量，、大ナラン毛其大トナノV ノ割合 J、

到底受光量ノ増加ト平行スノレモノニアラズ

B. 受光量ト林木生長量トノ関係式ノ研究

~ 11. 上記ノ研究設=従来ノ皐設ヲ綜合 V ア考フノV ユ林木ノ生長量

ト受光量トノ関係ヲ表 J、スノ式 J、恐ラク J、突ノ諸餓件ヲ満足スノV ノ要

アノνガ如 ν

1.受光量零即絶到暗黒ノ場合ニアリア J、林木 J、金ク同化作用ヲ普守

. 
ス

2.受光量漸次増大ス V バ林木 J、同化作用ヲ密ムモ而毛受光量グア )V

大サユ達ス Y マデ J、同化ノ生産物 J、呼吸ノ錦メユ其全部ヲ消費セラノV

3.受光量ア )V大サ(最小限界光度 L"・In)エ淫スノV::..及ピア始メア物質ノ

生産現象 J、誘起ゼラ y

4.受光量最小限界党度ヲ超ュ y トキ J、其 νヨリ受光景ノ大ナノV ユ従

ツテ物質生産毛叉盆大ナタ然 v ド:t:其生産量，、受党量ト平行的関係ヲ

以ア増加ス )Vユ J、非ズシア受光量ノ増加=劃ス )V生産量増加ノ骨i合 J、

受光量大ナ Y ニ従ツア次第ニ遜減ス

5.故ニ受光量ヌf無限大ナ JV:.至 )V-vデ生産量ノ増加 j1.繕繍スノV 品川

(1) 鍛::.，野町休本生長量ト P林木ノ形態的生長者γ ，，~水分ノ増加~"-司ル重量生長量，意t~ 弐 Jレ=

アヲメγテft:煉物質ノ生産量手意味"'=y以下同'7
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アラズジア受光量ガ或限界値(最適受光量L，，)ニ建ジタ JV場合ュ於ア生産

量 J、最大トナ 9受光量コノ限界値ヲ超ユ JVトキ J、却ツア生産量ノ滅退

ヲ誘致ジ受光量ガ夏ニ第二ノ限界値(最大限界光度 IJJ~ax) .:.逮スノν時 ρ 生

産現象 J、中止セラ v向ヨノ限界値ヲ超ユノν時 J、林水 J、最早光線ノ強射

ι 耐エズジア途ユ枯死ス JVノ運命=逢着ス

~ 12. 今雨者ノ如何ナノV 関係式ガ上記ノ僚件ヲ満足スノV ヤヲ推究セ

シエ今受売量ヲ Lコ V ニ劃スノV林木ノ生長量ヲ Zヲ以ア表 J、ストキ J、

dZ 
{l"L ~、受光量ノ麓化エ該常スノV生長量接化ノ割合ヲ示ス毛ノユジア而

"E:コノ割合同受売量ノ増加ユ従ツア次第ニ遜滅ス JVモノナ JVコト前記

第 4ノ僚件ノ如グナ 9 トス V バコノ爾者ノ関係ノ最簡草ナ Y場合ノ-

J、次式ヲ以ア表 J、スヲ得ぺジ

dZ "T  

dL -α-{1.J. 

但(1)式ユ於ア α及 s.t、常数

( 1 ) 

何シトナ V バ若 να 及月ヲ各正値トス v ..，. (1)式 J、受光量ノ襲化=劉

スノV 生長量襲化ノ割合即 dZ/dL -}/受光量 Lノ増大 z従ツア次第ュ遮減

V 行ク関係ヲ示セバナ 9(1)式ヲ積分ス V ..t'"

f dZ= f (a-sL)dL 

日 L-4U+01 〔但 C1~、積分常数〕

今 C1=-A，α=s，s/2=Cヲ以ア表 J、ス時，、

Z=-A+sL-CV 

(IT)式ノ第一次及第二究微牙係敷ヲ求ム JV時 J、

dZ 
一一一=B-2CL
dL 

dtZ 
寸 7す=-2C
dL 

( II) 

(1II) 

(IV) 

即 dZ/dL=OトメノvLノ値 J、B/2Cニジア而モ其第二次徴牙係数 J、負債

ナy ヲ以7" L::::B/2C トナ V JV場合ニ於ア dZ/dL=O トナ 9 Z ~、其最大値

ユ達ス y ヲ見 /ν可 V且叉コノ曲線 J、L=B/2Cマダ J、上昇曲線=シア♂ZI
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dUり、負盤ナ Y ヲ以ク L軸=警告 νテ図形的曲線ヲナスヲ知y可ク叉Lダ

B/2C ヲ超ユ Y 時 J、 L 軸品費~7:下降曲線トナ 9 而"11: d!Z;dLtが常品負値

ナJVヲ以ア同様:::.L軸品劃 V ア阻l形的曲線ヲナスヲ知 JV可 ν

(11) 式=就テ戸著者~， 1JI. ::.繭者ノ聞係チ表 F、スノ式ナ甲ト思考 v窃量 z 研究手選メ少¥l>

ア甲事〆司量偶恩師農皐博士稲垣乙丙氏ノ最小律ノ展開漸減法員.9ノ充賓ナ砕著書(犬蕊七年十

一月強行阿見直〆=及ピテョ，、既=平グ同氏炉光線ノ供給量ト植物ノ生産量トノ聞係チ表

P ス最頁ノ式ナ'トジテ公表セラ V ~宮市唱ノナルチ知 V Y (1[)式ノ佐賀チ仔細=吟味ス

ル=能グ上寵五簡ノ修得=沼会 V 受光量ト林水ノ生長量トノ臓係チ茨戸ス一般式トジデ

採用ノ債値アル乎認メヨレチ磯部ノ生長量ト受光量トノ聞係=就テ貧困食 γ タルノ結果大

値=於テ賀際ノ揚合=ヨグ沼会スルノ事賞チ究ムルチ得タ'コヨヨ於テ乎該式千夏 Z 仔

翻=研究 v遜=ヨ V チ稚箇ノ耐陰カノ般式的計量‘法=置!用セ v ト 1 ルコヨ1V ，蘭宅其主主
=蓋甲タルノ、貧=博士ノ立論ユ冒'テ従来ノ所信ユ夏=ー尾署ノ確信チ加.... ~ iレ品図ル司自

ノ =γ テヨノ動=於デ特=惇士ユ望者 V 多大ノ感謝ノ意チ表セ v トス只博士，、(lI)式手以

テ爾者ノ聞係チ袋示スペキ最真ノ式ナ'ト y A..Mit!'Cher1ich氏ノ log(A-Y)=:K-C.X (但 y~、

生長量X 戸受光景)ナル欄係式チ駁論セルェ止'脅コ (II)式=就ヂ自ヲ貧験的研究チ行，、

ザルノミナラズ式ノ性質=就テ司邑 fM未ダ精厳ノ研究チナス Z 室ラズ故二著者 ρ 稚酋ノ生

長量ト受光量トノ闘 f系手間 1現え?レ目的ノ下=旋=深 9其性質宇追究 γ ヨ V 手続首ノ耐険

カノ般学的計蛍法=-I!!JfJ :0. It-' =-譲~ ~ iレ怨路チ明カ=セ y トス

~ 13. 今t11)式品於ア Z=uト偲定ス JVトキ J、

-A+RL-UV=O (V) 

ー_t... B土、母亡否む
(V)式 J、L.::.開スノν二次方稗.式ナノV ヲ以プー根 ..l rt ヲ有事〆二

根ノ中(V-U二五王むず鹿数ナラザ lV限'9.t、)卦子ノ根蹴ノ符競(ー)ヲ取 9タノV

"11:ノノ値ヌf小ナ 9即 (U)式ニ於ア Z=uナラ V ム lVLノ値 J、大小二筒ア

9アツノ IJ、ナ Y 屯ノヲ取 9タ lV場合ニ Zヌf零ナ 9 ト云フ J、受光量IJ芳f

過小ナノνタメユ生長量zヌf零ナ lVヲ意味シ大ナ lV毛ノヲ取 9タノν場合
.:. Zョf零ナ 9 ト云フ J、受光量 Lヌf過大ナ lVタメユ生長量 Zヌf零トナ y

ヲ意味ス lVコト J、説明ヲ要セズ事ノア明カナ 9

今後ノ説明ノ便宜ノタメ畠

B一、Is亡 4AC
::l() 

1・偲定セシ

上記ノ関係ヲ言説ス νバ LくL，嚇ノ間 J、Z.T、常兵負盤 =-ν アL=IJm加ト



、‘.，，I
 
‘‘JW ，s‘、

ナ y ト~"Þ、 z=o トナリ L>L醐トナ )V ユ及ピァ Z "t、 E値トナ 9ツ V ヨ9

L ノ値ヲ t曾スニ従ァ Z;{; 叉増加ス ν ドモ L ガ~ Bf2C :.逮ジタノV トキユ於

ア Z"t、最大値ニi!νI.ノ値ナホヨ V ヨ9毛大トナ V バ Zノ値 J、又次第

ユ漸減~ L=Lma豆トナ 9タ )V トキユ於ア Zノ値 J、再ピ零トナ 9I.J /値

ナホコ V ヨリ毛大トナ ν バ即 L>Ln刷トナ V バ Z.t、叉再ピ負値トナリ

ソ ν ョ， Lノ値ヲ帯スユ従ツア Zノ負ノ絶望せ値 J、叉盆大トナ 9鯵ユ無

窮~歪， j"止ム

夏=上述ス )V トヨロヲ具糟的=説明センカ受光量が L山富リ毛小ナ

ノV 問，、林木ノ物質生長量(重量生長量、J、負値::;.~アソノ負値ナ 9 ト云 Y

J、骨ニ生長ヲナサザノV ノミナラズソノ生存ヲスク持縦ス )Vコト能川ず

Jν ヲ意味シソノ負値ノ大小川困ツア以ア M.lY.'氏ノ所詞餓死 (V<.'rll¥mgern) 

ス )Vノ遅速ヲ表 J、ス毛ノト解ス可キナリカクア受光量ガ次第=増加ジ

ア Lm1n ト同値トナ )V トキ J、林木ノ物質生長量 J、零品事〆アヨノ零ナ 9 ト

云フ J、Lmlnノ受光量ノ場合ユ J、林木 J、生長宅セズ叉餓死毛セザノν限界

勲ユア )Vヲ示シ受光量が L，uh，ヨ ?;{;大トナノV トキ J、林水ノ物質生畏E

J、正値品 V アョノ正値ナ 9 ト云ア J、賞際生長ノ行 J、)VJVヨトヲ意味シ

ョ ν・9受光量芦f大トナノV ニ従ヒア生長量毛叉盆噌加ス V ド;{;受光量
ヌf無限大トナ Y 守デ生長量ノ増加が総績ス JV:. "t、ァラズジア受光量ガ

最適ノ受光量主(=九)ι透ジタハいわ生長ι、最大トナリ受党
2() 

量 ::2 V.' 毛大トナ ν .þ'. 却ツタ生長量，、漸減ス )V ユ至 9 受党量ガ~L岨X.

ト同盆トナノV トキ J、生長量 ρ 叉再零トナノV包コノ場合ユ零ナリト云フ

J、休水音f光線ノ強射ユ構エズ V ア枯死ス )Vノ限界勲 ι 違スノV ヲ意除セ

9受光量夏::.L，naxヨリ;{;大トナ ν バ林木ノ生長量 J、負値トナ 9ソノ負

値ナ 9 ト云フ J、枯死ス )Vヲ意味 νツノ負値ノ大小 J、枯死ス )Vノ遅速ヲ

表 J、ス毛ノト解ス y ヲ得ぺ ν

上記ノ聞係 J、第 V圃ユヨリア一見明瞭ナ 9
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9. 14. 凡ツ如何ナノV樹種タノV ヲ関川ズ受党量 t'アノV 大サニ達久 )Vマ

デ J、絶望ま品生長ス )VコトナクアノV 一定ノ大サエ議ス )Vニ及ピア始メア

生長現象ヲ誘起ス y ヲ常トス而毛幾何ノ受売量エ逮ジタ y 場合ユ於ア

始メア生長現象ヲ誘起ス )Vヤ J、樹種ユヨ 9ア相同ジカヲズジア(立地ソ

ノ他ノ事情ユヨ 9ア異ナ )Vノ闘係 J、今暫ク度外視ス)一般ユ耐陰性ニ富

ムノ樹種 J、比較的小ナノV 受先量ニア毛ナホヨク生長現象ヲ誘起スノV 毛

耐陰性ユ乏シキ陽性ノ樹種目ナホコ ν ヨリ毛強キ光線ノ供給アノνュア

ラザ V .>，~生長現象ヲ誘起ス Y ニ至フザ )V ヲ常トスコノ生長現象ヲ誘起

スノV(換言ス V バ生存ヲ持績ジクベキ受光量ノ最小値 J、従来ノ諸皐者ヌf

最小限界先度ト名グケ樹種ノ耐陰性ヲ推定スベキ尺度トジア採用セ )V

トヨロノモノナ 9然 9而ジテ (II)式=於ア受光量 LヌtL山ト同量 1・ナ

9タ )V揚合=於ア生長量 Zヌf零ナ 9 ト云フ J、受光量ノコノ値ノ場合ユ

於ア始メア生長現象ヲ誘起ス )V限界黙ニ蓮ス Y ヲ意味スノV コト前鴻ノ

如クナ y ヲ以ア L岨In ノコノ値 J、賞品所謂最小限界先度ヲ数量化セノV モ

B 
ノト云 Y 可ク又受売量Lヌt2c (=Lo)ナノV 場合ニ於ア生長量 J、最大値品
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建ス )Vヲ以ア B/2C~、該樹種ノ生長量ヲ最大ナアジム可キ最適先度L。ヲ

且叉受光量 L ガ L皿日ト同量トナノV 場合ユ於ア該樹種 J、光線ノ強射ユ耐

へズ V ア枯死ス )Vノ限界黙=達スノV コト前述ノ虫日クナノV ヲ以ア L皿axノ

コノ値 J、貫ニ該樹種ノ生存ヲ可能ナフジムノV最大限界光度ヲ数量化セ

y モノト解スノV ヲクペジ

S 15. (II)式 Z=-A+B.L-C.L2ュ於ア L=IナノV場合即林木ニ劉ジア

車位ノ光線ガ供給セラノV)V場合換言ス V バ如何ナノV 地物ニ毛遮断セラ

v ず )V自然ノ全日光ガ投射セラノV)V場合ニア 9ア J、

Z=Bー(A+C) (VI) 

品 V ア即金目覚ヌf投射セラノV)V場合ニ於ケノV 林水ノ生長量 J、Bー(A+C)

ナ 9 ト解ス )Vヲクペシ

B 
又Zノ最大値 Z皿ax~、 Lo=三'é (最適光度)ノ場合ナノV ヌf故ニ(II)式ノ Lユ

コノ値ヲ置換ス V バ、

Z，凪x=-A+B.IJo-C.L。

品、 Z皿腿=引B(}b)-C.(お
或 J、

1 2 

Zmax= -A.+一二一
4じ

(VII) 

即林木ガ最適光度ノ供給ヲ受ケタノV 場合=於ケノV 生長量 J、(VII)式ユ

ヨ 9ア直=コ ν ヲ算出スノV ヲ得ペシ

今ヤ夏=進デ常費iA，B，Cノ性質チ吟味セ ;y =(II)式Z=-A+BL-CL2ュ於テ飯事ュ L=Oト

ス V~

Z=-A 

放ュ L=O即絶艶暗黒ノ場合コ戸生長量 Z戸 -Aュ γ デヨ V ヨ守若子ノ光度チ噌スユ従

_B-.v's2=五Z'!I テ生長量ノ頁ノ紹費値戸次第=小トナ~ L=LlIIinー トナル二及ピテ z~、始
2C 

メテ零トナル郎総笥暗黒町~ Lm.nノ光度 T デ戸生長量 Z戸常=頁{直ナ'生長量 z1J"正値

ナル場合=於テ生長ノ増加アル宅ノトス V パ Y ノ頁値ナル場合戸生長炉減退ぇル屯ノト

解セザル可カラズヨノ生長ノ減退Y 何チ意味 A iレヤチ f盤究セ y ユ凡 Y樹木戸 Y ノ葉商ノ

同化作用=ヨル生成物ト根部ヨ'撮取スル管養分トノ生理的化成ユヨ明テ紹エズ新タナ

ル有機物質チ増殖 V 厨少テ以テ Y ノ勢カ (Energie)チ蓄稜スル宅同時=叉呼吸ニヨ甲テ y

ノ生成セル炭素ノ一部チ酸化 V テ炭酸又斯ト V テI!:!:出スルチ以テ同化作用ユヨ Fテ蓄捷

セル勢力戸コ V 炉タメ=紹エメ Y ノ一部チ失 b 少少ア q或樹種ユ望書ジテ Y ノ最小限界光
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度以上ノ光線か供給セラルル問 P 同化作用:e.9 守テ蓄積ザl"，Vi;¥I勢力 F 呼吸ユ冒甲テ失 h

pレル勢力ヨ'司島大ニ vテヨ v-t"タメ=生長現象 Y 誘 l包セモyレ， PV7RYh解ス可ヂ叉 Yノ樹

種 Y 最小限界光度ト同量ノ光線ノ供給手受グルトキ同 f~ 作用ユ司'テ掻取 λJレ保融 x斯

ノ量 Y 呼吸=ョ，テ失 7炭百童文斯ノ量 1・等量ナ甲ト仮定え V パ其場合ニア'テ戸生長量

z=oナ'ト解ス Jレチ得--t!〆例 h パ今同化作用ユヨ事テ掻取スル炭殿x斯ノ量ヂ a トV 呼
吸ニヨ'失 7炭敵瓦斯ノ量チ rトス v バ a>rナ Jレ岡戸 V ノ樹業 ρ ナホ樹値ノ生長ユ買=

スル能カチ有，."，レ宅ノニ V テ偲~ :=. a-r=Sトス V パ S~，即同化作用ヱヨ'テ掻取セル炭

酸x斯ノ量ョ甲呼吸ニヨ'テ失 7炭酸x斯ノ量手控除セル自主分ノ炭酸玄斯ノ量"'-"，テョ
ノ践酪li.:1!fr"、根部ヨ甲掻取セル替養分ト生理的=化成 v桧}担ノ生長ユ貢献えベキ唱ノナ

ルチ以テ S>、l!P樹値ノ生長ニ輿 Jレ可キ炭酸x新ノ量ナ Vト考 7，レチ守，.，，，，受光量小ナル

ニ従 b 樹葉ノ同化作用 ρ 衰 7iレチ以テ a"、次第二 r"'-近グキ sノ値戸次第 Z 小トナル受

光量夏ユ減少a テ終ユアル一定値=逮ス vft a=rトナ'従ツテ S"、零トナ V樹世戸金グ成

長 v得ザル=至 3レペ γ故::0.a=rトスル受光量，、該樹業 γ 生長手休止スル限界光度ュ γ テ

l!P貰=前述ノ最小限界光度=相営スルモノナ甲受光量ヨ V 司甲司丘小トナ V パ aくrトnナ q

a-r=S "'-於テ S7'頁 1直トナ'該樹葉 F 最早管ニ樹飽ノ生長=貢献えル能力ザ失 7:e.豆 pレ

ノミナラズ却少テ自也ノ勢カノ一部チ消費セザル可カラザルニ至 yレチ以テ樹葉 ρ 早晩粘

死スル=歪ル可グ換言 λV月ヨノ場合=..).....買値ノ生長チナ V 少少アル宅ノト解，."，レチ得

，.，，，，叉紹聖母暗黒ノ場合=丹精}葉 p、呼吸チスル宅金ダ同化作用チ轡 T ザルチ以テ a=()-"'-"， 

テ r=Sトナ'樹葉 F 全グ炭酸瓦斯チ掻取スルコトナグ而毛呼吸エヨ甲 rニ相営 λ ル丈ノ

炭殴x斯ヲ絶 z ズ失 7 宅ノト見 Pレベ 9該樹葉 Y 餓死スルノ法度 y、叉愈大ナ'トナスペ V
放:e.lII)式 Z=-A+B.L-C.I.2"'-於テ L=Oトスル場合 z於クル Z=-AナルーA >、偲~ ::0.上

寵ノ説明チ肯定ス V パ該樹積ノ樹業 γ 絶割暗黒ノ場合ユ於テ呼吸=冒'テ消費弐ル炭階

lI:斯ユ相営 λJレ値チ示スモノト考 7，レチ得ペジ

Kreusler 氏ノナセル主主験向上記ノ説明チ肯定式ペキー資料トナ，."::".足ル宅ノユ V テl!P

氏 rCaJ>pinus betuhlSノ一平方税ノ業 F 曇天ノ日ニ於テ一時間=一三.七立方粍ノ炭酸瓦斯チ

分解"，'"ノ量 P 正ユ呼吸ニヨ唱テ失 7量ノ七倍=相営 γ 叉ー 000燭光ノ光源、チ三一穂

ノ距雌=置キタル場合(JI;:>、ヨノ光度 Y 同 11::作用=及 *"λ ノ効果戸陽光ト町長岡ーナ'トナ

セ甲)"'-一平方税ノ葉 ρ 二八五立方粍ノ炭酸瓦斯チ分解 γ 而唱ヨノ量(重量=於テ)ρ 呼吸エ

ョ，テ失 7量ノ凡一五倍=相営スルヲ見タ 1] ト云 b次ユ叉光i原チー乃至一五米ノ距際ユ

移 V テ光度チ前述ノ場合ノ ]jJ-1/25 トナセルノ結果戸同 ft.作用=ョ'テ掻取スル炭敵x
斯ノ量ト呼吸=ョリテ失 7炭般x斯ノ量ト，、:iE"'-相等 γ キチ知 V 1] ト云 7ヨ V 手前記ノ

説明ト望書P.iIス V パCarpinu;betulusユア Pテ F 曇天ノ日エノ、 a:07.rニ V テー 000燭光ノ光

源ヨ'三一糎ノ距離=ァ，テ ρa=15.r同一ノ光滅ヨ Vー乃至ー.五米ノ距離ユ於テペ却:光

度-t"1/9-]/25 :e.漣減ス V パ)a=r "'-"，テ換言え V バ 1/9-1/25ノ光度戸貧=該樹業ノ生長チ

休止"c"， A )レ最小限界光度ナ Vト解 λPレナ得ペジ

(1) lIl'nry S. Graves Li.，;M in Rt'lation to Tree Growth. 1911. 
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g 16. jZ戸受性ノ艶化ユ劃ス川崎町ノ割合チ示 Y.il'ii'E笠=B --2CLナル
dL 

ヨト戸前述ノ如グナルチ以テ今俄=-ョノ式=於テ L=Oナ甲トス V パ

dZ 
dL -

故ユ L=OI!P，随笥暗黒ノ場合=戸受光量ノ慶化 z軍事スル生長量強化ノ割合戸 B十甲 dZ 
-JqEE  

=B-::CL =-於テ B及 c~、失 v 夫 v lE 11直ト γ ァノ常鍛ナルチ以テー'~~ >， L=Oナ Pレ場合=於テ
dL 

最大値 Bチ有 y y v ヨ甲 Lノ1直ザ増え=従ツテ次第ニ滋減スルノ関係、チ有セ甲蓋 γ紹笥

暗黒ノ場合=ア甲テ F 同化作用 F 紹艶=行戸 V ザルす故ニヨノ場合=樹葉 γ 光線チ i易望

スルノ度，、頑 yレ大ヱ V テ恰宅織エタ 3レ宅ノヵ・会lチ求 A 1レz 念j'1レか如 9 費量j}ノ光線毛碇

チ=取 V テ以テ同化作用ノ周=供セ v トス然 v ，..宅光度大ナルニ後')>テ樹葉 Y 光線=-~t 

スルノ要求 ρ 次第=逓減シ遂=ア脚光度ニ議ス V パ最早 y v以上ノ光度チ要求セザルニ

ヨ~ ，..，恰宅食=飽クル宅ノ Y最早食チ欽セザルニ似タ甲 llP光溺iチ欲スルニ念ナ V パ従 Vテ

ヨ V チ利用 γ テ同化作用チ笹 A ノ割合宅火j' y ト解ス ν 〆紹\!~ 暗黒/場合=於テ受光主主

ノ強化=劉スル生長量艶化ノ書1)合町最4大 vナ，11 ~-;..自ヲョ ν チ説明 yf寺ペジ

<1Z ............ .. b. 1!aI'. ，，- L! S.  ~ 11. d宝ZIτ チ受光量ノ侵化エ封 λPレ生長量鑓化ノ刻合ナ PトλVバ寸"'j"'"Q .).、受光量ノ廃化ユ封
dL2 

ス 11生長量鋭化ノ割合 1]"~光量ノ明加ト共ニ漸加者こ γ グ ρ 削減スル割合チ示ス戸 m 分争

d2Z 
ノ致 7/v'トヨロ =yテョノ場合ユ p、，IV)式=日 lJ "'Ti'""B =-2C.ナ甲 c~.、五億ト γ テノ常鮫

dL2 
d宮Z

ナルチ以テ(f['2>、頁鍛ナ YIIP i斬加ユアラズ U テi4'丹波ナ V常重責 c;1、受光量ノ鐙化=費え Pレ

ヨ三主主量鐙化ノ事IJ合 Y 受光量ノ増加lト共=漸減 λyレ割合チ示ス値ナルチ知 Jレ可 V

上越えルトゴロ Z ヨ甲常鮫 A，B，Cノ性質チ再言l1;<， vパ A>、犯劉暗泉ノ揚合=おL葉ゲ呼

吸=ヨ甲テ i常費スル炭酸x斯ノ量=相営スル値千示シ B>、絶望号暗黒ノ織合ニ於ケル受光

量ノ鑓化ユ翁スル生長景鐙化ノ割合チ示 v叉 Cρ 受光量ノ極化 1 笥ス Jレ生及量控化ノ割

合す受光量ノ増加ト共ユ i斬減スル害IJ合チ示ス

上詑ノ値 ρ 樹種エ司甲テ異ナル p、勿論叉同一ノ樹福エア¥)テ毛 Y ノ年齢並 Z 立地ノ作.

賀如何=ヨ事テ異ナル宅ノト解ス可キ哩ア pレチ以テ?言霊tA， B， C -'、何 V 宅Mf樋，年齢，立地ノ

如何=司'テ異ナル貫主催十 1) ト孜 7 ペキ司日ノナ'

S 17. 今最適光度ヲ L。ソノ場合=於ケノV生長量即最大生長量ヲ Z，uax

ヲ以 j'示セバ

--L
 
c
 

m
一

刊

ル

+

+

 

A

ユ

A

一
iu

一

=

取

即

=

m

一
Z

Z

又アジ

或 J、襲形ス v..，，"
'0宮'02

Z=-A+二二一+B.L-OI量一二二一40 i .LJ..u-v~~ - 40 
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.B宮 ITO n B ... . B宮、
=-A+一一一一01V-2一一一.L+寸~，. 40 ~\-- -20 .-. 4(;2 J 

-A43L-c(jb-L) 

W B 
上式 s於アーA.ドIEE=ZmM35=九ヲ置換ス V ..Þ~ 

Z=Zmnx-O(Lo-L)宮 (VIIl) 

(VIIl)式 J、常数 A，Bヲ消去セ lv(II)式ノ獲形式ニジア現在ノ先度ず最

趨光度ト等量 1・ナ 9タノV 場合即 L=L.。ノ場合ニ Z=Zmll.'(トナ 9:3 V ヨ

y Lノ位ヲ加フノV カ叉 J、減ズノ'v:.従ヲア Z.t、 z剛 x :.建ザカ 9而毛ジノ

遮ザカ Y 割合 J、現在ノ光度ガナホ未グ最適光度ユ遼セず y ノ距差叉 J、

ロ ν ヲ超ユノV ノ距差ノ自乗=比例ス Y 関係ヲ示セ?而ジア O.T、ソノ距

差ノ自乗ノ幾倍=比例 v7遠ザカ lvヤノ倍数ヲ示ス童文ナノV ヲ失/JlV可ジ

(VIII)式ヲ微砂ス V バ

clZ nr-.T • 

~lL =-20L+20IJ。

=2C(Lo-L) (IX) 

np受光量ノ麓化ニ事}ス JV生長量襲化ノ割合 J、現在ノ光度-}}"最適光度

=劃ス Y 距差ノー乗エ比例スノν関係ア )Vヲ知ノV ペジ

~ 18. 
I B T B一、/醇二4AC

Jro.=一J..J.~，~=
0-一万Eδf' ..LJ

1均川
II

ナ y ヲ以ア

B BーゾB2_4AO v'B2工互亙U
L^-L~'n=一一一 = mm 20 20 20 

B2_4AO 
・ (Lo-Lmm)宜 4C2一

然 JV:. (VIII)式=於ア

或 J、

或 J、

Z=Zmnx-O(Lo-L)Z 

2 (E，2-4A 0)J4C2 
Z=Zmax-O(IJo-L) • (B2-4AO)j4C百

( h-L "'12 
Z=Z，nnxー (B2_4AO)j~0.1 ./'0 ~.一一 i

、 ~o- 皿凪〆
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然 fV~
B量一4AC

Zmax=一一一一一 ナY ヲ以，.守U

、
目
『
E
/

」
一
弘
L
一L

B
F
E

，，、
マ白ワ

心

一一
q山

或 J、 日1I，ax(吋寸合y) (X) 

(X)式 J、即常数人:B， Cヲ総ア消法セ fV(II)式ノ襲形式ナ'9::rノ式モ叉

式ノ形ユヨ 9ア自ラ明カナノ'Vjl如ク Lヌ1. Lm1n ト等量ナノV場合 .::.Z=Oュ

シア y vヨ yLヌf大ナノV ニ従ツア Z ノ位 J、究第ユ大トナタ L=L.。ノ場

合ュ Z=Z"axトナ yy v ヨ yLノ値ヲ増スユ従ア Zノ値 J、叉次第ユ I}、ト

ナ 9 1Jo-1J ヌtLo--1J皿ax ト等量トナ y 場合ュ z=o ナy ノ関係ヲ示セ 9

且叉現在ノ生長量J、I令-Lノ値ノ小ナノV ホF'即現在先度ガ最適光度=

近グクホド愈大ユ V ア而モ又 Lo-1'lllin ノ佐ヌf大ナノV ホ 1'"即最小限界先

度ト最適光度トノ差ガ大ナノV ホド愈大ナノV ノ闘係アノV ヲ知Y 可 ν

(X)式ヲ微分ス V ~"\. 

dZ 2尻
一一=一一一型~.[IJo-L)dL -(IJo-Lm1n)宮、

(XI) 

故 ι ヨノ場合エアリア毛受光量ノ襲化ニ事}スノV 生長量務化ノ割合 J、

現在ノ先度ガナホ未ダ最適光度ニ達セザY ノ距差ノー乗ユ比例ス }Vノ

関係ヲ示セ 9

(IX)式ト (XI)式 J、金ク同一ノ式ナ lVヲ以ア

2C(Lo-L)=2 IT Z盟~\O[Lo-L)(Lo -IJmlu)Z、 J

-
n
 
;
 

一
E

玄

F
J
l

a
m
Y
A
 

丸
一
「一一

ρU 
• • (XII) 

故 .::.0ナY 常数 J、最適光度ト最小限界光度トノ差ノ自乗ヲ以ア最大

生長量ヲ除スノV ヨトユヨ 9宜接::rV ヲ求ムノV ヲ得ペジ

~ 19; L，恥'o，IJn帥E

B し一
.aJo- 2(] 

Zm皿=.c~-A
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1!'-4AC I担.
Z岨&1=一.0 i& -A=CL~-A 1-v月十'

LD•Ú1=ι-J与L
sI-4AC C(B!-4AC) C(s'-4AC) 

Z.-s=一<<ァー=一--C4C一一=一--.ct一一一

." l万四コ瓦c) ，，，'II'BI"士宮Mデ
'll'z.ftX2J '-'\~4cï一=よ:lC

JELLm布-c-一一三万一一

書事.ル= I曲 B一、/Fiiτ4'¥C B '11'τ仁志W T JI.'::O 咽山 ~CτC- l!C ー

Lm恒=1イ与三

JJll.U= 21Jo - JJ" b. 

散::.. LOI JJD巾l' L"."， Z川

JVヲ得ベジ

~ 20. 今上述ス JV トコロヲ試 z 賓例ユ就ア誕明セシカ著者ずからま

っ一年生ユ就ア受光量ー物質生長量!一生長期間=於ケ )V)トノ聞係ヲ賓

駿セノV 結果 J、第 X表ノ如シ但物質生畏量 J、重量増加量ト同一ナ 9ト宥

倣セ 9

第 x 表

I Il III IV v 

一生長党鍵期.量間三於ケ
守司書生長チ聞ノ **生長'終了

於一司王E生4hvtE長bl'E期酋t.間ホZ‘2=4ノ} 庇険 香織 Mレ受 ノltL 始，.， ..，以置前 " " ..，トキノ術
在iホノ令画it1(】 木ノ会11電車〈・

1 1.1ω 0.& 16.7 16.~ 

2 0.68 o.r， 12.3 lU 

g 0.43 (J.r， 7.9 7.~ 

4 0.~7 0& -'.!¥ '.~ 
5 0.14 1.4 0.9 

賓lX 表ニ於ケノV 受光量 J、金日光ノ照射て~\1何ナノV 地物=毛港町セラ v

ザ JV)ヲ受ク y場合ヲ1.00トジア他 J、ソノ分散ヲ以ア表 J、νタ JV喝ノト

ス

第 X表=基キア最小二乗法ユヨ 9σ1)式ノ常敏ヲ求ム v."，.



、‘，
a
，，
内フ今、d，t

、
A =2.618， B=26.482， C~7.671 

故ユ該樹種ノ一生長期間ユ於ケノV受光量 L ト生長量 Z トノ嗣係 J、次

式ヲ以ア表 J、スヲ得ペシ

Z =-2.618 + 26.482L-i.67IL' 

ヨノ式 z ョ 9求メタノvZノ計算値ト賓測値トヲ劃照ス v"....第 XI表

ノ虫日シ

第 XI 表

Z 銀 • L 
貨 測 S直 針 -= 値 . JZ 

0.14 119 0.93~ + 0.031) 

0.27 4.0 3973 一 0.027 
(I~ 7.4 7.351 一 0.049 
1l.6~ 11.11 lUU3 + O.Oi:l 

1∞ 162 lG.l ~3 ー (1:冊7

常厳 A.B， C ノ上記ノ値ユ基キ Lo.L.D11l， L…"， Z，叫等ヲ算出ス ν バ実ノ

女nシ

I-B  20.4丸2一=1.726 匂=:lC-~xï.671

Z，O“=C.I.!-A=7.G71 x 1.72GI-2.618=20.2:34 

/ Z.~__ / 2け.2:~4
L回In0= L，，-J -~(r-= l.i26-Jτすf-=0.102
1，，，，"，， =:24-L山宮2x 1.726 -0， t02= 3.:l50 

即 Lanlu(最小限界光度)ガ0.102ナ Jν ヲ以アからまっ一年生ニア 9アJ、受

光量が0.102金日光ノ照射量ヲ 1トシア);:.逮ス /V守デ J、何等ノ生長ヲス

JVヨトナク 0.102ュ逮ス /Vユ及ピア始メア生長ヲ開始スノν限界勲ユ遼ス

ヌL叫(最大限界光度)...、3お 0ナ /Vヲ以ア受光量が金日光ノ 3.350倍=遺ス

/Vコトア 9 ト仮定ス v "，.ソノ際ユ於ア J、最早党線ノ強射ユ耐エズシア

枯死ス y ノ限界勲ユ這ス /Vヲ知 /V且叉 LJ最泊先度)-，、 1.72;3ナ /Vヲ以アコ

ノ樹種=ア 9アJ、受光量-}1.1.726トナ 9タJV場合=於ア始メア最大ノ生

長ヲナスヲ知 Y 可タ即天然ノ金日光ノ照射量ユア ρ ナホ未グコノ樹種
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ヲシア最大ノ生長ヲ

ナサジム }Vエ足ラザ

Jν ヲ知 y 可シ然 v ¥: 

毛1.72o ..、該樹種ヲ V

ア最大ノ'-1::長ヲナサ

ジム )V限界黙ナノV ヲ

以ア受光量1.i26ヲ超

ユ }V トキ J、該樹積 J、

最早光線ノ強射ユ苦

ミア次第=ソノ生長

量ヲ越滅スノV ニ至ノV

今上式ニ基キア各

種ノ受光量 L ニ劃ス

)'V生氏量 Zノ値ヲ計

1事官 l到しL上」
&*量五史定量， '数量的!保--1

¥落葉松一年生「ア「寸
寸 |111L.v寸
|I J ...... キ/~

1. ，.. L-l-.--.J 1 I 1 1 1 1 )/~ でマ

1ij中怖い:斗よ
J 1 I 11 j/: ' ~ ~ ; ~ ~ ~ ~汁-

~I;~ H+〆;sふ53-p-ff-;j ;!十
I~卜十ヤ日-h十十一ト，\ 十十十

知~irnffi 賞
受え宣ι主

-
4
'
l十
l
十

1
4e

a
v
 

N

T

S

 

算スノV トキ J、第 XII表ノ知シ(第 VI闘奉照)

第 XII 表

受 光 量 生 主主 量 z Z ノ抜大値チ 備 考
lj() 

1mトジテノ%

0.100 0.047 o 2:i2 

0.102 0.000 0.4 最小限界制1.1111

0.200 + 2.294 + 1l.33G 

0.300 + 4.637 + 2:l.013 

041伊} + 6.748 + 33.34 

0.5α} + 8.705 + 43.013 

oαH + 10.50リ + 51.927 

0.700 + 12.160 + COυ85 

0.800 + 13.65¥1 + 67.492 

0.000. + 15.α)2 + 

1.仰{ + 11¥.193 + 80.013 

1.1 + 17.230 + 85.137 

1.200 + 18.114 + 89.507 
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受 光 量 L 主主 主主 量 Z 
Z ノ汲大鑑チ

備 司F
lAJ 

100ト v テノ%

1.300 + 18.84n + 93.117 

1.4(l{) + 19.422 + 95.068 

1.500 + 19.845 + 98.0:>8 

1.726 + 創)238 + 1∞000 最先温度I岨

コ V ユ因ツア見 V バからまっ一年生ニアリア J、受光量ガ天然ノ金日

光ノ照射量ノ 1}1Oナノν場合ニ J、生長量 J、-O.Oliニシア換言ス ν バコノ

場合ユ J、光線ノ照射ア'v))ユ微弱ナノν ガタメユ同化作用ユヨ 9ア掻取

;:A )V表酸瓦斯ノ孟 J、呼吸=ヨ 9j'旺国スノV 表酸克斯ヲ補フニ足ラズジ

ア樹葉 J、早晩餓死ス y ノ運命=逢着ス )Vヲ示セ 9受光量ガ0.102即全日

光ノ照射量ノ約 1/10トナ v バココニ始メア生長ヲ開始メノV ノ限界黙ユ

逢ジコ ν ヨ9受光量ガ増大シア 0.2 トナ V バ生長量ρ+2.2D4トナ 9ソ

V ヨリ受光量ノ増大ユ伴ヒア生長量毛又次第ニ増大 ν受光量 7l天然ノ

金日光ノ照射量ト同量トナノV トキ J、生長量 J、賞ユ+16.1D3 トナノV然 v

ド毛受光量夏ニコレヨリ毛増大ス ν バ生長量毛叉依然トジア増大シ受

光量1.72GトナノV トキ J、生長量 ρ -f20.2:38 トナ 9其最大値ユ逢スノV ヲ見

)1;'可 ν只受光量ノ増大:.f宇ヒア生長盆毛又究第ニ増大スノV 毛ソノ増大

久ノV割合 J、受光量小ナ IV場合ニ;於ア著シク例へバ受光量ガ 0.1 ョ))0.2 

=高'v)V トキ J、生長量=於ア +2.:Hlノ増大ヲ見ノV 毛1.4 ョ 9 1.5 ニ高

守 )V場合 J、生長量ュ於ア僅カユ+0.423ノ増大ヲ見ノV :.過ギズ

今上表=基キアコ ν等ノ閥係ヲ曲線腿ユ示ストキノ、第 VI圃ノ如ジ

(II)式ノ襲形式タ )V(VIII)及(X)式モヌ Z1・Lトノ闘係ヲ表 J、ス式ニシ

ア上記ノ計算ョ 9直チユコ v ヲ導クヲクベジ即

(VIII) :.式=劃シア J、

(X) 式=封 V7..T、 日 O.234(1-(--.!;jr)霊)
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C. 光度計トシテノ感光電池

9 21. 日光ノ照度ヲ測定スペキ光度計=就ア ρ 多年皐者ノ工夫セ )V

;トコロナ 9 ト蝉未ダ皐術上ノ使用ニ供ジクペキ毛ノナク従ツア日光ノ

照度ト植物ノ生長現象ニ聞スル従来ノ研究 J、一毛抜狸科皐(精密蒋皐)ユ

立脚スノV 毛・Y.テ・4〆只 Wiesner氏 J、感光紙 z ヨ)V光度計ヲ作農ジ植物ノ受

光量ヲ散字的 z 計量スノV ノ法ヲ究メタリト蜂ソノ研究=使用ジタ JV光

度計 J、榎準紙 (Normnlpllpier) ト名ヅクノν威光紙ヲ光度ヲ測定セントスノV

陽光ノ下=魅露 ν化畢綜ノ作用品ヨ， .光紙 1l漸次鍵色シテコ ν=隣

接ジア併置セ )V極寧色 (Normalton) ト等色トナノ'V=-要ジタ Y 時間ヲ秒時

計ユテ測定ジツノ時間ノ遁敏ヲ以テ光度ノ大小ヲ計畳セントメノV 毛ノ

ユジ|ア伊lへ".地物ノ遮影ナキ林外ユ於ア威光紙ガ援準色ト等色トナ JV

ユ 0.60秒ヲ要シタリトジ林内ニ於テ 0.05d・ヲ要シタ 9 トス v ...、・ 2 ノ場
0.05 .... _ 

合ユ於ケ )V林内光度山一一= ナリト:z:;;フダ女¥lシ然 ν ドモソノ等色ト
O.GO 12 

ナ ν )V.，..否ヤ ρ 只肉眼ノ識別カニ依積スルノ外ナクヌ著者が賓際:2V 

ヲ賦用ジタノV 結果=ヨ )V::.ソノ智色トナレ )Vノ瞬間ヲ排別ス )Vコト至

簾ニシア到底多大ノ設業ア )Vヲ兎レズ従ツア叡理的ノ精撤ノ研究:=..t、

ナホ未ダ服用ニ供ス可キニアクザ JVグ蜘ジ舟.皐博士飯盛聖安氏 p 東京

化皐曾鉱第四十一帳第二鍵ユ於アハロゲシ化銀電極ヲ用ヰタ )V風光電

池ガ光度計トジア賞用ノ慣値アノV ヲ必ケ 9著者 J、氏ノ装置ガ果ジテ良

ク光度ヲ散字的ユ計量シウ )V毛ノナ 9 トセバ光度ト林木ノ生長ュ陶ス

y 散照的研究 ι 一歩ヲ準ムノν=足 )V毛ノトナシ属賓駿ヲ繰リ返ジタ JV

ノ結果 Wksner氏ノ光度計=比シア皐術上ノ服用{携魯ソノ他使用上 z 閥

ス Jν 賞際上ノ便否如何 J、暫ク措キ)ニ供シクペキ ftl値ノ優 ν )Vヲ認メタ

ヲ然 ν ドモコ."'大正八年始メテ世=-生レ出テ'ナホ一般=知ラレザ JV毛

ノ、金日夕而毛服用科皐少クト毛農林皐ノ研究ニ J、未ダ使用セラ ν タノV

コトナキヲ以アソノ構造及使用法特性並ユ天然光測定器トシアノ精度

=旗アソノ大要ヲ記述スペシ
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1. 感光電池 J構造反使用器

~ 22. 感光管池チ光度計ト V テ使用スルユ戸別==. ~ !I電麿計チ必要トス感光電磁戸

電池被(沃化銀ノ 1/壬沃化加里規定波)チ充 V タル長方形ノ稲子容器=特種ノ感光カチ有ス断

電極(沃化銀電槌)チ笈入セ γ メタルモノ==.v-テ Y ノ容器 y、y ノー側面=於テ光線チ射入セ

V ムベキ受光窓チ残 v他ノ外側面一帯=錫箔チ鮎付 γ テ光線ノ笈入チ防グ'電極 P 二枚

>r ，テ Y ノ受光窓=面軍〆テ光線ノ射入チ受グルモノチ裕光電極，受光窓ノ反笥ノ側=ア事
テ光線ノ射入チ受ケザル唱ノチ時側電極ト稽 γ 各 Y ノ上端ノ一部チ延長 V テ益上=取付

クタル民総製端子=蓮結 V タルモノユ V テヨ V チ怒光電池ト名ググ感光電池戸更=ヨ V

チ開閉扉チ有「スル金属製ノ函ニ轍 A 開閉扉チ節グトヨr~，受光窓千種タテ?谷光電極面ニ光

線チ射入 γ 閉 ~v バ紹劉暗黒トナリテ浴光電極薗 ρ 光線ザ受 'J 1レヨトナ V 感光電池ノ民

総製 47J 子 ρ 夏 Z ヨ V チ小電線コヨ'テミリ電~計=聯結吋第 VII 廊 [A] 雪量照】

ロー・

E E 

イーー • 

第百回 A

ー白

Z書記1t電池

イ失え窓
冒 pt.l!;'j)事
h 真偽ヨ民鴫予

'曽

m電事会
.f ;.谷えを揖

o I1toltl1電磁

In電極苛 W電;也実y完色弘明予容&
イ度及 、 4受先窓
冒 ''-'Jt
... "砧ドゑ~銅色?惹Ji. "錫?h舵句官'‘坪4ト

今若 γ 開閉扉チ開キ受光窓チ主Ii~テ?谷光電極面コ光線チ射入セ γ ムルトキ戸該電極商

，、忽チハロゲン化銀=特ー有ナル光経化チ起セドモコ ν ト反罰ノ側 z アリテ光線ノ射入チ

受 0・ザル暗側電極，、何等ノ場化チ唱受ケザ Jレγ 放エ廟樋ノ性質 p、不等トナ"震ユ繭縁関

=電位差チ生王"i-谷光電極ノ符披 ρ 正トナルカゲ γ テ起 Pレ電池/電動カハコ V チ光電車Eト

名ググ光電麿ノ大サ，、受光窓内=射入ス脚光線ノ強度コ司"テ境化 γ 光線ノ強度大ナ v

月光電懸ノ大サ宅叉従ツテ大トナ q jj主総~端子=連結セル小電線コヨザテヨ V チミ 9 電

麿計ノ・指針三傍遠足放=指針ノ示度宅光線ノ強度大ナ V バ叉従ツテ大ナ'然 v 1"毛光線

ノ強度=笥~ Iν 指針ノ示度，、 I宣線的ノ比例チナ~ ==.アラズシテ今若 y 光線ノ厳度チ L ト

V 指針ノ示度チ Z トス V 月飯.思安氏ノ研究ニヨ V バL トZ トノ問ユノ、 IIJ次ノ裂式=示
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ス~.・如キ関係ア 1 I、丑フ

z=占[l__e-K.L.!j

但 O.K. d r.軌 V 号電池各個ノ特性，温度且光線ノ波長等 エ醐スル?骨量主 =γ テ e，、自然費

量定ノ底鑑ナ'

上式=司 νftL=O fP紐針暗黙ノ場合=於テz即指針ノ示IJt，、容 ヱジテ光1.0'大ナ )V=..従
、ニテ示度宅主攻策 ニ大トナ V ド宅 Y ノ大トナ W ノ割合 ρ 光J1r大ナル ニ従 b テ遜;民シ光 IJt

無限大トナル場合 ニ於テ示度，、 ア ル一定値 8テ示スチ却ル ペ V

9 23・ 感光電池 手作 製スル =.r.t ~電極面 =沃 化銀ヲ厚滞ナグ均等=.. ~世 抹ス JνP 不可
能ナ rν チ以テ古人 γ使用スル忠光電池 P 各個毎 三多少ツノ性 1!チ異 ユ ゑ Fレチ常トス故 z

U~ 'T11 関 B

~ .，.-~ 

タザ

今新ラ νョーlご l個ノ 忠光官li:i也チ作 Wタ 1 I・スルモコノニ・個ノ感光電 i也'i・査グ同一ノ性質チ
有ス pνl司E ノト考 7 ，レヨト能 F、ズ然 Yレエ上諸ノ如グ指主lノ示度ト光線ノ強 IIl'.Iノ附係 ρ 電

池各個ノ時 間~ n yテ異ナル ヵ・故 コ任意ノ ニ側ノ感光 電池 チ使 用 " y トス V バ各個別々

=担割ノ示度ト光線ノ強 lirトノ闘係チ究メザル可カラ メfP雨者ノ関係 P 興 A ラ V タル常

地 エ特 有ノ剛係 エνテ他ノ 電池 三割 ジ テ y、ヨ ノ闘係予 濫用 λ ペカラメ加立同 一ノ電池 1・

量産時ノ経過ト共 二電樋面並 z電池波 三若干ノ償提チ生ズペキチ以テタト《同一ノ忠光電

池ラ世用 λ ル楊合ト量産殿密ユ云 A バ Y ノ使川ノ度嘩ヱ設電池 ニ就テ指針ノ示度ト光}宜ト

ノ蹄係テ賀湖シ猿メコ ν チ曲線岡 三猿示セザル百Iカラズ ジノ 法，、衣ノ主〆

1摂，!q電 燈(例-，. J(oo!'J{燭光、チ ホ干 ニ椛，、 タル 目盛橋ノ - ij'';jコ悶定ジ則 三其電燈ト略

伺高 ノ梨聾チ目盛情=Ifrアテ目盛ノ方向三前後 三 滑カ=辺動 " iレテ得ペカラシメ Yノ架
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警上=感光電池チ垂直三安置 V 受光窓チ電燈光ノ射入 V 来 iレ方向 ='-jj耳セv'.A電燈光 F中

心ト裕光電極面トノ距隊7'電池チ載セタル架翠チ目盛橋"'-i皆ブテ遊動セ γ .Aiレョト=司

甲如何様=宅加減ス pν ョチ得以上ノ装置戸ヨ V チ暗室内ユ設グ(第 VII岡B参照)

2.上詑ノ設備チ完成 γ~ Iレトキ F 先 y室タトヨ事射入 γ 来 Jレ天然光チ会グ遮島町 V テ絶望者

暗黒トナ V 様 i停電燈=殿燈^)レトキ ρ 架肇上=安置セラル、?谷光電極iiii""射入ス脚光線

ノ強度戸電燈(光源)司甲ノ距離ノ自乗=逆比例ス然 v 1"弔ヨノ場合ユア事テ P 光源!i')ν 電

燈 P 其賓車ーノ賠=アラズ γ テ特種ノ形態チ有 γ 而宅柑子球チ以テ被覆セ=;iν 、チ以テ

近距離=アリテ7'殿密=ヨノ法則チ遁用ス可カラズ加之貧験室ノ壁 z ヨル反射光ノ混入

宅叉法則チ捜苗lスルノ副因 1・ナ甲諮自乗ノ iまjl，ij~， '"ノ場合=ア事テ y、良近似的エ威ー立ス

ル毛ノト仮定スルノタトナ γ 故ニ今俄~ =.ョノ法 ltlJ:::.従プ宅ノト仮定 v光源電燈チ 10(的奴

燭光ナ 1} トス V 月光涼ヨ甲ノ距離ト照射光度トノ闘係 ρ 凡次表コ示スヵ・虫日 γ

第 xrn 表

光源胃可ノ距離 照 射 光 度 光源ヨ 1) ノ日| 再f 光 度
(吠〕 (吠OJJJ光) (切り (吠燭光)

0.30 11111 0.90 1235 

0.40 62W 1.00 10(:0 

0.50 4000 1.50 444 

0.60 2788 2.00 25( 

0.70 2044 2.50 160 

080 1:i68 3.00 111 

3光源ヨリノ距離=ョリテ照射光 Irrノ異ナルヨト上表ノ如グナ?レチ W.テ架肇チ遊動 γ

テ裕光電極面チ光i原=近ググルエ従 b 電極面か受グ yレ!限度 F 念迭l'f.l::".増加 γ 偽ツテ指針

ノ示度モ叉主主大トナル今一例トシテ最初電桶薗チ光源ヨ 1) 2.5 19tノ距離ユ置キソノ場合

=於ケル電車E 計ノ示度チ採讃 γ 架肇チ~動 γ テ漸次光[収"" Qi: ':/カ γ メ上表土示セ 7レ如キ

距離二進ム毎ニ電 I~lìi ノ示fSrチ採讃 γ 衣表ノ免守成績チ得タ Jレ揚合チ説明セ y

第 XIV 表

光源ヨ '1flr栂商 照射光度|電歴計ノ 問
Y デノ距蛾UlJU lJlR燭光) 指針ノ示度 T ヂノ距離.IIJUI 宮R.oJJJ光) 指針ノ示度

2.50 160 1.2 0.70 ;':041 21.2 

2.00 250 3.2 O.co 27RB 3i.6 

1.50 444 5.7 0.50 4000 40.0 

1.00 1000 13.2 。目40 (，250 52.3 

0.90 1235 14.8 
-ー

0.30 11111 62.1:1 

0.80 1563 20.3 
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上表ノ成鎖=主主キ照射光度チ横軸-=・甲電睦計ノ指針ノ示度チ縦車両=ト'デー少ノ陶

銀嗣チ設。トキ戸ヨ戸賀=今試験1<Iレ感光電池エノミ特有ナル光度ト司t::m計ノ指針ノ示
1度トノ捌係争示ス曲線二シテ sfニヨノ附線苧得.jr，レト占~ ~.、反費ニ指針・ノ示度=望書スル光

線ノ強度(11R燭光)ρ 聞上司甲度予ニコ V チ求ムルチ得崎 v(第VIII圏雲昼間)

故=今ヨノ窓光電池チ使用 γ テ野外ニ於クル任意ノ場所ノ任意ノ方向ニ照射ス ル光線

ノ強度手測定セ v トス v ，. 該感光電池手技場所ノ該方向ニ安置ジ開閉~チ開グトキ ρ 光

線，、受光窓チ遁;7テ

裕光司Z紙面チ照射 γ

光線ノ強度ニ相営ス

ル光電~チ生セ γ メ

ョ ν チ官官ruiHノ指針
=鱒 7，レヵ・放ニヨ V

チ採 i飛 v1開d~パ S!'i.O ナ

得タ甲トセパヨノ際

電池ノ受光:告内ニ S・.J'

入セル光度，、曲線幽

上ー於テ i在チュ 71.0.)

I!R江:光ナルゴトサ知

|砕，

IJ， 

ドa

I I 
』ート

極J量燈言十言ノJ手照}j";、射w長危ト周皮，mF'電l 
ト』ー

ーート l四r--・

ー-la

I..r' v 
1./ v' 

レ/
ν 
1.1 
11 
Zoo. . I>tI#IJ--- -4/-・e ，._. ノ，..o /.4，.. 

'電極 If!:耳市交lJ...1~J(男爵靖乙J

1) V "" V 只ョ、=詮

;tチ~~""~~'ョノ

光度計ノ夜明者タル

飯盛氏，、主トジテ室

内著 V グ F、官î:~安光ノ

H!t IlIIf.史，測定スルチ

以テ目的トセヲ V タ

ルチ以テ ξ9電用Ht

p、最高iO-20 ~ !Jポ

，.，トチ託i皮 γPルニ

;品ギズ然 pレニ!l!Hトノ

天然光 p、照度額ル般

大コジテ指針ノ示ltc~~(J ~ !Jボルトチ超過スルゴト稀ナラズ放ニゴノ場合エアリテ F 天然

光ノ絶望証的光 Jfr~.、 ":2 V チ担111í.i::スルヨト能戸ズ放=厚キス~ ~'f子千以テ受光窓チ遮断九 3レ

カ若 γ J) ~、 1(1 央部ず小図形ユ畝 1) 按キタ Pレ累 i奈紙チ以テ受光窓ず泌断 v 受光:忍内 Z 財人

スル光量手減殺シ以テ目。l係的光 I史チ il!JI定スルノ方法=依ヲリレ可カヲズ例へパ今林内外

ノ光度チ比較 kシトス V パ林内タト共=同一ノ媒 i会紙チ刀7'・受光窓ノー官民チ泌断 γ 各共同

一/割合コ羽メヲ v タル光 lrr 宇 ìl!JI 定ジテ~:，J 1来的光)(rチ求ムルノ 9トナ V

11. 感光電池 J特性

~ 24. 上越ノ如グ光 1主計ノ要部，、感光電池ト~ 9 司:::~irt.::o vテミリ電m;;t~、普通徳
小ノ電怪チ測定7.Iν9メ=使用スル宅ノト相粍ナ持チ以テ説明ノ要ナ γ ト蟻只光度チ司E

~ :.聖書質スペキ感光電池=航、テ p、y ノ株性チIj)jカ=スルノ要 r1) ョ ρ 既=設瀞ノ賢明者・

タル飯盛理安氏ノ詳細=研究セヲ V 揖 2レトヨロ=ジテョ、ユノ、貝著者 Y 敢テヨ ν チ/!f!l.J日

事事象ノ研究ニ使用 λ ルエ歪リタル所以チ説明 γ VIレ限度ニ於 7- Y ノ械織チ叙遁スルニ過

ギズ

受光・窓チ閲キテ J谷光 'a立桶面二光線チ射入セジムル場合ユ電池内ニ起生スル光司t~~換言

ス V バ Y ノ際ニ於クル従lli計ノ示度 P タトへ光)(rニ F 蹄化ナジト λ?レ電電陽商 J 性質，電

池波ノ ilJfr及 i温度並=光線ノ波長ユ司')テ相同;7カヲズ然 v 1"宅 ill11j主ニ蛍リテ於始同一

ノ感光電池チ使用 λYレ司自ノトス V バ1ft栂商ノ性質ト電池波ノ濃度ト P 終始燈ftナキ毛ノ

1・見倣 γ 守司キチ以テヨノ場合ニア'テ戸電mfftノ示度 ρ 若 γ 光度チ同一十事 1・ス V パ

只電池 I夜ノ温度ト光線ノ波及トニヨ V テ~ナルノ 1底チ示 λ= 過ギメ放=今若 ν 忠光電池
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ノ電池波チ定温ノ下=使用ジ光線ノ波長チ度外海:r..v川電屡計ノ示度戸光度同一歩 νパ

叉同一ノ値チト'光度異ナ V バ叉異ナ )v ノ鑑チトルヤ明カナ明換言え V パ電~計ノ示度

J、貧=光線ノ強度=ョ甲テノミ慶化ス市電ノト解スルチウペ V

S 25， 電池液ノ温度す電麿計ノ示度=幾何ノ影響チ及女王ヤ y、軍基明者ノ夙=貧験セ

ルトヨロ ~V テ即一般エ電池波ノ温度大ナルユ従 b テ電歴計ノ示度 γ 降下スルヨト凡失

表ノ如 V

第 xv 表

日現 度
電 7也 i夜 ノ 温 度 (C) 

。 10 20 30 

く吹燭光)
電 歴 計 ノ 示 度

22.7C 

238 24 15.¥)2 9.9~ 

ヨ v:-.ヨ甲テ見 ν パ電魅言fノ示度(同ー光度=軍事スル):-.及ポス電池波ノ i温度ノ野響戸甚

ダ大ナ'ト叢天然光ノ測定ノ場合ニア qテノ、電池波ノ温度，、測定時中左縫著 γ 寺盤整化チ

ナス唱ノコアヲズジテ一時間以内ノ短時間ニ測定チ終始ス V~ 土 l。以上ノ慶化戸殆 F 起

甲衆ヲザルサ以テ近似的=測定時中戸絞始同一ノ温度テザト仮定ぇ 1)/ 宅賞用上差 γ タル

誤差ナキ唱ノ 1・考 7 1レチすペ V 蓋 γ 測定時中電池波チ終始定温ナラ y .A 1レF 貧験室内ユ

ア事デ F 必ズジ宅不可能コアラザル可 V ト量産(定 i且器チ使用スルヨトエ討 1)野外ノ任意ノ

揚所=於クル天然光予測定セ v トスル場合ユア 1) テ F 定 i温器チ使用 7，1レヨト能 P ザルチ

以テ温度/艶化，、暫グヨ V チ度タト視 γ テタグトモ iRlJ定時中戸終始同i1aナリジ宅ノト般定

ス 1)/ ，..献立止ムチ得ザル事態 Z 鹿セ甲然 v l'宅者 γ 強イテ精密チ望~ y トス V パ主義メ温

度=基グ示度更正義チ作製 γ 置尋賓測ノ度毎ユ温度チ 1111J定 γ テ示度三更正チ加 7vパIlJ

ナ 1)

9 26， 次=光線ノ波長=ヨ甲テ電懸計ノ示度(同一強度ノ光線=費スル)ノ異j-Iレ闘係
唱叉可也ユ著 vg概 γ テ云 h バ赤色光線=重苦スル感度著 vg 小ニシテ黄苛色ョ v=.次ギ

紫色光線ユ望書ス}レノ怒皮最強 γ 試=著者 V 受光窓内ニ天然光チ射入セジメ各櫨ノ色ザラ

スチ以テ査を光窓チ遮断 v Y ノ際コ於~)レ電 j密計ノ示度チì1IIJ 定セル結果 p、次表ニ示スヵ・如

v 
第 XVI 表

無 議 赤色綿子
測定番競

黄色浦子 総色石fr子 淡紫色綿子 Ii農紫色術子
電 暦 計 ノ 有三 皮

I 49.0 3.5 4.9 1.7 28.7 40.7 

II 50.5 3υ 50 2.0 28IJ 41.8 
111 50.7 5.0 7.0 3.7 31.5 43.7 

1V 54.¥) 5.¥) 6.0 3.0 27.5 40.5 

V [61.0) 【'1.0) [10.υ〕 [5.0) [41.1) [52.5 ) 
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上表ヱ於テ無;益，、色『市子チ以テ遮断セザルモノ即受光窓|勾=天然光チ射入セ γ メタル

場合 =γ テ測定値エ( )チ l柑セ yレ戸測定ノ際ニ於テ特ニ天然光ノ i列ルカリジヨトチ意味

セ 1)測定 ρ 曇天ノ日=行，.. 1) I，If，lIl，IY，Vノ各悶ノ観測ユ i於テ Y ノ観測1直=若子ノ相異

アル P 野外ノ天然光戸時骨1i1J骨ソノ!!(Ii支チ俊化ぇ yレコヨ V パナ V

上表=於テ無主主ノ場合 z於 ?-Iレ官i:~ Jt ノ示度チlOClト γ 色 11" ヲスチ以テ~断シタル場

合ノョ V ='-劉̂ 1レ百íJ"~ドチ求メテ比較ス V T< 次表ノ如 γ

第 XYH 表

業|赤色硝子 1古色『靖子 総色将子 Ij~ '#色硝子 Ii~ 紫色柑子
司E 且モ “十 ノ コ』三 月E ノ ~~IJ ノ日、

I 100 7.1 10.0 3." 59.0 83.Q 

JI 1uu f.d) 100 !.() 5i .') 8a.q 

111 1以j 9.9 1~ fl 7.:1 G2.1 

IV 100 :U 
11 " 

r， n 51.0 7&υ 

V 10り 115 16.5 })2 ui." 86U 

'1乞 ~J ]υu 8己 123 5~ 5¥1.5 8~.G 

色羽子 p、赤色ノ宅ノチ除。ノタト一般ニ iA光器トジテノ償i庇z，，-キチ以デ t1tノ@i.才ニハ
各ftI!ノ単色光て軍司 λYレ官Zむ :itノ示 l支ノ清硲ナル1;IJ合チ示王宅ノスアヲザルノ、勿J命ナリト

量産大略的ノ比較重土チ知 yレノ資料トナス二戸充分 r 1) 

上表=ヨリテ見 v~ 1j;、黄色光名品ニ主t え Jレノ降度ハ懐古在ノ場合1lI1 天然光ニ資^ 1レノ感度

.= ltシ子大凡 Y 1/10内刻、チ fU亙スルニ過ギメ fifi物 j，"y ノ同化作用=要求 λ ル単色光ハ主

トジテ為、資ノ附近ユ存スル Y 放エコノ光 1史 ~t 屯亦tJiJ. ll~ ノ主トジ王利用 λJレ光線ノ測定怒

トジテ，、完慰ナリト云 7可カヲズト量産 Wi山 nr .a::ノ光 l安;i¥'j)"赤色光汲コ針ジテ何等ノ感

瓜・チ示サズ γ テ~~主トシテ化皐光線ノ強度/主ナ iヒ車交ill'J 定ジ l~ 1レ 1 過ギザル二三比え V パ

一段ノ進歩ト云 7 面i1，，-

llI. 光度計 J精度

!i 27. ;l五光度計ノ精度 J、ソノ使用法ノ精tfJ!!如何ニヨ 9ア著シク異ナ

}Vコト川西1j主11セノV光度計ノ特性ニヨリア直チニコ V ヲ窺失/Jシクベシ即

屯肱計ノ示度 J、光度ト直接ノ比例ヲナサザノV j/依ユコ v ヲ使用シア戸

外ノ任意ノ光度ニ事J. スノV 電~計ノ示度ヲ採議シタ y場合ニコノ採議ジ

タノV 示度 J、直チニソノ光度ノ倣ヲ代表スノV モノニアラズ即先ヅ質験室

内ニ於タ示度ト光度トノ関係ヲ表 J、スペキ曲線岡ヲ作 P戸外ニ於ア採

読シタ y 示皮ニ封スノV 光度ノ値ヲソノ曲線闘上ニ求メザノV 可カラズ従

ツア曲線図作製法ノ精疎如何 ρ 直チニ戸外ニ 1j~ ケノv 賞際光度ノ測定値
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ノ精度ヲ左右ス換言ス V バ光度計ノ精度 J、主トシア曲線国ノ精度品開

セ 9曲線圃ヲ精密ナラジメ y ユJ、艶-鹿野ヲ使用シテ測定時中=於ヶ y

様車電燈ノ照度ヲ可及的均一ナラシメ(例へバ標準電燈ガ 2000択燭光ノ

照度ヲ有ス P トキ J、コノ 200u択燭光ノ照度ヲ測定時中略均一ナラシム

ノV タメユ麹歴器ヲ使用 νア電燈ガ受ク IV電麿ノ大サヲ可及的均一ナラ

シム JVガ責.11~〆)且定温器ヲ使用ジア電池液ノ温度ヲ測定時中常ニ一定ナ

フジム IVユア 9若ジ麹歴器ヲ使用セザノV 毛ノトス V バ測定ノ基本トナ

y ペキ榎車電燈ノ照度エ J、絶エズ若干ノ緩化アノV 毛ノト見ザノV 可カラ

ザ JVヲ以アヨ V ユ因 9ア得タ IV曲線園長f又多少ノ誤差ヲ招来スペキ ρ

素ヨ 9止ムヲ得.，yJVトコロナ 9叉定温器ヲ使用セザノV 毛ノトス ν バ風

光電池ヲ電球 ι 近ク接シタノV 場合=電球ガ幅射スノV高熱ノタメユ電池

液ノ温度ヲ高メ従ツア電鹿ノ示度=影響ヲ 2えポスガ故ユ示度ト光度ト

ノ剛係ヲ表明スペキ曲線圃1J.叉コ ν 1J'タメユ不良ノ影響ヲ蒙 IVヤ論ナ

寺〆

~ 28. 著者 μ 電燈ノ照度ヲ一定ナラシム可キ鰻l竪器ヲ使用セズ只電

池液ノ温度ヲ略一定=保チア電燈ノ照度ト地歴計ノ示度トノ聞係ヲ賓

測ジテ衣表ノ結果ヲ得タ 9但威光電池ヲ 2¥)υ0吠燭光ノ光源ヨ? 1:l9.16 

糎ノ距離{コノ拐・合川電極面ニ射入ス y 照度 ρ 凡 125.択燭光)ユ置キソ v

ヨ 9 漸次光源ニ近ヅカジメ 17・~O 梅ノ距雌(コノ場合ユ J、電極面ェ射入ス

IV照度 J、凡 8000吠燭光)ユマデ至ラシメコノ中間ユ於ケノV 各種ノ iE雌ユ

於ア換言ス V バ恒極商ニ各種ノ照度ヲ射入セシメ以ア電歴計ノ指針ノ

示度ヲ採讃セ 9カクジア第一同ノ測定ヲ終 9次=引績キア金クコレト

同様ノ測定ヲ五同銀 9返ジア行へ 9
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第XVIII表 屯燈ノ照j吏ト屯思計ノ示度トノ阪係

ミ電n 
1t~ ヨ唱ノ ~fíl ノ ~IP~ ~ 首十 / ;'1' Jt 

m当 測量 (t!曜， i.~匂 1t) 第ー問 iUは rtp;ニ問測定|匁三向測定|修阿向測定|第五同測定
17 10 以声附 。1.11' Ml7 581 59.1 

:.!U.87 555向 5:.!.1 43.0 50.U 52.5 

2435 4118:l 420 41 5 40.0 4411 43 :1 

27.83 乃12G 3711 35.0 360 37.九 38.2 

日l.:ll 2i70 31.!'! 31 ~ 30.~ 3:.!.f1 325 

34..9 20:lfI 27.1 27.;' 2日日 2) U 30，11 

5219 8制 151 li7 15.1 ls.1l 1~ I 

6¥15A ~(. lu 0 10.1 110 11，:1 111匹

8G.リH :1":0 6: 日.5 711 7.1' 6. 

1114 :17 18( 5.2 5.0 50 5.5 52 

139.IG 12~ 2!) 2.5 2向 3.f1 27 

第 XVIII衣ニ於ケノV 各|吋ノ測定ニ就ア夫 ν 夫 v屯熔ノ照度ト屯畦計ノ

示度トノ 14日係ヲ衣川スベキ曲線高!ヲ長クトキ ρ 第 lX~、 1 ， 2 ， 3，しろ;ニ示ス

ガ全日シヨレ等ノ曲線尚|上ニ於テ犬 ν 夫 ν'ifil竪J十ノ示度 lυ，21)， :30， 40， 50ニ

劉スノνノ照度ヲ求ムノV トキ ρ 略次表ニ示スガf如シ但[1)凶い、第ー・同ノ&11

定ユ基キア査キタノレタ )V 曲線踏 [~r3JIt)(!);幽，、夫 ν夫 ν!:(Sニ，Ul三.US四，第

五同ノ測定ニ基キ査キタノレ曲線嗣ナリ

~S XIX 

. ~ It 司E ー喧 ノ ~It 1ft ¥'沢1J1t) 

ノ示 Il ( 1 J 幽 ( :.! ) 削 ( ;) J 胤 ( 4 J 刷 l;) ] 聞 ~n1 上ノ平問

1り 4311 4リH 4リ:， 4711 4.，11 47E 

20 12鼠』 b!tu 12Jい 12~O 1211:， Il!!iι 

30 231υ 立3:，1， 241'" 21:!1I 20JlI :.!2~~ 

40 3771 ;19tμ・ 3JI" 3illll 34Ji. 3口8:

5C Sr.llro ι71前 目1・111 ，，(J~(J 51"1¥' 57;!・

第 XIX表ヲ言持スレバ例へバ第一同ノ fiJlitl!lノ結果ユ::J，tキア主キタ JV

曲線匝(I J上=於ア J、'i{i懸Jrノ示度 IOニ到シアノ、 .190択燭光 20，30， .W， ;;')ニ

劃シア J、夫 ν夫 ν1280，'2310， 3iiO， GliOO ~尺燭党ナノν 毛第二向ノ観測ニ基キ
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ア壷キタ y 曲線圃 (2J上=於ア J、コ ν ト必ズジ毛相同ジカラズジア電思

計ノ示度 10，20，30，40，50::.劃 νア夫 ν夫 v 490，1240，2350，3900，67∞択燭党

ナJVヲ示 v(:~J(4J(5J 圃ユア 9 ア毛爾者ノ関係叉各相同ジカラザy ヲ示セ
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9換言ス V バコノ観測品使周ジタ JV光度計ヲ以ア任意ノ天然光ヲ測定

VYノ際ニ於ケノV 電麿計ノ示度ヌf般 9::. 30ナ 9v'毛ノトス v ..-，. (1)園ユ

ョνバ該天然光ノ照度 J、2310択燭光(2)(3)(4)(5)園 ι '9 V バ夫 v夫 V ~2jO， 

2400，2120， 2080，択燭光ニ V アョ vヲ}平均ス V バ賞品 2252択燭光トナノV ノ

関係ヲ示セ 9故ニ本光度計ヲ使用ジア任意ノ天然党ユ蕃}ス )V電魅計ノ

示度ヲ採譲ジタ 9 ドス JVot::ョノ採護 νタノV 示度=撃すス )Vノ光度 J、曲線

圃ノ如何ニヨ 9 ア相同~カラザノV ヲ常トニス而毛前述ノ如ク例へ同一ノ

威光電池ヲ使用ス y トス y 毛ヨノ曲線瞳ヌf観測ノ度毎ユ多少ノ襲異ヲ

表 J、ス J、観測ノ基本トナ Y ベキ標準電燈ノ照度ガ一定ナクズ V :T時令

刻 φ 若干ノ務化ヲナジヅツア )V ユ由来ス JV~、勿論其他電池披ヲ定濫ナ

ラvム)Vヨトノ至難ナノV コト並=観測ノ際ニ於ケ )V各種ノ誤差ノ集積

ノ結果ト解スペキナ 9

9 29. 上記がノ成讃エ基キア曲線国ノ精度ヲ推究セン早川~ V ヲニ個

ノ場合ニ分チア考フノV ノ要ア 9RP 

1.只一同ノ観測ノ結果ユヨ 9ア曲線闘ヲ作製ジタ )V場合ニ J、幾何

ノ誤差ヲ生ズY カ

2.数回(ヨノ場合ニ J、五同)ノ観測ノ結果ヲ平均ジタ )Vモノユ基キア

曲線圃ヲ作製ジタノV揚合ユ J、幾何ノ誤差ヲ生ズノV カ

A)只一向ノ観測ノ結果 z ヨ9ア曲線国ヲ作製事ノタノV 場合ノ誤差

今上記五同ノ測定エヨ 9ア得タ )V電麿計ノ示度 10，20叫，3iぬ0，40令;5印Oエ望劃すス

JV夫 V 夫 V ノ照度ノ卒均値(件Ari凶tl仏hme“州t“i匂sche倒自Mi川t“t伐ωelめlり)ヲ求メコノ卒均鑑ト一同
観担郡測lJノ照皮トノ偏差ヲ求メヨ V ユ基キア一同観測ノ中数毒諜建差 (M阻it凶tl恥加P何rc印r 

Fehl恥e位reine町rB訣eo油ba舵cht北山山tung討)ヲ算出ジヨノ中敷誤差ヨf平均値ニ聖母ス )V百分率ヲ

求メ夏ニ Y ノ中間誤差 (WahrscheilllicherFehler) ヲ求ムノV トキ J、衆表ノ如

V 
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第 XX 表

電樫訂・ 主同同観観 測ノ照度ノ平均値ト 中同厳級授測業ノ 五周観測j一間観測ノ 河中間諜裳
一 測ノ照度トノ偏差(.:1)

Dl =.../汚nコ]) 
ノP'UI支ノ 中里主税t芸ま員mー (ω)% 

ノ示度 h団F封平えμ均Jレ=M  一lIJ= 
(1) ('2) (3) (4) (5) 平均値 0.6745M 

10 + 12 + 12 + 1'3 ー 8 - 28 土 18 478 主 3.8 :t 2.6 

20 + 30 - 10 + 4.0 - 10 - 50 土 36 1250 土 2.9 :t 1.9 

30 + 58 + 98 + 148 - 132 - 172 土 143 2252 土 6.4 :t 4.3 

40 + b8 + 218 + 258 - 282 - 282 :t 265 3682 :t 7.2 :t 4.8 

50 - 122 + 978 + 378 - 662 - 572 土日8府 5722 :t 11.9 :t 8.0 

例ヲ以ア上表ヲ詑明セ νュ今ヨノ光度計ヲ使用ジア戸外ノ天然先ヲ

測定 v電歴計ノ示度30ヲ採譲セ 9トス V バ該天然党ノ照度 J、五同平均

ニ於ア 2252吠燭光ナ 9然ノV エ(1)圃ヨ 9求メタノν照度 J、2310択燭光ナ )V

ヲ以アソノ偏差 J、~58択燭光同様ユ (2)(:~) (4 J (5)園ヨ 9求メタノV ノ照度 J、

各 2350，2400，2120，2080駅燭光ナノνヲ以アソノ偏差，、夫 v夫 v +98， + 148， 

-132， -172択燭光ナ y ヲ知 )Vペシヨ V 等ノ偏差ニ基キア一同観測ノ中

/l'T 
数誤差 (m) ヲ求ム Y ノ法 ρ 只 m=dI=τ(但n=観測ノ同教，J=偏差)ヲ計

算ス V バ可ナ 9即電暦計ノ示度 10，20，30，40，50エ劃ス )Vm ノ値 J、夫 v夫

v 土lR ，土~6，土143，土265，土686 ユジアヨノ m ノ値ヌf五同観測ノ照度ノ平均

値ニ撃すス )V百分率 (M)...、夫 v夫 v土3.8，土2.9，+6.4，土72，土11.9且叉向上ノ

中開設差(ω).T、 ω=0.G745Mェョ 9ア計算スノνヲクペク即夫 v夫 v 士2.6，士

1.9，士}.3，土4.8，土80ナ )Vコト総ア上表ニ掲記ス )Vトヨ官ノ如 V

故ニ上記ノ成綾ヲ再説ス V ..-Þ"\~ 標準電燈ノ照度ヲ一定ナラシム可キ鑓

歴器ヲ使用セズ只電f血液ノ温度ヲ略定温ニ保チア電燈ノ照度 1、電魅計

ノ示度トノ関係ヲ只一同観測シア曲線園ヲ作製スノV トキ J、該 IllJ線闘 J、

電魅計ノ示度 10，20，30，40，50ニ婁}スノV ノ照度ニ就ア J、ソノ中敷設差 J、夫

v夫 v土3.8土2.j)，土6.4，土7.2，土11.9%且又ツノ中間誤差 J、夫 V 夫 v 土2.6，

土1.9，土4.3‘土4ふ士8.0%テ 9トナスペク換言ス V .T'l'コノ曲線園ノ作製ニ

使用シタ )v威発電池ヲソノ電池液ヲ曲線圃作製ノ際ユ有事/タ )Vト同一

ノ定温=保チア戸外ノ任意ノ天然先エ封ス )V電魅計ノ示度ヲ採讃ジコ
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ノ採議ジタ Jν示度=劉スル'ノ光度ヲ前記(1)(2](3](4](5)ノ何 ν ヵーヅノ曲

線上ユ求ムノV トキ p 其場合ユ於ケノV 照度ノ中獄誤差 J、電庵計ノ示度10，

20，3)，40，50 ::..針シア夫 ν 夫 ν 土18，::t:2.!>，土15.4，土7.2，土11.9%ユジア又其

中開設豊川夫レ犬レ土2ん土Ul，士4:3，::t:4.8， 8.0 %ナ y ヲ以ア例へバ電暦計

ノ示度 10ニ針ス JVノ光度=就ア ρ 其棋差ダ +2.6%ト-2.6.%トノ間=ア

y 公算(Wulmcl:einlic1lkdt).t、 1/2ナ 9 ト解ス )Vヲ得ペジ

s)五同観測ノ結果ヲ平均ジタ )V毛ノユ幕キア曲線圃ヲ作製ジタ Y 場

合ノ挟差

一般ユ n悶限測 J平均値ノ中段瑛建 μJ、次式=ヨ 9ア計擁ス y ヲ得

ペジ

ペミ菩
ヌ其中.間誤差 ωJ、実式:.lf 9ァn算ス Jν ヲ得ペジ

。=0.6745I二l'，dl..=O.674.'}/1 
T/ n(n-I) 

今第 XX表ノ結果エ基キア五同概測ノ照度ノ平均値ノ中厳誤差 μ及

ヨノ μ宮f平均値=劉ス Jν百牙率 I匂並ユ其中問視差叫ヲ計弾ス νバ究友

ノ蜘ジ

第 XXI 表

. I! It ~示Jr l 罫同組測 J照度ノ平 関前中It~慢 11 炉平 支2・川町わ平 1
宮町 ノ中間綬媛 γ 司、

均値ノ中ItJ哩鐙 C'" 均値 4 えル~~.po) 均1iIt=--務 ""Ji.'%(ltJ.ρ|

10 + 8.0 + 17 土1.1

創} +・ 11¥ 1 + 1.3 + 0.111 

20 + r.H + 2~ 十 1.¥1 

40 + 】18.5 + 8.2 一守・ 2.2 

w + 説)G.s + 5.~ + 3.6 

上表ヲ言設ス ν バ様車電燈ノ照度ヲ一定ナラ νム可今鰻思器ヲ使用

セズ只電池波ノ温度ヲ略定温ユ保チア電燈ノ照度ト電屡針ノ示度トノ

聞係ヲ五同観測 νア其平均値ヲ求メ此平均値=基キア曲線圃ヲ作製ス
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y トキ J、該曲線園 J、電魅計ノ示度 10，20，30，40，50，ュ欝ス Y ノ照度ユ就ア

J、其中搬誤差 J、夫 v夫 v 土1.7，士1ふ土2.8，土3.2，土5.4%ユジア又其中開設

差 J、夫 v 夫 ν 土1.1，土0.9，土1.9，土‘.2，土3.6%ナノV ヲ示セ 9故ユ例へバ電歴

計ノ示度 10ニ望号ス )vノ光度ユ就ア J、其中間誤差土1.1%ナノν ヲ以ア其諜

差ガ+1.1%トー1.1%トノ問ユア }V公算 J、1/2ナノV ヲ免J}V可ジ

~ 30. 上記二筒ノ場合ノ平均誤差ヲ夏=比較劃照ス V バ究表ノ如ジ

第 XXII 表

五周鰻測ノ照度平均値 官E樫Jtノ:示度=笥T，.，レ照度ノ 111 重量謀~ノ%
電懸計ノ示度

(吹燭光〉 ー岡観測ノ場合 玄関観測チ平均V 声 Pレ揚合

10 + 3.8 4・ 1.7 

20 + 2.9 + 1日

30 225温 + 6.4 4・ 2.~ 

4.0 3682 + 7.2 ← 

60 572:J 土 11.9 十

一般=平均値ノ中教誤差 J、観測同教ノ平方根=逆比例ス }Vモノユ V

ア例へバ五同観測セ )V場合ノ平均値 J、只一同ノ視測ユヨ 9ア得タ )V値

1 1 
エ比 ν其諜差 J、7τ=ヲ:2ナ Y ノ関係ユア 9上表ユ於ケ }V二箇ノ場合

ノ中教誤差毛叉ヨグコノ闘係ヲ説明セ 9故ユ本光度計ノ使用ニ常 9 テ

m歴計ノ示度=霊場ス }V照度ヲ求ム }V曲線圃 J、賞験室内ニア少クト毛五
同ノ観測ヲ繰 9返事/コ V ヲ平均ジタノV値ニ基キアコ V ヲ作製ス }Vノ要

ア 9然 }V トキ J、其中鍛誤差 J、上表ノ末欄=掲記ス }V範囲内ニ止ム }Vヲ

得ペジ

今上表ノ結果ニ基キ五同観測ノ照度ノ平均値ヲ横軸=ト 9其中敷諜

差ヲ縦軸ユト 9ア雨者ノ闘係ヲ表 J、ス可キ曲線圃ヲ査ク時 J、大略的=

直線的関係トナ 9 光度大ナノ~V ::.従ツア中敷設差毛叉究第ユ大ナノV ノ閥

係ヲ有ス y ヲ見 }V故ユ今之ヲ大略的ノ直線的闘係ト見倣ジ各種ノ先度

=欝ス )V中数誤差ヲ該圃上=求ム Jν トキ J、凡ソ究表ノ虫n~ 
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第 XXIII 表

ノ方~Ilr ~ -¥見〆

照 ~ 
P.11'l'ノ中It議:aノ~，

照 Tt (吠燭光) I HUI智ノ中重量鴻鎗ノタJln合同観測チ lfl~句 ν タ t五向合IlIli則チ平均γ タ
""~働 J ル挽 j 

斗・ 097 350U + 3.55 

4・ 1.o:.! 41J()() + 

400 + 1 1け 4乙O( + 

切り →- Iよ0 ~OOO + 

l()()(】 +・ 16り 5以員 + 

151)0 + 2.0υ SOOO + 

l<O:JO →- 2.35 70<均 + 

2玖XI + 27& 80:111 + 7.0 

3側首】 + 315 

上表 J、例へ..，'野外ノ照庶ヲ 300択燭光ナリトスレバ戚光 'il1i也ニヨリ

アコノ照度ヲ電J嵯ユ銭質ジタノv場合ニヨノ電!眠ノ大サヲ五同観測lノ結

果ヲ平均ジア求メタノV 曲線国上ニ於ア照度ニ鰻換ス νJJHZH11度ガFδ00

11){燭光ニ針スノV 中政誤差ノ百分率，、土402，即土3.0G択燭Jtノ中散誤差ア

ノV ヲ意除ス JYモノナリ

~ 31，上述ノ誤差，、直チニコ ν ヲ以ア光度計ソノモ F ノ誕差ナリト

考フi1fカラズ何ントナ V バコ ρm時計ノ指針ノ示度ト照度トノ附係ヲ
表 J、ス可キ曲線闘ユ閥スノV 諜差ユジア位リニ曲線圃ュ，、議茅.ナシトス

)V毛光度計ヲ賞際ュ使用ス )Vニ常ソア J、各種ノ避ク可カラザ }V微少ノ

誤差ヲ集積スノ'V..、見 ν ザノV トコロユジタ例へバ戸外ノ任意ノ天然光ヲ

測定ス }Vニ常リア J、電池液ノ温度ヲ一定ナラジム }Vコト能川ザノV ヲ以

テ測定時中近似的=定温ナ 9シ毛ノト限定スノV ノ外ナク斯クノ如キ誕

差ヲ飽ア考察ノ中ニ入ノV ノV トキ J、前記ノ誤差ニ夏ユ若干ノ説差 jl迫加

セラ JY)V毛ノトナサザノV 可カラズ著者ノ経験スノV トョロニヨ V j-:賞際

=該光度計ヲ使用スノV ニ常リア J、前記ノ誤差ノ殆ド二倍場合ニヨリア

J、二倍以上ノ誤差ヲ招致ス y モノト思考セク JV

9 32，吾人ヌf林内外ノ光度ヲ比較ス Y ノ目的=封ジア ρ 其絶艶的光

皮，、必シ毛コ V ヲ知 )Vノ要ナシ戚売電池 ρ 快晴ノ日中天ヨ Y来ノV天然



( 57) 

光ノ如キ強烈ナ Y 光度ノ測定ユ耐エザノV ヲ以ア受光窓ノ一部ヲ黒漆紙

ヲ以ア被覆シ林内外ノ絶罰的光度ヲ同一ノ割合ニ減稜シア測定ス /Vヲ

以ア林内外ノ典ノ絶望す的光度 J、コ ν ヲ求ムノV コト能 ρ ズト蜂而毛其閥

係的光度 J、必ジ毛コ ν ヲ求ム Y コト難カクズ一般ユ聞係的光度ト云 Y

J、今林外ノ絶望せ的光度ヲ L"林内ノ絶封的光度ヲ L.ヲ以ア表 J、ストス ν

バ Jfヲ以アト、久可キモノユリ例へバ林外ノ制的光度ヲ川O
駅燭光トシ林内ノ絶封的光度ヲ 1000択燭光ナリトス νバ林内ノ剛係的

1000 .._ 1 一
光度 ρ 一一一即一一ナリトヱミアガ如シ今戚光電池ノ受光窓内ニ射入ス10000 ...' 10 

JV光度ヲ黒漆紙ノ被報ニヨリア其 ]/11 ニ弱メタリト仮定セシカカクジ

ア測定シタノV 林内外ノ絶封的光度 ρ 夫レ夫レ _1_10000及 _1_1000択燭
n 

光ナ JV.T、明カニジア林外ノ絶封的光度ヲ 1 トシアノ林内!嗣係的先度 J、

ート1000/÷ω000=古ユリ前者ト金ク同一ノ値ヲ得ん、勿論ナリ
sぉ.今L"1ft. L.ニ夫 ν 夫 νm.1ft.n1.ノ中蚊誤差ア 9 トス v，fJf即体
内跡!係的光度ユ J、幾何ノ中政誤差ァ yャヲ推究センユ今

Jf=九 〔林内榊!係的光皮)

トシ Lrノ中政談差ヲJ1lrヲ以ア衣川ストス V バ挟差特換ノ法則ニヨ 9ー

般ニ

m~=(完了~，Il+ (先J・.II! ( 1 ) 

然 JVユ

oLr _ 1 
否E一工

oV LI 
-oIζ一一τz
m:=(士)'mh(-Jt)雪印:

m~ . U. rn! m;=寸十 L!
jv
一

介今

(II) 



、、，，，na ，
、
J
，，‘、

m.=P.. L. 

ト偲定ス V JT". 

P1=m1/L1 

P.=ru./L. 

llP P， .T、林内光度ト其中叡誤差トノ比値P..T、林外光度ト英中舷誤差ト
ヲ以ア表 J、シ〔九ノ比値ナ yャヲ以ア今林内光度ノ中猷誤差ノ百分率ヲ

トス ν ，#~〔μムヲ以ア表 J、ス林外光度ノ中敏諜差ノ百分率ヲ

(j吋=P，x 1ω 

UらJ.=p.x1ρo 

ナ，土5.50ナJV.T、明カナ 9故 ι 例へ〆林外光度ノ中叡説差ノ百分率ヲ

ナ 9土0.0550ト AVバ九州其 1/100周l

今 (11)式

、IDl~. L: +m子 L~

L! 

34. 

Dlr= 

Dl 1 =P1 ・~及 mぬ=p. ・ I、ヲ置検ス ν バ

ィ P~ ・ q ・ IZ+F:-lat-IJ

π 

=於 :t

ゾ L-: ・ L~(P~ + I'!J 
L! 

m，= 

一

ア
l
v
.
-

L
.
7
 

=
一
+

m
明

rjv 

或 J、

トキ J、ヲ以ア表 J、ス今

mr=Pr. J.J， 

Pr=mrfL 或 J、

然 )Vニl'r .T、林内関係的光度ト其中敵誤差Dlr 1・ノ比値ナ y ヲ以ア今体

トス v""'.... ヲ以 :t表 J、ス(j叫内剛係的光度ノ中猷誤差ノ百分率ヲ

111.1: == 1九><100 

ノ1/100ナノV ノ聞ナJV.T、明カナリ故.:::.1'1及凡ノ場合ト問機ュ P，毛又(.uuJ.

係ヲ有セ 9
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今質例ι<<ア上漣ノ関係ヲ設明セシエ俵 9ユ林内外ノ光度ヲ賞測ジ
ア夫 ν夫 ν2∞及 60∞択燭光ヲ得タ 9 ト.:Ay バ其中敏俣差ノ百牙寧 m

第 XXIII表品・ 9ア夫 ν夫 v 土の.97及土5.50ナ JVヲ知 )V即

I匁=6∞¥) (刈=土5.50

L.=2∞ (.".1 =土0.97
T 

3 ノ場合ユ於ア林内聞係的光度 I'r=寸ノ中敏誤差ノ百紳 ρ 幾何

ナ 9・ャヲ計算セシ=

Pr=、IFπ下γ
=ゾ{土0.053ザ+[土O.ωυ7J

=土0.0558

U叫±士号 58

即ョノ場合=於ケ )V林内閣係的光度.:.t、土5.58% ノ中徴課差ア JVヲ

免)JV

9 35. .式ニ著者負f苫小牧からまっ生長試駿株ー於ア該光度計ヲ使用

事〆ア賞測シタ )V林内外ノ光度ニ基キ林内捌係的光度ノ中敏誤差ノ百長会

事ヲ計算ス V バ実表ノ蜘シ但賓測先度ノ中散捜差ノ百分率 ρ 曲線圃作

製ノ際ユ起 9家 )V中散撲差ノ百分率ノ二倍ナ 9 ト仮定ス

第 XXIX 表

• 測 ~ ，. 貧測1(;lrノ中It.ilaノF6 的休 内発刷 Y僚を 事度事両ト剛J(:自中単E的t.t光， 事車中内'聞t.ll自事的先月E
勢トノ比値 ノ 鐘ノ94

I事.事{吠S問先外)I i体A(吹句先内〉 体1α3芦P"外 I体11的XPI内 Lr=LI/I唱 rr=イ可守?〔匹。1r=lOOP.

SfI∞ 170 ーヤ 7.1 主 1.9 0.0486 4・ 0.073~ +・ 7.3~ 

&20( 840 -ー十 9.8 + 2.1 aωl'>4 + 0.1∞2 + 10.伺

wx 970 + 11.7 4・ 2.2 0.0569 士。]]U1 + 11.1)1 

6¥lOO 520 十 12.4 土 2.4 11.0754 全 0.1263 :t 12.Gl! 

'18011 750 + 13.8 寸・ 2.8 O.09d2 さ υ.1408 + 14.1咽

例ヲ事グタ第 XXIV表ヲ簡草=設明ス v "，...本光度計=ョヲ林外 ι 於

ア黒S寄託"7'以ア弱メタ JV光度 7800吠燭光林内=於ア同上光度 7旬択燭

光ヲ賞測 V タ 9 トス y ，，~.林内聞係的光度，、 0.0962 ユ V ア其中..理費，、
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14.08，96ナ 9然 v ド毛ヨノ中散誤差 J、林内外ノ絶望サ的光度小ナ fV品従ツ

ア愈小:..i/ア例へバ前ト同一ノ割合ユ弱メラ vタノV林外光度 35∞択燭

先及林内光度 170択燭光=劃 νア J、林内聞係的光度 J、0.0486 ュ νア其

中敏誤差 ρ 士7.35，96ナ 9 即前者ユ比~，.著ジク小ナノV ヲ見 )V ::1 V 本先

度計 J、測定光度小ナ )Vユ従ツタ其精密度ガ愈大ナノνノ関係ヲ有スノV.::.

.図 V 9 

~ 36. Wi('!T附氏ノ光度計戸感光紙 tf'標準色ト毒事色トテル=要 v タル時間(秒阜位)ノ滋

重量チ以テ光度チ測定スル毛ノユ V テ今所要時間(秒車位)チ Z トV テ光度予 Lトス v~ L= 

す同氏戸一わやテ榊色 l等色ナペ皮叶位ノ光度トナγu、Wienユ於ケル六

月十買日ノ正午ノ光度ト略~.ナ'トセ事故=今偲=感光紙肯・ 4豪 1曾色ト害容色ナル=一秒

チ裏スル光度チ 1αm吠燭光トス ν J'i\1秒チ裏スル光度戸抑)()~燭光1" Y今ョ v(9;ノ関係

乎表示ス v J'i次ノ如 γ

第 xxv 表

所要静岡
党 度 所z要(時秒間j 光 度

所要時間
光 度

所要・E寺湖
光 度z (秒〉 Z L紗) Z (秒〉

1 10000 6 1666 11 90J 16 8富5

2 5(刷 7 B29 12 833 17 58R 

3 3333 8 1250 18 76:) ]1'1 

4 25似1 9 1l1l 14 714 19 

5 2∞o 10 1似)() 15 667 衛)

.xxv表コ..V J'i野列、ノ光度1(l(削吹燭光チ測定スル=営唱テー秒ト顕 A ベキザ偲 1) .::> 
ニ秒ト隈隈 y ~ y トセ v カ求メタル光 1ft 戸5{削吹燭光トナ甲賀=三倍ノ線量豊チ生~然 v

F唱光度小ナルユ後 b 一秒ノ限額>'.:tm 光度=草野 V キ~・チ奥 A ズ即 17 華全ト1Il.A可占t 't 

偲 Y::0 18 秒ト E突破 Y~ 甲トスル司自主主測定光 J史ニ奥 7 Iレノ線量I'"上表エ国 V パ 11カュ 32吠

燭光 =yテ即5.C%ノ級建アル=渇ギメ然 v 1"宅資際感光紙骨・機.色ト毒事色トナ v)レ瞬間

チ IUø スル ρ 多大ノ熱線チ要 γ 週常ノ場合=ァ，デノ、芸員~ I恵一，二秒ノ誤差=止ム可キユア

ヲズ著者責「週四匹博士三好』岳民ノ厚:1:=田'同氏 v 欧洲ヨ V 持IIt Y~1レ該光『笠計チ借受ケ

テ飲用セル絞果=ヨ V 7マ様Ifl色 y、灰白色 =γ テ感光紙 γ 光線ノ作用ユ園甲 ft象的=!f!色

スル色ト戸其色ノ種翼翼手異ユ V 如何ナル場合力・ 4多色ナ'ヤサ A 殆 F見分グ W ョト総 F、ズ

輿種ノ色ノ温淡チ比般スル P 何等方ノ媛 W ペキ機準テ要ス而宅主主様準ナヂ V テソ v 虫f鎗

色トナルノ瞬間千循環スペカラザル秒時計チ以テ壇画監ユ州自衛スル戸賀=至限ノ業ナ'ト

云i;".ザル可カラズ偲，ュ業色調ノ等ーチ聖書練ユ司事テ見分"，得?レトスル宅観測者ノ精神

駅由民如何ュョ qテ;Jt:列Ai!=-鎗製チ来スョトアル y、明カ=ジテ斯 9 ノ如キコド償カナ砕機準

包:&キテ政事的附量チ行.1'>，トスル F 貧ユ危険極'ナ γ ト云 7可 yWiesner氏舟自 2該1e
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度言t7、土~%ノ中鍛誤差=止.AJlIチ得トテセル宅業解成戸詳カテラズ俄'ユ株外ノ光度チ

10∞o灰燭光林内ノ光度チ 1000択燭光 1-y林外ユテ土0.5秒林内=テ士10秒ノ中重量誤差ア'
トス V~ 林内聞係約光度ニ戸既コ 35.14% ノ驚グ可寺大テル中重量誤差乎生ズルユ歪)}.I而唱

罪悪練セル技術者チ以テスJlI宅中重量謀議チヨノ範圏内ユ止ムル声質エ至難ノ業ナルチ以テ

Wiesner氏ノ光度計 F 其精度コ於テ p、到底本光皮計ト比較スルノ債値ナ y ト思考 λ

D. 稚苗ノ生長量 F受光量トコ関スル賞験的研究

1. 賓駿 J目的

S S，7. 賓験ノ目的 J、一生長期間ニ於ケ }V受売量ト各樹種ノ稚苗ノ生

長量トノ，関係ヲ賓測 ν前記ノ理論式ヌf果ジア賓駿ノ結果=適合ス }Vヤ

否ャヲ究メ夏=準シデ各異ノ樹種-}1.光線ユ封久ノレ闘係殊=其耐陰カヲ

決定ス }ll方法ヲ数理的=閉明セシトスノV ユア 9凡ソ受先量ト稚苗ノ生

長量トノ関係ノ如キユ個ノ自然現象ヲ捉へ来 9ア其間数理的相関ノ賞

在ス }Vヤ否ャヲ慌カメン品川其爾因子タノv受光量並=雅酋ノ生長量ヲ

能フ限 9精密=測定ス y ノ要ア JV-"、勿論コノ雨者ノ閥係ヲ撹鼠ス可キ

幾多ノ副因ノ混入ヲ可及的排除ス jV.=-筋メザノV ペカラズ葦ジ稚苗万宝

林木ノ生長量 J、車ニ受光量ノ如何 s ヨノνノミナラズ多種多様ノ因子ノ

綜合作用品ヨ 9ア結果ス ，fV=E:ノナノνヲ以ア賓験ユ常 9ア ρ 受光景以外

ノ他ノ因子，、綿アコ V ヲ平等ユ供給スノV エ昂メザノV 可カラズサ v ド巌

礎=平等エコ ν ヲ供給スノ'V't、国ヨ 9不可能ナ JVヲ以ア寅験ノ設備及方

法ヲ適嘗.:0;V ア可及的ョ ν エ近カラジムノV ヲ期ス )Vノ外ナク賓験ノ~結

果ヲ数理的=蹄納スノV 場合ユア 9ア毛::rv ヲ平等ニ供給ジタ )V毛ノト

仮定スノV ノ外ナジ加之一生長期間内ユ於グノV 稚苗ノ生長量 J、重量叉 J、

材積ヲ以アス V バ如何ナノV 蒋.度ノ精密度毛コ v ヲ期待ス )Vエ難カラズ

ト蜂稚詰まf該生長期間内ニ賓際享受セ )V受党ノ総量 J、如何ナ )V装置如

何ナ y 党度計ヲ以アスノV 毛::rvヲ精密=計量ス }V't、容易ユアラズ故l品

質勝ノ結果ユ基キア爾者ノ相聞ヲ験理的ニ蹄納ス )V't、至難ノ業=属セ

9而毛著者 j1.敢アョ v::::.着手セ )V所以ノ毛ノ J、南者ノ関係ヲ数理的昌

明カナフ V ム }V.T、造林串並ユ林水生長皐上ノ基本原則ヲ誘導ス }V前提



(6.l ) 

トジタ一日毛忽諸ユ附ス可カラザノν 緊念問題ナ 9 ト信~タ ν バナ，

~ 38. 林木ノ生長トソノ受光量トノ聞係 11'立地ニヨ，ア異ナ 1'"黙 J、

暫ク除外スノV 毛林木ノ牛齢エヨ 9ア著ジキ差異ア )Vヲ以ア爾者ノ聞係

ヲ童文理的=閉明セントス V バ少クト毛幼舵老ノ三ツノ場合ユ杭ア研究

ス )Vノ要ア 9幼齢ノ樹木ト受光景トノ聞係 J、主ト V ア上方天然下種夏

新ノ場合=於ヶ y 残存母樹ノ密度如何ノ解決=密接ノ聞係ヲ有ジ鮭齢

ノ樹木ト受光景トノ聞係，、主トジア混情林ノ治成並ュ枝打開伐等ノ如

キ森林揖育上ノ問題ノ解決=重要ノ剛係ヲ有セ 9老齢ノ樹木ト受光量

トノ関係 ρ 前二者ユ比ス V バ造林上ノ諮問題ノ解決上直接蹴係ス y ト

ヨロ小ナ )Vガ如シ只幼齢ノ樹木 J、前岡ュ於ア庇陰格子等ユヨ'ソノ受

光量ヲ適宜=加減ジアコ V ヲ賞験ス )Vヨト可能ナ )Vヲ以テ努費ヲ厭 ρ

ず V バ可及的精官ノ研究ヲナスユ難・カラズト蜂舵老ノ樹木川現賓林ユ

腕アョ ν ヲ鯛査ス )V外=捻ナキヲ以アttJm的ユ精積ノ研究ヲ逮グ )V..T、

至難ノ葉ニ属セ 9加之林木ノ種鮪ユヨ )V耐陰カノ相異 J、幼齢ノ場合=

於ア最著シク長ズ )Vユ従ヅア次第ユツノ耐陰カヲ失ヒ鮭齢=及ペバ多

クノ林水 J、総ア皆等ジク陽光ヲ罰望ス )Vユ歪リ所間陰陽ノ差別ノ甚・ダ

著 vカラザ )Vエ至 )Vヲ見 )V..T、周知ノ事賓ニジア畢箆陰樹ト云ヒ陽樹ト

云ア毛ツ J、只主トジア幼齢ノ場合=於ケ )V差別ナリトス V バ幼齢ノ場

合=於ケ )V研究 J、批若南齢ノ場合ニ於ケノV ソν ヨリ毛夏=重要ノ意義

ヲ有ス )V毛ノト云ア可 νョ ν著者・グ先グ幼齢ノ場合ユ於ケ )V研究ニ着

手 ~)V 所以ナ 9

n.責破 J方法

~ 39. 稚荷ノ生長トツノ受光量トノ聞係ヲ宵験ス )Vユ J、種令ノ府度

ノ金制若シグ J、木製ノ庇陰格子ヲ被覆 νア天然ノ全日光ヲ遮断 ν稚苗

ヲ照射ス )V光量ヲ縄 φ異ラジメ以アソノ P住民ノ相異ヲ限測ス Y ノ怯従

来一般ユ行 J、νタノν トコロユシア著者毛又コ V ニ倣ヒ究ノ寸法ユヨ 9

四種類ノ木東庇陰格子ヲ作製セ 9
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庇険給子 成 険給予 ノ大 サ 樋 ノ- 大-

ノ祖頬 高サ∞|関口ぽ) 奥行(尺〕 価 (寸) 厚 付・)I (寸)

I 5.0 5.0 5.0 1β 0.2 3.削

11 5.0 5.0 Bρ 1.0 0.2 1.()I~ 

111 5.0 5.U 50 1.0 0.2 O.町】

lV 5.0 5.1 5.0 1.0 0.2 n.2ri 

庇陰絡子ノー側面.:::..T、扉ヲ設ヶ光度測定ノタメ庇陰佑子内ニ自由 ι

出入ス )Vノ用ニ供セリ侭原毛ソノ使ノ大サ並=横ノ間隔 J、f也ノ部分ト

金ク同ーユセ 9(第 X圃a照)賞職ニ供 νタ IV稚苗ノ樹種及年蹄，、実ノ如
v 

相骨 種
年 • 和 ~ s ~ 

由・ ち 主 dコ L'¥rix leptolt>pill， Gord. .• 1 

昔、 ら ま 。
" 
，. ・・ ・・ ・・ ・・ 2 

園町 洲 1: ヲ び l'ic叫 exoel岨， I..k. 2 

.測 1: ヲ び
" 
，. 4 

ω ぞ ま 司ヨ Pioea jt'ltJeDlli Cur. -・・・ 2 

と v ま dコ Abi伺 MAyri，n.，Miyllbc ~t Kudδ. ・・ ・. 2 

すと h - .l; ま;') Pjno~ 8trobo.，L. -・ ・・ ・・ ・・ .. .. ・・ ・・ s 

すと h - J; まつ
" 
，. ・・ ・・ .. 4 

It s れ U¥mus伺也伊strio， Sm， Yllr. 1雌 Yil'， Plancb. 1 

9 40. 寅蔵品供ジタノV 土地 J、北海道帝闘大串附鹿賀駿苗闘ノ一部ユ

ジア地物ノ遮膨ナキ贋澗ナノ砂地面ノ中央部ヲ五十五尺平方品匝劃シ腐

グ深ク鋤起ジヲ行ヒア能フ限リ区制内ノ各部品於ケ )V土蟻ノ性質ヲ均

一ナラ νムル.::.脇メ剖板ヲ以ア地表面ヲ平滑=情掃ジコ ν ヲ五尺平方

ノ碁盤形 ι 匝分 ν庇陰格子 1，II， 11 1， IVヲ第XI劃ノ如ク配置ジ相互ノ間

隔ヲ五尺トナセ 9 但圃ユ於ア ~O .T、金ク庇陰格子ヲ覆 J、ず戸分匝ニシア

即天然ノ金日光ノ照射ヲ受ク

供候稚苗-.T、各樹種各牟齢ニ競ア各50本宛即各牙匝ュ就ア各樹種各年

齢毎ュ 10本施トシ可及的問形同大同欝カ掠品根部ノ大サ及償張ノ度ノ
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穿"¥Il 
庇松元各子 F 斗弄多

z E 

， 
， 

E E 

略同一ナ Y 毛ノヲ選定ジ根部ノ土壇 J、根ノ性質ヲ害セザ Jν程度ユ振落

事〆ア一本毎ユツノ重量克)及幹畏(梅jヲ精密=測定 ν各自ユ番暁ヲ附 vア

ー尺平方ノ間隔ヲ以アゴレヲ各分区=栽櫨セリ(大正十年五月一日)爾後

臨時三岡ノ除草ヲ行へ Y 外別二手入ヲ行 J、ズ但光線遮断ノ度ノ異ナノv

z従ヒ艇草繁茂ノ度 ι幾何ノ相異ア 9ヤヲ検センガタメニ除草ノ度毎



十日日日日早 t

s回目日日日 2

日日日日日 s

回目白日日 4

日日日日日 s
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=各分匝ユ賓際殺生セ )V難事ノ量ヲ重量ニア測定セ 9ナホ新備後十五

日ヲ艦過 V タy 綾供試稚苗ノ活者状況ヲ精密ユ調査シタ Y 結果活者不

良ナ )V毛ノ七本ヲ義見ジタ )Vヲ以ア便宜同形同大ノ苗木ヲ以ア補擁セ

リ但五月十五日以後ニ於ア川タトへ枯死スノV 毛ノア )V毛別=補擁ヲ行

J、ズ同年十月三十一日供試稚苗ヲ全部掘起ジ植義前ト金ク同一ノ方法

エヨ 9一本毎ユ重量及幹長ヲ賞測 ν一生長期間(五月一日ヨ 9十月三十

一日ニ至 )V)内ニ於ケ )V賓際ノ生長量ヲ算出セ 9

~ 41， 本質喰ノ如1J:Jt.-'K1Qノ鎗果~ .，. It種的研究ユ君臨111-10:'"トスル治合=ァ'f ~ 7、.:
・B 材事事ノ吟味戸嶋=厳密ナル栓意予要ス可キ哩ノ~.，.テ貧困駐ノ鎗男u.，Jt理量的ノ研究=酎

ールト否ト y、.=~トジテ質聡材事事ノ渇~ノ繍組如何=闘セ'f IP 
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1.供試稚苗 J形朕大サ殊='- 'J ノ勢カノ等ーナル屯ノチ 1葬儀~..)l(. ::;Ll:-……，

2.供試稚苗チ植殺スペキ土壌ノ性質チ各分匝=就テ均等ナラ Y .A iレョト

3.供試稚苗ノ植栽間隔ナ可成農グ V テ相互ノ庇蔭ノ影響チ除去スルヨト

4.横付ノ方法JlIJ植穴ノ大サ植付ノ深サ等チ均一テラ Y .A iレヨト

上詑四項=充分ノ註意チ抑戸ザル=於テ戸タグト毛斯種ノ賞験戸当 V チ般理的ユ鱒納

スル償値テ V ト wr ズ)!lチ得~ Y 童三〆供試稚寵ノ形状大サ様='-y ノ勢カ =γ テ等ーナラザ

ラ y カタト!Jf-ノ危害=抵抗ス pレ能カ宅叉等ーナルヨト能戸ズ V テ y ノ勢カノ旺 7・3ν 宅ノ戸

比較的密ナル庇陰格子ノ下ユア 1) テ唱ナホ可也ノ生長カチ持績 γ t;)レ毛 Y ノ勢カノ微弱

ナル唱ノ P 最早ョ V"'- 耐 1)ν ョ 1・能戸 ~Y テソノ生存チスラ脅威サルルユヨ~，JI ..-.:グ従ツ
テ得~ iレ貰験ノ成績戸到底光度ト受光量トノ闘係チ般理的=舗納スル責粍ト V テノ債!産

ナ V ト謂 ρ ザル可カヲズ又土毒患ノ性質ニ V テ均等ナヲザラ V カ 9 ト，、勢カノ等ーナル稚

酋チ同一庇陰格子ノ下=養成スルトスル宅生長量ノ等ーチ期侍ス )V~、得テ翠 A 可カヲズ

叉地ト h 稚苗ノ勢力及ヨ V チ養成 λiiJキ土壌ノ性質等ーナ甲 1・スル唱 Y ノ栽植セラ V タ

ル位置 z於クル相互ノ庇陰ノ影響等ーナラザヲ v カ同一鹿陰格子内ノ稚苗ト難 Y ノ受光

量、戸決 V テ等量ナ'ト考 7 IV ヨト古~ ~、ズ而宅各稔苗ノ賃際ノ受光量チー骨測定式)).1 "....不

可能ナルチ以テ同一施陰格子内ノ稚苗 ρ 総テ ile似的ユ等霊ノ光線 :::.1谷 λpν モノト仮定ス

ルノタトナ V従少デヨ V 力・ 9 メユ貧験ノ成績 b.叉著ジグ携宙lセヲ )VIレ毛ノトナサ ifiレ可カ

ヲメ叉稚菌根付ノ方法即横穴ノ大型・植付ノ深サ等害事ーナヲザヲ ν カ生主主量宅叉各異ノ彰

嘗チ業 IVヤ論ナグ従少テ賓験ノ成績チ携菌Lスルヨト疑ナ V

上寵四項ノ彫智=司 1レ賞験誤差，、著大ニ V テヨノ誤差チ V テ可及的小ナラ Y .>1 ;y ='-~、

稚積チ植栽スペキ土壌ユ就テ p、厨グ深グ掻起 V チfJ't テ Y ノ性質チ均等ナラ Y .t. )レ=易

メ能 7I浪甲同形同大同勢カノ稚苗チ選定 γ 之チ同一ノ方法ユョ'テ植栽 γ 其植裁間隔チ

可及的大 ='-Yテ相互ノ庇陰ノ影響チ除グ=註君、 γ 而宅供試稚酋ノ数千出来 pレ3I:&'多グジ

テ Y ノ平均値チ算出スルタト=主会ナキグ如 V 鹿ヨ'植栽ス崎キ土壌ノ性質チ均一ナヲ γ メ

;V='-戸ヨ V チ栽筒ユ分植ス 1レノ法ア Vト難ヨ F、却少テ根部ノ自然ノ護法チ妨fゲ寅際ノ場

合~ i庖合Jセ if)V成績チ誘致スル恐ア V

本質験=ア甲テ戸上司四項::.¥)J キ捻 7限'ノ注意チ郷 t t" ~ト量産只同形同大同勢力ノ

稚菌チ選定スル=営 1)1日IJ""パデノ重量チ均一ナラジメ y ト^vバ斡ノ形扶及根ノ夜連ノ

朕 i兄等ーナラズ叉後者チ等ーナヲジメシトス V パ前者ノ等ーチ期'")レヨト能ハザルミ李総.

テノ胸係ノ均一ナル同勢力ノ稚部チ厳待ニ選定 λ3レ P 殆;yl'不可能ユジテ自然ユ生育ス

Jレ重責千ノ稚菌中百事ヨ V~字ノ標準高木政十本チ選出スルモ容易=アヲズ放=本質験コア

事テ J"強イテ重量及幹長ノ等ー=ノミ拘泥セズ目 iJliJ='-ヨリ総テノ関係略号事ーナ明ト認ム

可キ宅ノチ選定セ明叉各樹種各・年齢ユ就テ供試稚苗ノ鮫各 50本戸鍛ユ於テ決 V テ充分ナ

'ト云 7 可カラザル毛寅験地ノ地積ニ限度ア Pテコ V 以上ユ増加スルヨト能，、ザリ vチ

遺憾 1・ス

~ 42・ 貧験成績予撹首Lスル戸管=上遁/原因ユヨルノミナヲズ受光量チ種骨異ナラ
V メ;y-t.タメユ各種ノ庇陰格子チ以テ各分極ナ被覆スルエ因少テ必然生タ来 Jν 種骨ノ副
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図=由来ス 2ν 司自ノ叉タテカヲズ凡 Y林木ノ生J亀戸光線温度混無及風並ユ土壌ノ物理的及

ft撃的性質 Y ノ他多種多様ノ因子ノ線合作用ユヨ'テ誘起セヲルル宅ノ =v本賓験ノ場

合=於 Irjレヵ・如グ同一ノ土地=同種同勢光ノ稚苗チ養成 γ 鴎ノ閑隔疎密種骨ナル庇険格

子チ被覆 γ テ只 Y ノ受光量ノミチ異テラ V メ~ jν場合=ア明テ宅ヨノ場合=光線以外ノ

他ノ因子力'総テ同一ノ割合ニ供給セヲル W 宅ノト考 7Jl.Iヨト能戸メ民陰格子テ以テ被覆

ス Jl.Iノ結果戸土壌司甲ノ*分ノ策滋チ妨グテョ v チ多漁ナラ V メ稚萌ノ生長チ飽ス可キ

温度チ渥降 γ 一日中コ於クル温度ノ激聖書チ中和 V 或 J、風カチ弱メ空気ノ流通チ遮断スル

等覆骨ノ副因チ蟻成ス W 戸発 V ザ Jl.Iトヨロニジデヨ V 等ノ副因戸或戸豆長 z有利=作用

v或戸不幸'J:=.作用 V テ賞験ノ成績コ影響チ及岩手スチ常トス或戸夏=他ノ一面ヨ明観察ス

V パ密ナル庇陰柊子チ以テ被覆セル分庖戸受光量小ナルノ結果枝葉ノ繁茂甚ダ微弱ナ'

ト..疎ナル庇陰格子若 γ グ F、金グ庇険格子チ寝 y、ザル分底ユ 7 ~テ p、枝葉ノ繁茂甚ダ者

事〆グ所 E目樹冠ノ慰霊ノ密ナルチ致 γ 之=按スル地表ノ温度及混皮毛叉他ノ分匝ノ宅ノト

異テルノ彫轡チ受グ Jl.I=ヨ[~カグ V テ艶化セル混度及混度戸更=叉林木ノ生長三彰響チ

及ポスノ因トナ明図 P 果チ生ク果 p、叉因トナ Pテ窮極スルトヨロチ知ヲズ賓験ノ精密チ

期スルヤ容易=アヲザルチ知 Jレ可 γ

In.責験 J成績

1.ー生長期間内=各底陰格子内=射入スル綿光量 J比率

~ 43. 各庇陰格子内ノ雅苗ヌf一生長期間内ニ受ク )V光線ノ総量ト裸

地(庇陰格子ヲ覆 J、ザノ.V)ガ受ク )V天然ノ全日光ノ綿量トノ比 J、各庇陰格

子ノ桟ノ幅及間隔ユ基キアコ V ヲ叡皐的ニ計算ジクペキガ如キモ格子

葬 m 圃
4ト点主喰格子内九度測え面

口口口
ィ 威光電池
田 常糸魚

3リ電慶針
。111. }邑珍格予

口
。
-ィ
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ノ桟ノ幅厚サ並=細隙ヲ遁ズ JV光線ノ廻折格子相互ノ陰影其他天候/

如何ニヨヲア賓際格子内=射入ス jV党線ノ量 J、数皐的ニ計算セ Y モノ

ト一致ス JV毛ノエアラザJVヲ以ア著者 J、前述ノ光度計ヲ使用ジア庇陰

格子内エ於タ jV-生長期間内ノ賓際ノ綿受光量ヲ測定セ 9

a. 測定 J順序反方法

9 44. 測定ノ順序及方法 J、次ノ如クセ 9

α. 測定 ι 使用スベキ戚充電池ユ就ア先グ賞験室内ユ於ア電~計ノ指

針ノ示度ト光度トノ関係ヲ賓測 V諌メコ ν ヲ曲線画エ表示ス(第xnr箇

奉照j

s.戚充電池及電鹿計ヲ試験地ユ携帯 v行キ先グ電歴計ヲ格子外ノ遁

宜ノ位地ユ固定シ戚充電池ト電鹿計トヲ聯結スペキ電繰ヲ充舟長クジ

先ヅ裸地(0)ュ於ア戚充電池ノ受先窓ヲ水平=上天ニ向 J、ジメ受尭窓内

=突然ノ金日光ヲ射入セジメ y ノ際ユ於ケ JV電麿計ノ示度ヲ採讃シ究

~該戚充電池ヲ!領者ュ J，II， III， IVノ庇陰格子内ノ中央=移ジア同様ユ

採讃スョ vヲ一回(一組)ノ測定トスカクジアー同ノ測定ヲ鯵 9タY トキ

J、夏=器械ヲ裸地ニ移ジア同一ノ測定ヲ反覆ス但一周ノ測定時間即裸

地ヨ 9始メア庇陰格.子 IVノ採讃ヲ了 }Vマデノ時間 J、十五分以内トス

(第玄II圃丞照)

r.測定 J、午前七時O舟ニ始メ午前七時十五分マデユ第一同ノ測定ヲ

了 9 究=午前八時 O~子=測定ヲ始メ午前八時十五分ユ第二同ノ測定ヲ

絡 9順次=一時間毎=一同宛ノ測定ヲナシ午後五時ι 至 9ア止ム

d.採讃ジア得タ y 電鹿計ノ示度ユヨ 9前記ノ曲線園:上エ於ア賓際ノ

光度ヲ求メ各庇陰格子毎ユ時間ヲ横軸ユト 9先度ヲ縦軸ニト 9ア時間

干光度トノ関係ヲ表 J、ス可キ曲線園ヲ章キ曲線 j1"横軸ト交 J、9ア作 y

多角形ノ面積ヲ算出スカク V ア求メタ Y面積川賞品各庇陰格子ヲ遁ジ

，.射入 v来Y 一日間(午前七時ヨタ午綾五時マデノ間)ノ穂先量ヲ表示兵

Y 毛ノナノV ヲ以ア各庇陰格子ユ就，.各コノ面積ヲ算出ス y トキ J、ョ v

品ヨ Pア O，I，II，III，IVュ於ケ Y 該一日間ノ賓際ノ受，売量、ヲ比較ス Y ヲ



• 
得ぺジ

b. 賓;潤 J成績

~ 45. 上記ノ順序方法ユヨ 9ア測定セノV結果 J、突ノ如ジ

i 電鹿計 J指針ト示度ト光度ト J関係予表ハス可キ

曲線圃 J作製
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測定ニ使用スペキ戚光電池ュ就ア電麿計ノ指針・ノ示度ト受光窓内=

射入スノV光度トノ聞係ヲ賞測ジコ v ヲ曲線園ユ表示ス Y ノ法 J、g記述セ

ノνア以アコ、ニ J、只ソノ賓測ノ成績ノミヲ掲グ(第XIIl圃奉照)

第 XXVI 表

光源:..r~ノ E眼目様
吠 燭 光 m~Jt ノ示度

光源.ヨ市ノ釦同種
吹 燭 党 官~~計ノ示度(ti ' (例}

1HO tooo 800 52.19 R88! 25.2 

20.87 5558 71.0 69.58 500 14.6 

24.35 408¥l 61.0 8698 320 lo.a 
27.83 3126 53.2 104.37 222 6.2 

31.31 2470 47.6 139.16 125 2.5 

34.i9i 2000 42.5 

~JI. 咽 --
電柱計/紛 ........ 戸戸

ト--一 照度ム' 凶'
lY"'" . y 

レ/， 
レ/

電

t: / 
ノレ〆

， V 
~\ / 一
|皮
/ 
/ 

/ 
←『 一
一トーI 

J 一ト一一 一トー
ー一ト一司 一トー

ーートーー
ザ

J.-l)，.1 I 1'11. 
‘" ..1". 
... $". 4'" 7'" 

息長"l..(吠喝泥J
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日晴夫 J目Z 於予各鹿陰格宇内=射入スルー自問 J

飽光量 J賓測成績

大正十年六月二十四日午前七時ヨ 9午後五時迄ノ問 ι於テ上記ノ風

光電池ヲ使用 ν裸地及各庇陰格子内=続ア光度ノ測定ヲ行ヒタ y 結果

川実表=示スヌf如シ嘗日 J、天気晴朗エジア蒼常殆ドー片ノ雲影ヲ認メ

ズ只地平線ノ附近=於タ少許ノ白雲ノ漂へ JYヲ見タ y ノミ但究表=於

ア o.T、裸地 1，II， nI， IV .T、夫 v夫 v1， II， III， IVノ各庇陰格子ヲ通ジア電

池ノ受光窓内=射入セ JY光度ニ劃ス y 電歴計ノ指針ノ示度ヲ示セ y モ

ノナ 9ナホ野外ノ光度 J、室内ノ電燈党=比 V ア強烈ナ JVヲ以7'受光窓

ノ一部ヲ黒漆紙ヲ以ア被覆シ受光窓内=射入ス JV光度ヲ一定ノ割合=

弱メタ JVヲ以ア採捜ジタ Y 電M計ノ示度 J、賞際ノ光度=聖母ス y ノ示度

ユアラズジア黒漆紙ヲ以ア一定ノ割合=弱メタ JY光度::.f.tス Y ノ示度

ナ 9

第X4VII. ....lt. 

t g 計 ノ.
方主 度

ーー

関 。 I 11 HI lV 

午前 7 ~7.9 j6.8 35.7 26.1 14J 

8 U.6 54九4 3!l.2 31.8 15.7 

9 76.2 62.1 50.0 57.0 I9.~ 

10 79.8 65.0 52.0 39.0 20j 

11 81.7 69.6 54.6 40.8 24.0 

jElf 12 814 69.S M.7 41.< 22.~ 

午後 1 81.6 68.7 5:1.5 39.4 22.7 

2 78.0 63.0 初.1 39.1 19.1 

s 75.2 CO.7 48.7 53.8 初.0

4 64.7 57.4 42.4 32.3 19.11 

E 5U  '4.2 33.7 21.，1 IU  

第XXVII表ユ示セ JV電歴計ノ示度ヲ前記ノ曲線圃=劃照シア 0，1.II， 

III，IVュ投射セラ ν タJV光度ヲ求ム JYトキ J、凡ソ第 XXVIII表=示ス

ガ如 ν
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第 XXVIII 表

光 • ノ 強 It: 〈吹剣先3.. 関| 。 I 11 III lV 

午前 7 幻90 15M! 52! 

8 3170 179t 13 

9 '210 2711 18，(0 

10 2921' 177" 

11 191') 

E 午 12 

午後 1 18m1: 

宮 .:l 1 . 
s 4010 u 
， 8550 1鎖E日

B 2170 1 “M • 断 uj1 27 7脚

11 XXVIU衰品ヨリ0，1，11，IlI， IV .:::.杭ア時間ヲ横軸=ト 9先線ノ強度

ヲ縦軸ユト Pア各ソノ時間ト光度トノ関係ヲ示スペキ曲線圃ヲ聾クト

:tJ'、第XIV圃ノ如ジ

圃ユ於ア各曲線責J.'!Iノ左右爾埠ノ縦線ト横軸トユ依リア作 y トコロ

ノ面積 J、即常日ノ午前六時三十分ョヲ午後五時三十舟(縦線ヲ午後七時

守ダ三十牙前ユ及午後五時ヨ 9三十分後ニトヲタノV ヲ以ア)マダノ間=

於7"0，1， Il， III， IV .:::.夫 ν夫 ν投射セア vタY錯覚量ヲ表 J、ス毛ノト解

ス可クジア Wicsncr氏J、ヵクジア求メタ fν 面積ヲソノ常日ノ L:(・ht，nmme

光積ト名グケタリ而ジアヨノ面積ヲ算出ス )V法 J、只毎日主ノ光度ヲ総計

スノV ヲ以ア足 ν9 トス即大正十年六月二十四日午前六時三十分ヨ 9午

綾五時三十分守デノ間ニ於ア 0，r， 11， III， IVガ賓際投射セラ vタy 光線

ノ纏量ノ比 J、夫 ν夫 v 69630: 44210 : 27430 : 16920: 7803ユジア恒ヲニ裸地

(0)品投射セラ νタ )V光線ノ総事一日間ノ)ヲ 100トス )vトキ ρ1，II， III， 

IV J'、夫 ν夫 ν63.5: 39.4 : 24.δ: 11.2ノ受光量ア 9タY 毛ノー考 ;7)Vヲ得ぺ

v 
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光
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言f、時

曇天 J日Z 於予告底陰格子内=射入スルー日 Ji首

線霊光量J貴測成績

ナ午後五時迄ど間ユ於テ前ト同一大正十年六月二十六日午前七時ヨ

アノ戚党電池ヲ使用v'0， 1， II， III， IVニ就ア前ト会ク同一ノ方法ニヨ 9

舟度ノ測定ヲ行ヒタ JV結果 J、究表エ示スヌf如ミ/恒常日 J、金天殆)....蒼空

ト毛測定時中川太陽ノ直克ノ照射ヲ受ケズヲ認メず JV曇天ユ V ア少ク
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叉天然党ノ強射ヲ弱メ Y グタ~ .::.前ト同一ノ黒漆紙ヲ以ア受光窓ノ一

部ヲ被覆セ 9

第 XXIX 表

tt 周S 計 ノ 当示 度

-ー

開 。 I II IlJ lV 

午前 T 2..0 23.1 18.8 11.9 8.8 

8 釘】.1 29.2 22.2 13.2 9.~ 

9 80.4. 29.1 2~U 15.8 10.0 

10 38.2 S3.~ 23.0 a.3 11.4 

11 "u 4.4..0 81.2 18.0 JIl.C 

iElf 12 38.0 28.8 ll7.n 21.1 13.C 

午後 1 4.6.0 39.8 260 2U  13.E 

2 ~.5 37.9 23.11 17.5 10.~ 
. 

3 tOι 3Il.l> 19.2 12.7 8.D 

4 1l7.f> 22.6 162 12.3 8.0 

B 23.0 20.5 16.0 10.8 u 
一←ー←

上表ユ示セ )V竃思計ノ示度ヲ前記ノ曲線阻=劃照 νア 0，1， lJ， IlI， IV 

品質際投射セラ vタ }V光度ヲ求ム Y トキ J、凡ソ究表ニ示スガ如ジ

第 XXX 表

先 線 ノ 11 It 〈吹剣先).. 。 I 11 III lV 

午前 T 920 ωo ωo <&IlO 忽同司

8 12ω 11鎖】 850 4.70 3剖

9 1250 1180 860 瓜j() 3吋

10 1710 U20 8説J f>10 40C 

11 温気)0 1890 12∞ 650 4.11正

E 午 12 1580 1150 1110 ぽ)() ~正

午後 1 2320 1ωo 10・滋 810 4.00 

2 2280 1090 920 6'" S7C 

s 1鈎O 1390 710 "50 SI<1 

4 11∞ 870 600 <<0 1l7( 

5 890 77U &8J 880 200 

• 計 17380 14.270 94.30 6160 3950 

一一一一一
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上表ユヨ 9時間ヲ横軸エト 9光線ノ強度ヲ縦軸品ト 9ア 0，1， II:， 111， 

IVニ就ア夫 ν夫 ν時間ト光度トノ関係ヲ表 ρ ス可キ曲線圃ヲ釜クトキ

J、第 xv圃ノ如 ν

故ニ前ト問機ノ考察ユ従へバ大正十年六月二十六日午前六時三十舟

ヨ 9午後五時三十升守デノ間=於ア 0，1，11，lII， IVが賓際投射セフ νタ

)V光線ノ量 ρ 前ト同一ノ草位ユ於ア夫 ν夫 v li380: 14270 : 9130 : 6160 : 

3950 ユシア若シ裸地(O;~ 投射セタ v タ y 党線ノ量ヲ 103 トス V バ1，II， 

III，IV .，t、夫 v夫 ν82.1: 54.3 : 35.4 : 22.7ュ相賞スノV ノ照射ヲ受グタ Y 宅

ノト解スノνヲ得ペシ

.aI， 4 . " J ~ ~ I ~ ，. " ". I 

.." 
鈴4Fh g. 

f-~..' 時期.t.t"Aq係 ... 
-，，， 

" 
制t ， 

』主鳩掲11'''.
~.・ .+-f"'" 

t. 

Jt. 走破，η l' J{倹〆'l，，，
ー
， ， 

吠

崎 ... "・~ 

，.. 

， 
， .. 』色用品初 F守~

r .. 

I .IIl'I;A .'..，. 
え理責 μJ6 ~ ~ "μ . 

』色量移予置か勾.

，駒 .. 

， え列 .J11.
3 

. ". ，~ • 7 I I N'"  • .. ー陣 「

A 
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iv. ー生長期間墨書底陰椿乎内 Z 射入スJJ，綿曇光量 J比寧 J僻i算

~. 45. 以上二同J 観測ヲ比較ス JV'"キJ、晴天ト曇ヲEトm 管=日光ノ

強度=相違ア Y ノミナラズ裸地(0)グ受ク Y天然ノ金日光=事}ス Y各鹿

陰格子ノ受発量ノ割合宅叉究ノ如キ相違ア y ヲ知Y ペジ

o 1 II III IV 

晴天ノトキ 100 63.5 39.4 21.3 11.2 

曇天ノトキ 1ω 82.1 54.3 35.4 22.7 

即晴天ノトキ J、各庇陰格子ガ光線ヲ遮断ス JV割合川曇天ノ場合品比

事〆ア常ユ著 V ク大ナ 9換言ス v."，.各庇陰格子ガ光線ヲ遮断ス y 割合 J、

天ノ晴曇ノ如何昌司 9毎日相関ジカフズ夏=換言ス V バ O，I，II，III，IV

ノ一生長期間ノ純受発量ノ比 J、到底任意ノ一日ノ総受発量ノ比ヲ以~

直品::1V ヲ表 J、スヨト能川ズ故品厳密=云へバ 0，1， !I， III， IVノ一生長

期間=於ケ y 総受売量ノ比ヲ求メシトス V バ該生長期間ヲ遁ジア毎日

毎時前記ノ観測ヲ繰返事/毎日ノ総受発量ヲ総計 V アフノ比率ヲ求メず

y可カラズヨ J、fiJ底 Y ノ煩=勝へず lVガ故=著者 J、別箇ノ考察=基キ

アョ νダ近似値ヲ計算セ 9

凡ソ太陽ノ輯身t.T、長短種今/波長ヲ有ス JV Athcr ノ波 :-yj"::Iノ波

ガ大集閣内=射入 ν来Y トキ J、其有色覚線 J、大集中ノ細塵=遭遇 V波

長大(赤陸線)ナ Y 毛ノ J、比較的障害ヲ受ク lVヨトナク νアヨク遁過ス y

毛波長 11'、(藍紫線)ナ lV毛ノ J、::1V ガタメユ其通路ヲ遮断セフ v :Jノ大部

舟 J、反射身散セラ v ア所謂~散光(陰光) (Diffuse8 Licht)トナ 9ア地上=到

達夫故=一言 :-y ア云内川太陽ヨ 9 直接地上=到達 ν 来 JV 党線 J、直~

:-y ア大気間内=於ア反射砂散セラ vア地上=到達 ν来 lV光線 J、陰先

ナ 9換言ス V ..t'.太陽ガ雲賜ヲ以ア掩 ρ lV、トキ J、地上=光線ヲ車射ス

JVコト能川ズジア地上 J、金部砂散光ヲ以ア照射セラ y 然 v 1-.宅金天晴

v渡 vlVノトキ若 νク J、太陽ヌf雲霧ヲ以ア掩 J、vずy トキ J、地上=直

射党線ヲ投ズY ト共ユソノ途中=於ア反射分散セラ vタlV分散党ヲ投

ズ依品ヨノ場合=地上が受ク JVトヨロノ党線 ρ 直売ト陰党トノ混合渇
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(Grl'niæj，陶 Licbt) ナ 9 故品主温セ ft'二関ノ観測 s 於~第..悶ノ楓測廟晴

天ノ場合品於ゲ Y 観慣い、車党ト陰党トノ混合売が棟地品於ア一日中ノ

時ノ艦温品伴ヒア如何晶援連(発展が)只 JYヤヲ承'Vj( ，;ゐ::t v "t 1， II， 

J1I， IV ノ各庇陰格子ヲ遁逼只 Y場合品於タ瀧何ノ売量ヲ反射扱牧 ~JY

ヤ反言ス ν~~ 幾何ノ党量ダ射入;#. JYヤヲ示-"::f:ノトヨ去フ可タ第二関ノ

観測即曇天ノ場合品於ヶ y親測，、只陰党ノ重皐就ア上院ノ蘭保ヲ示ス

>f:ノト云 Y 可 V

J!.::.上述ノ考察ヲ慣Ml~:.-'昂太揚が車党ヲ挽ズ y トキ即所開問照時

J、太陽ダソノ産党及陰党ノ混合党ヲ投射 .l'. JV ノ時品 ~"B 厩ナキト ... 

J、太陽ヌF只ソノ陰党ノ竃ヲ投射 )f.)Vノ時ナ 9常識猷騎地舟隣接 νア存

在ス JV札幌測候所ノ視測品ヨ V A'大震十年五月四晴s，. .，十月三十一日

墨室戸迄ノ間(五月一日供試稚首ヲ新植 ν十月三十ー目ソノ生長量ヲ調

査 V コノ期間ヲ一生長期間ト極定只)旦於ゲ Y 賓際ノ筒照時It... 、1102.7

時間 :s.'V，.該期間内ノ壷問時数 J、2515.6時間ナ 9故=日照1>.時教訓

1412.9 時間ナ 9故ェ今爾者ノ百舟軍事ヲト y トキ...'a照時数m 金壷問時

数ノ 43.83%:. ~ア日照ナキ時敷 J、金壷問時戴ノ 66.17% ナ 9 換雷ス ν バ

該生長期間内エ於ア直売及陰党ノ混合党ヲ投射セラ ν タy 時-=ヲ 43.83

ナ 9ト-"VA'只陰兎ノミヲ投射セラ νタy 時数 J、賞品 56.17ナ 9夏品換

雷ス νバ該生畏期間内品ア 9アJ、寵党及陰光ノ混合党ヲ投射シタ Y 目

敏ヲ 43・83ナ 9ト;#.V "，.陰~ノミヲ投射ジタ y 日数 J、 56.17 テ 9 トメ Y 宅

賞用上大ナ JV誤差ナ V ト考 7JVヲ得ペジ然 Y 品前二同ノ都測品ヨ V 点

在先及除党ノ漉合党ヲ照射 νタy場合即晴天ノ場合 (A)並品只陰光ノ

ミヲ照射 Vタy 場合即曇天ノ場合 (B)品於ケ JVO，I，II，III，I1Tノ一日間

ノ結受発量 ρ 夫 ν夫 v究ノ如キ数字ヲ示セ JVヲ見y

o ，1 11，';' 1I1 IV 

A 69630 44210 27430 16920 7800 

B 17380 14270 ' 94:30β160 3950 

故品 0，1， H， IJI，1V :.就.各 A:::::43.83，B=66.17 ヲ索。 7，;1 V ヲ合計ス
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v ~，"該生長期間内:. 0， 1， II， III， IV :.夫 v夫 v投射セラ V タ}V総党量ノ

比値ヲ近似的ユ求ム Y ヲ得ペ ν即

o 69630 x 43.83 + 17:180)( 56.17 =4028118 " 
1 44210 x 4:1.83 + 14270 >< 56.17 = 2739270 

II 274JO x 43.83 + 9430 x 56.17:a:: 1731940 

III 16320 x 43.83 + 6160 x 56.17 = 1087611 

1V 7800 x 43.83+ 3950)( 56.17= 563746 

由ア O(裸地)及 I，II，III，1Vノ庇陰格子内品質際射入 V タY 日生長期間内

ノ飽光量ノ比値 J、夫 v夫 ν

40:28118 : 2i39270 : 1731940 : 1087611 : 568746 

aν ア今裸地 ι 於ケ Y 一生長期間内ノ蝿売量ヲ 1.0 トス V."rI'結生長期

間内ユ於ア I，II，IlI，IVノ各庇除梅干内晶夫 v夫 v投射ジタ y 穂先最 J、

凡ソ次ノ如クナ y ヲ知 JV

o 1 II III IV 

1.00 0.68 0.43 0，27 0.14 

2，各鹿陰格予内積首 J-患長期間 Z 於ケル生長量

a. 物質重量)生長量

9 45. 重量 J、締ア各省木番披毎 a 克単位ヲ鼠ア之ヲ測定 ν秋季調査

蛍日(十月三十ー日)ノ重量ョ 9 春季新植嘗日(五月-~日)ノ重量ヲ減ジタ }V

>eノヲ以ア一生長期間ユ於ケ JV重量生長量トナセ 9但 V からまっ一年

生，~ぞまつ二年生，~立まっこ牛生，すとろ四ぶまつ二年生 J、春季新植常

日ι 於ケ }V一本ノ重量僅小ユ v，"之ヲ精密ユ測定ス yョト能川ず!1v 

ヲ以ア十本ヲ金部取組メタ Y 綿貫量ヲ測定ジヨ V ヲ十等分ジア卒均一

本ノ重量ヲ揮出セ 9ソノ結果 J、第 XXXI表ノ如事/表中記披(ー).T、ッノ番

競=相官ス Y苗木ガ該生長期間内品枯死セ y ヲ示 V 又 0，1，11， II1，IV .t、

庇陰格子番競トス

。)悶化ff;}s::.ヨル乾燥物質ノ生康量).重量生康量ト h厳密=云，、月湖周oカラズf可:v1-テ V斤
暗所=ア Fデ会グ同ft伶用チ管マザル揚合ト皇E形態チ犬::Yホ分チ増加γテ重量チ増大ぇル
司トアV刊す事i然vJl'司E本質験ノ場合/如宇}生長期間f生産量宇求"11'トスル三官'テ
y、舵偽物質.1生感量チ計量ス，1.0'J ~金ナキサ以テ嘗ダ物質生産量=代 7，J; ::.重量ノ増加量字以
テセ明耐Vデ便宜上名グクテ重量生昆量).云，、，
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第玄X文I 表

からまっ一年生

積木
。 I Il 111 IV 

香織 司降 • trc 生長t• 検 |生長量 生長量 理F trc 生.長.

1 12.0 lU 9.0 8.5 8.0 u 3.0 ~.手 一
2 19.0 18.5 1!).0 18.5 90 8.5 4.0 3Ji 一
3 15.0 lH 10J1 9.tI 8.0 7.5 7.0 日.!¥ 1.5 1.r 

4 15.0 1H  13.0 ]2J> 7.0 6t1 4.11 3.5 一
5 160 1~J) 14.1 13.5 8.0 u: 1).(1 u 一
e 180 17f> 12.0 1I.!¥ tI.o u 一 一 一
7 ]80 1H  1].0 10.5 5.0. H ー.11 :¥.5 ー

8 一 ー ー 一 Jl.o 10.5 一 一 一
9 12.Cl 1U 110 10.5 7.0 65 4.11 31) 1.:1 O.臼

]0 25.0 24.5 12.1 11.5 110 10.5 5.0 4.1'> } 

合計 5.0 1500 5.(1 1110 5.1 79.0 5.1 31¥.0 5.0 2.8 

平均 O.d 16.7 16.2 0.5 12.3 11.8 0.5 7.9 7.4 0.5 4.5 4.0 0.5 1.4 O.~ 

からまっ 年生

箇ホ
。 I 11 1lI IV 

司書量産 生長掴 • trc 生長置 .¥  秩 |生長量 唱F

1 :'Il.l 417.0 386.( 53.0 395.0 342.0 40.0 2G] 1I 2210 52.0 ~05( 1f>3 (J 52.( 72.0 ~O.れ

2 39.( 390.C 3M.C ]8.0 118.0 1()(】O 30.0 200.0 li!l.l 250 139 ， )]4.11 22 C 32.11 10，1 
3 :'OJ 315.0 28.V ~7.J) 2r>3.0 2311.0 44( 25G.IJ 2]2.() :J9( ]57J ]1R." 37.1 44ρ 7 (~ 

4 ~U 359.11 338.0 3].0 SW.O 319β 2Ul 2(1(】o 17!).IJ 2:)¥0 12!¥.1 1020 割l.I 32.11 自.ll

5 20.1 3SS(J 323.0 23.0 315.0 2920 44.0 287.0 243.IJ 20.0 115.1 !)5'1 30.( 59.11 

6 42.~ 346(J 3040 211.0 273.0 247.0 37.0 2010 1s4( 23.0 830 CO.( 30.1 一
7 2IJ.I 3flllρ 346.0 ~.O sωρ 273.1れ 22ρ 170.11 1480 l!I.c 70.1 51ρ ~o.o 50.1 

8 SLO 391.0 3600 26.0 :n~ρ 292.0 31.0 叡15.1 174.0 30【h 1111.1 創1.1 29.1 41.0 12.1 

9 2!1.U 308.0 279.0 42.0 526.0 284.0 37.0 220.0 183.1 39.11 1440 1u5.11 2:).1 3l1.O 6.1 

10 32.0 3~3.0 ~91.0 30.0 2M() 256ρ 37.0 宮川町 173.0 制】n1411 IOl.lI 34ρ 46.0 12.1 

合附 Eυ5.(1 !l568ρ J263.0 SO~.O 2946.1 2G41ρ :¥330 220G.! 1873.0 310.0 12!);1.(] 985.1 3191 411.0 

平均 30.~ 3M.8 326.3 20.5 29t.e 2fi4.1 33.丹 22(¥.11 IIS7.3 :n.o 12日f 98f> 31.11 45.7 13.争

E・・1 .4~測定量量 -'0 trc=~零測定重量t .J() 生長量=ー生長期間ノ生長t.J() 以下之=.7
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険制 tl う以二年生

.. 
箇ホ
。

I II IIJ IV 

•• ~秩|明 容|秩|吋.. 唱F 司F '" 生&量一
1 ..11 ]80 1-1.0 ..11 21.0 17.11 4.り 150 11.0 3.0 一 } 3.0 6.0 

2 
ーρ
25.1 21.0 5.0 2J.0 17ρ 2.0 11.11 12.0 3.0 12.0 9.0 3.0 8.0 5(" 

3 !J.O ]60 13.0 3.0 19.1 .10ρ 6;む 19.0 13.U 3.(J 111.0 9ρ 5.0 7，( 20 

4 sρ 17.(] UO  2.11 1'1.1 14.0 4.0 16.0 111.0 ..0 8.0 4.11 3.0 } 

E 5.1 3U 26.0 ~.O 13.1 8.0 2.0 7.0 5.0 5.0 15.0 10.0 4.0 一 ] 

e 5.0 ¥l!l.C 24.0 3.0 19.0 160 3.0 一 一 '.0 10.0 6.0 3.C 一
7 4.0 22.1 ]8.fj 5.1 180 】3.t 3.0 111.0 9.【 ..0 9.0 11.目 4J 8.0 

8 2.0 18，( 16.0 3.0 20.1 17，( ..0 一 ー 4.0 10.0 6.0 3.~ 5.0 2.0 

。 '.0 一 4.0 ー 一 5，(J 17.0 111.0 4.0 一 一 5.0 8.fi 3.U 
10 .0 一 一 3.11 一 一 3.0 一 一 ..0 11.0 70 3.0 5.( IW 
合計 38.0 176.1 :17.り H80 36.0 100.0 38.0 87.11 36.0 u.c 

平均 3.~ 22.( 18.2 3.7 18.5 lU 3.e 14.3 10.7 3.S 10.9 7.1 3.e 6.7 3.1 

験洲たう以四年生

筒木
。 I 11 III lV 

•• • '" 崎量 • ーー '" 
生長量 生&・ 司降

1 731 359【 286.0 ー50 270.t 225( 50.0 16温.C llll.t 49./1 1]0.0 61.0 36.U 

2 倣)0 301ρ 24..0 62.む 205.0 叡)3.1 59.(J 270.1 2]].0 53.1 ]29.11 7GO 61.0 ffTρ91.' 

3 41.l 239.1 19RO 55.0 29H 2.2.1 4R.0 190.C H20 57.0 17Jρ 1220 78.0 132 0 l)4( 

4 43.11 2111.0 176.“ 76.0 347.11 2710 75.0 298.1 宮古3"円 85.0 2010 11lI.0 .0.0 87ρ 41t 
5 70.0 3以).r ¥1900 .:;ρ 3&5.0 300.( 57.0 175.0 ]]8.η 57.0 129.0 72.0 6:>.11 創】.0 宮5.0

6 M.O ~10.( 2011.11 51.fI 21K1.0 温 ~9.ù 43.11 2:.10.0 177.り 59./) 160.0 1010 58.0 8¥1.1 .， 2'.0 

7 ω.0 410.11 336.0 54.0 230.0 1713.0 50.0 229.0 173.0 以上。 15~.(J 10::'.0 58.0 85.り 2;.0 

8 ~.O 261.0 2J:1 11 55.1 210.0 155.11 41.0 18'-0 143.0 52ρ 1770 1温5.11 4・a.o 75/ 3;).0 

ー
42.0 278.1 236.0 66.0 2J5.0 22a.c 78.む ~57.0 179 U 日.0 ]~O，I 80.0 69.1 IOJ.O 340 

10 ω.む 273.0 224.0 52.1 235.1 ]8.1.1 62.0 227.0 165.tJ 51." ]780 1110.0 .70 71.11 117.0 

合計 同3.(J以)25.02!620 5010 2774.υ 宮2]3.C !i60.1 22]2.1 1643.0 1111.0 1551.0 987.0 MOO 859.0 2YJ.0 

平均 国.a802.5 246.2 110.1 277.' 221.= 56.9 221.温 lGU M.4 15:>.1 98.7 56.0 8~.9 宮:1.9
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b ぞまつ 年生

、

iYi* 
。 I II 111 IV 

•• ーー ~秩|生M 川鉄l生姐 司降 ... ~.・

1 II~ 8.0 ~.c;.] 40 S.~ 3.0 u 一 一
2 u 11.0 ".'2 8.0 ~~ !;l.0 u 一 一
s u 盛.0 u ，"0 3.!;l !;l.0 u !;l.O u 
4 一 一 一 3.( !;l.!;l !;l.O 1.2 一 一
B u ".0 u Bρ .._~ 

3.0 !;l~ 一 一
8 ，~ 11.0 '.'2 !;l，( u 2.0 1.¥1 1.0 0.3 

7 u 一 一 8.0 !;l.官 !;l，Cl u 一 一
8 一 4ρ S.~ '.0 8.~ 一 一 1fi 0.3 

9 11.0 '"~ 11.0 u 8.0 !;l.!;l .0 3.~ '2.1 u 

10 7.0 dJ 3.0 !;l.2 3.0 2.~ 3.0 2~ 一 一
合計 R.O 87.0 8'<1 33.0 8.0 M.O 8( 23.0 7.1 6.0 

平均 O.S u 5.~ ~.~ '.1 8.S O.S 3.4 !;l.( o.e ~.e u O. u O.E 

と立まつ二年生

益水
o 

E司ポ同 E

IV 

ーf. ~ 敏|生姐 ~歓，u~ • I * I~.~~ 検 l生長竃.1秩l生崎
1 8.fJ 8.5 7.町 I\.~ '.0 ~V '.11 2. 一 一
2 G.tI 晶.5 4.0 u 11;町 5.' 2.0 0.4 一
' 7且 u 5.0 S.~ 8.0 1.' S.O 1.4 一

‘ 
d，(I 'f 11.自 u 6.( 晶4 11.1 8.4 2.0 

B ー.町 晶.1 aρ u '.0 温.4 一 一 2( O.~ 

ー
'.0 u M 8.5 1¥.0 3.. !;l.0 0.4 20 O.~ 

' 8.0 品.~ 8.0 u 4ρ 2.4 一 一 8.0 u 

ー

Ii.U u 5.0 u 1¥.0 3.4 一 ー 一 一
' ー.U 7.11 7J Ií.~ '.0 :U 6.U '.4 一 一
10 ‘E 2.~ 4.0 u dJ1 

ー.. 3.0 1.. } 一
'*It 15.<1 8l.Cl 11¥.0 &4.0 lU j6.<1 16.0 25ρ 111.0 9.0 

平均 1.1 1.1 u u &.4 Sji u '.E 3.1 1.C S.聞 !;l.C 1.5 ~.~ O.j 

• 
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すとろ国ぶまつ二年生

-* 
。 I II 111 lV 

•• ./験1".‘~歌山量 ~検問 ~ 秩 |生姐 ~歓Ju・
1 一 一 12.0 10.1 ~.O 7.1 GI u S.O 1.司

量 一 一 10.0 8.1 7，( 5.1 6.0 u '-0 

s 111.0 11.2 8.0 8.1 10.0 8.1 7:む u 5.0 

4 11.n ~.2 一 ー 9ρ 7.l 一 一 u1 2.世

B 111.11 1U 15.0 13.1 8ρ 6.1 6.0 o iJl 

8 1'-0 12.2 12.0 10.1 一 一 4.0 u 1.0 

7 11.Cl ~.1I 10，( 8.1 13.0 11.1 7.0 
ー.2 一 「

8 一 一 13.(1 11.1 8.0 8.1 一 一 s，(l u 

ー
1M 1U ー 一 11.0 9.1 一 一 u a.lI 

10 14.<1 lU 11.11 u 7ρ 6.1 8.1 u tJ日 O.祖

合計 180 t1.tl 1~.0 ~1.I 19.0 82.0 
Za1m' aF 

18.0 29.0 

平均 1.1 lSl 11.2 u 11.4 10.6 1.9 u 7.泊 1.1 4.1 1.8 u 1.41 

すとろーぶまつ四年生

首*

1 

2 

s 

4 

B 

6 

7 

ー
' 
10 

*.， 
平均
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はるにれ一年生

.."ー 。 . J" • 'If ." lII' _.， r- IV・・・ 1 
10木

•• 容|秩|生長量.1秩|生長置 .. I :.fk!同.. .1 秩 |生姐
1 6.0 311.U 8250 8.0 253.0 245.0 8.11 H6ρ 118骨 9.0 134.0 125.0 9刀 25.0 16 (J 

2 ‘6.0 362.U 356ρ 7.0 208.U 201υ 7.0 24月.U 238.Q 60 75ρ 69.0 6.1 23.U li.U 

3 8.0 310.0 802.0 喝 80 248.1 2“1.0 60 159ρ 153." ら 8.0 78.0 . 70.0 61 2ちj 1・J.dd 
4 9.0 287.U 2780 7.0 319.0 312.0 9.0i 145ρ 1割;，1) 7.0 9()0 92.0 6.0 28.0 2~ 

E 7.0 官宮9.0 23A.U 7.0 234.1 2'17.0 10.0 172;り 162.0 6.U 99.0 93.U 7.U 31.0 2tcJ 

6 7.0 292.0 285.0 tI.O 329.0 321.11 6.0 126.0 1'20.0 80 88.0 80.0 8." 27.0 

7 60 296.0 2900 9.0 219.0 210ρ 7ρ 152.0 165.0 8.0 74.0 66.0 8.0 2占.0 21.0 

8 8.0 2s2.0 泊540 7.0 ~.(l 193.0 8.0 168.0 1600 7.目 87.0 80.0 7.0 27.1l 

9 7.0 293.0 286.0 8.0 228ρ 220.0 115ρ 6.1 79.0 71.0 6.1 21.1 

10 8.0 372.0 3M.I 9.0 210.1 201.0 90: 1¥12.0 183β 9.0 95.0 86.0 7.1 32.0 250 

合計 7まOaou.o 29T';Jρ 78.0 2448J 2370.0 7G.O 1606.0 15叡J.O 74.0 908.0 831.0 70.0 271.1l 初l.Q

平均 7.2 80U 297.2 7.8 24U 237.0 '1.6 1ω.6 153.0 7.40 90.8 8.1.4 7.0 27.1 20.1 

b. ..長生長量

S 48. 幹長 J、各苗木番・披毎=飽，.桓車位ヲ以テヨ V ヲ測定ジ秋季調

査常日(十月三十一日)ノ幹長ヨ 9春季新槌童日(五月一日)ノ幹長ヲ減ジタ

Y 毛ノヲ以ア一生長期間ユ於ケ)J，'幹畏生長量ト見倣セ， :.Jノ結果 J、第

XXXIr 表ノ知事〆但喪中記竣(ー)...、宮該番号慮ノ苗木 J、該生長期間内ユ枯

死セft."ヲ示セ 90， 1， 1I， III， IV ...、庇陰格子番焼トス



(勾J

，第 玄XXII 、表、

からまっ，-，.年生

宮古木
。 I JI 111 

者旨
JV 

干寄貌 春 |秋|生姐 春| 検|生長量 春 春|秩|生長量 春| 秩 l生姐
1 5.5 14.3 8.8 5.5 1LS 6.3 5.早 13.8 8.3 6.0 9.0 3.0 6，( 一 』

2 6.5 25.4 18.9 6.5 22.0 15.5 6.0 13.8 7.8 5.5 10.3 4.8 5.5 パー ー
3 5.5 21.2 15.7 60 14.2 8.2 6.0 13.2 7.2 6.5 13.5 7ρ 6.0 i 11.0 4.( 

品 5.5 15.f， 10.3 7.0 15.匹 8.5 6.5 11.8 5.!1 7.0 12.7 5.71' 6.0 一 ー

5 6.0 16.5 10.5 5.5 16.8 11.3 6.0 12.0 6.0 6ρ ， 14.51' 8.51' 7.0 一 -ーキ

6 8.0 24.0 16.0 6.5 17.0 10.5 5.3 11.2 5.9 6.0 一 一 6.5 白一 -" 

7 6.0 18ち 12.5 6.0 20.5 14.5 5.5 11.5 6.0 6.5 10.0 3.1'1 7.0 一 一
‘ 8 5.5 一 一 7.5 一 一 6.5 19.5 13ρ 5.5 - 一 6.5 一 { ヘ

9 6.0 19.~ 13.5 6.0 白， 14.5 8.5 6.0， 13.0 7.0 5:5 ， 10Ji 5] 6.0 8.5 " 2.~ 

10 7.0 29.2 22.2 6.0 ， '20.5 14.5 自.0 17.:t Il.3 6却‘， 13.5 7;5 5Ji -.， 一
合計 自1.5 181.4 128.4 62，5 152;8 97.S 59.9 137.1 77.S 1¥0.5 1~'94.l 45.1 ;， ，62ρ '19.5 6.~ 

平均 6.2 2O.5 14.3 "'tUi . '11.d "....ιro:'i' l' '5.!! 13~7 市 7.& 6.1 "'lf.S 5.7 6.2 9.8 3.e 

叩叫効官官ま…つ 年生

;;同士FF-11ji--
的価 II III IV 

戸:1祇 l生長量 春|秩|生賭|春同|生姐、

1 45ρ 87.5 品2，5 ら 51;0，:i 95;5 "品4.島..， 44.0 83.0 39.0 50.0 83.0 33.0 51.0 69.0 18.0 
2 46.5 81.5 35.0 39.5 '" 60抑r! 20.5 “;46.0 '70.与 24.5 38.0 62.0 24.0 40.0 50.5 10.rl 

g 43.5 72.5 29.0 昭 42:0j・.690品 27:自 45.0 72.0 27.0 48.0 74.0 ， 2G.O 49.5 62.0 12.5 

4 39.0 ， 71.5 32.5 45:0 ，( 80.0 ， 35.0 .'35.0 64.0 29.0 49.0 72.5 23.5 4a.5 48.0 4.~ 

5 {O.O 71.0 aH 146;0 ， ; 85(} 390 EO.O 95.5 45.5 39.5 62.0 22.5 39:¥) 60.0 21.(~ 

6 50.5 85.0 34，'5 '" 41.0 '82.0 41.0 ~: 49.0 80.0 31.0 41ρ 59.0 18.0 40.C 一 一

7 37.5 69.5 32.0 :， 47.5 以).0. 32.5 40.0 75.E 35.5 40.れ 65，0 25.0 42.0 55，0 13.Q 

8 48.5 85.0， 36.5 40.0 73.0 33.0 420 8U  39.~ 45.0 72.5 27.5 39.C 52.5 

9 43.5 'i0.5 27ρ ， 51.2 88.5 37.3 46.0 88.f 42.5 43.0 73.(1 30.0 49.C 52.(1 

10 46.0 74，0 28.0 4a:5 14.5 31.0 42.<1 時83.5 41.5 52.0 83.5 31.5 41.01 53.0， 

合計 440.0 768.町 328.0 ，446.7 、787.5 340:自ー司39刈 794.1 355.0 445，5 706.5 261.0 434.01 502.0， 

平均 品4:0 76.8 32.担 e 喝44.7 18.8 暗 証基.l. 43.!:J 町'79.4 35.5 446 70，7 26.1 43.41 55.8 

E備考】 春=春季測定幹J亀〈灘〉 事~=款季測定斡長〈粧〉 生長量=一生長期間ノ生長量〈纏) 以下之=倣7



(84 ) • 験，i制 7とう以 年生

積水
。 z I lJ lJiII ， IV 

番按 春|秩|生長箆 場 |秩|生長量 春 .II:..J主量

1 22.e 25.4 28 22ρ 20.0 4.0 2'U 25.0 2.5 17.2 一 18.3 21.5 s宮

2 22.1 2o.fI 3:.5 25.5 31，0 5.5 17.0 24.0 7.0 ]7.2 21，( 3.8 18.4 21.0 2.e 

3 18.3 22.0 3.7 17.0 23.0 自.1; 25.0 29.0 4ρ 16J 28ρ 7J 22.4 24.11 1J 

生 19，( 21.0 2.0 ]7.与 21.0 3.5 21.8 26.0 4.7 20.r- 23.0 2J 1M  一 一
5 21.0 1l9.0 8.11 11.0 18.0 1.0 17.事 17.0 0.8 23.E 30.0 6.馬 18ρ 一 一
6 21< 30.0 9.( 19.ド 21J 2.r 17.5 一 一 18J 2o.O GJ 17.5 一
7 20J 26ρ 5.f 23ρ 25.(; 2.0 17.5 宮2.f1 u 19ρ 23." 4JI 18.5 23.0 d 
8 180 2r.O :1.< 200 25.1 5ρ 1U 一 一 2;'3.f 24.自 0." 22.0 2晶.0 2.1 
9 17.0 一 一 1il.l 一 一 22.0 26.0 4.1 初.5 一 一 19，(' 2晶.0 5J) 
10 16.5 一 一 16.5 一 一 18.0 一 一 11)，5 21J目 5.5 19.0 23.0 4.U 
合計 195.9 1ω.9 37.5 196.5 190.!¥ 29.5 196.1 169.0 27.5 191.9 195.0 36.8 191.1 160.5 22.9 

平均 19.6 25.0 5.4 19.7 23.8 4.1 19.6 24.1 4.5 19.2 24.4 5.2 19.1 22.9 3.8 

験洲 1~ う以四年生

苗木

春l;孟同日春|;l叫
III IV 

番電量 券|秩|生賜 春|秩 |生長醤
1 42.5 53.0 10.5 3'..1.5 41.0 8.5 9.0 33.U 40.( 7.0 28.0 35.( 7.1町

2 38.0 43.11 5.0 38.0 41.( 9.l 37JJ! 48.4 11.1 31.11 品4.0 ]3.1 33.1 制}.I 7.'.1 

3 28.fl 42.11 14.0 29.0 41.0 12.C 36.01 47.0 1l.IJ 42.~ 51ρ 9.( 49.f 55.0 6;目

4 29ρ 39.0 1(¥.0 43.0 51.0 9.0 40.0 関.u 13.0 40.( 49.(1 9.11 3U 3tH 7.(J 

5 42ρ 53.0 11.0 28.6 41.0 12.5 35.0 41.0 6J) 29.0 36.0 7.(J 制】.自 50.0 10.自

e 37.0 EO.O 13.0 26.0 37.0 11.0 28.0 35.0 7~1 41.0 51.0 10.u 33.0 39.'白 6.CI 
7 39.0 駅I.n 11.0 35.0 47.11 12ρ 37.5 43.0 5.Ii 41，0 49.0 8.0 35.1 盛3.0 8.0 
8 33.1 42;(l 9( 33.5 39.0 5.5 31.0 41.() 10.1 36.0 44ρ 8.0 32.!; 38.0 5.5 

9 34.0 46.() 12.0 39.( 4[1，( 9.11 43.5 53.0 9.5 . 32l{) 40.0 8.(J 3U  錦 .0 11.1 

10 33.0 39.U 6.0 33.0 41.( 80 39.5 48.0 8.5 31，0 42.1 II.tl SIU 39.0 7.11 

合計 355.5 457.<) 10].5 337.1> 433.0 96.5 358.5 449.() 90.5 356ρ 44G.~ 制)，! 350.fI 425.1 75.11 

平均 36.6 45.7 10.1 33 ti 43.3 9.5 35.9 44.9 9ρ 35.11 4U 9.( 35'(' 42.5 u 
一
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b ぞまつ 傘生

箇木
。 I JI III IV 

•• .1 秩 |生姐 • .1検|傘"• .. I.!I=.桑温
1 7.0 10.2 32 6.2 9.0 ~8 6.fi ]0.0 3.~ 5.8 9.0 3.2 7.0 一 一
量 u 8.3 u H 11.7 ..~ 6.3 9，ρ u 6.fI 8.5 2.(1 7・5 一 一
s 6・7 ]0.0 3.~ lI.fl ーρ 8.5 

71J 10.0 3.0 6.8 9.5 ~.7 6.5 1O.~ 4.0 

4 6.8 一 ー 7.0 一 一 6.11 9.0 2.5 6.11 9.0 2.5 6.5 一 一
島 6.5 9.0 2.f 6.8 ]0.11 u d.o 10./1 4.11 6.11 1υ.0 3.!i 11.7 一 一。 11.8 96 2.f 7.3 ] 1.11 3.7 6.2 9.0 2.8 7.0 10.3 3.:! 6.5 9.U ~.5 

7 7C IU.~ 3.f G.II 一 ー 6.7 11.0 4.:1 'i.2 9.8 2.(' 7.3 一 一
8 相.5 一 一 i.f 1むJ 3.0 7.7 lU 3.& 6.S 一 一 7.0 8.5 v. 
9 6.c 10.0 4.1 6" 11.2 4.11 6.5 100 3.5 7.0 11.0 4.0 7.(' 9.3 2.:1 

10 7.2 ]20 4.!> 6.5 ]0.0 3.11 u 8.0 2.5 6.2 9.11 2.fl 5.5 一 一
合It ðð.~ 79.6 26.7 86.4 81.9 28.5 65.4 97.7 82.3 65.8 86.1 26.6 68.5 37.3 1u.3 

平均 6.6 ]0.0 3.4 M 10.~ 3.r. 8.5 9.8 3.8 6.6 9.6 sρ 6.7 9.3 u 

と留まつ 年生

酋ホ 1 11 

..1 r川敏生姐川敷 ~A. 川鉄|生姐 .1 歓 I~A~ ./軟|
1 70 10.0 sρ 7.C 10.0 30 5.0 70 2.11 7.2 10 ~ 2.S 7.5 一 一
2 島.~ 8.11 ~.5 IU 8.U 1J， 7.5 90 H> 5.6 8.0 2.4 5.0 一
s 8.~ 9.0 2.~ 6.~ 10.0 3.5 6.5 8.5 2.(] 7.3 10.5 3.2 65 ー 一
4 6ρ 8.0 2.0 6.0 80 20 72 10.0 2.8 H 11.0 3.5 6.u 8.0 

6 71.0 9.5 2.f> 6.5 90 25 6.2 9.0 2.8 5.5 一 一 10 95 
e 70 10.5 5JI 65 9.0 2.11 fI.G 9.1' 2.4 6.0 100 4C 6.5 8.0 

7 8.~ 95 3.0 7.5 9.1i 2.0 6.1i 90 2.5 7.0 。.0 2.0 55 8.0 
8 7.~ g.~ 2.5 7.5 9.0 H 6.5 9.5 3.0 7.5 一 一 7.7 9.'; 1.A 
9 7.5 lJ.O 3.5 6.~ 100 38 6.5 90 25 6.2 911 3.3 7.5 一 「
]0 65 8.5 2.( 7.事 9.0 1.5 7.; 10.~ 2.R 5.2 i5 2.:1 7.0 一 一
合併 8/1.5 93.5 2711 67.7 91.5 23.8 662 00.5 24.3 G5.~ 7~.~ 23.11 66.2 4.3.0 10.3 

平均 6.7 9.4 u 6.8 9.首 2.4 6.6 9.1 ~U 6.5 9.4 ~.g 6.f 8.e ~.9 
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すとろーぶまつ二年生

苗木
州⑩内乞 I II III IV 

香焼 春 秩明春|秋ト長量 春|秩|生長量 春| 秋|生長量 春|秩|時量
1 6.5 一 6.0 

32I I 
u 10.0 2.5 7.U 9.0 2ρ 

1651E訓I訓M 1705 9 

1.5 一
2 7.0 一 ー Tρ 9，( 7.0 9.0 2.0 6.0 8.0 2.0 3.0 

s 6.0 9.0 3.0 7.0 9ρ 2.0 6.0 9.0 3β 6.5 9.0 2.5 8.0 2.0 

4 6.5 9β 2.5 6.1 一 一 7.0 9.0 2.0 7.0 一 一 6.0 9.5 
3.!) 

5 7.0 9.0 2.0 7.0 10.0 3.0 6.0 9.0 3.0 5.5 8.0 2.5 5.5 7.5 2.0 

8 6.0 9.5 3.5 6.5 9.( 2.1'> 6.5 10.0 3.5 6.0 8ρ 2.0 7.0 9.0 2.0 

7 5.5 8.5 3，( 7ρ 9.( 2，( 7ρ 一 ー 6J 8.~ 2.~ 7.0 一 一
8 5.5 一 一 7.( 10.0 3.0 7.0 10.( 3.< 6.5 fU 宮J 6.5 10.5 3.0 
9 7・0 10.0 3.0 5.5 一 ー 6.5 8.0 2JJ 6.5 ー 一 (>.0 8.0 2.0 
10 7.0 10{ 3.0 7.5 10.() 2.5 5.5 8.0 2.5 7.0 9.E 2.~ 6.5 8.5 2.0 

合計 64.0 65.0 20.U /16.5 75.0 20.0 65.5 82ρ 23.1 64.【 68.~ 18.0 6.3.0 78.( 21.0 

平均 6.4 9.3 2.~ 6.7 9.4 2.7 。.6 9.1 2J 6.4 8.e 2.2 6.3 8.:1 2.4 

すとろーぶまつ四年生

苗木
~，.仰().円

F|;ι|;同
111 IV 

番捜 春! 秩l生持 春| 秩|生姐 容 | 秋|生長量
1 24.0 35.0 11.0 21.m 33.0 12.1) ~O.O 40，() 20ρ 22.(1 37.1' 15.0 22.' 28.0 6.0 

tf!'・

2 18.0 :::0.0 12.0 19.01 35ρ ]60 17.0 33.0 16.0 ]8ρ 25.0 7.れ 19ρ 32.0 

s 23.0 40ρ 17.0 18.01 30.6 12.0 25.0 48.ll 23.0 16.0 27.1l 11，" 23.0 28.0 

4 劉】ρ 29ρ 。ρ 17.0 26.0 9.0 24.0 42.0 18，( 250 42ρ 17.0 20.Cl 28.0 
5 23.0 37.0 14.0 19.0 36.0 17.0 17.0 30.0 13.~ ]9.11 390 初 .0 18.(1 3Hl 

6 21'>.0 41.0 16.0 23.0 35.0 liUl 21.0 350 14.Cl 2"2.0 il5.0 13.0 23.0 350 
."圃祖司

7 210 34.0 13.0 2].0 34.Q 13.0 ]8.0 3]ρ 13，0 19.0 29.' 10.0 19.n 26.0 

8 1事.(1 310 12 f¥ 22.0 330 nfl 23.0 35.0 12.0 21.n 37C' ]60 24.0 38.0 14.1 

9 220 37.0 15.0 20.0 35.0 15.0 20，0 29.0 9C 24.11 410 17.0 19;れ 29.0 10(1 
、

]0 Iτυ 27.0 111.0 25.6 42.0 17.0 21.0 36ρ 15.0 23.11 350 12.0 20.0 29ρ 9.0 

合計 212.0 3410 1290 205.0 339.0 ]34.0 206ρ 359.0 153.( 20;)0 347.0 1380 207.0 307.(1 100.(1 

平均 宮1.2 31.1 12.9 20.5 33.9 13.4 20.6 35.9 15.3 20.9 34.7 13.R 20.i 30: 10.(1 
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はるにれ一年生

;再三|春|;l斗l:14ポ|明日州一
。

IV. 費験成績J考査

1. .量長生量

~ 49. 第 xx玄I表ユヨリ一生長期間内ノ飽受光量 L==-劃ス )V各樹種

ノ重量生長量{平均値)Zノ値ヲ比較劃照ス v.，.~衣表ノ如ジ

第 XXXIII 表

一生長 各樹樋ノ一年長期間ノ怠量生長賞=Z <l(. 

Eが…1: らまっ l政州政側 l… l… u-lぺは ~If:4う事 び f:i び ぶまつ .l:まつ I~れ
t比CUt) 一年生二年金二 生四年生三年生二年金二年生周年生一年生

O.U 0.9 18.8 3.1 2!1.9 0.8 0.7 1f. 19.5 

0.27 4.0 98.ち 7.1 98.7 1.8 2.0 4.3 63.5 

0.'3 7.4 187.3 10.7 16'.3 2.6 3.0 7.2 92.3 

0.68 11.8 ~U U.8 2'1l.S 3.3 3.9 10.5 112.1 

1.1ω 16.~ 326.8 18.2 2紛.¥1 3.8 ..6 11.2 118.3 297 
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第 XXXU[表ユ基キ各樹種毎晶最小ニ魚油晶・ 9 Z = -A + BL-CJ..I 

ノ常 ttA，B，Cヲ求ム V バ実費ノ知事〆

• XXXIV 表• • • • ム B C 

量， ら ま つ ~.611! lM.4~ 7.671 

治・ ら ま ザフ 2 8'l54:1 76~.'29G 355.31~ 

-= 洲 1: 4 ひ 2 1.0口9 33.114 131l1C 

欧 a剣 T: ヲ 。 4 50.390 638!!m 3'~.9~~ 

~ ぞ ま 。 2 0.200 8.658 4.刊19

と 、r ま 'ヲ 2 O.!)08 )0.165 5.lC民

すと h ーぶまつ 2 5.741 41.202 2778~ 

すと h - .l:まつ 4 19.r，82 34 1.8~ g】5.71~

It s れ 59.s29 r，9R94S 241.8骨量

一 一一一一一一ーー一 ーーーー」ーーーー

故ユ各樹種ニ航ア受光量 L ト生長量 Z トノ関係ヲ表 ρ ス賓蹟式 J、突

ノ知事〆

か ら ま つ llJ;生 z=-2.618+ 26.482L- 7.671 L' 

泊、 ら ま つ 2年生 z = -82.549 + 762.296L -355.31:!V 

欧洲たう以 2年生 Z==ー1.069+3:3.114L-13.91OL' 

.洲たう以 4年生 z= -50.390+ 638.527L-342.952L' 

b を、 ま つ 2Ifi生 Z= - 0.296+ 8.6!58L- 4.G19L' 

と 、: ま つ 2年生 z=ー 0.503+1O.165L- 5.tOOL' 

すとろーぶまつ 2年生 z = - 5.741 + 44.292L-27.i65V 

すとろーぶまつ 4年生 z=ー19，582+ :341.848L-205.716L量

iま る i乙 れ 1年生 Z = -59.G29+598.948L-241.668U 

~ 50. 上記ノ賞職式=基キア夫 v夫 v各樹種=就ア受光量 L.::.劉ス

Jν重量生長量 zノ値ヲ軒算 νzノコノ計擁値ト賓測値トヲ劃照ジタソ

ノ偏差ヲ求ム v..".次表ノ如シ

• 
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第 xxxv 表

受発量 からまっ一年生 から主つ二年生 隊側t:うひ=年生

L 貨測値l計算依|偏差Jl貧測値|計算値|偏差』 川健|計算値 偏重量 a
0.14 Q.9 0.9'39 + 0033 13.8 17.208 + 8.408 8.1 8.294 + 0.194 

0.27 4.0 8.973 一0.027 98.5 97.369 - 1.131 7.1 6.8回 - 0.242 

0.43 7.4 7.351 - 0.049 187.3 1'79.541 - 7.759 10.7 10.598 - 0.102 

0.68 11.自 11.843 + 0.013 264.1 271.516 + 7.416 14.司 15.017 + 0.21~ 

1.∞ 16.2 16.193 ~ O.例】7 326.3 324.435 - 1.865 18.2 18.135 - 0.065 

豊島先量 欧洲1:うひ閥4慎重注 怜ぞまつ二年生 と V まつ二年盟主

L 質 t闘健 計算値 偏重量 a 質調自値|計算値|偏差 a貧測 1直計算値|偏差 4

O.H 29.9 82.282 + 2.'38古 0.8 0.825 + 0.025 0.7 0.815 + 0.115 

0.27 98.7 97.011 - 1.689 1;8 ] 705 - 0.OJ5 2.0 >>.793 ..，. 0.207 

0.43 16'.3 160.765 - 3.535 、2.6 2.573 ー 0.027 3.0 2.920 - .0.080 

0.68 221.!i 225泊7 + 8.921 3.3 3.455 + 0.155 3.9 晶.0必 + 0.146 
サ

1.00 2必.官 245.1~ - 1.015 3.8 3.743 - 0.057 4.6 4.557 - 0.0必

受光量 すとみ白」とまっこ年生 すとみー.l:まつ周年生 It .:s Iこれ一年生

L 策測値|計算値|偏差 4 貧測値|計鉱値|偏選 a 賞 t剛健 計算値 偏差 a

0.14 1.晶 0.084 - 1.316 1¥l.5 24.245 + 4.745 20.1 ]9.487 ー0.613

0.27 #..3 4..194 - 0.106 63.5 57.720 - 5.780 83.4 84.469 + 1.069 

0.43 7.宮 8.171 + 0.971 9温.3 89.:376 - 2.924 153.0 153.235 + 0.235 

0.08 10.5 11.539 + 1.039 112.0 111.752 + 5.752 237.0 235.909 - 1.091 

1.'∞ 112 10.786 - 0.4.14 118.3 116.550 - 1.750 237.2 297.651 + 0.'51: 

各樹種品就タI上記偏差ノニ乗ヲ求メ平均偏差ヲ算出ス V ".，次表ノ如

I n 
V但平均偏差=土J一一一品 V ア 11.t、相閥ノ箆故即ョノ場合品ア 9;-.t、

"t n 

5 ナ 9 トス
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第 X玄XVI 表

受光量 肱州|…l… すとろー すとみー
Tこうび 7こうび .l;まつ ぶまつ

L 1-:-:，年生ニ・年生三年生 四年生二年生二年生I 三年生 周年生 一年生

0.14 、0.0015 11.61ι5 0.0376 5.s7:}O 。(ゆ~J目 0.0132 1.731!J 22.515( 0.3758 

0.27 、，，0.0007 1.2792 0.0586 2.8527 O【)0)0 O.0t28 0.0112 33.4084 l.H28 

a 0.13 0.0024 sO.2021 0.0104 12.4962 0.0ぽ】7 0.0054 0.9428 8.5t98 0.055宮

0.68 ，9ρ018 U!l:l71 O.Oi]] 15..~13 0.OJ40 00213 1.07:15 33，OR!)5 1.1903 

1.0(1 O.α)刈} 3.4782 。0012 ， 1.0302 Qρ032 0.0:>18 0.1714 3.os2!'> 0.203量

平均偏業 全00358 :t 5.1298 士0177i 全2'l377 土0.03再8 土0.130A 主0.8873 土4.総創1 土O.7iOi
一一 一一 一一一一一一一 ， 

上表ノ平均偏差 J、軍=各樹種ノ稚苗ノ一生長期間内ユ於ケ Y 生長量

ノ賞測値ト計算値トニ賓際幾何ノ平均偏差ア 9ヤヲ示スニ過ギグ )Vヲ

以ア計算値ガ賓測値ユ劃ジア果ジア幾%ノ平均偏差ヲ有スノV ヤ ρ コ V

ヲ知 fVヨト能川ズ故=今各受光量ユ劃スノV 生長量ノ賞測値ノ算術平均

値ヲ求メ上表ノ平均偏差ガョノ算術平均値ノ幾%::.相賞ス )Vヤヲ求ム

y ~....第 XXXVII 表ノ如ま/

第 XXXVII 表

樹 種 術 強
寅 illilfltノ館街平均値ニ

望者スル平均偏差ノ百分率 望書九 Pレ平均繍差ノ百分率

からまっ一年生 0.415 と V まつ二年生 4.60~ 

からまっこ年生 宮槌2 ずとろーぶまつ二年生 1温 .R;!~

..洲 f:うひ二年生 1 H~8 すとろー.l:まつ四年生 5.53t 

..洲 fこうひ周年生 1.800 lt .; 1これ一年生 O.t!!7 

Eヨぞまつ二年生 3. ;，~0 

..... 

例へ .t'.からまっ一年生=就ア J、各種ノ受光量ユ劃スノνイ1:長誌ノ計算

値 J、其賓測値=望サジア 0.445%ノ平均偏差ヲ有スノνヲ知 )V其他ノ各樹種

品就アョ ν ヲ見ノV::.すとろーぶまつ二年生ノ 12.R22% ヲ除クノ外 J、jt

平均偏差概ホ徴小品ジア物盟串的ノ精密ヲ望ム能川ザJV斯種ノ賞験ニ

劃シア川寧ロ異散ノ一致ナ 9 ト云フ可ク 941及 942ユ説明シタノV 積令

ノ副因 J、常初漁期セノV ホド賓験成捜ヲ撹乱スノ'V::rトナク而毛 912ノII

式 Z=-A+BL-CV..T、ョク賞用ユ供ジ得ペキ式ナノν ヲ立誼スノY 品足 )V
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毛ノト云フ可ク換言ス v"，.此式=ヨ 9ア求メタ J1I各樹種ノ最小限界先

度，最遊先度等 ρ ::z V ヲ費用的ノ宅ノトジア採用ス JV/慣値ア y ヲ信ズ

~ 51. 各樹穏=劃ス )V常数 A，B，Cノ上記ノ値=基キ最適光度 (L，ふ最

小限界先度(L，皿In)，最大限界光度(L，皿ax)，最大生長量 CZma.)，天然ノ金日発ノ照

射ヲ受ケタ Y場合ノ生長量 (Zn)等ヲ算出ス νバ実表ノ如 v

第 XXXVIII 表

最小 同上ノ依

F翠t
最大

樹 種 年齢 限界光度
小子炉 最遁光度 ナ)11宅 限界光度 ル宅 .!t 主主量
ノヨ， :'1 J ノ彊'ノ 'ノ

LlI.ln 順。 順位 L回 x 位 Z叫玄(gr)

からまっ 1 0.102 8 1.726 9 3.350 9 16.193 2O.231l 

から まつ 宮 0.114 6 1.073 6 2.032 6 324.435 236.43] 

欧洲 7こうひ 2 0.033 1 1.190 7 2.347 7 18.135 18.64.0 

欧洲 7こうひ 4 0.083 5 0.931 8 ト 1.779 s 245.185 246.74<l 

b ぞまつ 2 oρ35 2 0.937 4 1.839 4 3.743 3.76~ 

と 、t まつ 2 0.051 s O.鈎7 5 1.943 5 4.557 4.55電

すと..;-.l~ まつ 2 0.142 9 0.797 1 1.452 1 10.786 I1.929 

すとるーぶまつ 4 0.059 4 0.8:31 2 1.603 宮 I16.550 122.3441 

lt O Iこれ 1 0.10i 7 1.239 8 2.374 8 297.651 311.508 

上表ュ於テ最小限界光度 (Lmln)Jf'繕苗11"'/ノ生存チ持績 γ fJ)11声メ=要求スル最小限

ノ光皮ェ γ テ常鍛 A，B，及Cノ値千知 vft

l"'I1I¥'n= B-.v'BC 4AC nun一
山山 泊C

=司'テ班=計算スルチ守~ "叉I，o及Zm!はノ値チ知 vft

LmIA。-JZF
=司'テ計算スルチ宇-'tv

量量遁光度 (Lo) ;1、程前チ V テ最大ノ生長{他ノ聞係11"岡ーナル場合，.，，)チナサ VA -C~光目安

=γ テ常費量 B及 Cノ値チ知 vft

lo=B/2C 

2 司'テ底 "'-3車問スルチ得局 V

最犬限界光度(Lmax) ;1、種苗 Y ナホ Y ノ生事チ待機 γ 宇崎キ最大限ノ光度 "'-Vテ偲， =-
古 V 以x:ノ光度ノ供給ァ，トス vft縫首戸最早光線ノ鰻射ニ替ミテ枯死ぇ，11"'-ヨ:!:)J，fチ示

'k ，ヨ〉常費tA， B，Cノ催予知 Vft

L皿 Z B+‘/仁瓦む=---' 20 
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Z 司'テ算出スルチ得ペグ戎戸 L。及 Lm.'n ノ値チ知 V~

Lmax =2Lo-Lmln 

=ョ'テ夜チ ='-:H:出スルチ ffi--'t ~ 

最大生長量 Zmnx7、稚苗ヵ・最遮光度ノ供給手受 !f担ル場合ニ於ケル一生長期間 I有ノ生長

• =-~ -'1-Zmax=C.i!-A ='-ョ'テ算出ス W チ得 -<Y
天然ノ金日光ノ照射チ受グル場合ノ生長.Zn '" ZIl=B-(A+C)ユ司'テ算出スルチ得 4

事〆

第XXXVlII表=於ア Lo，L，曲等ユ聖母ス JV各樹種ノ順位ヲ仔細ユ蹴療方

V バ庇陰ユヨク耐ユノV ノ桔!種ガ必ジ毛小ナ JV光線ノ照射ノ下エ最適ノ

生長ヲナス::eノニアラザノV ヲ知 JVヨ J、賞験ノ常初ニ於ア委ク殻想セザ

9 vトコロユシア従来ノ串者 J、思へラクヨク庇陰ユ耐ユノV ノ樹種 J、叉

ヨ 9小ナノV 光線ノ照射ユ'Jvア最通ノ生長ヲナスノ樹種ユ V アカクノ

女u キ樹種 J、一般=コ V ヲ陰樹ト稽 V~V=- 反シア比較的庇陰ユ耐へザ

)Vノ樹種目ツノ最遁ノ生長ヲナスタメユ要求ス )V光線ノ量毛又従ツア

大品ジアカクノ如キ樹積...-~ν ヲ腸樹ト名グケ雨者ノ中間=位ス JV 性

質ヲ有ス Y樹積ヲ中間樹種ト縛セ 9然 JV:.上表ノ鍛値ニジア略誤ナジ

トス V バ各樹種ノ光線=劃スノV 特性ヲ明カナラジメ y=-...、従来ノ類別

J、決シア営ヲ得タ 9 ト云フ可カラズ V ア少クト毛最小限界光度，最適先

度 J、コ v ヲ別筒=類別 V 7'計量三/相互=比較ス JVノ要アノ'V-J1.如 ν例へ

...，.となまつ二年生 J、y ノ最小限界光度 J、0.035(天然ノ全日光ノ照射量ヲ

1.0トシア)ニシアフノ耐陰カ J、可畠ニ大ナ 9 ト雛而毛ヨ V -J1'最適ノ生

長ヲナス J、賞ュ 0.997光度ノ照射ア JV場合ニシア即天然ノ金臼光ト殆 1:'

同量ノ照射アノV揚合ユ於ア最大ノ生長ヲナス故ニ吾人 J、輿へラ vタノV

樹種ガナホ Y ノ生存ヲ持績 V クY タメ=幾何ノ光度ノ照射ヲ必要トス

y ヤヲ知 )V1-同時.:::.:l V ヌf最適ノ生長ヲナスタメエ果シア幾何ノ光度

ヲ要求ス y ャヲ併セ知フザノV 可カラズ又殆 1:如何ナノV 樹種毛乾操若 V

ク J、寒害ユ劃ス y ノ保護ト V ア庇陰ヲ要求ス Y 場合ヲ除クノ外林内ノ

庇陰ノ下ユ生育ス Y 毛ノ J、林外ノ裸地ユ生育ス )V毛ノニ比シアソノ生

長カノ著ジク不良ナ JV...、何人宅日常目撃ス )V1-~官ユ V ア即綿アノ樹
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種 J、林外即杢日光ノ照射ア }V地=生育ス }V場合=於ア最良ノ生長ヲナ

ス J、明カナノV ヲ以ア少クト屯賞地ノ造林上ノ取扱=艶ジア J、樹種ノ最

趨光度ヲ類別 V ア論ズy ノ要ナジト速断ス JV毛ノア 9 トセバジ J、誤 v

JVノ見解 s ジア多クノ樹種ガ全日光ノ照射ア JV裸地ユ於ア佳良ノ生長

ヲナス J、事賞ナ 9 トス Y 毛::%..、決 νア締アノ樹種グ同一ノ割合=光度

ヲ要求 ~JV ヲ意味ス JV ユアラズ吾人ガ裸地=生育ス JV多クノ樹種ノ生

態ヲ観察ス }V.:::. Y ノ同化機関タ }V樹葉ガ光線ノ照射ユ劃スノV ノ方向 J、

各樹種各樹葉=於ア相同ジカラズジアソノ樹葉ノ陽光照射ノ方向=直

角ニ面スノV モノ川陽光ノ強射ヲ要求ジコ V ユ鈍角 ι 面ス }V毛ノノ、寧曾

ョ ν ヲ避ケ y トス }V毛ノエシアソノ偏角ノ如何 J、因ツア以ア或程度マ

デ該樹種ノ光線=撃す二え }V要求ノ程度ヲ窺知スノV ユ足 JV毛ノナ }V..、周知

ノ事賞品属セ 9カクノ如ク総アノ樹種 11.裸地ユ於ア等ジク佳良ノ生長

ヲナスト云フ毛コ V 畢覧吾人ノ単純ナ Y 目測品ヨ Y 経験=過ギズジア

仔細エヨ V ヲ観察ス νバ各樹積 J、決 V ア同一ノ割合ヲ以ア金日光ノ照

射=趨臆ス JV':::' アタザ }V ヲ知 y 可~ -{91]セバ前表=於アからまっ一年生

J、金日光ノ照射ア }Vノ地=生育ス JV場合ユア 9アJ、一生長期内ノ生長

量 ρ16.193克ナノV毛般 9ユコ V ヨ1)<i: 1.7倍ノ強度ノ光線ノ照射ノ下

品育成ス }V屯ノトス v."，.凡 20.238克ノ生長ヲナスヲ見 JV可ク叉bぞま

つ二年生 J、金日光照射ノ下=於ア ρ一生長期間内ノ生長量 J、3.743克ナ

JV<i:ョ V ヨ1)<i:稿弱キ先線即0.937ノ光度ノ照射ノ下ユア 9アノ、寧ロ大

ナ }V生長即 3.762克ノ生長ヲナスヲ見 Jν故=一見ジア全日光照射ノ下=

於ア総アノ樹種 J、最大ノ生長ヲナスガ如キ毛ヨ V ヲ数理的=観察ス v

...，.各樹種 11.最適トジア要求スノV 光度ユ J、可畠大ナノV 振幅ノ存ス JVヲ知

JV可 V

9 52. 上記ノ質験式ュ基キ各樹積毎=各種ノ受光量 L.:::.劃ス Y 重量

生長量 Z ノ値ヲ計算ス V バ第 XXXIX 表ノ如~，但該表=於ア受売量 J、

天然ノ金目先ノ照射量ヲ1.0 トジアノ比較敷ユジア重量生長量 J、克ヲ

以ア車位トセ 9
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第玄XXIX 表d

からまっ一年生 からまっ二年生 欧州 Tこうひ二年生

受光量 受光量 重量 Zノ:最大f斑 受光量 重生長量量 Zチノ1朋最大ト値γ 
生長Z チ1凶ト v 生長量 チ1001-y 

L L テノ% L Z テノ% Z テノ%

0.100 - 0.047 0.100 - 9.872 - 3.024 0.033 0.000 O.OOC 

0.102 0.000 0.114 0.000 0.000 0.100 2.103 11.2!!~ 

O.加。 2.294 0.2∞ 55.698 17.063 0.2α】 4.998 26.8t4 

0.:;00 4.637 0.3倒〉 114.162 34.973 0.3∞ 7.61:1 4.0.843 

O.紛O 6.UE 33.344 0.400 165.519 50.06 0.400 9.951 5;1.38E 

0.5航} 8.705 43.013 0.500 209.771 64.262 0.500 12.010 64.432 

0.600 10.500 51.928 0.6CO 246.917 75.641 0.600 13.791 73.987 

0.7旬 121C(J 60.085 0.700 276.955 84.843 0.700 15.295 82.055 

O.削} 13.659 67.4.92 0.8似〉 299.888 91.8G9 O.叡10 16.520 88.627 

0以JO 15.∞2 74.128 0.90(J 315.714 96.717 0.900 17.467 93.70~ 

I.UOO 16.193 80.013 1.∞u 324.435 99:388 1.000 18.135 97.291 

1.100 17.280 85.137 ].073 326.4:H 100.0α3 1.100 18.525 99.38!1 

1.2∞ 18.114 89.切7 1.1似} 326.049 鈎.88.1 1.190 18.640 l00.(K)( 

1.300 18.845 93.117 1.200 320.557 98.201 1.200 ]8.638 99.989 

1.~∞ 19.42"2 95.1168 1.300 307.958 94.341 1.300 18.471 99;時8

1.臥舟 .19.845 98.058 u冊 288.252 88.304 1.40( 18.027 96.711 

1.72日 ~0.238 1ω0，∞o 1.5臥』 261.443 8(J 09] 1.50む 17.304 個別3

3.31:0 0.0α} 0.'倒的 2.032 0.000 O.航l() 2347 O.OOn 0000 

欧州 1:うひ閥年生 ぬぞまつ二年生 とどまっ二年生

受光.
重量1;鰐…|聖 212鰐 …|重量1;伊|生長z 手 100~ y 

10. t長Z テノ %1 L 長Z テノ% L テノ%

0.083 0.0α} 0.0仰 0.035 0.000 0.1∞o OJ)51 O.∞o 0.000 

0.100 10.033 4.0R6 O.ICJO 0.524 13.929 O.lIJO 0.458 10.04S 

O.t側3 63.597 25.775 O.初目 1.251 33.2M 0.200 1.321 28.983 

0.300 11030・ 44.704 0.30() 1.885 関.107 0.300 2.083 45.70() 

O.4Cl( 150.149 創】.853 0.400 2.428 64.541 0.400 2.742 60.158 

0.500 183.136 74.222 0.5∞ 2.87揖 76.502 0.500 3ぬυ 7宮・叫
O.創M 209.263 84811 0.6{附 3.2:3日 86.0]9 0.600 3.7f>5 82.38:1 

0.7'∞ 228.533 92.621 0.700 3.502 93.08日 0.700 4.109 鈎.149

O.創加 2to.943 97.65] 0.800 3.674 97.661 O.ωo 4.360 95.656 
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とどまっこ年生

-鳳量匝

nz

-且生

b ぞまつ二年生

重 量 IZノ最大値
生長量|チ 100トジ
z テノ%

0.9(J( 

受発'.

L 

99.'J似)1

歓洲 t:うひ四年生

賓 館 IZノ量量た値
~長量|チ }OU ト v
Z テノ%

246.49:11 0:叙姉

~光量

L 

99.495 

96.731 

91.521 

83.812 

0.937 

1.000 

1. 

1∞.0∞ 
99.310 

0.931 

1.α)() 

1 

1. 

]. 

1.9"-'i O. 1.839 。ρ0.1 1.771l 

Z.I]医大鑑
'1 l'叩トジ
テノ%

生
一
年
一
・
一一

-22

れ

一

長

Z

ド
一
量
生

を
Q

一-E
t
-
-
s
t
i
t
-

は
一
量光

L

a安Zノ:短大.
チ1υUトν
テノ%

すとみ-4ごまつ四年生

受光量|重 量
~~ -¥生長量z 

す.!:hー4:まつ二年生

. 量 IZノ;般夫値
生長.I 'f 1¥則トシ
z テノ%

- 2.151 0.001 O.凹00.059 -]3.3量9I
 
nw 

山
川0.000 

212.7 

12.687 

33.1!)2 

91.111 

97.1V4 

2M8lil 99.913 

288.67:l 1倒】.

297.651 99.27 

306.79/l 95.005 

311.10i ffl.鈎日

1∞ 77.164 

68.0B9 

45.611 

1.駁)()24.790 

O.(J()() 2.374 0.000 

12.546 0.1∞ 
O.~α} 

0.4.1∞ 
O.政X)

O.(l{)(. 

0.3ω} 

0.71α)1 

0(1∞l 
(1.831 

0.90:1 

1.C;I)(， 

。αH
16.817 

7.584 

9.4.64 

10.839 

0.142 

0.2f1() 

0.300 

O.~){) 

0.5似』

0.6瓜』

11.1: O.7t 

11.929 ~.797 

O.~O 11923 

11.632 0訓K

10.786 1000 

1.100 786 9.384 l.l{)( 

1.200 

1.3似J

62.260 

41.211 

7.427 

ー.916

1.2∞ 

1.刻

1.4伐}15.臥)()1.84.9 u 

1.以)()O. O. 1.4f>2 

1.558 -14.871 - 1.77 1.以)()
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2. 幹長生長量

~ 53. 第 XXXII表ニヨリ一生長期間内ノ総受光量 L.::.針ス )V各樹積

ノ幹長生長(平均値)ヲ比絞望日照ス ν バ次表ノ如シ

第 XL 表

一生長KII ~樹橿ノ一年生長期制ノ幹』量生処{例)

問光量ノi飽=4LE 語らまっ tJ. ちまっ I f:ぅ M43.| 竺ぞまつ I~ どまっ 1目 1わ I~とι l.t 1.> I : t1. 
t比事長11)一年生一年生一年生四隼主一年生=-!，t生年生四年生 一年生
0.14 3.6 12.4 38 7.~ 2.G 2.u H 10.0 23!) 

0.27 r，.7 26.1 5.¥1 9.0 3.11 2リ 2.2 13.8 35.9 

0.43 7.8 85.5 u 9.0 3.3 2.5 2.5 Hi.3 45.8 

0.118 10.7 S4.1 4J 9.5 3.6 2.4 2.7 1~ 4 叙..2

1.00 14.3 82.8 5.4 10.1 3.4 2.7 2.9 12時 G:l2 

上表ノ成.債=ヨタア見 v."....樹幹ノ上長生育 ρ 光度ノ増大=比例シア

増大-tズ或 J、=ν ユ反比例ジア増大スノV 毛ノニアタズ一般ニ草本植物

川崎所ユア 9アJ、賞品偉大ノ長育ヲナシ光度ヲ増大ス )Vユ従ツア次第

ι 長育ノ度ヲ滅ジ極メア強烈ナ )V光線ノ照射ヲ受ク )V トキ J、殆ド何等

ノ上長生育ヲ毛ナサザ )Vヲ常態トス然 v ):毛株木ノ場合 ι ア 9アJ、必

V~ 然ラズジア金ク晴黒ノ場合ュア 9 ァ，、上長生育ヲナスユ先チア光

線不足ノタメユ餓死事1':或最適ノ光度ノ照射ヲ受クノV 場合ユ於ア最大ノ

上長生育ヲナスモノノ全日シ而毛ソノ最大ノ上長生育ヲナサジムノν最適

ノ光度 J、物質生長ヲ最大ナラジム )V最 j直ノ光度ユ比ス V バ進カユ著シ

ク小ナノ'V"，、疑ヲ容 v ズ上記ノ賓験成績 J、大憎ユ於アコノ聞係ヲ説明セ

9然 v ):毛光度ト幹長.生長トノ刷係並ニコノ関係先n封組ユヨ 9ア幾何
ノ艶呉ア 9ヤヲ敵地的ユ蹄納セシユ J、雨者ノ相I鋼ヲ表 J、スノ賓験値 J、

アマ 9.::.複離ナリ董 ν樹葉ガ光線ノ照射ヲ受ヶア同化作用ヲ普ムノ結

果 ρ ーュ樹値ノ物質ヲ増大セジムノV ニ過ギズシア樹憧ノ上長生育ト何

等ノ関係ヲ有ス Jν 毛ノユアラズ樹木が上長生育ヲ普ムノ動機 (Ml'clll¥-

nism) .::.就ア J、向末グ明白ナフザノV 毛ノア 9ト難船詮上長生育 ρ 樹幹

ノ附碩部ユ於ケ JV羽織生長ニ外ナクズシアコノ頂織生長 J、所開附着生
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長法エヨ 9ア行 J、v新物質ノ中間=入 JVコトナク草ユソノ上側面ュ着

生ス JV屯ノニジア新成部川!瞬究輪屠肱ヲナジア既成部ノ上方=加 J、9

以ア究第=其幹長ヲ増大スノV モノト思考セラ JV偲 9~ユ樹木ヌf孤立ジア

生育ス JV毛ノトス v..".四周ヨ 9平等ユ先線ノ照射ヲ受クノV ヲ以ア多量

ノ枝葉ヲ族生ジヨ ν等ノ枝葉 J、手フア其頂端生長ヲ替マントスノV ヲ以

ア根部ヨ 9ノ管養分 J、其大部分ヲ之ヌf錦メュ消費セラ v梢端部=於ケ

JV頂端生長 J、コ V ガタメユ却ツア其勢力ヲ減殺セラノVJVヲ常トスノV モ

樹木密立ジア生育ス JVトキ J、所謂側射先線 J、甚ダ微弱ユジア樹葉ノ同

化作用 J、主トジア上射光線ユヨ 9ア行 J、JVJVヲ以ア雷ユ過剰jノ枝葉ノ

族生ヲ見ずノV ノミナラズ柏、頭部，、争フア上射党線ュ潜セントジ上長生

育 J、コ ν ガ錦メユ著ジキ促進ヲ見 lVユ至 JVペシ換言セバ樹幹 11.其上長

生育ヲ逗フスノV~、主トジア目覚欠乏ノ刺戟作用品ヨノV 毛ノユ V ア樹冠

ユ照射セラ JVJV日党ノ強度 ρ 上長生育品製ジア J、直接何等ノ関係ヲ有

只 JV毛ノユアラズ否四周ヨ 9先線ノ照射ヲ受ク JVトキ J、寧官却ツア其

上長生育ヲ減退ス y コト上越ノ如クナノV ヲ以ア尭線 11'上長生育ニ作用

スy 踊係 J、時ト場合トユヨ 9ア千差高別ユジア其間数理的相閥ノ賓在

ス JV屯ノユ非ザ、ノV 芳f如 v只上記ノ賓験成主責ニヨ 9アコ v ヲ見 JVユ大韓

ユ於ア 0.14ノ光度(庇陰格子IV)ノ下ユ生育セ JV毛ノ J、蹴求不良ノ上長

生育ヲナセ 9 ト蜂其他ノ庇陰格子並ユ裸地ニ生育ス JV毛ノ J、上長生育

ノ賦況千差高別ユジア其間著ジキ相異ヲ識見ス JVコト能 J、ズ只仔細ユ

コ ν ヲ観察ス V バ一般エ陽樹殊=からまっ及はるにれ J、先度ノ増大ト

共ニ多少其上長生育ヲ増大スノV 傾向ヲ有ジ陰樹 J、0.14ノ先度ノ下ユ生

育ス JV毛ノヲ除クノ外 J、各異ノ先度ノ下=於ア其上長生育=著ジキ相

異ナキヲ見 JV恐ク J、物質生長ヲ最大ナラジム可キ最適先度ノ大ナノV モ

ノJ、其上長生育ヲ最大ナラジム可キ最適先度毛又コ v.::..正比例事/ア大

ナJV品川アラザJVカ何ントナ V ..t''''''上記賓駿樹種ノ中からまっトはるに

れト ρ 共=物質生長ヲ最大ナラジム可キ最適光度ノ著ジク大ナ Y樹種

ナノV コト寅験成蹟ノ数 :7JVトコロナ V バナ?
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E" 従来各異研究者ノ!寅Ia法及其結果ノ比較概評

~ M. 樹種=陰陽ノ別アノ'V ..Þ、庚!~糧増(昆賓際家ノ鶴ム )V トヨロ品ジ

ア各異ノ樹種ヲ陰樹陽樹叉 ρ 申間W種ュJ~予想 ν 或 J、夏 ι ョ v ヲ階級的

品類 >>11~〆タノV 毛ノア JV ..Þ、既=周知ノ事賞品属セ 9 然 v ド毛其類別ノ療

事タ JV ヤ極メア粗築ナノV 雇験ノ結果=基キタ JV~ ノニジア皐街上償額
(，l) 

~ペキ根紙ヲ有ス JV 毛ノユアタズ一八七七年 Hartig 氏 ρ 威光紙ユヨ )V

光度計ヲ作農ジ各種ノ株木賞f光線ユ劃ス Y 闘係ヲ厳字的=計量センコ

トヲ企アタ 9 ト蜂宋ダ完成ス JV::'至ラズジア長逝セ 9而毛該光度計 J、

天然光ノ測定器トシア J、極メア粗業ユジア殆ド賞用ユ供ス )Vユ足ラザ

9 シヲ以ア建=皐者ノ鶴ム Y トヨロトナラズ其俊明'ieener氏 J、一九O七

年金ク濁立=威光紙ユヨ fV光度計 (Hartig氏ノ光度計トソノ根本ノ原即.

ヲ異=セ )V)ヲ考案 ν庚ク一般植物ノ光度=劃スノV ノ聞係ヲ敵字的ユ計

測ス JV方法ヲ究メ幾多ノ有盆ナ y 研究ヲ公ユセ )V毛獄中氏が各地=生

育セノV 各種ノ林木ノ最小受光量ヲ測定セ )V毛ノ，、樹種ノ陰陽ノ皮ヲ拘

定スペキ有力ナノV材科トジア一般抹皐者ノ注意ヲ喚起ス Y トヨロトナ

ν9氏 ρ 各種ノ株木ノ樹冠=於アソノ外測 J、光線ノ照射充分ナ JVノ結

果トシア着葉ノ朕態甚ダ官ナ 9ト蜂ソノ内部品入 JV::'従ヒア次第ユ着

葉ノ疎ナ JVヲ致ジ樹冠ノ中心=近キ部持 J、光量小ナ y ガタメニ殆ド樹

葉ヲ着生ス JVヨトナク所期樹冠内空間ヲ作 y ヲ常トジツノ空間内ノ受

光量，、該樹種ノ樹Jt'11"最早ツノ生存ヲ持績ジエザノV 最小限度ノ先度ナ

y ヲ以テ コν ヲ最小受光祉(仏Liいじd州州ht川川t“int州 t凶&ω仙伽伽1ω加刷再削肌川11
冠内光線但aUIlI此kron附eω111山Jnll附E附削P叩n叫Ii凶chは刈tり)ト構ス )Vνヲ至嘗ナ 9 トセ 9)1-ト名ヅケヨノ

光度ヲ測定ス V バ困ツア以ア:該該A主.樹種ノ最大ノ耐陰力ヲ推知ス IV::.足月y〆

毛ノトナ辛V〆各地=生宵ス )V衆多ノ樹種=杭ア多歓ノ寅駿ヲナシ以アソ

ノ平均値ヲ算出セ 9

(1) Hartig， Tbeodor. Photometri~ch割(."l1gerurine FOnlt-uod JDgd:teiluog. 1釘7.)

(~) W1es~r， Julills. Lichl~l1W圃 der Pflanze~. )907. 

(3) K・，yr，lleiuricb. Waldbau 副 tnatur耳慣ulicherGrundl・ge.1鎖)9.
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今重要ナ Y 三，四ノ樹種品蹴ア同氏ノ所開最小受光量ノ値ヲ摘記セン

ーー

• 
&Iul. TerrOCOS 

Larix <!fcid目・
• 

QUf'r.伺 S(噌duneul.t.

最小優先量 備 * 
0.110 庭園自信

0.200 孤立セル庖圃樹

0.038 続休ノ樹木

， . . 

自信 電

Fruinu・t>xoe'sior
Pi侭.uoel・
F判~.・iJ，・tit'a

."、安売量 備 司'

0.170 E孝生~蝿-t崎本

o.凶シー0.0:16

0.01~ ‘立~蝿-.圃樹

上紀ノ最小受光量 J、天然ノ全日光ノ強度ヲ1.0 トνアノ比較敏ナ 9

2 ノ僅ノ小ナ y 樹種 J、即該樹葉グヨタ小ナ Y 光度ノ下 .::.yノ生存ヲ持

績スノv可能性ヲ有ス Y ヲ示ス毛ノエシア即耐陰カノ大ナノV樹種ナ 9 ト

解ス y ヲ得ペジ

~ 55. 英綾 8tebler-Volkart氏 J、Wiesner氏ト同一ノ方法ユヨ 9叉 ClrDient

氏川氏グ特ユ自フ考案セ JV威光紙=ョ y 光度計ヲ使用ジア各樹種ダナ

ホソノ生存ヲ持績ジクペキ最小受党量ヲ測定セタ今 SUMer-VolkaJ'氏ノ

測定ノ成績ヲ Wiesner氏ノ Yν ト比較劃照セン

."、*光量 者

樹 ・ 1."... .1 舗笥平均値.

0.16 

Larix df'cldua a.lI~ O.1dl o.6n Piota exoel. O.制

Qneωprdolld11lut. I O.l~ 0.1~1 0.~71 F.噂 1・oilf&tica o. 

BtrblE'r-Volkart氏ノ測定 J、Zurich附近及山地=於ヶ y 原野及牧場=生育

スJV.立木ユ腕ア行へ JV""ノユ V ア各樹木ノ生長儲件 J、大砲=於ア大

差ナヵ， ~毛ノト考フ y ヲ得 ν ド毛 Wiesner 氏ノ測定 J、種 φ ノ立地=生

宵セ JV孤立木若 V ク J、疎林，密林等=於，.行へ Y モノナ y ヲ以ア各樹木

ノ生長傭件 J、大略的ユモ決ジア等ーナ， ~毛ノト云 y 可カラズ従ヲア

爾氏ノ測定ノ結果ダー設セザJV.T'奮然=ジア佐ジムユ足ラズ只 =ν ヲ

仔細~.察ス JV.::. 各樹種ノ耐陰カノ順位 J、大燈=於ア一致シ而毛叉賓

(1) A. B6hler， Dtr W・ldbl姐.Erattr Band. 1~1 8. 
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際ノ経験ユヨ 9テ得タ lll'順位ト略一致ス y ヲ見y

〔今後簡単ノタメ Wiesner氏ヲ W 氏，Stebler-V olkllrt氏ヲ S氏ト呼バシ〕

~ 56. W及 S爾氏ノ最小受光量ト著者ノ所謂最小限界先度ト J、金然

y ノ意義ヲ同フセ 9 ト雄雨者 J、金クソノ計量ノ方法ヲ異ユ V 而毛彼 J、

見士齢ノ樹木=於ア是 J、雅苗ニ於ア行へ lVガ故ニコレヲ比較致究ス lV"t、

殆ド無意味ナ 9 1、離只フノ政値=就アョ v ヲ見 lVニ S氏ニア 9アJ、陽

樹ト認ム可キLarixdccidlla ...、 y ノ最小受売量 0.38ニ v 5"即天然ノ全日発

ノ1/2.6ノ受光量二相官シソノ陰樹ト認ム可キl"agussi1vati('a ..t、ソノ最小

受光量 0.05即天然ノ全日光ノ ]/20ノ受光量=相営セ 9然 lVェW 氏ユア

9 5"..t、同一ノ樹種=就テ夫 v 夫 v 0.20 (叩天然ノ金目先ノ 1/5)及0.012(即

天然ノ全日発ノ 1/80Jユシア爾氏ノ測定値ヲ比較センカ W氏ノ測定セ JV

宅ノ J、s氏ノ測定シタノV "E; ノニ比 v著ジグ IJ、ナ lVヲ見 lVコ V ヲ換言ス

V バ Larixdecidua ::.就ア J、S氏ニヨ V バ天然ノ全日光ノ 1/2.6ノ受光量ノ

揚合品於ア既ユヅノ生存ヲ持績ジエザ lV限界黙ニ達ス V ド毛 W氏=ヨ

V バ 1/2.6ノ光度 J、ナホ未ダ該樹種ノ樹葉ノ生存ヲ脅威ス lVニ至ラズジ

ア夏品::rV ヨ9屯蓬カニ小ナ JV先度即凡ソソノ 1/2 ノ光度ノ場合ユ於

:t始メアツノ樹葉ヲ枯死セジム y ノ限界黙=建ス lVヲ示セ 9叉 Fagus 

silvaticaニ就ア J、W 氏昌司 vj"，~ 天然ノ金日光ノ 1/80 ノ先度=ア漸クソノ

樹葉ヲ枯死セ V ムlVノ限界黙ユ達ス v ドモ S氏=ヨ V .J"~ 天然ノ全日光

ノ li20即前者=比 vlE::.四倍ス y ノ光度=於ア師エフノ樹葉ヲ枯死セ

V ムJV==至 JVヲ示セ 9著者ヌf寅験式ョ 9計算ミ/ア得タノV数値 J、陽樹ト

認ムベキからまっ二年生 J、フノ最小限界光度 0.114 即天然ノ金日光ノ

凡 ':J 1/9 品相常ス Jν ヲ示セ 9而ジア W氏賞fたう以=就ア観測セ JV毛ノ

J、0.025-0.036(1/40ー 1/28)::.シア著者ノ数値 0.0;33-0.083(1/30ー 1/12)ヨタモ精

小ナ 9叉 S氏ユヨ v....，..0.13即天然ノ金日光ノ1/8ユジア即著者ノ数値ヨ

9 ::e:精大ナ 9換言ス V /''\~著者ノ数値 J、 W 氏ノ数値ニ近似ミ/ S氏ノ数値

=比ス νバ可・也ユ小ナ lVノ結果ヲ示セ 9然 v ドモ前遁ノ如ク彼 J、駐齢

ノ樹木ユジア是 J、雅苗ノ揚合ナノV ガ故=コノ一致及不一致 J、別ニ大ナ



(JOI) 

)V意味ア )V=eノト考フ可カラズ偲 9::.樹木ダ幼飴ヨ 9J士齢ユ及プユ従

ヒア次第ユソノ耐陰性ヲ失フ毛ノトス V バ最小限界光度 J、幼齢ノ樹木

ヨリモ舵齢ノ樹木エ於ア愈大ナラザノν可カラザノV ノ理エジテヨノ意味

品於アヨ V ヲ推究ス V バ稚苗ユ就ア求メタ y 著者ノ最小限界光度ノ数

値ノ、舵齢ノ樹木ユ就ア求メタ JVW及 s氏ノ叡値ヨリモイ、ナノV .T、毛トヨ

ヲ常然ナリト謂 J、ザノV 可カラズ従ツア著者ノ敏佐犬1'W氏ノ鮫値ト略一

致セ JV.T、賓 J、奥ノ一致ユアラズシア却ヅア S氏ノ数値 jj其ノ一致ヲナ

セノV 毛ノナノV ヤ毛知 )V可カラズ

9 57. 著者 ρ 南氏ノ測定方法ガ果ジアソノ常ヲ得タ 9ヤ否ヤユ就ア

了解ニ苦ジムノ黙ナキユアラズ爾氏，，7"，ノ測定ュ使用セ Jν 光度計ノ精

度ニ就ア J、今暫クコ ν ヲ度外視スノν毛南氏 J、只任意ノ日ノ任意ノ時間

ユ於ア樹冠内ノ光度ヲ測定シ爾者ノ比ヲ全日光ノ光度ヲ1.0 トジア表

J、セ IV毛ノナ 9然ノV ユヨノ爾者ノ比 J、其賓常叡ュアラズシア晴天ニ於

ケ IV雨者ノ比 J、曇天ノ場合ェ於ケ IV雨者ノ比ヨ 9毛常=遁ヵ=小ナノV

J、賞験ユヨリア明カナノV ノ事費ユシア雨氏毛又コレヲ知悉セノV ヲ以ア

可成晴天ノ日=行へ 9 ト稀スノV 毛而毛晴天ノ日ト蜂ソノ測定ヲ行フ可

キ時間ノ如何エヨ 9ア雨者ノ比率"，"叉著ジク異ナノV ノ事賓ヲ忠却ス可

カラズ一日中=於ア樹冠ノ内外ニ於ケ /V光度ノ鍵逗，、賞ニ第XVIII::. 

示スガ全日グ樹冠外ノ光度 ρ 一日中ノ時ノ経過ユ件ヒア絶エズ著ジク鍵

運ヲナスを樹冠内ノ光度 J、ッノ襲化微少ユジア終日殆ド一定値ヲ維持

ス )Vヲ見 IV::2 .T、夙ュ WiC!'DC'r氏ノ恕ムノV トコロユシア第 XVI園川賞=同

氏がにせあかしゃニ蹴ア特ユ観測セ IVトコロノモノナ 9該圃ユ於ア A，

m，s及 a，11， b .T、失 ν 夫 v樹冠ノ内外ニ於ケノV一日中ノ光度ノ援連ヲ表 J、

久曲線ナリ E午ニ於ケノV 南者ノ比 J、nO/1l】O午前-0時ユ於ケノV 雨者ノ

比.T' D'O' jm'O' ι シアコノ南比 j]'等位ニアラザノV.T、一見ジア明カナ 9故

ニ樹冠ノ内外=於ケノV 光度ノ比 J、タトへ晴天ノ日ト蜂絶へズ勢遜ジツ

(1) Wi:-6ntr， Juliua. Lichtgeul1l!S der Pflauzen. 1007. 
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、ァノν毛ノユ νア而:f:ソ・ノ鍵遁ノ皮 J、決ジア小ユアフず JVヲ以アコ V

ヲ一定値ト偲定ジア計算スノV ノ結果 J、誤差ヲ招来ス y ョト多大ユジア

殆ド信頼ス y ユ足ラザJV毛ノ、蜘ク思考セラ JVWi叩 ler氏毛ヨ Vヲ知ラ

ザy ュアラザ'JVヲ以アヨノ誤差ヲ可及的小ナラジメ y ガタメユ各樹種

品続ア数同ノ観測ヲ行ヒ以ア其平均値ヲ求メタノV 11.知ジト蜂ヨ J、ナホ

朱ダ以アソノ精ヲ av得タ 9 トナス可キユアラズ何ントナ νバタトへ

一日中叡同ノ観測ヲナセ 9 トス }V毛ツノ観測ノ時刻ユシア正午ノ前後

ι 於ア略平等品分配セク y 、ュアフザ V .t".未グ以ア該一日中ノ樹冠ノ

内外ノ光度ノ平均値ノ比ヲ表 J、ジタ JV毛ノト云フ可カラズ故=ョノ誤

差ヲ夏ニ小ナラジメ y トス v."".少クト毛各樹種ユ就ア一日中ノ樹冠ノ

内外ノ光度ノ襲逼ヲ賞測 νコ V ヲ第 XVI圃ノ如キ曲線圃ユ表 J、ジ各曲

線ガ積軸トニ依唖ア作 JV面積即一日間ノ能受光量ノ比率ヲ求メザ }V可

カラズ然 v ド:e該一日間ノ総受光量ノ比率ヲ以ア直=該樹種ノ最小受
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売量ヲ計測 V得タ 9 トナス可カラズ何シトナ V .7".爾者ア比率m 天ノ晴

曇ノ如何=ヨ 9 ア相同~カラザ y ョト前述ノ如グ lナ Y ヲ以アタトへ同

一ノ樹木=就ア観測ス Y 場合=ア 9ア毛晴天ノ S ':::，求メタ y 最小受光

量ヲ表 J、スノ数値 J、決事~テ曇天ノ目=求メタ JV 数値ト一致ス JV 毛ノ品

アラズ故=少クト宅晴曇種 φノ日品於ア一日中ノ飽受発量ノ比率ヲ観

測ジヨ V ヲ平均ス JVユアラザ v.，~未ダ以アフノ襲撃ヲ消去ジ得タ 9 ト

ナス可キ=アラズW及 S爾氏ヌf同一ノ先度計ヲ使用 V ア測定 V タy 数

値畠著事/キ偏差ア JV.T、フノ観測セ Y 樹木ノ生立ス Y 土地及其四周ノ股

況並=年齢=差異ア 9タJV品ヨ JV.T、勿論ナ Y ペジト蜂耐毛又 E雨氏ノ測

定ノ方法=根本的ノ欠勲ア JVヲ忠却セ JV品蹄困ス Y 毛ノ毛叉鮮少ユア

ラザ JVヲ思フ毛ノナ，試:::.S氏ノ観測ノ組業ナ 9ト認ム可キ一例ヲ暴

グシュ s 氏 J、 Pinu~silve，地isノ最小受光量 J、0.1)0ナ 9トナセ y ヲ以テ該

樹種ノ樹葉 J、天然ノ金日光ノ 1/2 ノ先度=於ア既ユソノ生存ヲ持績ジ

エザJν 限界黙=建ス JV毛ノト見・ずy 可カラズ然 )Vι金日党=於.ヶ y 直

売ト陰光トノ割合 J、北緯50度ノ附近品ア 9ア J、大略的:::. 1.3: 1ノ割合

=ν ア陰党ノ強度 J、賓=全日光ノ 1/2.3:::.相官セ 9故=例へバ断崖ノ北

側=接ス Y 地面ノ如キ一年中殆ド直売ノ照射ヲ受ケス陰党毛又僅カユ

ツノニ舟ノーヲ受ク )V:::'過ギず JVノ地ユア 9アJ、ツノ受発量ガ天然ノ

金日光ノ照射量ノ二分ノー以下ナ JV.T、常然ユジアカクノ如キ地面 s於

アJ、PinussilvcstrL~ .T、最早ソノ生存ヲ持績る〆得ず Y 毛ノトナサザ )V可カ

ラズ然 v ):宅斯クノ如キ J、何人毛首肯セザy トヨロユジテ s氏ノョノ

測定 J、明カ=大ユ過ギタ JV毛ノト謂 J、ず JV可カラズコ V 恐ク J、同氏ヌf

曇天ノ日ュ測定 V タY 毛ノユアラザJVカ若 v晴天ノ日ユ測定ジタ Y 毛

ノナ 9 トス V~ず午前或 J、午後ノ太陽ノ高度低キトキユ測定ジタ JV 値品

アラずy カ何 y トナ V バコノ揚合品川全日発ノ強度小ナ JVj1.故=樹冠

ノ内外=於ケ Y 光度ノ差 J、甚グ小ナ y ヲ以アナ 9若 v叉然ラズトス V

(1) HanD， Julioo. H岨 .dbookof Climatology. ]903. 
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.".特=光度以外ノ他/事情=ョ 9ア疎髭!トナ v)V樹冠ユ就ア観測 V タ

)V毛ノト考 :7)Vノ外ナジ

9 58，要ス )V.=. W及 s雨氏ノ方法 J、若 v樹冠ノ内外 ι 於ケノV 一日中
ノ総受光量ノ比率ヲ前記ノ曲線路=ヨ 9ア求メ少クト毛晴曇種令ノ日

ユ於ア巌同ノ観測ヲ繰返事/ア敷盤ノ比率ヲ求メコ V ヲ算術的ニ平均ジ

ア平均比率ヲ求ム )Vノ方法ニ従ヒ而モコ J、只一本ノ樹木再就アコ V ヲ

求メズジア生育健件ヲ異ユス JV種 φノ樹木(同一樹種ノ)ユ就ア各ソノ平

均比率ヲ求メ夏ニヨノ平均比率ヲ平均ス v..，.，.コ J、賞品該樹種ノ平均最

小受光量ヲ示スノ値=ジア若ジコ ν等ノ煩ヲ厭 ρ ザノV ェ於ア J、雨氏ノ

方法 p 樹種ノ最小受売量ヲ計測ス )V一方法トジア賞用ュ適ストセ y 毛

雨氏ガ従来行へ }V方法ユヨ 9ア求メタノV 最小受売量 ρ 測定又 ρ 平均ノ

方法アマ 9ユ粗築ユジア到底信ヲ措クユ足ラザノV 毛ノト云フ可 ν蓋 ν

自然現象(法貝IJ)ヲ数理的ユ蹄納セントス }Vニ常 9ア J、可及的顕i以ノ測定

ヲ反覆ミ/以ア器械的，個人的若シク J、偶然誤差ヲ消去ス }V品局ム可キ J、

常然=シア只二，三ノ樹木=就ア僅カニ-，二同ノ観測ヲ行ヒ直ユ其結果

ヲ腸納ス }Vノ方法 J、到底皐術的ユ櫨戚アノV 毛ノトナス可カラズ

上記二氏ノ方法ヲ精密ナ Y観測ノ方法ユ改ム V バコ V ユ因ッア樹種

ノ最小受売量ヲ計測ス )Vヲ得 }VトスノV ;eコ J、只1士老ノ樹木ユ就ア観測

ヲナ V ク}Vニ止""?9稚苗ニ就ア J、直ユコノ方法ヲ適用ス }Vコト能川ズ

何 Fナ v..，......稚苗ノ場合ニア 9ア J、樹冠ノ費達ナホ未ダ批老ノ樹木ノ如

クナラズW氏ノ所謂樹冠内空間 J、コ v ヲ求ム }Vコト能，、ず }Vヲ以アソ

ノ最小受:Jt;量 J、夏ニ別箇ノ方法ニヨ 9アコ V ヲ計量ス )V トヨロナカノV

ペカフズコ v著者式f先度ユ事}ス Y 稚苗ノ生長曲線ヲ利用ジア計算的品

ヨ ν ヲ算出スノV方法ヲ提出セノV所以ナ 9

i 59. 偲 9...稚苗ノ最小限界尤度 J、著者ノ所謂曲線式ヨ P計算的三

求ム )Vノ方法ユヨ 9JH:老ノ樹木 J、W 及 S氏ノ方法ニヨ 9タソノ最小受

光量ヲ求ム Y トス )V毛コ J、只前者ノ場合ユア 9ア J、賓駿ニ供ジタノV稚

苗ヲ質験ユ供 V タY 土地=養成ジタ y 場合ユ於ケ }V最小限界光度ヲ示
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~毛ノニジア後者ノ場合=アリア毛観測=供ジタノν樹木ガソノ生立セ

JV土地ノ上品生育スノV 場合ユ於ケノV最小受光量ヲ示スユ過ギザノV カ依

品コ ν ヲ以ア直ユ該樹種ノ一般的ノ最小限界光度ナ 9 トナス可カラズ

外圃ノ事情ヲ異ースノV 他ノ場所ニア 9ア.T':;2 ν ト異ナノν数値ヲ示ス可

キ J、常然ナ 9

吾人 jI"林木ノ牧額表ヲ鯛裂セントス JV=-嘗 9ア J、ョ ν ヲ地方別ユ夏

エヌ地位別=分類シア調製スJI"ヲ常トス蓋シ牧額表 J、林木ノ生長量ヲ

一定ノ隔年別=表示ス )V統計表ユ外ナラズシテ而-'E:林水ノ生長量 J、同

ーノ樹種ト蜂地方ユヨ 9又地位ニヨ 9ア相同ジカラザ )Vヲ以アョ ν ヲ

地方別品夏ュ又地位別品分類ジア銅製ス )Vユアラザ ν".賞用ニ適セザ

y ヲ以アナ 9樹種ノ最小限界光度=於ケノv叉然 9同一ノ樹種ト蜂地方

エヨ 9 叉地位ニヨ'最小限界光度(耐陰カ)~、著ジキ錘異ヲナスガ故ユコ

ν ヲ地ブi別ユ叉地位別品調査研究ス )Vユアラザ V .t'.以ア精密ヲ期ス )V

ヨト繋シ而-'E:樹種ノ光度=費ス /ν 関係 J、軍=最小限界光度ノミヲ計量

ス )Vヲ以ア足 ν9 トス可カラズ夏=其最適光度ヲ比較計量ス )Vユアク

ザ v，，~.未ダ以ア賞用ニ供スノV:: 足ラザ )V~、前節ユ於ア詳述セノν トコロ

ノ蜘シ故ユ著者 J・地方別ニ叉地位別ニ各樹種ノ最小限界光度並ニ最適

光度ヲ計量ジ宜ジクョ ν ヲ実ノ如キ簿表ニ極メア各樹種ノ光度ニ劃ス

y 関係ヲ一目瞭然タラジムノV ノ要ア 9 ト信ズ実表 J、其一例トシア賓駿

品供シタノV 土地ヲ札幌地方=於ケ JV二等地ト看倣ジア各樹種ノ稚苗品

劃ス JVl咽包及 Loノ賞駿値ヲ摘記セノV 毛ノトス
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第 XLI 表

札 ー県 -方

樹 担 年齢 一 ー， 2・ 一 • -一一ー .. 2・一
La・In I咽 LmIa I唱 L..Jn I噌

由・ ら ま dコ 一 一 0.10¥) 1.7~ 一 一
量・ ち ま ":> 一 一 0.114 1.078 一 一
政州 1: うひ 一 一 0.033 1.100 ー 一
欧州 f: うび 4 一 一 0.0S3 0.931 ー 一
E宮 ぞ ま 4つ 2 一 一 003~ 0.937 一 一
と 、r ま 'コ 2 一 一 O.OM 0.997 ー 一
すとる -.l:まつ 2 ー 一 0.142 0.797 一 ー

すとるーぶまつ 一 一 0.01i9 0.831 一 ー

It る れ 1 一 一 0.104 U39 ー ー

， e=--<:>定年会・4=>

附 設

1. 舎鹿陰格子内 =1量生~ J&.・草 J量

各施険給子内=荷主也市..匹ノ..~、ョ v 'f. 除~1II1'即時 -"')(.ft 'f以テ司 V チ測

定'" ，測定ノ鈴』島戸署Jt~量ノ如 v

第 表

ふ?? 。 I 1I 111 IV 

7 月 29 日除草即時重量樹~ ()(】

1 24官 ~4 133 119 富田

2 33~ ll)s 1I0 日 31 

s 37~ 2.0 83 2e 28 

4 41悼 279 183 110 74 

合 附 1374 949 liO!) 248 1lia 

8月 23日除隼即時.量測定(l()

1 81i 64 ~ 18 13 

宮 llli )71 ω 関 E 

s 126 )¥)4 宮司 2~ F 

， Isa 1~7 87 M 2f 

合 附 4~\) M6 245 149 Ií~ 



。 I II 

9月 24日除草即時重量測定〈実〉

1 85 42 14 

2 1ω 9 43 

s 33 22 

4 95 29 

合 計 260 10 

重量 計 2159 1725 862 

111 

創

221 

17 

10 

57 

454 

lV 
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1 

2 

23 

、1:..::冒'各魔除格子内=書道生セ W 事量草ノ震量(X)チ比事費 11 照ス V~ 次表ノ如 v

第 11 表

雑 草 華美 』主 量 (単位置。

廊険審蛾 光度ノ割合

|合'1 JJ 29日 8月 23日 9月24日 計

。 1(;0 1374 459 326 

I 0.68 949 516 宮叙} 17'.15 

II 0.43 503 245 108 862 

III 0.27 248 149 57 454 

IV 0.14 153 55 26 1a34 

上表ユヨ'テ見 V 州各鹿険絡子内=自然=事費生スル様車ノ量，、略其光度=比例スルノ

聞係アルチ知ル可 V 故=疎地[()]ユア'テ戸線苗 p、金日光ノ照射チ受クテ旺盛ナル生長チ

轡 A ト..岡田幸=生兵ノ競争者タル総草司邑叉ョ v::比例 V テ繁茂ぇ W ノ事責チ忘却ス可カ

ヲズ鎗掌ノ生長 y、纏酋 2生長ヨ'犠這カ=大ナルチ以テ者 vヨ V チ自然=軍養生ス 111;1/" f霊

=放置セ v カ稚苗 P ヨ v ;l/" .::~fflH: ラ v テ箸 v グ其生長チ減退スル=ヨlll1 11、事貧 =v

テ賦ユ Cieslar氏ノ賞験.8t畿チ採用セ y :1

第 JJl 表

務酋ノ:長ザ (糎) 本ノ苗木{積ノ〉平均容積 給自民、本敏
樹 種 年齢

I II I II I 11 

摸圃aあかまっ 4 22.7 6.9 88.4 8.3 4 31 

同比和j歪1J豊あかまっ 4 18.3 6.9 71.6 9.7 2 47 

世・ ら ま'つ 3 37.1 7.6 79.6 2.13 18 74 

t: ラ ひ 4 12.5 4.5 26.9 3.1 12 m! 

1: ヲ ぴ 6 13.2 7.4 819.5 104.5 12 E 

しペり~もみ 7 5.!! 4.2 15.1 4.3 。 84 

(1) Cies1ar， Adolph. Einiges uber die Rolle dωLicht払1mWal4e. 1904， 
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畿中 r~、落葉チ以テ被寝 γ~ )}/床地 II~、人工的ユ雑草ノ種子チ槽種ジ~'iiif=雑草チ繁茂

セ V メ ðl Jll床地ナ甲上表=ヨ v~ 如何ナル樹積ノ稚首ト量産新在i ノ長ザ....，I ....II ノニ傍乃

至三倍一本ノ笛木ノ平均容積戸 r7'nノ三倍乃至十倍柏11¥本殿宅 7こうひ六年生チ除グノ

タト r7'U司'宅着 y グ小ナ'ョ v.:::.図少テ見 V 月雑草 γ稚苗ノ生長生育=輿 7 }ν 彰響，、

想像以上 =γ テョ v~ 7' 雑草ノ根ノ繁殖 1/" 著大ュ γ テ稚商ノ揚取スペキ地中妻分ノ大学

テ奪取スルト-~、其旺盛ナル霊薬ノ生長ユ曽'デ稚首チ鹿険ジ税苗チ照射スル光景守著

vグ減殺スルユ図ヲズ v バアラメ雑草幸運生ノ量戸地方コヨ'叉地位 Z 冒'千差万別ナ'

ト.m同一ノ地方同一ノ地位=ア事テ J、全日光ノ照射チ受グル棟地エ於テ最大ユ V テ光量

次第=小ナルユ後 b 略ョ v.:::.jE比例ジテ滅多スル〆、既=前述セルトヨロノ如 V 稚苗ノ生

長=及がス線主主ノ影響上遇ノ如グ犬テ事トス V 川会日光ノ照射チ受ゲル線地=於テ必 v

宅常=稚苗 J生長量大ナ事ト断ズ可キエアヲズ何 ν トテ V パ光量大l')レユ従少テ稚荷ノ

生艮カ戸大ナヲ V 唱繭司邑ヨ v1i"生長ノ競争者ユ V テ妨害者タル雑草毛叉略.".ν.:::.jE比例

vテ繁1立政恵スル=至 V バナ甲偲 Vユ著者ノ光度試験=於テ雑草ノ殺生手金ゲ自然ノ i竃

=放置V'dl ラ:".-"'-戸線部ノ生長ト受光量トノ関係チ表 P ス賓験1直F 第XXXIII表ノ如グナ

ラザ Pγ ヤ明カナ V 何 v トナ v~ 悶表=ァ，デ戸線地チ照射スル光景.>、全日光ノ光 1変ト

等量ナ官ト仮定 γ1.0 チ以デヨ V チ示v'~ .ト鍵者 γ雑草ノ授生及其生長チ自然ノ憧 Z

ii置 γ タラ"... ~ >、ョ v挙雑草 p、其繁笈政恵チ撞ユヨ〆管=其恨=冒'テ稚首ノ生長チ妨害

ス W ノミナラズ其符ナル整業ノ庇険コヨ甲デ稚苗チ照射スル光量チ減殺 γ棟地[.0]チ照射

スル光量 y、最早全日光ノ光量 1・等量ナヲザル=歪 v 月ナ 1)ョ v賓験=於テ雑草γ 稚苗チ

鹿険スル=先チテヨ V チ除却 V 担JlI~庁以ナ'

2. 裸地震各底陰格子内 J土壇 Ji羅潤度(吉水寧)

土地ノ滋潤度 p、稚前ノ物質生長量 1・箸 V キ関係チ有スルチ以テ試験地乎疎密種骨ナ yν

JA陰絡子チ以テ被覆スル結果・土境内其換制度l含71<率)ニ幾何ノ影響チ受ゲルヤチ調査弐 3ν

y、賞験成績ノ考査上必要ノヨトナ甲著者戸先グ各庇陰格子内ノ中央部=於テ各其標準土

壌即該格子内ノ土壌ノ中 Y ノ平均視度チ有スト認ム可寺土壌チ掘取 1)テ其金重量チ測定

v雰器ノ重量チ差事lキテ侠試土襲ノ重量goチ露出 v夏ユコ V チ乾燥器ユ入 vテ絶望書乾燥

ydlル後業金重量チ測定 V 前ト問機ユ容器ノ重量チ差別キテ供試土壌ノ乾燥重量 gl算チ

出セ甲然ルトキ7' go-gt戸供試土壌ノ含水量ノ紹掛値ユ V テ生包・ 100 ....供試土壌伊ノ
1m 

中=幾何%ノ水分 Y 含有セヲルルヤノ育分率(含71<習慣)チ示え司自ノナル y、明カテ甲今ヨノ方

法=ヨ甲テ線地及各庇陰格子内ノ楳 i緯土壌ノ含 71t率チ測定ジタル結果 P 第XLV表ノ如 γ

但調査日 y、降雨後タグト宅三日チ経過セ /lI後ト v六月二十五日，八月一日，八月二十四日，九

月十日ノ四同ヨ V チ施行セ'



庇除格子 容器重量

番 披 (j() 

。 21.92 

I 22.09 

11 23.17 

III 2366 

IY 20.76 

。 21.92 

I 22.09 

11 23.17 

III 23.66 

IV 加 76

。 21.92 

I 22.09 

II 23.17 

日I 23.66 

IV 20.76 

。 21.92 

I 22:09 

II 23.17 

111 23.6(j 

IV 20.76 

第 -lV 表

学事器及 供賦土壌 容器及乾 乾燥土壌
供試土壌 ノ質量主主、 燥土壌ノ ノ:重量(主主}
ノ金重量
〈瓦) (go) 金援-量、j() (gt) 

大正十年六月二十五日調査

61.92 40.00 47.77 25.85 

62.09 40.以】 46.99 24.90 

63.17 40.00 47.33 24.16 

6366 40.00 46.98 23.32 

(0.76 4.0.00 44.32 23.56 

悶年八月 一臼 調査

51 !J2 30.ro 45.1s 23.24 

52.09 30.00 45.01 22.92 

53.17 30.00 44.04 20.87 

53.C6 30α) 40.98 17.32 

50.76 WOO 37.34 16.58 

同年八月二十四日調査

51.92 30ω 44.85 22.93 

52.09 30.00 44，81 22.72 

53.17 30.00 43.10 19.93 

53.66 30.00 38.04 14.38 

50.76 30.00 33.98 13，22 

周年九月 十 日 調査

61.02 40.00 57.81 35.89 

62.09 40.00 55.35 33.26 

63.17 4.0.00 52.27 29.10 

63.66 40.00 49.88 26.22 

60.76 4.0.00 46.85 26ω 

(109) 

供試土壌
供ノ 試含水土壌量償

ノ含水量
俊二塁L

(go--gt) go-.100 

14.15 35.38 

15.10 37.75 

15.8壬 39.6C 

16.68 41.7U 

16.44 41.10 

6.76 22.5:l 

7.08 23.ω 

9.13 

12.68 

13.必

7.07 2.'3.57 

7.28 24.27 

10.07 33.57 

15.62 52.07 

16.78 

4.11 

6.74 16.8 

10.90 27.'U> 

13.78 34.45 

13.91 3~，，78 

上表=司'疎地及各威陰格子内ノ土壌ノ含水軍事テ比較劃照ス V バ衣裳ノ如 γ
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合 官f

平 均

裸地及各庇陰格子内ノ土焼ノ合水車

第 v 表

。 I II 111 

:l5.38 37.75 39.6U 

2~.5S 23.60 30.4:1 

2:l.57 24.27 83.57 

1り.214 1自.R5 27.25 

91.7G 102.47 J3U.8!> 

22.94 25.G~ 3~.71 

JV 

41.70 41.1C 

42.27 44.73 

!>~.07 55.93 

34ι5 34.78 

170.49 176.54 

42.r.2 4U4 

凡 Y土治ノ茨 9=於ケル土製ノ含水車検討ス v.-.所澗Il制度不2芝居Fノ含水車 P 天候ノ
如何=ョ'テ箸 γ キ相具アル宅ノエ V テ例，、.-.降雨後直チェ~水分予定.~タル勘合ト

費量日者~ ~ Jf' 十重量日ノ平ヲミチ経渇~ .JI ~ν 後=定量セli-' t骨合ト r 1~ ~守水車ニヨ普ジキ相興ア

ル戸宵ザ倹担ザルトヨロテ'紋=fIl符手書骨ナルJA陰絡子守以テ被覆 V タル土地 γR泊三

比グテ~土事匝ノ合水率六幾何ノ鍵 ft 乎受~ Ii-'ヤザ賞験セ~ .:! ~、厳密ニ云，.".-.天候ノ獄 1足

樋骨異ナル日三於テタグト宅一生長期間三十貨問ノ寅測手銀.~綿密テル平均ノ結果チ

ボメザル可カヲメ然見〆=上院ノ賓輸 Jf'一生長期間ニ於テ値カ=問同降雨後1:"ト宅三日

チ紐遁 γ タル~申幸福ノ日二於 0・ル表土ノ含永事チ)ir量セルユ渇司~" l¥.'毛ノテ，νチ以テ k

g隆1 示セル含水車ノ平均値 F ー生長期間ニ於少申陵待f十時〆合水量Eノ平均値千示ス唾ノニ

アヲザ li-'Jf'明カテ'然 v JP司E各補ノ鹿険格子手以テ書官"γ タW 表土ノ操湖 1貨fr棟地ノ y
v= 苛 ν テ幾何ノ比皐守有 λ ルヤチ大略的ユ総定ス砕目的ュJt~テ戸上市1 ノ術尽ナル 'It

・~A電車責宅亦ーノ倉考資事守ト Z〆テノ償.アルチ儲~

土決=図'デ見v.-.侠賦土襲ノ合水車内線泊三於テ&小 22.94% :-'.. ~テ此合水市，、 ß'H失

格子ノ符It~加 7 Ii-' -..後，テ次第"'-曽加ス即鹿険絡子 1，. 25.62%. II ~、 3量.71% ， 111 7' 42.r.2~:， 

IV戸44.14%:-'.. ~テ即滋符ナ骨炭陰絡 T・チ以テ司書覆 V タ昨夜土ノ合水車 y、棟地ノ合水車ノ

殆 F二倍ニ相官町セ YIlr "ノ如ダ庇険給千ノ密度手加 7Ii-'ニ従世テ土筏ノ泌澗唆骨・*fP;τ

帯加ス措〆，、将十舟成険格子ノ積覆=ョ'テ陽光~ iIl.時ジ遁風チ fQjゲ』現テ 1直面ョ'ノ凍予費

量ザヨfy IJ 減量E ス W エ."ャ蛤.，.~然 v p'哩此事賞量r総酋ノ寅際ノ生長量」貸 γ テ幾何

ノ彫.チ及彰式+ノ野錫?・ 3レ聞係 F 上表ノ資輸値ノミニ肉'テift:千ニ録後ノ断定チ下ぇ

ヨト能戸メ歓=上寵1((111..資ノ範囲内て於テ貝樋メテ大略的/列定チ下 λ ニ止メ v トス

今侠 Eえ土.ノ短大脅水量ザ本邦土.ノ平均必大容水量 55% ト恨.iirγ ョノ般大谷水量ノ

60% ノ水分チ含有ス日寝ノ約三於テ植物ノ川純計'ト附 λVパ 55×jE=33

，~ IP 調書水土君臨 1附ュIt~テ、~33% ノ水分守合有~ Ii-'紛合ニ於テ続的ノ生1¥'IU量夏ナ'ト

捻定 ytl~ 骨{脅:Jt- 博士土.<ft!‘裏香照)今ヨノ鮫.ト比厳司暗照セ.....1J"J!iユ上犯ノ貧・l.鋭

=倹テ鑓水土復ユ湾 λ Ii-'含水量チ式空ごK! xl∞ュョ'テ針Jt~問問ノ実測鉱泉ノ平均値
gl 
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ザ求ム事ノトーt~、疎地 y、 31.53% 鹿陰絡:子 1 7' 35.97% ::0. Y テ蹄何 V 司島地水ノ最湯量 1・略等量

=主Eグ叉庇陰格子II，111， IV ;1、夫 v失 v 49.33%. 76.46%， 82.75，~ ::0. Y テ何 ν 宅地水ノ最遁量チ

超過スル，示セ V放ユ稚商ノ生長=及ポス土撹ノ混澗度ノ闘係草枕テ戸線地及鹿陰格子

1 ~.、精ìØ量ナ'ト幾鹿陰格子 H.III， lV 戸柳 :bi息調 z渇ギ担 2ν 司自ノト調 "'"ll'Jti可、カラズョ

ノ現象 P 光度試輸ノ威厳チ撹飢え 3レヨ 1・疑ナ V ト懸賞輸方法ユ伴 7 必然ノ現象=ジテ如

何 v ト宅ス W ヨト能 F、メ裳ス)).1=上積1ノ貧磁，、廊陰格子チ以テ被寝スル結果土摸ノ含水

車=鎚何ノ援化チ生ズ Fν ヤノ大略的ノ関係予説明スル }ß =~y タルユ過ギメ
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其こ林木ノ耐陰力二影響テ及ボス二三ノ因子ェ就テ

Uber die einigen a.uf das Schattenertagnis der Wa.ldbaume einwirkenden Faktoren. 

s ω.愛ユ林木ノ耐陰カト J、該林木ノ最小限界先度ノ逆数ノ謂ナ 9
3 

例へバ或林木ヌ{100ノ光度(天然ノ金目先ノ光度ヲ1.00トジア)ノ庇陰ノ

下ニ辛;7~ア其生存ヲ持績スノV 毛ノトス V バ該林水ノ耐陰カ J、 100/3=

33.:1ナ 9 ト云 Y ガ如 V故=或林木ノ最小限界光度ヲ知 V バ該林水ノ耐

陰カ J、計算上直チユコ v ヲ求ム y ヲ得ぺシ然 V l~. 毛樹木ノ耐 l塗カノ、タ

トへ同ーノ樹種ト雄其年齢並=立地ノ性質如何ニヨ 9ア鑓異ス・ )V性質

ヲ有 ν而毛其麓異スノV範園 J、可也ユ大ナノV ヲ以ア概括的ユ何樹種 J、幾

何ノ耐陰カヲ有スノV 毛ノト断定ス )Vコト能川ズ或地方=於ア賞験ジタ

y 或樹種ノ最小限界先度 ρ ョ ν ヲ他ノ地方ュ於ア賓駿ス V バ叉コ V ト

異ナ )Y数値ヲ典 ;7)V~、常然ナ 9 且叉供試稚苗ノ年齢，勢力，土壌ノ性質等

ユジア等ーナラザフンカ爾地ノ賞験ユヨ 9ア蹄納セ )V最小限界光度ヲ

表 J、ス敷館，、最早ヨ V ヲ比較スノV ノ憤値ナキニ至ノV故=著者 jl本論丈

其ー=於ア Z=-A+BL-CV ュョ 9寅験的ニ求メタ )V各樹種ノ最小限

界党度ヲ表 ρ ス数値 J、絶調的ノ値エ J、アラズジア厳密ニ云へバ供試稚

苗ヲ北海道帝園大串附属苗間ニ養成シタ )V場合ニ於ケノV 最小限界先度

ヲ表 J、スユ過ザノV 毛ノト考フ可キモノニジアコ V ト外国ノ事情ヲ異ニ

ぷ Y 他ノ場所=於ア賞験ス v ...，.~叉コ V ト異ナノV 値ヲ示ス毛ノト解セザ

JY可カラズ斯クノ如ク林木ノ耐陰力 J、外国ノ因子如何=ヨ 9ア麓異ス

y 性質ヲ有ス )Yヲ以ア途=或一蹴ノ皐者ヲジア樹種ノ耐陰カヲ類別ス

y ノ要ナジト極言セジムノV ユ至 v9然 v ドモ耐陰性 J、樹種本来ノ性質

品ジア外国ノ事情jJ.コ V ヲ襲異セジムノ'Y~、或範園ア 9 ア存ジコノ範聞

ヲ超越ジア無限ニ其陰耐性ヲ左右スノV 毛ノニアフズ例へバあすなろ J、



(113) 

コ V ヲ如何ニ不良ノ立地(あすなろノ成林限界内ユ於ケノV)養成スノV 毛か

らまっニ比スレバ常ニ其耐陰力ノ大ナノV ヌf如 ν故ユ各樹種ノ耐陰力 J、

少クト屯年齢別ニ又地方財1ニ類別ス V ..t'"コ ν ヲ造林上ノ貰際問題ユ騒

用スノV ニ敢ア不可ナキガ如lV'蓋 v樹種ノ耐陰力 J、j昆清林ノ造成，間伐，技

訂ノ方法 ρ 勿論殊ニ稚苗ノ場合ニアリア J、天然更新ノ方法ヲ決定ス可

キ重要ナノV基準ヲナス毛ノニジア其耐陰力ノ僅少ナノV 相異毛直チユコ

v等ノ方法ヲ根抵ヨ 9覆スノ因ヲナスガ故ニコ V ヲ類別スノV 法ヲ究ム

ノV~、決 V ア徒持ノ業ニアラズ

!i 61.樹種ノ耐陰力ヲ襲異セジム可キ因子 J、殆 1:事グテ数フ可カラ

ズト錐要スノV ニ林木ノ生長ニ影響ヲ及ポス穂、アノ因子，、同時ニ叉耐陰

カヲ左右スノV 国子タノV ヤ疑ナク就中土地ノ緯度，高度，方位及傾科温度，土

壌ノ肥沃度殊ニ其混度並ニ樹木ノ年齢等 J、其主因ヲナスモノト思考セ

ラノV コ v 等ノ諾因子夫f樹種ノ耐|注力ニ果シア幾何ノ影響ヲ及ポスヤヲ

迫究スノV~、樹種ノ耐陰カヲ貫地ノ造林上ニ臆用スノV 方法ヲ究ムノV先決

問題ナ 9コ V 等ノ問題ニ関ジア J、夙ニ多数ノ皐者ニヨ Pア研究セラ v

タノV 毛ノア 9 ト雄多ク J、断 Ji-的ユ伺令ノ因子 jl耐陰力=影響ヲ及ボス

範園ヲ論ジタノV ニ過ギズ殊ニ土地ノ緯度高度及方位等ガ耐i富力ユ如何

ナノν影響ヲ及ボスヤユ就ア J、向未ダ詳細ナノV 研究ノ行ρvタノV モノナ

ジ故ユ著者 J、今諒ニ著者自身ノ研究ヲ公表スノV傍ラ従来丈献=現ρV

タノV 種今ノ該研究ヲ綜合ジア樹種ノ耐陰カユ及ポス諸国子ノ影響ヲ統

括的ユ明カナラジメントス只樹木ノ年齢ト耐陰カトノ関係ニ就ア J、向

未ダ皐術的ノ断案ヲ下シクノV 域ニ達セザノV ヲ以ア暫クコ V ヌf論及ヲ除

外スペジ

量生=一言チ要ス可'" ~、 liJf謂最小限界光度 ρ 天然ノ全日光ノ強度予 1.0 トジテノ lt 劃 f直

ユ vテ商毛天然ノ全日光ノ強度 P 各地=於テ相同タカラザルチ以テ各地=於テJlU筒=寅

験的=定メ~ iν各樹種ノ最小限界光皮戸決 V テ其紹艶f産チ表戸ス毛ノユアヲザ 1レヨトヨ

V ナ P厳密=云 h パヨ V チ胸係的最小限界光度ト謂戸*Jν可カヲメ例 h 月六月一五日ユ
於 trW札幌ツ正午ノ全日光ノ強度チ 1.0 I・ス V パ同日ノ同時刻ユ於ケル熊本ノ金日光ノ

強度7' 1.15 '" y テ札幌エ於ケ J~ 最小限界光度 0.0.3ト熊本ユ於ケル最小限昇光度 0.03 ト
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;Jt絶望時値7'相~!I'カヲズ後者 F、.ユ前者ノ1.15 依・ニ t宮跡角・童日ジ量生"'-Ðf讃ノ耐陰カヂ比統

スル尺度ト y テノ緩小限界光度7'1(:絶望書値 φ 使用~ )レチ可ナ甲トスルヵ・如~司e :Jt:絶望暗値

ザボメ yγ タメ::".~各地チ照射 λ 脚光 l度ノ絶荷 f直チ知ヲザル可 h ヲズ然 νF 宅光 lt ノ絶

望!!iI'、ヨ V チ測~~l\.'ノ浅ナ今乎以テヨ F 云・ 7 可" !I'テ貧際ニ行 7 ヨト様 ν且叉膏入賞「

日常玉是々スル樹硲ノ耐R実力"i主樹磁".IJIf tトノ全日光ノ何%ノ光~....デ向Jt生存チ持績 γ

fJ)レヤノ謂ニジテ沿林.1.'.際問 B=- !I!1fl λ?レ~合=-、 g ロョノ意味ノ耐険カチ使用 A 

Pレチ鍵ナ~ ).λ ヨ V:筆者ヵ・敢テ削係的治小限界光 1受チ~用シタル所以ナ'従来ノ路象者

例 h 月 Wi曲『町r，CieBlar l走等毛..テョノ意味ノ最小限界光度チ録用セ'

A. 土地ノ緯度エヨル太陽ノ照度ノ繁遜

~ 62，樹種ノ耐陰力ガ土地ノ緯度品ヨ 9ア幾何ノ鑓異ヲ表 ρ スャノ

l問題ヲ解決セ Y=.t、先グ先決問題トシア太陽ノ照度 J、緯度ニヨリア幾

何ノ相異ア 9ャヲ究メザノV可カラズ太陽ノ照度 t'緯度ユヨリア異ナノV

ノ事責 J、一般ニ知悉セラノV)V トコロナヲト蜂而毛童文字的ニ幾何ノ相異

ヲ表 J、スヤノ詳細ナノV研究，、未ダコ V ア )Vヲ見ズ依ユ著者 J、先ヅ一年

間並ユ林水ノ一生長期間内=本手¥iノ南北各地ニ於ア夫 ν夫 ν凡ソ幾何

ノ総光量ザ投射セラ )V)Vヤノ比封値ヲ明カニジ然 )V後コノ綿光量ノ相

異ガ林水ノ耐陰カュ賞際幾何ノ影響ヲ及ポス毛ノナ 9ャヲ推論セント

ス

工本邦 J各地 Z於ケJI-各月 J時表;IJ:.ヨル太陽 J高度 J饗.

S 63，地球面上ノア)l-'地勲ニ於ア或時差)Jユ該地平副上ヲ照射ス IV陽

光ノ強度 J、賞ニ該時刻ニ於ケノV 太陽ノ高度ニ閥セ 9即太陽ノ高度大ナ

JVユ従ヒ陽光ノ強度 ρ コレユ正比例シア愈大ナ Y何ントナ V バ太陽ノ

高度小ナ ν バ陽党 J、地平面=沿フア持メユ射入シ来ノV ヲ以ア大気!吾ヲ

通過スノV 道程ノ大ナノV ヲ致シ従ツア其途中=於ア反射分散若ジク J、吸

牧サ )V)V量愈大ナ )V.:.至ノV ヲ以アナ 9

一般ユ泊涼面上ノ任意ノ一地跡ヨ'仰グ太陽ノ i硲!史戸失式ユヨ'デ算出セヲJ3
oiu h=cos p・sin中tsiup・co，'p・ cost 

(1) 理母i事士一戸il:厳 高等天文集



、E
J，
‘
d
 

，E
・，
E

・
，，E
、

包 b=太陽高度

p=90・一日赤錦(~)

中=像度

t=時角

故=太陽ノ高度 J、緯度ヂニヨリア縫化ジヌ同緯度ニ於テ毛日赤縛tnp 

年内ノ日ユヨリア麹化事〆又一日ノ中=於ア毛時刻(或 J、時角 t)ユヨ 9ア

鑓化ス

今本邦ノ各地ニ於ア毎月ノ一五日=於ケノV毎時ノ太陽ノ高度ヲ上式

ヲ服用ジア計算ス v ".第 XLn表ノ如シ但表中プジツク式活字ユア記

入セノレ数字 ρ 同日ユ於ア太陽ガ疋=地平線上ユ出ヅノV ノ時刻ヲ示ジタ

fV=E:ノナ 9叉午後ノ高度 J、午前ノ高度ト金ク劃構的ノ聞係ヲ有スノV ヲ

以アョ v ヲ省略セ 9
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第 XLII 表

各地 Z於ケ JJ，.各月 J時lIJ=ヨル太陽 J寓度

北緯二二度一身 恒悲

らと卜月=
六月七月 八月 九月 -0月 一一月 一三月

I r 〆 。I I 
。

I 

41 25 17 21 35 53 
午前 5 o 0 o ( () ( υ{ り o o ( 

2ヲお 13 12 
自 υO 。。 o 0 3 34 654 8 :n 7 57 5 ]8 1 14 o 0 。。 o 0 
7 ri 2 8 38 12 54 17 23 2020 22 44 21 11 19 35 15 1白 10 34 6 19 4 9 

8 17 14 21 36 2635 31 17 34 1 35 2 34 {2 32 50 28 5f 23 5:> 18 4日 16 8 

9 28 2-2 33 44 :19 .f5 45 7 4i 49 1R 3E 4823 46 45 42 22 3d 30 30 18 z7 1 

10 8746 44 20 51 51 5tl ::lb 61 43 622( 62 11 α) 37 55 24 4748 40 7 36 8 

11 “ ~I 回 71 61 31 初日山 76 ~ 76 4 7:-l 50 昨日 17 5620 47 5 4226 

正午 12 46 441 55 51 65 3!i叶引1 8R 44 89 8! B2 16 71 17 50 43 4940 <<<< 
北緯二五度二男、 肇 北
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。〆 。 I -〆 。 I 。r 。 I 。 I 。 I ， 
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午前 5 o 0 。。 。o 。。
14 034 0 44 υ39 υ 21 6 。。 。。 4 2 748 9 38 8 59 5 59 1 24 o 0 o 0 

7 845 7 13 12 81 17 32 20 57 22 30 21 58 19 22 14 50 9 5R 4 59 2 35 

8 1536 20 19 25 47 31 7 3423 35 42 35 15 32 55 2828 22 43 17 7 1414 

9 26 2] 32 1 3830 << 35 47 57 49 6 48 44， 46 30 41 36 3453 28 1] 2443 
10 35 10 42 e 50 11 5734 61 30 62 38 61 49 50 52 53 53 4536 37 32 33 24 

11 4129 49 21 5G 57 76 13 75以) 72 17 63 55 53 31 44 2 39 111 

正午 12 43 43 52 4 62 34 74 301 fj3街} 81! 15 8G 37 79 15 68 ]6 5642 4639 41 43 
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I -〆 。I ‘' I 。，
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2 お3 51 

島
53 t2o9 m 

。。 1 25 。。 o ( υ。
21 047 E 3 

8 o ( o 0 5 2 9 46 12 4 11 15 7 29 1 45 lJ 0 
oo E 7 1 45 li 80 11 23 1743 22 11 24 le 23 32 釘) 5 1428 8 7 2 26 

8 11 4~ 17 12 23 41 30 25 34 52 36 47 36 8 32 4fl 27 1 20 7 13 42 102e 

9 21 34 27 50 35 1日 42 H 473垂 40 3( 4850 45 24 39 ] 31 11 23 4~ 20 ~ 

10 2934 36 45 45 24 54 2C 59 58 62 ~ 61 2む 5726 49 5] 40 3E 32 ~ 27 4~ 

11 34 55 42 55 52 50 63 39 71 6 7411 73 10 67 3~ 58 5 47 20 37 44 32 5~ 

正午 12 36 4~ 45 10 55 40 67 36 76 46 81 21 79 43 72 21 61 22 49 4R 39 45 3449 
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北緯三二度四九舟 熊本
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9 2υ57 27 17 34 2& 42 31 47 27 4921) 4848 45 11 3839 3040 23 1] 11) 24 

10 2849 36 3 4-122 53 51 51) 40 61 51) 61 13 57 2 49 16 39 58 31 22 27 3 

11 3-1 4 42 6 51 31 ~2 55 70 31 73 45 7240 66 58 57 19 46 30 36 53 32 8 • 
正午 12 35 E日 4.4 17 54 47 66 43 75 5:-1 80 28 78 50 71 28 60 29 48 f，5 38 52 33 56 

北緯三三度五八房 下ノ閥

れと一月 二月 三月 四月 五月六月七月 八月 九月 -0月 一一月 一二月
。I 。， 。， 。I 。r 。I 。I 。， 。， I 。I ， 
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8 10 36 16 14 23 1 :30 6 34 53 37 0 36 16 32 40 2630 19 1【 12 36 851 

。20 8 26 33 3414 42 8 47 ul 49 26 48 42 44 55 38 9 29 53 22 24 18 1~ 
10 27 50 35 ~ 43 58 53 13 59 15 61 44 60 53 56 30 4831 38 58 30 25 25 46 

11 50 59 61 57 69 42 73 6 71 56 66 6 561E 45 18 35 48 30 43 
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北緯三八度一五舟 山形
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北緯四三皮四号 札暁

bと一月 二月三月 四月 五月|六月 七月 入月 九月 -:)月 一ー月 ー二月。， 。， 。， 。， 1 1 。1 。，

O 44 t 26 31 
午前 4 

U23 E 

。。 。。
047 0 5 

5 2 17 525 4 22 。。
42 包 31 

品
36 
o (J υυ 6 29 12 3E 1535 14 35 9 41 2 15 o 0 

2) 11 
7 o (， 1 411 9 14 1126 23 2~ 2616 25 19 窓)85 13 11 5 9 11 0 υ。
8 5 21 11 45 16 39 28 H 34 24 37 12 3616 31 29 28 6C 1520 7 36 3 41 

9 13 3記 2033 29 11 38. ao 45 48 4 47 4 41 59 33 43 2429 16 0 1J 5J 

10 20 ] 2740 37 7 47 Ih 545 58 17 57 9 6123 42 9 315f 加 43 18 l( 

11 2414 3222 42 3品 54( 6232， 66 11 65 12 58 27 48 3 864r. 27 5 22 lC 

正午 12 25 41 34. 2 44 32 56 28 65 38 70 13 683ι 01 13 50 14 88 40 2白37 23 41 
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032 0 22 7 o 29 8 22 17 10 2341 2649 2543 20 341 12 36 3 58 。。
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II.太陽 J高度ト巽照度ト J聞係

~ 64. C Durr133氏二司 V パ晴天ノ日=於ケ砂金目先ノ強度ハ太陽ノ i高唆 5・高可申毎

=凡'/12∞1) Hefnermeterkerzen苧滑加え但太陽iI'.tIi位置三男・ 3レ時即正午ノ前後三於テ戸照唆

ノ滑 bo~、厳密ユ云 A パゑ早斯グノ如タ大ナラズ l・建賀川上ノ目的ユ費シテノ、ョ v l'遁用

スル毛大子 市銀釜チ拐殺スル唱ノユアラメト 1HefnE'rmetE' rkcrzen ハ大略。ρ837~ 燭光ユ銅Dt

スルチ以テ 1筑附 Hefnerlllt'(erkt>rzenJ、凡 '1 1004吠燭光ユ相営セリ飲エ今太陽ノ高度 5・高可申

告畢=凡 y 100.吠燭光チ相加えル宅ノト偲定えレパ傭 XLII 政=於テ求メjZ'"各穐ノ毎月

ノ一五日ノ各時刻ノ理諭上ノ照~~、吠燭光チ以テitt:チ=ヨ V チJt.1II λ2レチ得，. y 然 v ト

宅奇人 v 各地ノ太陽ノ照度チ比般スル目的=笥ジテ，、吠燭先手 1J tt トえル貧際ノ ~ft，. ~、

必ズジ宅ヨ V チ知 yレノ要ナタ只相互ノ比似鮫乎知?レザ以テ充分十唱トス崎~ iI' a生=著者
'" .. XLII重量=於ケル高度予..テ分ユ換 ltジ以テ lt照IQ:チ 1t絞ぇルノ用=侠-¥!y トスョ

v高度宇 Dorno氏ノ方fJ;=-ョ qテ吹却同党=換 it'/テ比使えルト金ゲ同一ノ鉱泉 =-111."-

ルチ以テナ明

太陽ノ高度ト其照度トノ関係ニ就ア J、既ニ HUllJ¥，ClI¥USiUS， Ablley氏等ノ

計算セノV 毛ノアノv..、一般ユ知怠セラノV JV トコロナリ依ユコノ計算値ニ

基キア太陽ノ高度ヲ横軸ユトリ其照度ヲ縦軸ユトリア雨者ノ閥係ヲ表

J、ス可キ曲線幽ヲ輩クトキ J、任意ノ高度 ::.1~ スノV!照度 J、岡上ニ於ア底

チユコ vヲ求ム JVヲ得ペシ然レド毛著者が強 4 ア..E記ノ簡易法ニ繊 v

y 所以ノモI ノ J、賞用上ノ目的=封シタ ρ 多少ノ誤差ア JV毛コ ν ヲ省ミ

ノν ノ要ナキヲ認メタ V バナ 9

第 XLIIl表 ρ 第 XLII表ユ於ケ )V太陽ノ高度ヲ也ア分=換擁セル毛

ノナ 9

C.Dυrno， StudieD uher Licht und Lurt ues 1I叫h岱Lirg伺.Brat:n舵 !l宵eigl!)l1. 
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第 XLIII 表

各地=itケル各月 J太陽 J照度 J比叡敏

北緯二二度一分 恒審

九幻一月 =月 三月 四月 五月 六月 七月 八月 九月 -0月 一一月 一二月

午前 e 2a 4.14. 511 4.77 74 

7 302 518 774 1043 1111!O 1364. 1271 117 918 63・379 Il~ 

8 1034 11196 1595 1877 204.1 210孟 釣82 197 1738 HJ3 11~8 968 

9 1702 2024. 2385 2707 2869 ¥1918 2il03 200 2552 21釦 1818 1621 

10 111166 2似貰】 3111 3518 3703 3740 3731 363 33ま4 2向68 2似)7 216E 

11 116ω 3127 3691 4256 4533 4568 4.564 44.39 3977 33EKJ 28115 25~ 

正午 12 2EKJ' 3305 393r， 4651 5201 5324 5378 4曲36 4.277 3583 弘'80 26841 

辺日、
計I107671 1叫 154.911 1吋マ)1:111 初527 制 OBI 13280) 附 11吋1吋m

北緯二五度二分 華北

~I一月|二月 五月 六月|七月|八月|九月Fo月|一月|一二月

守的 6 242 4.68 578 539 359 

7 225 433 751 1052 11157 13切 1318 1162 508 1199 155 

8 936 121U 15'1 1007 2063 21(2 1l1If> 1075 1363 1O;，l7 85" 

9 1581 19J1 2310 2675 2877 2リ~ 2924 27i10 24~(; 詰OJ3 1691 1483 

10 211¥1 ~5古6 鋭的誼 34M 3ts90 3751:l 3709 3592 3233 2136 2252 初0"'

11 248{/ 2¥161 3537 4J.11l 4483 4573 4550 4337 3835 3211 21142 113ヨ9

正午 12 2G23 3124 37~" 447( 日】:.!O 5宮95 5197 4755 40ilG 3似)2 2799 2切3

合 針 9913 1218 14901 19150 16ベ134031 1州 935吋

北緯三一度五六升 宮崎

hと一月二月 三月|四月l五月六 八月 一一月 一二月

午前 s 85 

8 30'~ 586 724 675 449 105 

7 105 S3U 683 1063 1331 14511 1412 1205 868 487 145 

8 7(焔 10311 1421 18詰5 20011 2207 2168 1968 1621 12υ7 82~ 626 

9 129' 1670 2116 ~5fl1- 28S-l 2970 29::0 27:24 23(1 1B71 1428 1創下2

10 171' 2205 11724 3260 3598 3729 3686 3440 2991 2438 1926 1669 

11 2095 2575 3liO 3819 426(1 4451 4390 405R 3485 2840 2264 1979 

正午 li! 11209 2710 3340 4056 4航路 4881 4783 4341 3682 2988 2385 2089 

合 吋 1吋叫吋 1吋制3) 糊“ 18191 1ω93 11831 8970 7565 
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北緯三二度四九砂 熊本

~一月|二月|三月Fn lñ ~l大月|七月|八月|九月卜0月トィト三月
午前 r， 1 891 27 

6 1 28MI l\4!~ 7421 6申21 4卵 107

71 l¥il :J口11 7211 10!l~1 13:3¥.11 必;81 14231 1~08 郎;11 4731 11:> 

8 1 6761 l(l()Col 11~11 18lil 209:11 2'.'!l:l1 21721 19li41 11¥071 11851 7921 59~ 

9 1 12571 16J71 206:'11 25511 28471 291¥91 2il2~ 27111 23HlI 18"~ 13911 11M 

10 1 1U9 包1631 26d31 32311 3~ 3710t 36731 3'剖 29561 21981 18821 11l2J 

11 1 70<<1 25261 3ω11 87751 4231¥ 442四 43601 40IBI 3i391 27901 22131 19<!8 

正午 121 ~158 2657 32871 4(幻3 45531 t8ja81 '73t 4288 26291 2935 233<11 2OJt! 

合 附附 1吋 132181 1吋 19191 側関12側 51 1ω711 149201叫 m251 7糊

北偉三三度五入去を 下ノ閥

らと一月 二月 三月 四月 五月 六月 七月 -:)月 一-JJ一二月
4f1t 島 81 23 

e 81由 619 7611 713 '75 111 

7 ~ 総1 1悌8 184‘ 1423 1必6 1213 856 450 97 

8 63R 974 1381 181)6 2ω3 22:lI 2176 1960 ]590 11!¥0 7M 538 

9 12m 1f>9:i 2Qf>4 2f>28 283fl 29G~ 2922 2695 泊89 1793 H44 1ω7 

10 1670 21011 2688 3193 35f>S 37Ul 36f>'3 3390 2911 233自 182f> 1M6 

11 1!17E 24.C0 3Of>9 3717 41119 438e 411r. 3966 837~ 2718 214.8 1843 

正午 12 2087 2f>SS 32]8 3934 44.81 '7f>9 43fll 4219 3MO 28'11i 22ω 1通67

合 計 13011 14695 11315 8433 69;)1 

北綿三五度一分 京都

らと卜月コ月|三月|四月|五月|六月|七月|八月|九月I-OJJI--JJ I-=JJ 
午前 b 日】

6 327 63G 7;13 48司 lH 

T 85 宮711 649 1063 1358 1Ws 1<<S H18 850 62'l 72 

8 ω1 944 1380 17l}6 復)'J3 2温21 21鈎 11155 1574 1135 122 51 

9 1164 15l¥3 叡)2~ 25117 2826 宮9G2 2916 21;70 2古62 1763 1ωl 1U(iE 

10 1817 2058 259B 51υ2 5f>.'l2 368E 3635 3359 2810 ~97 1773 1 r， 1~ 

11 1919 2402 3003 sω8 4138 43ω 4277 3916 8323 %ω ~89 1鈎2

正午 12 2024 2525 81~5 8871 4421 4ω6 4598 4156 3497 2~3 22∞ 1904 

合 針 吋 H7871 1ω32 19837 17771 14490 11184 竺~
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北緯三八度一玉砕 山形

bと 三月 四月 五月 六月 七月 八月 九月 -0月一一月 一二月
午前 5 1∞ 199 136 。 353 67~ 850 792 527 123 

7 191 6]3 1058 1381 1534 U80 1228 828 386 6 

8 454 850 1290 1760 2087 2237 2184 1933 1431 10晶8 616 401 

9 1023 14¥17 1916 2433 2785 2944 2887 2621 2170 1悦5 1165 925 

10 1450 1899 2449 3039 3445 3629 3563 3255 2737 2141 1創J9 13411 

11 1731 2218 2773 3長97 3982 422e 4139 3755 3148 2485 1902 1622 

正午 12 183( 2331 2961 3677 岳錨7 長512 4404 3962 3313 2ωa 2関)6 1710 

L計|州制81吋 1判 1蜘 1 1吋 1吋 13750 側|

北緯三九度四一芳 秋田

らと一月 二月 三月 関月 五月 六月 七月 一O月
午前 5 . 55 239 173 

6 364 709 877 817 543 126 

7 177 595 1055 1390 15品9 1492 1231 818 183 

8 439 807 1257 1732 2082 2238 2183 19詰2 1494 1∞8 568 350 
9 96] 1369 1867 2383 2764 2927 2871 2593 2]28 1592 1103 862 

10 1376 1828 2384 2961 3403 359] 3525 3206 2676 2σ75 1536 126~ 

11 1649 2135 2743 3391 39劉下 417] 的'73 3683 3070 2404 1824 153~ 

正午 12 1744 2245 2875 3591 4141 4416 必18 3876 3217 2523 1920 16241 

合 計 8561 1172] 判叫 2側 81 1
卿 1705品 9785 ω51 563r1 

北緯四一度四六舟 函館

らと一月 六月 七月|八月|九月 一0月|一月卜二月
午前 5 106 296 168 

6 S敏} 740 916 851 567 132 

7 136 570 1050 1必)] 1568 1510 1234: 初2 328 
8 366 745 1210 1714 2072 2238 2180 1903 1455 952 4~ω 274 

9 870 1286 1797 2345 2750 2904 2843 2549 2回4 1513 1016 769 

10 1268 1725 2288 2902 3338 3537 3468 3132 25M 1975 1429 115E 

11 1529 2017 2625 3310 3819 4061 3974 3575 2955 2286 1700 1411 

E午 12 .]619 21温O 2750 3466 復)16 4291 4193 3751 3092 2398 17唖5 1ωg 

合 貯引|…吋l…叩吋9イ|同川唖一一…吋~~I 吋一4十いいJ一一一…111い同"則吋9幻糊1加ベ釘871いい初加16711叶6釘m刷711ベ1口111 1臼m附附3鈎糊蜘吋0佃鵬8鎚861イ| 必39 5111 
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北緯四三度四分 札幌

hミ一月 二月 三月 閥月 五月 六月七月 入月 一一月 一二月
午前 5 137 325 262 

6 389 758 935 875 58] 

7 1ω 554 1046 1407 1576 1519 1235 791 309 

8 321 705 1]79 1695 2064 2232 2176 188~ ]430 920 456 228 

9 812 1233 1751 2310 2705 288岳 282J 2519 2023 146¥ 960 711 

10 1201 1660 2227 2849 3294 3407 3429 3083 2529 1918 1363 1ωo 

11 1454 1942 2554 3240 3752 3971 3912 3507 2883 2205 1625 1336 

正午 12 154] 2042 2672 3388 3038 4213 4115 367;1 3014 2320 1717 1421 

合 109土ベ 1ro5~ 1附 I19112 吋 128051 4786 

北緯四四度一分 網走

hと|一月 五月|六月|七月|入月|九月 -0月
午前 5 160 357 287 . 
6 397 772 956 8!H 592 137 

7 90 541 1042 1411 1588 1525 1235 783 290 

8 287 676 7ω 1681 2058 2234 2172 1879 1411 890 424 193 

9 πo 1195 1717 2284 2689 2873 2808 2496 1992 1427 920 668 

10 1151 1612 2183 2810 3261 3465 3398 3047 2486 1865 1313 1040 

11 1383 1888 2凶O 3188 3704 3954 3865 3457 28:30 2158 1570 1281 

正午 12 141.H 1985 2615 3331 3881 4156 4058 361G 2957 226:'1 1660 1364 

合 以斤5 1釘331吋 195831 19伽 脚~1__51戸71 45一
北緯四七度三分 異岡

らむ-}]I二万戸川In}] I ~ }] I七月|入月l九月ト叶→卜二月
午前 5 232 439 365 32 

6 398 814 1009 040 622 145 

7 29 502 103(l 1421 1609 1543 1234 75C 238 

8 180 583 1082 1633 2032 2222 2035 1842 13生8 805 322 83 

9 636 1069 1607 2197 2623 2823 2753 2420 189a 13()9 788 531 

ro 993 1459 2039 2681 3151 3374 3296 2927 2349 171f 1157 880 

11 1113 1714 232‘ 3023 354G 3802 3712 329晶 2662 198(' 1395 1104 
正午 12 1302 1803 2433 3149 369!} 3974 3876 3434 2775 詰08] 1478 1182 

合 針 6657 9宮92叫吋吋 18520 8135 3780 



m.本弗 J各地Z 於ケル各月ー草目 J金ー自問 J霊光量

J比事責農
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s筋.第 Xl.. III表=於ケノν各地ノ毎月ノー五日ノ日出ヨ 9正午=歪
Jν毎時ノ光度ヲ合計ス V バ大略的ユ該地ノ昔日ノ午前中品於ケ Y 穂先

量ヲ求ム JVヲ得ペジ午後ノ総売量 J、午前ノ穂先量ト略等量ナ 9 ト偲定

スノV毛不可ナキヲ以ア各地ノ毎月ノ一五日ユ於ヶ JV-日間ノ綿売量ヲ

比較メ JV ト只午前中ノ綿光量ヲ比較~ JVトJ、其結果ユ於ア何等ノ相異

アJν ナシ批ユ今各地ノ毎月ノ一五日=於ケ Y 午前中ノ飽光量ヲ算出 v

アコ V ヲー表ユ纏ム fVトキ J、第 XLIV表ノ如 ν

第 XLIV 表

各月}-!i自 Z 於ケル金ー目悶 J提光徳量 J比厳敏

らと|一月 二月 三月 四月|五月|六月|七月|八月 九月 -0月一一月 一二月

恒 春 10767 1宮950 11>491 18266 19:>81 20527 20鉛6 192&0 16880 1408S 11537 1023E 

蜜 ヰヒ 9973 12184 14901 17896 10858 20642 20352 19150 16:151 13盛03 10710 9358 

宮 崎 818a 10522 13454 16893 19335 20503 2仰44 18191 15ωs 11831 8970 

間4熊 "" 7919 103W 13218 16728 19191 20453 
割)()05 1関171 14920 11621 8725 

下ノ聞 7587 10013 13011 165135 1911tl 20505 19以附 17918 14695 11315 8必3

京 都 7360 9752 12787 16332 19∞4 20:ω9 19837 17771 144鋭} 11184 8151 6801 
山 形 6488 8916 12002 15817 186節 20131 19585 17281 137航} 10315 730晶

:ロ事k 回 6169 8561 11721 15477 18464 2償却8 19452 17054 13529 9780 6951 

鴎 舘 5652 航路9 11240 15167 18242 19811 19187 16711 13086 9452 6439 51ll 

キL 幌 5329 7691 10宮37 14917 18055 19飽S 19112 16487 12ω5 9141 6121 4786 

絢 走 50i5 7446 10355 14738 17936 19583 19004 16322 12596 8ωs 5887 45必

11. 岡 4224 6657 9902 14]11 17518 19252 18520 15805 11928 8135 5l4.0 3780 

IV. 本弗 J各地Z 於ケル金ー年間 J盛光綿量J比較敏

~ 66. 今月日ヲ横軸ユト， :2 V 品相嘗ス Y 該月日ノ飽光量ヲ縦軸=

ト9アータノ曲線国ヲ壷キヨノ曲線ガ横軸ト作 y 面積ヲ合計ス V J". ::r 

J 寅=各地=於ケノV 一年間ノ穂先量ノ比較数ヲ表 J、ス毛ノナ 9 ト雌 3

v ヲ簡易=計算的 ι 求メントス V バ只毎月/一五日ノ絡先量ヲ合計ス

V バ足 V 9即コ νヲ計算ス V"''¥..第XLV表ノ如 v
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第 玄LV 表

一年間ノ受光 ta民~.量1tノ予受1削'If: 一年間ノ受発 f司容 J受l()(発F 
~ :ti '寧 Jt ~ :ti '寧 度 .量テe震ノ11:.幅貴重t トジデノ74 .骨量ノ比厳重量 トジテノ%

a ， 。 ， 
恨 増F 22 190.3G9 1∞.CO 山 形 38 15 156274 82.(児

E隆 北 115 2 184.778 9706 .. 関 39 41 152創)6 8O.1l 

官

-・
81 56 liO.58¥} 89.61 画 官官 41 46 148.1温7 77.81 

" 本
3'A 49 168.&47 8854 札 ー健 43 4 145.014 78.17 

下 ノ 聞 33 58 ]1¥5.851 87.h! 綱 主主- H 141l.37fl 74.79 

京 郁 35 lf'.a.784 86.03 .. 同 47 司 135.062 70.95 

V. 林木 J主.， J&'生長期間 J算定

~ frl. 第XLV表 J、一年間ュ各地ユ投射セラノV)V纏光量ノ比較叡ナ 9

ト蜂寅際林木 'J1'陽光ヲ利用ジア生長ヲ普ム J、賞品其生長期間ナ 9故ユ

林木ノ生長ト陽光ノ強度トヲ比較研究ス /V::..嘗リア J、一年間ノ飽光量

ヲ以アス JV~、少クト毛四季ノ経化ナキ熱帯以外ノ地=参}ジタ J、殆ド無

意味=ジア林水ノ生長期間品質際投射セラノV ノV 綿光量=就アョ ν が研

究ヲ準メザ JV可カラズ或一地方ユ於ケ )V林水ノ生長期間ノ長短 J、波地

方=於ヶ y 一年間ノ気温ノ好配朕況=支配セラノV 然 v ド毛各地方ユ於

ケ)V林木ノ生長期間ノ精密ナノV比較調査 J、未ダ統括的ユ行 J、v タ )Vヨ

トナ V 故ユ著者 J、先グ次ノ仮設が承認セラノν可キモノト偲定 νア各地

方ニ於ヶ JV大略的生長期間ヲ算定セ， RP林木 J主.， J&，生長 J開始.a休

止ハ卒均集温揚民-0度.:..シタル J日Z 於テ始マルトノ前提ョ ν ナ

9而ジア如何ナノν基礎ユヨ 9アヨノ仮設ヲ誘導セノV ヤ J、次節=於ア詳

細ュ説明スペジ

著者川上記ノ偲設=基キア各地=於ケ )V林水ノ主タ )V生畏ノ開始及

休止期ヲ衣ノ方法ユヨ 9ア計掠セ 9

~グ倒'"下ノ闘=於ケル主タ常生長開始期日.， . /1\スル方法 1 i1 ~Y='- 下ノ踊=於

~ ~レ毎月ノ平均<<温戸大正六年層ユヨ V パ

月 安一月二月三月四月五月大月七月入月九月一0月一一月一二月

平均叙i且 5.6 5.0 8.1 13.0 }/1.9 2り.7 ~4.6 20ι Il¥l.!) 17.8 11'1.7 7.9 
(歳氏〉

上表ュ於テ四月ノ平均.温 F 儀氏一三度='-~テ三月ノ平均.詰l"'l・ 5走入度ーナ'商事〆
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17 / 之 3 ~ 

l' レ〆:
16 

I~ 第D!覇 / 

ν' 
14. 
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/え

If) ピ ' ν' ' 
10 
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~ 

レ/ . . 
ト・ト ./ ' ' -ぉト』

九; a 

II"'~寸 :11 
、' ，、、

I I 弘，

、‘' • ，も

6 

4 

之. . 
' 
. 

」 ' 
J 之 3 ~ J 

n 
テヨノ平均集温，、失 v夫 ν践月ノ一五日=於クル平均議員温ナ'ト俄定λ'"宅火遁ナ γ今
月日チ横紬=ト'平均気温チ縦軸ユト'テ爾者ノ聞係ヂ表 p、ス可~陶線圃チ. ~ I、~ J、

第 XVJI 圃ノ如 V 周=於テ緩氏一 O 度=相営スルノ日戸必ズヤ三月一五日ト四月一五日

トノ中間ユアヲザル可カヲメ今三月一五日ョ~ :r;日ノ後=揮氏一O皮=相営ぇ 11/日ァ，

トス V パョノ zノ値チ算出ス νバ毎氏一O皮=相震え』ν811'旬月ノ何日=欄常 λ ルャ，、

直チユヨ V チ求1.11/チ得 ""V 各月ノ一五日ノ間=掃~'"ル日量t ~、月ノ犬小ユヨ事耳t" 三

}日トナ'或 1f' 三 O 日トナ'若 γ~ ~、二八日トナルヨトア~ "・聾.テ大略的=三三O日ナ

'ト俄定ス v... :r; ノ値 1f'~ 般ユ次式=盟'テ算出スルチ得 ""y

10-b 
:1;=一一~xSO
&-D 

但 & 1f'平均集温蟻氏一O皮チ趨ョι』ν月ノ平均集温

b 1f'平均朱温儀氏一O度=越セザル月ノ平均集温

:1; 1f'平均無温揚氏一O皮=鎗セ1''''月ノ一五日ョ'起

M:セル日銭

上側ノ揚合ユア'テ，、

& =13.0 

b= 8.1 

10.0-8.1 
.-. z:=ー守官官一τrτ-x30=1l.6=12 
13ρ-8.l 

量生=三月一五日=-J!=-一二日チ加算 V タル日 IIP三月二七日戸下ノ闘=於テ平均気温v
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正エ掻氏一O皮=逮スルノ日ユ V テIIP;林水量f 英主~ '11生長乎開始スルノ日テ'トス

戸

叉生長休止期チ算出スル方法宅前ト同一ノ方法ニヨル毛ノ::.0/テ只ヨノ鍋合ユア'テ

a'-10 
:1;=ー「ー~X30
&"-0' 

但 a' ;;.平均気温E掻氏一O度チ館:z.)レ月ノ平均気温

b' J1'平均集温蟻氏ーO皮=這セザル月ノ平均集温

:1; )'、平均朱温援氏一 O度予趨""ルノ月一五日司明起算セル日貨

例 h 月上例ノ場合=ァ，テ F

a' ;=111.7 

b'= 7.9 

12.7-10 
=--:::-:::-:--::円~X30= 16.9=17 
11.7-7.9 

放=】一月一五日=夏=一七日チ加算0/ ~ )レ日 IIP一二月二日戸下ノ湖=於テ平均気温

:Ir iE ::'.嫌氏一O皮=主義スルノ日 =γ テIIP休木首・其主タル生長手休止スルノ日ナ甲ト弐

恒春及蜜北=ア甲テ p、平均朱温 V揚氏一O度以下=降ルノ月ナキチ以テ林木戸一年手

書19 テ紐 z メ其生長チ持椴 γ~ 少アル毛ノト考 7 可キ毛ノトス

~ 68. 上記ノ仮設 J、毛トヨ 9著者ノ推定ユシア未ダ一般的=認容セ

ラνタy 毛ノ品アフずJVヤ論ナジ然 v ドモ著者ヌf強イアコノ仮設=基

キア林木ノ生長期間ヲ算定セントジタノν所以ノモノ J、本邦ユア 9ア J、

期種ノ比較調.査 J、ナホ未ダ包括的ユ行 J、ν タノV コトナキガ故ュ各地ノ

林木ノ生長期間ヲ比較ス可キ好箇ノ資料ヲ求ム /Vコト能 J、ず， v'ヲ以

アナ 9

今著者グ上記ノ仮設ヲ誘導 νタノV 所以ヲ説明センユ凡ソ一地方=於

ヶy林木生長ノ開始及休止ノ時期 J、樹種ユヨ 9ア千差高別ユ νア一般

的ユ J、到底厳密ユコ ν ヲ決定ス /Vコト能川ズ根 9ユ賞測ユヨ 9ア大略

的ユ其平均ノ時期ヲ決定 v得 /VトスノV モ各地ユ亙 9ア包括的ユコ V -Jl 

比較調査ヲナス J、決シア容易ノ業ユアラズ故ユ少クトモ包括的=各地

ノ生長期間ヲ求メシトス V バ何等カノ標準ユ基キア大略的 ~:::%V ヲ算

定 J昆 /Vノ方法ユヨラずノV 可カラズ MaxWagner氏 J、GemeineKieferノ生長

開始ノ時期 J、緯度一度ヲ高ムノV毎ユ凡ソ五日宛後 /V/V ;eノトナジア大

(1) Max Wagr.er， Die Sonnenenergie im Walde. (Allgmeine Forst-uud Jagdzeitung. 1)13) 
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略的ユ各地ノ生長期間ヲ算定セ 9然 v ド宅一般ユ生長期間 J、主ト V ア

気温ノ高低並ユ年内ノコ v ガ舟配ノ蹴況ユ支配セラ )V)V宅ノナ y ヲ以

ア各地ノ賓際ノ生長期間 J、寧ロ各地ノ賓際ノ気現ヲ基礎ト V アコ V ヲ

定ム }V方法=ヨ )Vヲ精確ナ 9トス第 XVIII圃 J、緯度ヲ横軸=ト 9月日

ヲ縦軸ユト 9ア生長ノ開始及休止ノ日ヲ曲線国ニ表川事/タ Y 毛ノ.;:..y

ア曲線 1."春季ニ於ケ )V卒均絡霜ノ日=於ア生長ガ開始セラ ν秋季=

於ケノV平均初霜ノ日ユ於ア生長jJ.休止セラノV)V=E':ノト観定 V タY揚合

ノ曲線，曲線II.，、札幌 ι 於ケ )V生長ノ開始及休止ノ日ヲ夫 v夫 v五月一

二日及ーO月一二日ト限定事/コ v ヲ基準トジア生長ノ開始及休止ノ時

期ガ緯度一度ヲ高ム )V毎=五日宛綾 )v)V毛ノト仮定ジタ /V場合ノ曲線，

曲線 III.，、生長ノ開始及休止 J、平均気温構氏一O度ニ逢ジタ )V日=於

ア始マノV 毛ノト偲定 V タ )V場合ノ曲線ナ 9但各地ノ毎月ノ卒均気温及

平均鯵霜並=卒均初霜ノ日 J、縞ア大正六年本暦 ι 接 v，(第 XLVI及
XLVII表奉照)
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上記ノ曲線圃ヲ仔細ユ吟昧ス fV'::'曲線Iル曲線IIIノ内側ニア 9ア凡

ツ敵日乃至十撤回ノ間隔ヲ有ス fV"~ド躍が~\~辞書読ス v"". 平均終霜及

平均初霜ノ日ヲ以ア生長ノ開始及休止ノ時期ヲ劃ジタ Y 毛ノ J、平均気

温=基キアコ V ヲ劃ジタ JV毛ノ s 比シ大略的=溝季ユア 9ア J、厳日乃

至十It日後 ν秋季ユア 9ア J、叉略同嫌ノ日子ヲ先‘立ツノ闘係ヲ有セ 9

董事〆林木ガ春季生長ヲ開始ス fVノ日 J、樹種ユヨ 9ア千差高別ナ 9 ト蜂

従来ノ諸報告=徴ス fV:::.多クノ樹種ノ平均=就ア J、大略的=平均鯵霜

日ョ 9敏日乃至十It日ノ以前ナ Y ガ如ク同様=林木ヌf秋季生長ヲ休止

~JV ノ日毛甑ジア平均初霜日ヨ 9 略問機ノ日数ヲ後 fVfV ガ如 ν 故=一

般林木ノ平均=続ア云へバ林木ダ生長ヲ開始者ジグ J、休止ス JV時期ヲ

.霜及初霜ノ日ヲ以ア劃ス fV.T、事責ユ民ス Y モノト認ム可ク vア賓際

J、上渇ノ如ク叡日万至十.日ヲ前後スノV 毛ノト致フ可キ::.{JlJ.タ 9然ノV

ι 林木生長ノ開始及休止 J、平均気温撮氏一O度ユ逮ジタノν 日ユ於，.始

守 fV~ ノト偲定シア求メタ JV 各地ノ生長ノ開始及休止ノ日 J、櫛シア鯵

錯及初霜ノ日ユ比ジアIt日万至十数日ヲ前後ス JVコト第 xvrIl圃品示

シタ Y 如クナ y ヲ以ア上記ノ但詑 J、大略的ニ賓際ノ場合ユ適合ス y 毛

ノト鶴ム可キヌf如 ν

林水ノ鼠ノ生長ノ関鎗及休止ノ時期 F決 V テ上毘ノ勉今箇阜ナル針J:iI;=ー，テ求 A

ルヨト飽戸市F品， '"明方 =γ テ箸唱，."屯ト司'上mノ附zノ鎗』艮手以テ各泊ノ貧際ノ体木

ノ生長切関手厳密=求メ 11タ'ト主狐 R ル司邑ノ=アヲメ只各地ノ一生長耳目関内=貧困医1t

射1r， /11脚光線ノ・量乎比般ぇル目的=費 γ テ戸生長期間=些~/銀.ア/11"殆l' . . 

w ノ必要歩グ~グト唱事草木ノ主タル生長期間，各地:'. .テ包指的=知ルヨトチ得 V 周期

..Ii v f上毘ノ偲鼠=於テ F 事事水ノ主タル生長ノ闘虫歯及休止ノ時&11~"、平均..温毎 ~-O Jl

=・ γ 担骨日=於テ鎗可JI.-唱ノトナセ'ト..事木b"a=;Jt生長チ終始スルノ時期，、.曾
=五iic'"バナ申ヨ V !I ，着予ノ低ìA例 h 月九段まま γ グ戸九度~ノ附立i:'"存在ス W ヤ司島知市

町カヲズ沼般ノ舗曾ナル研究 F 術貧困命ト相倹少テ行 7可キ唱ノ =γ テ決 V テ..量的=ョ

V"'~ .4 可~ユアラメ喪スル=上犯ノ鍍I!tュ~'"テ羽E メ"各地ノ綜木ノ主担ル生長期

開"'~会ダト司E 各地ノ一生長期間ノ受光総量チ比厳司号線えル目的ニ使用えル限 y '"於テ戸

数テ大過ナキテ倫~/II噌ノナ'只 M・xWagner氏ノ所ft"敵洲ノ GeweineKierer '"衝 γ テ，、
鍋_"，a合えルヨトア'トセ V 唱要えルエ各地ノ貧際ノ温度チ度外車軍事〆テ貝』匡"'..度ト
』色轟ノ開始 ll~止ノ日トタ直線的ノ聞係予有 λ ル司邑ノト仮定セル喧ノナルチ以テ上官E ノ
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方法書，宅更"'-海粗築ナル方法ト穏 p、ザ }lI可カヲメ叉ヨ v=依y?テ計算的=求メタル

且1;;:&ノ開始及休止ノ日炉本邦ノ貧際=遁合スル唱ノユアヲザ }¥Ir 第 XVIII圃=司 Pテ略

ヨ V チ推知ス yν チ得ペ γ

今本邦ノ各地ユ於ケノV 毎月ノ卒均気温並=平均初霜及終霜ノ日ヲ掲

グ v ..T....第XLVI表ノ女日夕又上記ノ方法ュヨ 9ア該地方ノ林木ノ主タ )V

生長ノ開始及休止期ヲ第 XLVI表ノ卒均気温ュ基キア計算的ュ求メタ

)V結果ノ、第 XLVII表ユ示スガ如ミノ但同表=於ア恒憲及華北ノ欄子一線

ヲ引ケ }V~、南地共ユ一年間ヲ遁タア生長ヲ休 lf:ス Y コトナキヲ示セ 9
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第 XLVl 表

よ交一月 二月(三月|同月(五月 l大月(七月 八月 i九月下0月卜一月一二月
平均 不均
初舞 供軍宮

平均温叙 (緩氏〉 司王 月日

恒 春 20‘8 19.8 22.2 24.6 26.l 27.2 27.5 27.1 26.6 25.4 23.l 21.2 一 一一 一
言甚 北 15.7 14.0 16.9 20.7 23.8 26.6 27.0 27.7 26.2 23.2 19.(l lG.5 一一 一一

宮 時 7.2 7.1 11.C ]5.9 19.0 22.6 26.1 26.8 23.9 18.6 13.4 8.6 111 2C 31 2~ 

宮島 本 4.9 品9 9.1 14.6 18.4 22.4 26.1 27β 23.7 17.3 11:4 6.3 111 l' 41 1f 

下ノ蹄 5.6 5.0 8.1 ]3.0 1G.9 20.7 24.6 26.4 22.9 17.11 12.7 7.9 12 2 31 26 

京 都 2.7 2.7 6.3 J2.2 16.5 20.9 24.9 26.1 22‘。 15.4 9.基 4.4 101 25 5 1 
111 形 一 1.6ー1.5 2.0 9.1 14.4 18.9 22.5 23.R 19.2 12.3 6.3 1.1 101 22 5 7 

事t m - 1.5 - 1.5 2.1 8.7 13.3 17.8 21.8 23.6 19.0 12.4 6.8 1.5 101 22 41 26 

函 館 - 3.1 - 2.6 0.7 6.4 ]0，4 14.2 18.5 21.3 17.4 11.4 5.S - 0.:.1 10 9 51 14 

札 幌 - 6.5 - 5.6 - 18 5.4 105 14.6 18.8 ~O.7 15.9 9.4 2.Pi f-3.3 91 29 51 25 

綱 走 一 7.0- 7.4 - 3.6 3.7 8.3 12.1 16.4 19.0 15.3 9.5 2.5 f-3.5 10 8 51 30 

民 岡 -]06 - 9.1 _ 4.91 2.2 6.3 11.3 1晶.6 17.1 13.g 6.8 - O.~ - 7.0 91 16 51 17 

備考 上表戸大正六年暦=ヨル

第 XLVII 表

a b X 主ノ9|。開+3レ蛤J生K期長 a' 
V x' 主長a'タノ+絞JVX生期

埼 名 =一1a一0四曲目~X30 平均
a' -!Ox30 
=ピーb'X 

月集 i晶

日 L織氏} 日

恒 理F 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

蜜 北 一 一 一 一 一 一 一 一 一

官 崎 3 11.0 2 7.l 22.3 3 7 11 13.4 12 8.6 21.3 12 

書E 本 4 14.1¥ s 9.1 4.9 s 20 11 11.4! 12 6.3 8.2 11 2~ 

下ノ闘 4 13.0 3 8.1 11.6 3 27 11 12.7 12 7.9 16.9 12 2 

京 都 4 12.2 3 6.3 18.8 4 4 10 15.4 11 9.4 27.0 11 

山 形 5 14.4 4 9.1 5.1 4 釘】 10 12.3 11 6.3 ]1.5 10 

事t 回 5 13.3 4 8.7 8.5 4 24 10 12.4 11 6.8 12.9 10 

函 館 5 10.4 4 6.4 27.0 5 12 1C 11.4 11 5.3 6.9 10 22 

札 幌 5 10.5 4 5.4 27.1 5 12 9 15.9 10 9.4 27.2 10 

綱 lE 6 12.l 5 8.3 13.4 5 28 9 15.3 10 9.5 27.4 10 

民 岡 8 11.3 5 6.3 22.2 8 7 9 13.3 10 6.8 15.2， 9 



、‘.，，，‘iu -‘d ，
z-，，‘、

VI.本邦 J 各地 Z 於ケル林末 J 主~ JL-生長期間 J

受光綿量 J比較表

~ 69. 各地=於ケ )V林木ノ生長ノ開始及休止期ユジア大略的ユ第

XLVII表ユ示ジタ Y 如1クナ 9トス ν...f'一生長期間(林木ガ生長ヲ開始ジ

ア休止ス Y マデノ期間)内ユ投射セラ )V;v尭線ノ総量 J、月日ヲ横軸ユ

ト9毎月ノ一五日ノ総光量ヲ縦軸ユト v;v曲線圃上ユ於ア所謂光積

法 (Licht回mme)ヲ臆用 V ア容易=ョ vヲ求ム )Vヲ得ペジカクジア求メタ

Y各地ノ一年間及一生長期間ノ総光量並ユ最南地タ Y恒春ノ総売・量

ヲ1∞ トシアノ各地ノ総売量ノ克ヲー表ニ縄メア比較費照ス )Vトキ J、
第 XINIII表ノ虫日 V

第 XLVIII 表

関上ノ
一ノ/受生比長党較総期量鍛間

関上ノ
地 名 一受ノ年比光較間俊量叡ノ

岡上ノ
一ノノ生受比長光厳期総重量間量

同上ノ
地

% % % ノ比IO!鍛 % 

恒 春 190.369 10().OO 11:0.370 100.00 山 形 156.274 82.09 105.046 55.17 

E医 北 184.778 97.06 184.778 97.06 秩 回 152.806 鋭).27 101.854 53.5<1 

宮 崎 170.582 89.61 143.666 75.47 鴎 館 148:127 77.81 87.756 46.10 

望書 本 168.547 88.54 133.438 70.09 札 幌 145.014 76.17 83.621 43.93 

下ノ蹄 165.851 87.12 130.736 68.67 綱 走 142.376 74.79 73.398 38.55 

3誌 都 163.784 86.03 120.951 63.53 民 間 135.062 70.95 61.010 32.05 

第XLVIII表ユ於ア偲'9.-::.最南地タ )V恒春ト最北地タ )V異岡トヲ比較

v見 )Vニ一年間ノ総光量=於ア J、真岡 ρ 恒奉ノ 70.95%ノ組光量ヲ享受

スY 宅一生長期間内ノ総光量ニ就ア J、前者 J、質ユ綾者ノ 32.05%ヲ享受

久 )V::=.過ギズ而毛林木ノ生長 J、膏ニ光線ノ量ノミユ因 )Vユアラズジア

誼良ノ温度ガヨ ν ヲ援グノV エアラザ ν J~" 行 J、 ν 難事/然 )V ユ北方ユ準ム

ニ従ヒ温度毛叉次第ェ遜減ス )V::=.宝 )Vヲ以ア林木ノ一生長期間内ノ生

長量ガ北方=準ムエ従ツア愈急激ユ減少ス Y ユ至 )V...、自明ノ理ナ 9 ト

云フ可 ν

vn.林木 J耐陰力 Z友ポス緯度 J影響
9 70. 今ャ真=進シデ林木ノ耐陰カユ及ポス緯度ノ影響=就ア考察
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セシエ従来ノ皐岩及賞際家ノ鰹験ス JV..ヨロユ嬢 V バ同一ノ樹種ト蜂

其成林限界ノ範圏内=於ア J、甫方=遜ムユ従ヒ次第=其耐陰カヲ増大

スy ノ傾向ア 9 ト其主タ y 原因ト V アJ、南方 ι 準ム=従ヲア気温ヲ増

加ス lVヌf錦=生長上=有利ノ影響ヲ受ク Y 関係ヲ逸ス可カラズト蜂一

面=於ア叉甫方=準ム=従ツア太陽ノ照度ノ絶費値ガ衣第=増加ス y

ノ聞係=由来ス Y 毛ノア y ヲ忘却ス可カラ~.

Max Wa伊83氏 F 後者ノ関係チ重大親 V テ繍 A ラグ凡 Y樹冠ノ密度 F 其蹴陰カノ犬小チ
表明ス 111:::.足ル宅ノ =γ テ樹冠ノ校菜穂密ナル宅ノ F 其樹業 Y 司グ銭湯ノ光度(庇隠i):::.耐

ユルチ意味セ'同一ノ樹種ト建築生立スル立地ノ性質ユ司'テ枝葉ノ密度=絹異ア jII~、

立地ノ佐賀宵・林水ノ耐険カチ左右ス 111ノ事貸手立mスル=足 111宅ノ :::.Vテ其立地ノ佐賀

ノ中林水ノ耐陰カチ左右スル最大ノ因子 h立地ノ然温=アラズ V テ其立地チ照射'"jII :港

線ノ強度ナ'何vトナ vft審 v.温チ最大ノ岡子ナ'トセバ北部調乙，、山岳地帝タjIIJ阿

部罰乙司甲司E混暖ナルチ以テ樹冠ノ密度丹後者冒'宅前者=於テ大テラザル可カヲザル

ノ理ナ'然ル=事寅 F ヨ v:::.尻 γ テ南部濁乙=於テ修ロ密ナル樹冠ノ組成セヲルルチ見

ル叉南部濁乙例，..ft北縛闘 λ皮ノ附置i::::.ァ，テ y、Bt:clleノ樹冠ノ下ェ Bucbeノ下木乎餐

.Itγ得ル司島北部濁乙例 "'ft北車掌五三度ノ附立e:::.ア Pテ戸土木チ疎俊 V テ主主間隔チ大ナヲ

"'....III:::.;!Ii1Pv月ョ νチ育成スルョト総戸ザルノ事賞チ見 pν 是=由ll'テ見 vft樹冠ノ曾

度チ大ナラ'".... 111最大ノ因子炉気温=アラズ V テ寧ロ陽光ノ照度=ァ，ト篇サザル可カ

ヲメ故:::.H. Mayr氏世f朱温大ナ v?マ樹業ノ犬サ及業費量チ増加 V 樹冠愈密ナルユ歪ルトナ

セル F 陽光ノ照度貴f 立地=冒'テ異ナル聞係チ忘却セルノ偏見テ'故=林木ノ生長~~及

~ス大鴎勢力 J 修習摩チ究 ..../11:::. 営甲テ戸車掌皮=司ル陽光ノ照度ノ艶遷チ先グ第一=考察

=入ル可グ士事院ノ佐賀殊=其混皮 P ヨ v:::. 衣ギ朱温ノ聞係~， =ロ末位=立少可キ司邑ノナ

事ト

Max WognE'r氏ノヨノ所論 J、陽党ノ照度ガ緯度ユヨヲア異ナ Y ノ関係

ヲ極端=重大調セ Y 嫌ア JVヌf知事/今其理由ヲ詑明セシ

本邦ノ各地=投射セラ lV!V一年間ノ総光量ノ比費値 J、同時=又一年

間ヲ遁ジアノ各地ノ卒均光度ノ強弱ヲ示ス毛ノユ外ナラズト蜂少クト

:e林木ノ生長ト陽発ノ強度トノ関係ヲ論ズ lVユ嘗 9アJ、生長ユ関係ヲ

有セザy 各月ノ先度ヲ比較ス JV.T、無意味ユジア必ズヤ各地ノ賓際ノ生

長期間=就アョ vヲ比較セザ lV可カラザ lV.T、前述セ JVトヨ官ノ如 V然

(1) Max Wagl1er， Die SonI:enenergie im Walde. (AlIgemeine Forst-u. Jagdzeitung. (913) 
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V ド宅前節品於ア算出ジタ Y 各地ノ一生長期間=投射セラ )VJV党線ノ

飽量 J、決ジア林木ガ其生長期間内品質際享受ス y 卒均売度ノ強弱ヲ表

明ス )V毛ノ=アラズ何シトナ V バ等 Vク一生長期間ト云 Y 宅之ヲ日数

若ジク J、壷問時厳 ι 換算 vタ )V毛ノ J、各地=於ア相同ジカラザy ヲ以

:7タトへ其総党量 J、等ーナ 9 トス Y 毛毎時ノ平均=於ア受ク )V売量 J、

決 V ア相同ジカラザy ヲ以アナタ故=今或地方ユ於ケ )V一生長期間ノ

賓際ノ霊問時数(コノ場合=於ア J、日出ヨ 9日浅=至ノV 守ダノ時数ヲ意

昧セ9)ヲ算出ジコ V ヲ以ア該生長期間=投射セラ JVJV総発量ヲ除ス JV

トキ J、::%.t、賞=該地方=於ア毎一時間 ι 投射セラ JV)V党線ノ総量ヲ示

ス毛ノ =-vア各地=就ア各ヨノ値ヲ計算ス V バコ V 品嬢ア各地ノ一生

長期間品質際投射セフ JV)V陽兎ノ平均強度ヲ知Y コトヲ得ぺジ

今各地ノ一生長期間=投射セラ )VJV絡先量一生長期間ノ日数並ユ纏

章問時童文{毎日ノ日出ヨ 9日混守ダノ時数ヲ一生長期間ヲ逼ジア綿計セ

Y 時数)卒均ー日間ユ投射セラ JVJV総売量平均一時間ユ投射セラ JVJV 

総発量及恒審ヲ 1∞トジアノ各地ノョ V.:::- 艶ス Y 百舟率ラ計算ス ν~~

第 XLIX表ノ如 v但表中一生長期間ノ壷問時童文 J、大日本気象皐曾踊纂

気象常用表第四O表=ヨ 9ア概略的ユ計算セ JV=I:ノナ 9
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第 XLIX 表

(1) (2) (3) ( 4) (5) (6) く7)

名 I一受生光長総期量間ノノ 一生長期間ノ 平置光骨総均一量12 日ノ受 一生長宅月間ノ 平受均光ー時量間ノ地 / .l:¥:事全 鱒ノ比 閥的ノ%
比較般

日 重量 霊童 (2) / (3) 費問時鍛 較重量よ2)/ (5) 

恒 春 190.370 宮G5 521.6 4420 43.07 10:.1.0 

E量 北 184.77自 割，5 1506.2 4422 41.79 97.< 

宮 崎 143.666 275 522.4 3476 41.33 96.( 

望書 本 ]33.438 2生9 535.9 3188 41.86 97.・

下 ノ 闘 130736 251 52り.9 321古 40.70 91ヱ

京 都 120.%1 223 5t2.4 2924 41.36 96.< 

山 形 105.0盈6 191 550.0 2566 必.91 95. 

秩 悶 101.854 185 550.円 2541， 40JJI 93.U 

函 館 87.756 164 535.1 2246 39.0i 90. 

札 幌 83.621 1M 5長3.0 2Hs 38.97 90.~ 

綱 走 73.398 138 531.9 1922. 38.19 88.71 

民 岡 61.010 116 325.9 1G68 36.58 84.1) 

第 XLIX表ニヨ 9ア見 v...，，"一生長期間内=投射セラ lVlV総光量 J、南

北ノ各地=於ア藩ジキ相異ア 9 ト雄之ヲ一生長期間ノ日数ヲ以ア除 ν

タノV卒均一日ノ能光量 J、各地ユ於ア其差甚ダ少ナク殆 1:常数=近 νョ

v陽党ノ強1度J、緯度ノ北港ス lVユ従ツア次第ユ減少スノV 毛林木ノ生長

期間内=於ヶ y 壷問時数 J、コ V ユ反比例ジア次第ニ増加スノV 関係ア lV

ユ因 v 9換言ス V ..t'.南方ニァ，アノ、陽光ノ強度 J、大ナ 9 ト雄陽党ノ照

射スノV 時数(壷問時数)少ナク是=反ジア北方=ア 9アρ 陽先ノ強度 J、小

ナ 9 ト雄陽党ノ照射ス lV時数多キヲ以ア平均一日間ノ先度ノ総量ユ於

ア J、雨地ユ於ア殆 1:其差ナキヲ示セ lVモノナ 9

ヲヒニ一生長期間ノ総量間時数 J、緯度ノ北進スノV ニ従ヅア究第=小ナ

'ト雄コ J、一生長期間ノ日数ノ少ナキガ錦メニジア日数ユ劃スノV 霊問

時数ノ割合 J、緯度ノ北港ス JV'=' 従ツア愈大ナ 9 例へ~，.第 XLIX 表ニ示

ジタノV ガ如ク華北ニア 9ア J、一生長期間ノ日数 J、三六五，主主・問時数 J、四

四二二時間ナノV ヲ以ア平均一日ノ聾-問時数 J、一二・一時間ナ 9 ト錐京都

品ア 9ア J、生長期間ノ日数二二三日，章問時数二九二四ナノV ヲ以ア平均
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一日ノ章問時数 ρ 一三一時間又同様ノ計算ユヨ 9札幌及異岡ノ卒均一

日ノ章問時数 J、夫 v 夫 v 一三・九及一四・四時間ノ多キユ及プガ虫nv

夏ユ各地ュ於ケノV 一生長期間ノ綿売量ヲ其書問時数ヲ以ア除ジタノV

卒均一時間ノ飽党量，、即各地ノ椋木ノ生長期間=投射セラノV)V平均売

度ノ強弱ヲ表明ス )V;{;ノユ外ナラズジアヨノ値ヲ第 XI.. IX表=就ア仔

細ュ吟昧ス v~.....南北ノ南地=於ケノV 相異 J、吾人ガ従来想像セ )V 毛ノヨ

9モ著ジク小ナノV ヲ見 )V即最商地タ )V恒春ヲ 100 トス V バ最北地タ IV

真岡ト錐凡ソ 85%ノ強度ノ光線ヲ享受ス y ヲ示セ 9故ユ緯度ノ南進ス

JVユ従ヒ光線ノ強度ノ絶望せ値ガ次第ユ大ナ JV=-至 )V..t、事フ可カラザy

ノ事貰ナ 9 ト錐株木ノ生長期間ノミユ就アコ V ヲ云へバ其相異 J、著ジ

ク誠縮セラノ'V)V関係ヲ有セ 9Max Wagner氏J、濁乙ュ於ケ )V北緯四八度

ト五三度トノ南地ニ於ア後者 J、気温ノ大ナノV ユ拘 J、ラズ樹冠ノ密度及

樹木ノ耐陰カ J、却ツア前者=於ア大ナノV ノ事賓ア 9 トナジ其原因ヲ雨

地 z於ケ )V陽光ノ強度ノ絶婁}値ノ相異=蹄ジタ 9 ト雄雨地 J、僅カ ι 緯

度五度ヲ距ヅノV エ過ギズ緯度ユ於ケノV五度ノ相異 "/l陽光ノ強度ノ絶劃

値ヲ上下スノV ノ関係 J、少クトモ株木ノ生長期間ノミユ就アコ V ヲ云へ

バ想像以上=微少ユジア例へバ画館 J、北緯四一度四六分，異阿川北緯四

七度三分ニ位置シ雨地ニ於ケノV 緯度ノ差 J、五度一七分ナ 9 ト錐林木ノ

一生長期間ュ於ケ y 平均光度 J、恒春ヲ 100 トジア前者 J、¥)0.7ナ )Vニ劃

シ綾者 J、84.9ニシア其差 J、僅カユ 5.8 ニ過ギザノV ノ闘係ア )Vヲ見ノV 故

ユ樹冠ノ密度及樹木ノ耐陰カヌf低温ナノV南方ユ於ア寧ロ大ナノV ノ事責

ア 9 ト云フヲ般 9ニ異ナ 9 トス )V毛::z..t、決シア陽先ノ強度ノ絶婁}値ヌf

南方=於ア大ナ Y ノ理由ノミニ蹄ス可カヲズシア他ユ何等カノ有力ナ

ノV理由ガ存在セ )V毛ノト考 )V:7ノ外ナジ

s 71.wmJK P 太陽ノ照度並ニ最小限界先度ガ緯度ノ増加ト共ユ
次第=麓遷 ν行ク関係ヲ想定ジアコ v ヲ第XIX圏ユ示ス如キーツノ曲

(1) Raphlel Zon and He日ryS. Gravl's. Light in Rdation to Tr句 Growth.1911. 
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掠圃=表 J、セ 9

圃=於テ陶.1 ~、太陽ノ照度ノ後.叉幽線 n 戸最小限界光 1安ノ後濁チ示ス司自ノ =ν テ

高i*Jtノ地=遭 Aユ後 b前者戸次第ユ湿減ジ後者戸次第=増加 λJV~聞係チ示 Y~JV.

ノ =，- y テ'氏二 P・ノ幽.11"受叉スルトヨ司郎北線八
O皮ノ附宜主 z ア'テ戸金目先ノ繊度戸正=畳小限

界光度ト..='-Yテ即此地方=ア'テ F 金目先ノ
照射戸鍾メテ..司ナルチ以テ樹業 h 其金鮒射手受

IJJV コアラザ V~. 早;IÇ生 t8 ~ J主チ持 .~JV ヨト

ft~、 " J"乎示セ'

故ユコノ地方=ア 9ア J、林木ノ聞係的

最小限界光度 J、賞品其最大値ナ JV 1.0 ュ

建ス JV:Jf: ノト鋪サず )V可カタズ然 ν ド毛

::I.T、賞品架空ノ臆測ユシ ア金然信ヲ措ク

ー足ラザ fV毛ノナ 9今其理由ヲ明カユセ

第 XIX 圃
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シユ北緯入O度ノ附近ト錐夏ノ散ヶ月例へバ五，六，七3八ノ四ヶ月=於ケ

fV日中ノ太陽ノ照度 J、決ジアジカク小ナ y 毛ノユアラズ

今札幌(北緯四三度四分jト北緯八O度ト=就ア上記四ヶ月ノ一五日=

於ヶ y 正午ノ太陽ノ高度ヲ比較劉照ス νバ

正午 J太陽 J高度

~ 
r、 A 月

:11:.λO度

65 3 

七

r.l ] 

2' 1 

月

ー一一一言

G8 札 幌

太陽ノ高度ヲ分=換算セノV 毛ノ J、大略的ニ其照度ノ比掛値ヲ表 J、ス

毛ノナ )Vヲ以ア今上表ユ示セノV 太陽ノ高度ヲ分ニ換算 v札幌ヲ 100 ト

シア北緯八O皮ノコ V ユ劃スノV 百分率ヲ求ム )V トキ J、突表ノ如 ν
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z年 J末陽J照度

[ぺ寸よーしJ民日
対 1:い~札 幌

λ

一利
月
一
%
一
捌

~t 縛λO 皮

3672 

1457 39.71 

故=正午ノ太陽ノ照度ノミ=就ア比較ス V バ北緯八O度ノ地ト蜂五

月一五回 J、札幌ノ 100:.望号 V ア35.6%，六月一五日 J、47.4%，七月及八月一

五日 J、夫 v夫 ν46.1及39.7%ノ照度ヲ享受ス Y ヲ見ft'然JV:'札幌地方=

ア9アJ、陽樹タ Y からまっト雄天然ノ金目先ノ照度ヲ 100 トス v."...其

10% 内外ノ先度品耐へ比較的庇陰=耐ユ Y敏測たう以ノ如~~..賞品天

然ノ金日光ノ 3万至 8%ノ光度=耐ユ Y 関係ヲ有ス yム本論文其.::.

詳記セ JV1-コ官ノ如 V是=由ヲア見 vバ北緯八O度ノ附近ト蜂天然ノ

金目先ノ強度 J、少クト'E:五月ヨ 9八月守デノ間=於テ J、札幌地方ノ y

v.::.比ジア 35.6万至4'7.4%ノ間ヲ往復ス y 毛ノト云フヲ得ペグヨノ党鹿

川向未ダ林木ヲ枯死セシム JVノ程度ユ歪ラザJV'E:ノ:.V ~此地方=於

ア林木賞f金ク其生活生長ヲ持績ス Y ヨト能川ずJV~..一品低温ノ結果品

曲家ス y ャ明カナ 9故=天然ノ金目先ノ光度実F林木ノ最小限界先度品

毛遺セザ JV地方 J、地球=於.7~..金ク現存ス JV ヨトナク従ツア天然ノ金

日光ノ強度ト最小限界光度トガ交叉 70JV 第 xx 圃

ヌF蜘キ場合 J、賓際ュ於アョ vナジト云フ

可 V 故=著者 J、太陽ノ照度並=最小限界

光度ガ緯度ノ増加ト共=次第品費蓮 V 行

ク関係 J、大要第 xx圃=示ジタ Y 如キ関

係ユア 9 トナスヲ歪常ナ 9 トス JV毛ノナ

9即圃=於ア 1~、太陽ノ照度ガ高緯度ノ

地方=準ムユ従ツア次第=遁滅 v行ク開

係ヲ示ス曲線.:=.V.ア II~、最小限界先度ガ緯度ノ増加ト共=衣第ユ増加

先

~ 

ス Y ノ関係ヲ示ジタ JV 曲線ナ 9 而ジアロノニ~ノ曲線 ρ 高緯度ノ地方
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=於ア毛決ジア相交叉スノV ヨトナジ

ー般=低緯度ヨ 9毛高緯度ノ地方品準ム ι 従ヒ日中ノ太陽ノ高度愈

低ク陽光 J、盆耕メェ射入ス lVヲ以ア陽光ヌf透過メベキ大気暦ノ道程，、

愈大トナ 9直光愈少ナク陰党ノ割合愈多キユ歪 lV途 ι 北緯九O度=至

V バ一年ヲ遁ジア金ク直光ノ照射ヲ受クノνコトナク只微弱ナノV 陰光ノ

照射ア y ノミ

ヨノ:事賞戸第ピ!幸三ヨ甲テヨグ之チ知甲得-0:0/践表 ρBun舵n-R慨 ω氏ノ測定コ基キテ野

主主セ Fν 宅ノユ V テ春分ノ日=地平面上=投射ス砂金一日ノ直光及陰光ノ化拳線ノ聞係的

強度チ示セル宅ノナリ

第 IJ 表

地 名 度l…ノー l金 U 発
直 光|険 託宣光+陰光

Pole 制} O 20 20 

Melville IsJand -・ ・. ・・ ・. 75 12 106 

Reykjavik. !celand __ 64 60 150 21 

St. Pett>r自:burg，Ru田ia'_ 叙} 89 164 25:1 

Manchester， England " ・・ ・. 53 145 182 327 

Heidelberg， Germany 49 1鈎 191 373 

Naples， Italy . . 4] 266 20e 472 

Cairv. Egypt 30 364 217 581 

Bombay， Jndia -・ ・. ・・ .. 10 438 223 66] 

&n J OSe， Costa Rica 10 475 226 701 

Quito， Ecuador -・ .. ・・ ・. 。 489 227 7]6 
L一 一一一一一ー一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

上宮廷=強 P テ見 V~ 直光宅陰光宅共=高練度ノ地 ::::.5A::::. 従少テ減少スル宅業減少ス

ル割合 P 相関 v カラ-}:o/テ直光戸線度ノ高~ jレエ縫少テ減少スル割合箸νグ犬テ v 1"唱

陰光 y、其誠会事ノ甚ダ小ナ W チ見 yν

直覚 J、大波長(赤賀線)ノ光線ュ富ミ陰光 J、小波長(藍紫線)ノ光線=宮ム

J、周知ノ事費ナ 9然 JV=-植物責f同化作用=利用ス Y光線 J、主トジア赤

黄ノ限延ユ存ス Y 毛ノナ 9 トセバ緯度ノ高マ lVユ従ヒ亦黄党線(宜光)ノ

投射ス Y 割合 J、実第二貧ナノV ユ至 Y ヲ以ア高緯度ノ地方 J、全日先ノ照

。)Rarh飽，1Zon and Hcnry S， Graves. Light in Relation to Tree Growth. 1911. 
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射カ徴弱ナ )V=-加へア植物ノ同化作用ユ主トジア利用サノV)V赤責光線

ニ貧ナ y ノ陣1係ヲ有セリ故ュ高緯度ノ地方=進ムユ従ヒ樹木ノ耐陰カ

愈小ナノV エ至ノV .T、光線ノ照射微弱ナ )V ト気温ノ遜減トユ由来ス )V.T、諭

ナジト雌叉赤責光線ニ貧ナノV ノ貼!係ず其ー原因ヲナス毛ノトナサザy

可カラズ MIIXWlIgn(>r氏 ρ 高緯度ノ地方ニ生育ス Y 樹木 J、殆ド飽テ陽樹

ノ性質ヲ帯ペリト云へ? ::J .T、該樹種本来ノ性質ノタメユ然ノV ユアフズ

シア恐ラク川上記ノ関係 11.官=該樹種ヲジア陽光ヲ渦望スノV ノ止ムヲ

得ザノV ユ至ラシメタ Y 毛ノノ如シ故ニョ v等ノ樹種ト雄光度強ク無温

通良ナノV 商方ニ移植スノV 毛ノトセバ恐フク J、共耐陰カ毛夏ニ一層増大

スノν ニ至 JVペシト想像セラ )V

B. 土地ノ高度=ヨル太陽ノ照度ノ!嬰遷

工土地J高度 Z ヨル直光良陰光 J割合並z混合光 J蟹他

S 72. 凡ツ太陽ノ綜射グ大筑間ヲ遁過ジ来ノV トキ J、大集中ノ細庫品

遭遇シ波長大ナ Y 毛ノ即赤樫線 J、比較的障害ヲ受ク )Vコトナクジアョ

グ通過~ )V毛並長小ナ )V毛ノ即藍紫線 J、ョ ν ガ錦ユ其通路ヲ遮断セラ

v其大部分 J、反射分散る〆ア所開持散光陰光)トナ 9ア地上ユ到達 ν舟散

セラ νザ JV他ノー郁ノ光線 J、直光トシア地上=到達ス而ジア委天晴 v

渡 V JVトキ J、地上エ到達 ν来 JV光線 J、直光ト陰光トノ混合光ナ 9混合

光=於ケノV 直光ト陰光トノ割合 J、太陽ノ輯射が通過ジ来 )V大気層ノ道

程ノ長短ト大気暦ノ性質トユ閥セ 9即通過スペキ大気暦愈厚ク而.'f:細

塵ヲ合有ス y ョト愈多ケ V バ其道程ュ於ア分散サ JV)V量毛愈多ク従ヅ

ア地上ユ到達 ν来ノV 光線 J、身散光ニ宮ミ直光=貧ナノV ニ至 )V然ル ι 土

地ノ高度ヲ t曾スユ従ツア大気層ノ道界 J、愈短カク而毛空気 J、多ク J、情

fI ユシア直光ヲ反射好散セジム可キ細塵ノ量少トナ y ュ至 )V ヲ以~土

地ノ高度ヲ噌スニ従ツア直光 J、愈多ク陰光 J、愈少カラザJV可カフザy

ノ理ナ 9
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Wiesnt>r氏ノ賞測戸ヨグョノ事賓手立鐙セル司邑ノヱ事〆テJlpWien =-ァ，デ "'iit光背・陰光ノ

=傍チ趨ユルヨト y、稀 v ナ甲ト.H高 111ノ項=ア'テ戸前者 γ後者ノ豆倭乃至七傍主主義 1

2レョト戸決 γ テ稀 v ナヲメト云 7 然ヲパ陽光ノ強度戸高キユ昇 Jν= 従~テ増加スルカ特

叉減タスルヤ P 興味 71レ問題=-~テョ v チ理論的=考アルトヨ~ ，.太陽ノ鞍射戸大気圏外

=於テ一平方糎=宝章 γ テ凡 Y毎分二実力ロ甲ーノ熱量、太陽常態)チ有スル宅大気圏チ透過

スル道程=於テ其一部チ減耗 V 地上=到達 γ 来 I}I量 P 其凡 Y大割(透過率)=-過ギザル=図

甲テ見 V 斤高"'=-主主ル=従少テ太陽勢カノ減粍サルル割合 y、愈タナグ而宅其減耗サルル

原悶 F、主ト V 予光線ノ反射，分敏，吸牧等コ存セ甲トセ月土地ノ高キュ登 I}I=-従ヲテ陽光ノ

強度，、次第=大ナ甲ト信7.可キ理由チ有セ甲

Wiesmr氏戸北米 Yellowstone及其附近ノ地方ユ於テ海面上ノ位置ト陽光ノ強度ト=開式

典〆種々ノ比較観測IJチ行....1レか特=-Porthlim氏ト共同 V テ行..../}I観測ノ結果戸ヨグ上認ノ

事賓チ説明スル=足ル唱ノ:::.~テ即 Wiesl1er 氏戸 Arizona 州白目ηn 地方(二三軍九米)ュ於テ

Portheir白氏 ρYellows!oDl'地方ノ Mt.Washburne (三一五O米b 於テ同日ノ同時刻(一九O四年

九月二日午前一一時)=-陽光ノ強度チ貧測 v前者 F 一二七八(陰光 O.三八二直光 O.八九1;)後

者 F、一五入二(陰光 O.三五百直光一.二二七)チ得 9 甲然ルユ Wiesner氏ノ Wienュ於クル観測戸

九月ノ平均=於テ正午=於クル陽光ノ強度 P 僅カ =-0グミ間入コ γ テ七月中ノ陽光ノ強度

ノ最大値宅一.0チ出グルヨト P 稀 v ナ/}Iチ示セ事

是=由ヅア見 v，.，... <O>土地ノ高度ヲ増スニ従ツア陽光ノ強度大ナノ'V.T、守

フ可カラザ )'V事賓ニシア上記ノ賞測ヲ肯定ス v..，T....三000米ノ高所ユ

ア 9アJ、陽光ノ強度 J、平地ノ場合=比ジア殆ド其ー.五倍=達スノV ヲ見

y 葦三/多グノ植物ガ開花ス )'Vニ要ス )'V光度 J、ソ V jl生長スノV タメユ要

ス )'V光度=比ジア著ジク大ユジア花鱒ノ色調 J、陽光殊ユ直光ノ強烈ナ

)V照射ヲ受ク )'V場合ユ於ア愈其濃厚ノ度ヲ増ス J、賓駿ノ敷 7 J'V トコロ

ニ V ア彼ノ高山ノ頂ユ於ア J、盛夏ノ候ト雄気温著シク低クヨ V ト同温

ノ卒地=ア 97' .T、到底開花ヲ望ム可クモアラザノV ユ所謂御花畑ノ美観

ヲ現出スノV ヲ見 )V.T、ョ v等ノ植物ガヨグ寒冷ニ趨磨、ス Y 性質ヲ有スノV

ニ因ノV 可ジト雄而毛叉陽光殊ユ直党ノ照射強烈ナノV ノ事賞-)1'其一因ヲ

ナスニ困ノV 毛ノニアラザ)'Vカ蓋 v植物ノ生長ユ事}ジアノ、光度ト温度ト

J、或程度マダコ V ヲ置換ジク y トナス従来ノ皐説 J、上記ノ関係ヲ説明

スy ー資料トナスェ足 J'V可ジ

(1) Wiesner， Licbtgenuss der PHanzen. 1907. 
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E 林木J耐陰カ=友ボス土地J高度 J影響

i 73. 既ユ土地ノ高度ヲ増ス品従ヅア陽光ノ強度大ナ 9 トセバ林木

ノ最小限界光度;t;:叉ヨ V ユ伴フア弐第品小ナ fV~，必然ユシア同一ノ樹

種ト蝉高キ品昇 fVι 従ツア衣第=其耐陰カヲ増加ス lV毛ノト解セザy

可カラズ然 v ド毛林木ノ耐陰カ ρ 必ズシ毛糞土地ヲ照射ス fV陽党ノ強

度ノミユ支配セラ lVJV :=.アラズ気温逓減ス V バ耐陰カ毛又ョ ν ュ件フ

ア誠少スノV~、事ア可カラザY事賞品ジア土地ノ高度ヲ増加ス V J'"陽党

ノ強度 J、大ナノν ュ至 JV ヲ以アー商品於~耐陰カヲ大ナラ V ムノν ノ原因

ヲナスモヨ V ト反動品集温 J、高温 =-f宇Y ア次第ュ混減ス y ヲ以7"他面

=於ア ρ 叉却~ア耐陰カヲ小ナアジム JV原因ヲ誘致ス畢蒐コノ場合品

ア 9ア ρ 気温ト陽光ノ照度ト J、耐陰力品封 V ア反封品作用ス lVノ関係

ヲ有セ 9

Wiesncr氏ノ土地ノ高度チ増加スル=従 b 陽光ノ照射 J、強烈ナルユ拘-"ラズ叙温ノ遜鴻

スル割合，、銀ロヨ Vヨ甲宅大ナルガ・篤=耐陰
第 XXI 圃

カ F 却'.1>テ減少ス世ノ踊億=ァ，トナ V ヨノ

聞係チ想定 Vテ略司書 XXI圃ノ曲線圃ノ如 V ト

ナセ~ 1Il圃=於テ 1~、土地ノ高度ノ増加ト共

=陽光ノ照度 1f'次第=増加スル関係予示セル

働疎ユ V テ II~ 土地ノ高度ト共=最小限昇光

度1f'1盛化スル閥係チ示セル曲線ナ'ニ'.1>ノ曲

線 F 相交叉セ-1}'，Itチ以テ高山ノ頃=於テ司直最

小限界光度 1f'天然ノ金日光ト等量 1・ナルヨト ~ 

ナv
土地端康ゆ

qj10 1.i蜘 C故品高山ノ頂=於ア樹木ガ最早其 3QOO 6000 

生活生長ヲ持績ス y コト能川唄~ JV =-至 fV~、先度ノ不足ナノ'V -}1"錦=アフ

ズ V7"賞品気温ノ低キユ由来ス y ヲ示セ 9這般ノ閥係1.1"賓際=成立ス

lV ~、何人毛首肯ス lV =-客ナフザ lV可クコノ勲=就ア J、最早殆 V疑ヲ掃

ムノ除地ナジト云フ可 v

~ 74. 土地ノ高度ヲ増スユ従ヒ陽党ノ照射次第ユ強烈ナ lV=-至 lV~、

上述ノ如 V l-蜂:zvヲ賓際ノ場合ユ就ア考 :7lVユ普通ノ山岳地ユア 9
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ア J、平地ユ比 V ア関係的潟量ノ大ナ IVヲ常トシ低雲欝建ジア日射ヲ遮

y ョト多ク所謂日照時数(直売ヲ投射ス JV 時童文)~、平地ヨ 9 毛寧ロ山岳地

品於ア小ナ JVヲ普通トメ{壷問時撤 J、平地ヨ 9屯山岳地ユ於ア大ナ v ド

毛)且叉傾斜セ IV山岳ノ北面=ア 9ア J、直光ヲ投射ス IV.，t、賓=正午ノ前

後童文時間ユ過ギズ傾耕極端ユ急ナノV ユ至 v~，"一日中殆ド直売ノ照射ヲ

受クノV コトコ νナキユ至 IV(春分ヨ 9秋卦マデ J、直売北面ノ傾斜地ヲ照

射ス IVコトア 9 ト蜂::r.，t、日出若ジク J、日夜ニ近キ時刻=ジアヨノ時刻

ι ア 9ア J、太陽ノ高度極メア低キヲ以ア其照射力大ナラズ故=暫グヨ

ν ヲ考察ノ外エ置ケ9)故;ュ土地ノ高度ヲ増スユ従ヒ陽光ノ照射強烈ナ

9 ト云フ毛ソ J、一般的ノ原則ニシア即金天雲ナキ晴天ノ場合ユ於ア而

;e四周ユ光線ヲ掩蔽スペキ物慣ナキ山岳ノ平坦地ノ場合ユ於ア始メア

ヨノ原則ヌf適用セラ V クIV毛ノト云フ可ク高低起伏極マ 9ナキ山岳地

ノ場合ユア 9ア J、時ユヨ 9慮ユヨ 9ア陽光ノ照射量ニ著ジキ懸隔ヲ生

ジ其関係ノ複雑ナ y ャ到底概括的ノ言説ヲ許ス可キニアラズ只群山ノ

上ユ突冗タ IV高山ノ頂ニア 9ア J、低婁ノ祖徳スノ以コト少ナク且附近ノ

山岳ユヨ 9ア日射ヲ遮断す IVIV関係殆ドコ ν ナキヲ以ア多クノ場合ユ

於ア平地ヨ 9;e陽党ノ照射強烈ナ 9ト考フノV ヲ得ペジコ v Wiesner 及

Portheim 雨氏 II二000米乃至三000米ノ高所ニ於7"陽光ノ強度ガ

平地ュ殆ドー倍竿ス JVノ結果ヲ得タノV 所以ユジア若シ測定ノ際=於ア

暗雲低迷ジタラシエ J、其強度 J、到底前記ノ如ク大ナラザ 9ジヤ明カナ

?故ユ賞際ノ場合=就ア考 7Vバ山岳地方ニ於ケル陽党ノ照射量 J、平

均=於ア必ズシ;e常ユ平地ヨ 9毛ジカク大ナ 9 トJ、断ズ可カラズジア

林水ノ耐陰カガ山岳ノ高キエ昇 IVエ従ツア愈小ナ y ニ至 JV.T、賞品主ト

γ ア気温ノ遮減品由来ス Y 毛ノトナテザ IV可ヵラズ陽光ノ照射強烈ナ

Y ガタメ品反聖母ユ耐陰カヲ大ナラジム y 作用 J、恐ラク J、甚ダ微弱ユ V

ア殆ド云フ=足ラザJV:eノノ如ク思考セラノV 只極メア高キ山岳ノ頂=

ア 9アJ、陽光ノ照身l.T、卒地=比 νア常ユ強烈ナノV ヲ以ア或程度守デ J、

気温ノ逓減ヲ緩和ジア樹木ノ耐陰カヲ増加ス Y ノ関係アノV ヤ毛知IV可
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カラズ

c. 土地ノ方位及傾斜コヨル太陽ノ照度ノ愛遷

~ 75. 愛ユ土地ノ方位及傾斜ト云フ J、土地ガ上天=聖母ス Y 方位及傾

斜ノ謂ユジア例へバ土地ノ方位 jl東面ユジア 10度ノ傾斜ヲナセ 9 ト云

/..T、該地ガ東方=面 νア地平面ト 10度ノ傾斜ヲナセ )V場合ヲ云フ土地

ノ方位及傾斜ニヨタ陽党ノ照度=著ジキ相違ア JV"t、何人毛知ノV トョロ

ナヲト維質際数字的=果ジア幾何ノ相違ア 9ヤ J、向未グ皐者ユヨ 9ア

研究セラ V タノνモノア )Vヲ見ズ従ッア従来コ V ニ閥スノV智識 J、極メア

粗栄ナノνヲ兎 νズ著者 J、土地ノ方位及傾斡ト林木ノ耐i主力トノ闘係ヲ

究メントス JVユ常 9偶::JV ニ閥スノV 精密ナノV 智識ノ必要ヲ戚得 ν途ニ

這般ノ問題ユ閥ジア精密ナノV数字的関係ヲ究明セ y トスノV ユ至 ν9

地平面若ジク J、各種ノ方位=傾持セノV 地面責f或一日間ユ受クノν全日

光ノ光量ノ相互ノ比率ヌf幾何ナ 9ヤ J、健， .::.精密ナノV 先度計ア 9 トセ

バ賓測=徴ジアョ ν ヲ知 JVュ難カラズト雌各斜面 jl賞際ユ享クノV 先度

ノ差 J、斜面ノ傾斜角小ナノV 場合=アクア J、想像以上=微少ニジア戚党

電池ノ精度ヲ以ア V アJ、到底ョ v ヲ的確ユ計量ス JVコ 1・能 J、ズ故=著

者 J、光度計ヲ使用事ノアョ v ヲ比較研究ス JV方法ヲ放棄ジ寧ロ数理的計

算法ユヨ 9アコノ問題ノ解決ヲナサ y トセ 9但数理的計算法ト云フモ

計算ノ基礎トシア使用シタ )V材料 J、従来ノ皐者ヌf 寅7l~1 セ JV 結果ヲ其偉

引用セ Jν 毛ノナ 9今序ヲ逐フア著者ノ行へノV 計算ノ方法ヲ述ペ y

1.北緯回室度f札幌地方):於ケル六月ー五日友ーO月ー五日

J時刻=ヨル太陽 J高度反方位角

~ 76. 先ヅ或地方ノ或日早就ア上記ノ計算ヲ行 J、シトセバ該地方ノ

該日エ於ケノν時刻ニヨノV太陽ノ高度ト方位トノ接選ヲ知ラザ y 可カラ

ズ時刻ニヨ JV太陽ノ高度算出式 J、既ユ S63ュ掲記セノV トヨロノ如 v時

刻ニヨ Y 太陽ノ方位角川一般ニ次式ニヨ 9ア算出セラp
(1) 現象博士一戸直毅 高等天文皐
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但 A=太陽ノ方位角

c=天頂距離=9υ・-L(太陽ノ高度j
l】=北極距離=90・-d(日亦縛j

t=時角

上式及 SG:~ :;.鍋記セノV 太陽ノ高度算出式ヲ服用シア札幌地方(北緯内

三度附近)ニ於ケノV 六月一五日及ー O月一五日ノ時剥ニヨ ;v太陽ノ高度

及方位角ヲ算出スノV トキ J、第 LI表ノ如シ

第 LI 表

.，，aa 、 月 一 五 日 一 O 月 一 五 日.. 刻|太陽ノ方位角|太陽ノ高度 時 刻|太陽ノ方位角|太陽ノ尚鷹

"会|
。
I . J 一両~I一一一一一一。 I 一一一一

'1'的 4. 26 ~t 32 3J 。。午前 6. 31 南 11 1白 。
5. ~t 26 55 5 25 7. 南 1日 17 5 ~~ 

6. 4ヒ 17 23 15 35 ~. 市 '27 1~ 

7. 北 自 H 2(1 16 (). 南 3リ 14 21 2リ

8. 市. 主 7 37 1'2 11). 南 54 10 31 5~ 

9. I討 1:1 24 48 4 11. 市 71 21 36 45 

lU. 南 20 3 58 li 正午 12. 問 90 仁 38 40 

11 同司 53 54 6s 11 

正午 12. 市 9l¥ む 70 1:1 

n.地平面ガー日間=畳クル直光 J縛量
~ 77. 太陽ノ高度ト其照度トノ醐係 ρD山rno氏ノ所誕ノ如ク大略的

ユ直線的ノ剛係ト見倣シア両度ヲ分ニ拘諒シア照度ノ比封筒ヲ求ムノV

モ賞用的ニ大過ナキコトノ、前節ニ i淀明シタノV 如クナリト雄ココニ J、特

ユ雨者ノ跡!係ニ閥ス )v むluusill; 氏ノ計算値ヲ適用シア悶精密ニ直光及 li~

光ノ強度ヲ計算セントス ClMuJ'氏ノ計算セ )v トコロユヨ v .，....太陽ノ帆

射ニ直角ノ面ガ受クノレ直光ノ限度並ニ陰党ノ照度 J、第 LII表ノ如クナ

9 ト云フ

(1) • $博士稲忽乙丙 新m農業叙 it象
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第 LII 表

*-ノi高度 it.光ノ照度 険光ノ照度 太陽制 I.~ ノ照度 I*~ ノ限度
. . 
]0 0.1¥1 M 0.1 

20 O.~ 0.11・ 町】 O.1A 

80 0.56 0.14 70 O.1~ 

40 0.64 0.16 

上表ユ基キ太陽ノ高度ヲ横軸ュト'直光及陰党ノ照度ヲ縦軸ユト 9

，.ーツノ曲線圃ヲ聾クトキ J、任意ノ太陽ノ高度=聖母スノV直光及陰光ノ

照度 J、圃上ニ於ア直チエヨ V ヲ求ム JVヲ得ペジコ V 品ヨ 9，.上紀南日

=於ケ Y 各時刻ノ直光及陰先ノ照度ヲ求ム Y トキ J、第LIII表ノ如シ但

計算ノ便利ノ錦=陽光ノ照度 J、飽ア第 LIl表ノ陽光ノ照度ノー00倍

トジア表 J、セ 9

第 J.III 表

六月一玄日 一 O 月一玄日 | 

時 刻太陽ノ高度 l 時 刻 太陽ノi高度 | 
EE 先 l陰光 産党 l険光|

時些 ・b ・，
Iftt f. 22 I 0 01 01 0.2 午前 6. 31 1 0 111 01 O.~ 

11. 5 251 10.61 4.:111 7. 5 91 10.21 4.1 

6. 15 851 32.31 g.311 8. 15 201 3].71 9.2 

7. 26 ]61 51.21 13.011 9. 2( 20 晶8.81 12.4 

8. 37 121 61 71 15.4/1 10. 31 51!j 57.51 14.4， 

9. 48 ~ 68.11 16.9/1 11. 36 451 6l.21 153 

10. MI 171 71.51 17.8 正午 12. 88 401 63.01 15.8 

ll. 66 111 73.21 18.0 

正午 12. 70 131 7(・01 lR.O 

地平商ヌf受ク Y 直光ノ照度 J、ョ ν ニ直角ナ )'V面 p.受クノV 照度ユI!Inh 

(但 h.T、太陽ノ高度)ヲ乗ジタ Y 毛ノナ )'Vヲ以ア上記南日ノ各時刻=於ア

地平面ガ受クノν直光ノ照度 J、第 J，IV表=示ジタ I'V如クニシア直チニヨ

v ヲ算出ス JVヲ得ぺシ但該表ニ於ケ )'VX トY トノ相乗積J、正弦ノ値ヲ

零勲下七位マアト 9ア計算セ 9
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第 LIV 表

.ノ必ー、 月 一 五 日 一O 月 一
障を
太陽 J 同上ノ 班光ノ 1i!llX栂地dfたE平ト喰4ノPy縦副mM首b，即直nV J E 

時 太陽ノ 岡上ノ i貨発ノ 2相7乗トY被ν即 l

正 U I ~制度 .iF. U~ R司 度 虫色平面Y

刻 i高度 x y 郵l 高 1t x Y J'fJ::'! )レ班f安1(;ノ照
時 f . ， 午問介

。
I 

午前 4.21 。。 0，倒的 0，0 0，(;0 前 6，31 。。 O./Jf)υ 0，0 0氏

5. 5 2f. 0.'ω4 10.6 1.110 7. 5 9 0.C190 10.2 0，9~ 

6. 15 35 (l.2f.9 32，:l 8，GR 8. 15 20 0.264 3l.7 8.3~ 

7. 26 11' 0，443 5.12 22.GG 9. 24 2!J 0.414 46・8 20.2~ 

旬. 37 12 0，何15 61.7 37，3/1 10. 31 5月 0.529 !i7.~ 30，4~ 

9. 48 4 0.7'¥4 68.1 5'l，fi6 11. 36 4f> O.!\~R 61.2 36.6~ 

10. 58 17 0.851 7U， 61l.R.1 疋 38 4れ 0.625 63.0 39.38 … 1ま.

11. 6Il 11 (1，915 73.~ RIl.'lR 
E 
~-:: 12. 70 13 0.¥)11 H.II r.!lf2 

今時刻ヲ横軸ニ

ト 9地平面安f受ク

y 直光ノ照度ヲ縦

軸ユト 9ア爾者ノ

聞係ヲ表 J、ス可キ

曲線国(第 XXII圃)

ヲ壷キ該曲線 jl横

軸ト交 J、9ア作 JV

面積ヲ計算ス V バ

該面積 J、即該一日

間ユ地平面ガ「受ク

JV直光ノ総量換言 1J. 

ス v".直光ノ光積

ヲ表 J、スョεノナ 9

RP 

第 XXII 凪

F 

"な第も乞E'E全aHE徐

E 

~ 
/ 「¥ 1" '1. 

I "4 "，a トーー

/ ¥ 
¥ 

V 可
J 

|¥ 

. 7 • J レ/件;司 〉

， ， ‘ 、、

1/ 
， 

‘ ， ， .. 、
， 

‘ ‘ ‘ ).，' 

-. 
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一日間=縄平iiii-b"
受グル直光ノi飽量

六月ー五日

565.80 

-0月一五

232.62 

m.傾斜面ガー日間 Z 受クル直光 J穂量
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~ 78. 各積ノ方位ニ面ス }V傾斜面(地面)ガ一日間=幾何ノ直売ヲ受ク

y ャヲ計算セシエ J、先グ各時刻=於ケ }V日射線ガ該傾斜面ト幾何ノ交

角度ヲナスヤヲ如フザ }V可カラズヨノ交角度ノ計算 J、極メア煩雑ユ V

アー=球面三角術ノカニ侠タザノV 可カラズ

1. 各時刻エ於ケル日射線ガ傾斜面ト十ス突角度

i. 傾斜面ガ正甫Z 筒スル場合

~ 79. 今第 XXIII圏=於ア A

EMWヲ天球ト ;:7.v .t'.地球目賞

品其中心 0黙 z ア 9桓， ::.傾耕

面ガ正商品面 V ア地平面ト iテ

}V傾耕角ヲナセ }V揚合ヲ考......:.;'

;::. Bヲ太陽トシOEヲ正東08ヲ

正甫トセ~，. E F ，.T、太陽ノ方位角

α ヲ示ス叉 8E~、 90・=ジア偲 9

品 A ， 8 ヲ過~.}"大国 A8M並ユ

A，Fヲ過ギノV 大岡 ABFヲ考フ

}Vトキ J、此二個ノ大国ヌf挟ミア

w 

第 XXIII 国

A 

M 

作 }V球面角 BAO...、90。ーαナノV...、明ナ 9又 FB...、太陽ノ高度ユジア偲 9

第 XXIV圃 ユコ v hヲ以ア表 J、ストセバ AB...、90.ーh即天頂

距離 Cユ等シ今又地平面ト iナノν傾斜角ヲナス地

面即傾斜面ユーツノ法線 00ヲ考へコノ法線ガ大

固 A8 1¥1ヲ切ノV 勲ヲ o1・ス v""....此法線ヌf垂直線 O

A トナス角 AOO...、傾斜面ガ地平面トナス傾斜角

p i ュ等ミ/何ントナ v".，....第 XXIV固=於ア OPヲ傾

斜面 PQヲ地平面トシ 00ヲ傾科面 OPニ立アタ }V法線又 AOヲ垂直
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線トス V バ i'"t、法線ト垂車線トガナス角 =γ ア"t、傾斜面ガ地平面ト

ナ久傾斜角ナ 9然 }Vユ

i+ω=90・

i'+ω'=90・

而ジア ro=ω' 

故品 i=i' 

実=叉第玄XIII 圃=於ア B 及 C ヲ遇 ~JV-~ ノ大岡ヲ考フ Y トキ J、此

大間 J、前ノこすノ大間ト受 9 ア-~ノ球面三角形 ABC ヲ作 }V :2ノ球

面三角形ユ於ア b遁 J、傾斜面 13.地平面トナス傾斜角 i，遁 o"t、 90・-h，角

A "t、 90-aヲ表 J、久 J、前述ノ如ク叉遁 a"t、日射線 oB 1-傾斜面=立ア

タ}V法線 OCまfナス角ヲ表 ρ スョト闇ユヨ 9ア明カナ 9然 JV::.日射線

OBガ法線 OCトナス角川傾斜面トナス角ノ除角ナ 9何 ν トナ V"t，.第

xxv圏=於ア ROPヲ傾斜面， PQヲ地卒面， 0 第 XXV 闘

。ヲ傾斜面ユ立アタ Y 法線， BOヲ日射線トス V

.t'. a "t、法線ト日射線トガナス角ユ V ア (J"t'日射

線ガ傾斜面トナス角ナ 9然 }V::. a+(J=90・ナ Y ヲ

以ア a"t、 0ノ傍角ナ 9

故=球面三角形 ABC::.於ア

b=傾斜面ガ地平面トナス傾斜角 i

0=90・-h=，
A=90 -a 

B 

P 

'='V'ア何 V 毛既知ナ y ヲ以アニ建ト爽角=ョ 9ア第三遁 aヲ求ム Y 球

面三角怯ノ一般公式=従へ • .t". a即日射稼ヌf傾斜面=立アタノV 法線トナ

~角換言ス v "'~日射線ガ傾鵜面トナメ角ノ除角川計算上:2 V ヲ求ム }V

ヲ得ぺ V

ニ遁 b及 e並=其爽角 Aヲ如 9ア第三遁 aヲ求ム }V球面三角法ノ一

般式 J、

E加 a=('()8b. cos 0+岳inb.sino.c咽 A ( 1 ) 
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Z式品於ア a..、日射線メf傾斜面トナス角。ノ飴角ナ )V..、前漣ノ如ク

ナy ヲ以ア

C伺 a=cω(90・-8)=sin8 

叉 A=90・-aナノV ヲ以，.

cosA=∞s (90・-a)=sina 

叉 b=傾斜面ガ地平面トナス傾斜角 i

c=90'・-h=，ナ )Vヲ以ア

I式 J、夏=究ノ如ク書キ換フノV ヲ得

sin 8=co;; i.ωs， +sin i・Sill~ • sin a 
但 8=日射線フf傾斜面 1・ナス交角度

1=傾斜面ガ地平面トナス傾斜角

，=天頂距離即 90・-h(太陽ノ高度)

α=太陽ノ方位角

(II ) 

II式 J、賓ニ傾斜面支f正商ニ面ジア地平面 1・iナノV 傾斜角ヲナセ )V場

合ユ該傾斜面=投射ス )V日射線ノ射入角換言ス V バ日射線ト傾科面ト

ノ交角度ヲ求ム )V式ナ 9 ト雄コ川賞品太陽ノ方位角ガ南ナノV 場合ユ於

アノミ眼用事〆得ノV 品過ギザ )V式ユジア太陽ノ方位角 jJ'北ナノV 場合ニア

9ア J、前漣セ y 球面三角形 AB

C ニ於ケ )V角 A..、賞ュ 900+α ナ

ラザ )V可カラズ何シトナ v.;-....第

xxvr圃ユ於，.OE， ON， 05ヲ夫

v夫 v正束，正北，正甫トシ Bヲ太

陽トス v"t，.a .T、賞品太陽ヌf正束

ヨ 9北ユ幾何ノ偏度ヲ有ス )Vヤ

ヲ表 ρ ス角即北方位角ヲ表川ス

毛ノユ V ア正甫=面ス y 傾斜面

品立アタ y 法線 OC..、正南ヲ通

過ス y 大岡即 ACSナ )V大岡ヲ

第 XXVI 圃
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過ギノV ヲ以アヨノ場合ノ球面三角形 ABCュ於ケノV 角 A.，、 90
0

+α ナノV

コト圃ユヨ 9アー見明カナノV ヌf故ナ 9

故=太陽ノ方位角 jl北ナノV 場合ニア 9アJ、I式ニ於ヶ JVA .，、 ~O.+α ナ e

ラザ }V可ヵフズ

故ニ cos A = cos (900 +α)=-sinα 

故ニ II式ノ場合ト同様ニジア I式 J、夏ニ次ノ如ク書キ換 ;7'}Vヲ得

siu (J=cos i ・cos(-sin i・8inc・siuα(III)

上記ノ関係ヲ夏ュ統括シア記載ス v.".

傾斜面ガ正南ユ面ジア地平面ト iナノV 傾斜角ヲナストキ J、日射線ガ

傾斜面トナス交角度。 J、次ノ二式ユヨリア算出ス y ヲ得ペジ

方位角北ナノV トキ(午前及午後共ニ)

Sill {} =∞b 1・cosご-sini・sin(. sinα 

方位角南ナノV トキ(午前及午後共ニ)

f'in {} =cos i・cos:: + Sill i .自in( . sin 'l 

ii. 傾斜面ガ正北 Z 面スル場合

s ω. 傾斜面ガ正北=面ジア地平面ト iナy 傾誹角ヲナス場合=日
射線 11"地面トナス交角度。 J、正市=面スノV 場合ト金ク反封ノ方法ユヨ

9ア求メ得 }Vヤ明カユジア即

方位角北ナノν トキ(午前及午後共ニ)

sin {}=cos i ・回s，+ Sill i . sin ( ・811lα
方位角南ナノV トキ(午前及午後共ユ)

sill {} =c佃 i. Cu8 :: -Sill i . Sill ( . Sill a 

iii. 傾斜面ガ正東 Z 商スル場合

S 81.傾斜面グ正束 ι 面ジア地平面ト iナノV傾斜角ヲナス場合 J、コ

v ヲ午前ト午後トノニツノ場合ユ升チア考フ }Vノ要ア 9今午前ノ場合

=就ア考へンュ第XXVII園ニ於ア EOWヲ東西文 NOSヲ南北トジ B

ヲ太陽ノ位置トス V バ αJ、即正束 (OE)ヲ零度ト V ア起算セノV 北方位角

ヲ表 J、セ 9然 y ュ球面三角形 ABCニ於ケノV角 A.，、即コノ方位角ヲ表
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J、スモノナノV ヲ以ア A=α ナ 9故ュ I式 J、突ノ如ク書キ換フ )Vヲ得ペジ

8ill 0=C08 i・COS"+ ulI • sin ，・conα (IV) 

而ジアョノ関係 J、太陽ノ方位角

ヌf正束ヲ起黙トジア南北ノ何 V ユ

アノν場合=於ア宅金ク同一ナノV ヲ

以ア IV式 J、午前ユア 9ア ρ 太陽

ノ方位角ヌf南北ノ何 vナノV 場合ユ

第 XXVIl固

A 

於ア毛傾斜面ヌf正束=面ジア地平 s 

面ト iナノV 傾斜角ヲナス場合ニ傾

斜面ト日射線トノ交角度。ヲ求ム

)Vノ一般式ト V ア採用ス )Vヲ得ぺ

る〆

N 

次ニ午後ユア Pア J、球面三角形 ABC.::.於ヶ y 角 A...、180・ーαヲ表 J、

第 XXV1II 圃

A 

ス何ン 1・ナ V .JÞ'~ 第 XXVIlI 園ユ於

ア EOWヲ東西叉 NOSヲ南北ト

シBヲ太陽トス V バ B...、正午ニ於

ア S.::.甫中 v午後ユア 9ア J、漸央

S ョ 9W ノ方向ニ移行スノV ヲ以ア

《 ヨノ場合ユ於ケ )V方位角川正西即

W ヲ起黙トジア計算・セラ Y故ユ圃

ユ於ア αJ、即コノ場合ユ於ケ Y 方

位角ヲ表 J、ス毛ノナ 9従ツア球面

三角形 ABCユ於ア角 A=180。ーαナ

)Vノ関係ヲ有セ 9

故ユ COS A=C08 (180・ーα)=ー∞sα

故ニ午後ニアリアノ、 I式 J、失ノ虫日ク書:キ換フノV ヲ得ペジ

8in 0=C08 i・COS'-bin i. sin ，.∞自α (V) 

而ジアコノ関係 J、太陽ノ方位角ガ正西ヲ起黙トシア南北ノ何 V ニア
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JV場合ユ於ア毛金ク同様ナ JV-'、圃ユ於ア自ラ明カナ，

故ニ V式 J、午後ェア， 7"-'、太陽ノ方位角 11"南北ノ何 vナy 場合=於

ア毛傾斜面式f正東 z面ルア地平面ト iナ )V傾斜角ヲナス場合=傾斜面

ト日射線トノ交角度ヲ求ムノV一般式トジア採用スノV ヲ得ペジ

今上記ノ関係ヲ夏ユー話ジア記載ス v"".

傾締面責tJE東ニ面ジア地平面ト iナノV 傾斜角ヲナストキ J、日射線 11'

傾斜面トナス交角度 o-'、実ノニ式エヨ 9ア算出スノV ヲ得ペジ
午前川太陽ノ方位角 -}l南北ノ何 ν ナノνュ不拘

siuO=∞d・C09'+ sIlけ.8in，. ('伺α
午後川太陽ノ方位角ガ南北ノ何 ν ナノV ニ不拘

8In (J =棚 i・cos，-sin i. 8I1l" C03 a 
iv 傾斜面ガ正酉z函スル喝合

~ 82. 傾斜面ガ正西ニ面ス )V場合川正東=面ス )V場合ト金ク反劃ノ

方法品ヨ， 7"求メ得 )V-'、明カュ νア即

午前川太陽ノ方位角ガ南北ノ何 v ナノV::.不拘

8Iu 0 =('03 i . cos ，-sin i・siu，.∞8ぽ
午後 J、太陽ノ方位角ガ南北ノ何v ナノν=不拘

sin O=C伺 i・('OS， + sin i . 8in ， • ('03 a 
v 各 J場合 J総括

~ 83. 今重桜ノ鎌ア 9 ト雄一覧ニ便ナラシメンガ錦ニ上ユ求メタ )V

各種ノ式ヲー話ジア再録ス νバ次ノ如シ但次ニ記載セノV 東面及西面等

J、傾斜面 11夫 ν夫 ν ョ ν等ノ方位ニ面ジア傾斜セノV ヲ意味セ 9

東面及西面帽inO=cosi・C09(土.;ini・8iu，.(09 a 
( 阿引~(+)lf 後(ー~)方位角爾~I:ノ如何手間戸メ l 

凶面，、午前 lー)午後(+)/

南面及北面 sinO=∞si.cos(土sini・siu(. sin '1 

、‘.
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。=日射線ト傾斜面トノ交角度

i=傾斜面ガ地平面トナス傾剥・角

，=天頂距離即 90・-h(太陽ノ高度)

α=太陽ノ方位角

2. 北緯四三度=於ケル六月反ー O月J各-'n目J各

時刻 iZ於子日射譲ガ傾斜面トナス受角度 J計算

~ 84. 今上式ノ臆用ニヨ 9ア北緯四三度ノ地即札幌附近ノ六月一五

日トー O月一五日トノ雨日ユ於ア一日中ノ各時刻ュ東西甫北ノ各方位

品面ジア地平面ト夫 v夫v-o，二 0，三O度ノ傾斜ヲナス地面ガ日射線
ト幾何ノ交角度ヲナスヤヲ計算スノV トキ J、第 LV表ノ如 V 但同表=於

アJ、交角度ノ正並ノ値ヲ記載セ 9

第 LV 表

..>:. 
f、 月 五 日

時
太陽 日射線ト斜面トノ突角度ノ E 弦

ノ
傾斜角一 O 度 傾斜角二 O 度 傾斜角三 O 皮

高度
刻 h 東|四 東|四|南|北 東|四|南 I;11: 
時易 。 I

午前4.26 。。 0.146 ー 一 0.003 0.288 一 一 0.184 CJ.42'2 一 一 0.296 

5. 5 25 0.247 一 0.015 0.251 0.392 一 一 CJ.243 0.526 一 一 0.307 

6. 1535 0.424 0.105 0.215 0.270 0.566 一 0.154 0.351 0.691 一 0.089 0.377 

7. 26 16 0.590 0.282 0.414 0.458 0.710 0.112 0.372 O.4ω 0.827 一 0.320 0.447 

8. 37 19 0.734 0.457 0.601 0.590 0.840 0.2!J6 0.578 0.558 0.922 0.126 0.538 0.509 

9. 48 4 0.845 。、620 0.760 0.706 0.921 0.477 0.752 0.646 0.696 0.319 0.722 0.567 
10. 58 17 0.918 0.758 0.882 0.794 0.957 0.642 0.883 0.712 0.967 0.507 0.864 0.60日

11. ω11 0.942 0.860 0.958 0.844 0.941 り778 0.971 0.748 0.911 0.673 0.955 0.6'鈎

正Lf12. 7013 0.927 0.927 0.985 O.節目 0.884 0884 0.999 0.768 0.815 0.815 0.984 0.64.5 

午後 1. 6611 0.860 0.942 0.958 0.844 0.778 0.941 0.971 0.748 0.67:1 0.911 0.955 0.629 

2. 58 17 0.758 0.918 0.882 0.794 0.642 0.957 0.883 0712 0.50. 0.967 0.864 0.609 

3. 48 4 0.620 0.845 0.760 0.706 0.477 0.921 0.752 0.646 0.319 0.969 0.722 O.回7

4. 3712 0.457 0.734 。目601 0.5:J0 0.296 0.840 0.5;~ 0.5n8 0.126 0.922 CJ.5'38 0.509 

5. 26 16 0.282 0.590 0.414 0.45自 0.112 0.719 0.37記 0.459 一 0.827 0.320 0.447 

6. 1535 0.105 0.424 0.215 0.270 -1 0.566 0.154 0.351 -1 0.691 0，偲9 0.3n 

7. 5 25 一 0.247 0.015 0.251 -1 0.392 一 0.243 -1 0.526 一 0.307 

7.84 。。 一 0.146 一 。ρ鈎 一 0.288 一 0.184 -1 0.422 一 0.200 
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O 月 五日

田幸 太陽 日射線ト斜冨トノ交角度 J 正弦

ノ
傾斜角ー O 度 傾斜角二 O 皮 傾斜角三 O 皮

高度
刻 h 東|商|南|北 東|問|爾|北 東|西|南|北
時占ト 。ノ

午前 6.31 。。 0.170 ーー 0.{)33 一 0.335 -1 0.067 -1 0，4.90 一 0.098 一
7 5 9 0'2M -1 0.137 0.040 0.411 -1 O.W ーー 0.556 一 0.217 一

8. 1520 0.409 0.112 0.337 0.184 0.542 -1 0.436 0.0¥17 0.658 一 0.4切 0.008 

9. 2429 (1.530 0.287 0.509 0.307 0.629 0.15(1 0.588 0.190 0.709 。(;0:)0.6'50 0.068 
10. 31 58 0.607 0.43G 0.641 0.402 0.667 0.328 0.733 0.262 0.706 0.211 O.叡)3 0.H4 

11. 36 45 0.634 0.545 0.72] 0.457 0.650 0.475 0.822 O.30J 0.646 0.390 0.898 O.l 3~ 

正午 12. 3840 0.617 0.617 0.752 0.482 0.589 0.58¥J 0.855 0.322 0.543 0.543 0.932 :0153 

午後 1. 36 45 0.M5 0.634 0.721 0.4.57 0.475 0.650 0.822 0.303 0.390 0.646 0898 0.138 

2. 31 58 0.4:':6 0.607 0.64] 0.402 0.328 0.667 0.733 0.26詰 u.211 0.703 0.803 0.114 

3. 2429 0.287 0.530 0.509 0.307 0.150 0.629 0.588 0.190 0.009 0.709 0.650 0.06自

4. 1520 0.112 0.409 0.337 0.184 一 0.542 0.436 0.0J7 一 0.658 0.450 O.∞自

5. 5 9 一 0.254 0.137 0.04( 一 0.411 0.180 一 一 0.556 0.217 一

6.29 。。 一 0.170 0.033 一 ー 0.335 0.067 一 一 0.490 0.098 ー

備考 夜中一線チヨ!クル F、談時刻jュ，、滋斜面=夜光ノ照射ョ v ナキチ示セル宅ノナ

' 
き.北緯回呈度J穴月友一O月J舎一E目=於予舎傾

斜面ガ金ー日間 Z 受?Ja..置光 J穂量並=地平面ガ

要。ル純量ヲ 1∞トシテ J相互 J比率

~ 85. 傾斜面ヌf受ク }V直光ノ照度 J、日射線=車角ノ面ガ受クノν照度

墨色傾輔角ノ正弦ヲ乗ジタ }VモノナノV ヲ以ア上表品於，.得タ }V日射線ト

傾斜面トガナス交角度ノ正弦，、即日射線ユ直角ノ照度ヲ1.0 トジアノ

傾斜面ノ照度ノ比書官値ユ外ナラズ然 }Vユ日射線=宜角ノ面ガ受ク Y 直

先ノ照度ガ太陽ノ高度=件フア襲遜スノν割合 J、前記Clausius氏ノ計量 a

基キ曲線法ユヨ 9ア求メタ }Vノ結果 J、第 LIV表ユ示 V タy 如クテ y ヲ

以ア各時刻=艶ス Y 照度ノツノ値ヲ上表ノ交角度ノ正弦ニ相乗ス V .T苧

各傾斜面ガ各時刻ユ於ア受クノV直光ノ賞際ノ照度ヲ求ム }V ヲ得ぺ~ np 

ロ V ヲ計算セ }Vノ結果 J、第 LVI表=示スヌf如 v



時
太陽 B射線=
ノ 直角ノI薗

高度
力。受fJIレ
夜光ノ

刻 h ftH 度

時 aト
午前 4.26 。。 0.0 

5. 525 10.6 

6. 15 35 32.3 

7. 26 16 5].2 

8. 37 ]2 61.7 

9. 48 4. 68.1 

10. 58 17 7H 

11. C6 II 73.'2 

正午 12. 70 13 74.0 

lf後 1. 66 11 73.2 

2. 58 17 71.5 

3. 48 4 68.1 

4. 37 12 61.7 

5. 26 16 51.包

6. 15 35 32.3 

7. 525 10.6 

7.34 。。 。。

...L. 
f、

第 LVI 

月
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表

五 日

傾斜面ず受 1J )¥1直光ノ照皮

傾斜角一 O 度 傾斜角二 O度 傾斜角三 O 皮

東|西|南|北 東|悶|南|北 東l西|南 北
0.00 0.00 O.似) 0.00 0.00 0.00 0.00 O.∞ O.(JO O.∞ 0.'∞ 0.00 
2.62 0.00 0.16 2‘66 4.16 0.00 0.00 2.57 5.57 0.00 0.00 3.26 

13・68 HO  6.93 8.70 18.28 O.併} 4.97 11.33 22.31 0.00 2.87 12.16 

30.20 14.42 21.19 23.44 36.83 5.74 19.07 23.5] 42.35 0.00 16.37 22.87 

45.26 28.21 37.05 36.42 51.&5 18.26 35.67 34.43 56.86 7.75 33.2] 31.4C 

57.57 42.2] 51.72 48.06 62.75 32.46 51.21 43.99 66.0] 21.73 49.14 38.6! 

65.6] 54.20 63.07 56.74 68.40 45.92 63.14 50.92 69.1J 36.官4 61.80 43.54 

68.97 62.92 70.09 61.80 68.88 56.96 71.09 54.75 66.70 49.2il 69.93 46.05 

68.56 68.56 72.92 64.20 65.42 G5.4'2 73.99 56.85 60.29 CO.29 72.83 47.74 

62.92 68.97 70.09 61.80 56.96 68.88 71.凹 E岳.75 49.26 66.70 69.93 46.05 

54.20 65.61 63，(斤 56.74 45.92 68.40 68.14 50.92 36:24 69.1] 61.80 43.54 

42.21 57.57 51.72 48.06 32.46 62.75 51.2] 43.99 21.73 66.01 49.14 38.60 

28.21 45.26 37.05 36.42 18.26 51.85 35.67 34.43 7.75 56.86 33.2J 31.40 

14.42 30.20 21.19 23.44 5.74 36.83 19.07 23.51 0.00 42.35 16.37 22.87 

3.40 13.68 6.93 8.70 0.00 18.28 4.97 11.33 0，∞ 22.31 2.87 12.16 
0，∞ 2.62 0.16 2蜘 0.'∞ 4.16 0.'∞ 2.57 0;∞ 5.57 。加 3.26 

0.00 0，α} 0.00 0.00 0.00 0.00 0;∞ 0.00 0.00 0.00 0，∞ 0.00 
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O 月 五日

時
太陽 日角射線= 傾録画宵・受グ yν 直光ノ照度

ノ 直ノ面

高度
1r!lをグル 傾斜角 -0皮 傾斜角二 O皮 傾斜角三 O皮
直光ノ

刻 h ftlt 度 東|四|爾|北 東|四|南|北 東|四|南 北
時iR- 。，

Lf前 6.31。。 0.0 0.00 O.CO 0.00 O.α} 0.00 0.00 0.00 0.00 oα} o.仰 0.00 0.00 

7. 5 9 10.2 2.59 0.0⑪ 1.40 0.41 4.22 0.00 1.83 0.00 5.67 0.00 2.22 0.00 

8. 1520 31.7 12.97 3.54 10.69 5.82 17.17 0.00 13.81 sρ9 20.84 oρo 14.27 0.25 

9. 2429 48.8 25.84 13.39 .24.85 14.99 ZO.69 7.32 28.71 9.29 34.59 0.43 31.71 3.32 

10. 31 58 57.5 34.92 25.04 36.E6 23:10 38.34 18.87 42.1G 15.05 40.59 12.1岳 46.18 6.5れ

11. 36 45 61.2 38.79 33.32 44.13 27.99 .，39.77 29.05 50.29 18.52 39.55 23.87 54.95 8.4i 

正午 12. 3840 63.0 38.86 38.86 47.39 30.34 37.08 37.08 53.88 20.29 34.18 3品.18 58.73 9.62 

午後 1. 36 45 61.2 33.32 38.79 44-.13 27.99 29.05 39.77 50.29 18.52 23.87 39.55 54.95 8.47 

2. 31 58 57.5 25ρ4 34.92 36.86 23.10 18.87 38.34 42.16 15.05 12.14 40.59 46.18 6.55 

3. 21 29 48.8 13.39 25.84 24.85 1499 7.32 80.69 28.71 9.29 0.43 34.59 31.71 3.32 

4. 1520 31.7 3.54 12.97 10.69 5.82 o.∞ 17.17 13.81 3.09 0.00 20.81 14.27 0.25 
5. 5 9 10.2 0.00 2.59 1.<0 1l.41 0.00 4.22 1.83 0.00 0.00 5.67 2.22 0.00 

6.29 o 0 0.0 0.00 0.00 o.α1 0.00 O.凹 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0υ 0.00 0.00 

今上表ニ基キ地卒面ノ場合ト同様=時刻ヲ横軸=ト 9各傾斜面ガ受

ク Y車光ノ照度ヲ縦軸ユト 9ア南者ノ関係ヲ表 F ス可キ曲線圃ヲ壷キ

該曲線 -1l 横軸ト交~， .，ア作 JY面積ヲ計算ス νバ該面積 J、即該一日間ユ

各傾斜面ヌf受ク JY直光ノ総量(薗:光ノ光積)ヲ表 J、ス毛ノナ 9カクジア計

算ジタ JY結果 J、第 LVII表=示スガ V

地

平

面

一日光間三受 "jν 565.80 
直地平面ノチ綾io量り

100 ト V テノ%

第 LVII 表

..... r、 月

斜

傾斜角一 O 皮

東|問|甫|北

557.83 557.&1 573.54 539.84 

98.591 98.59 101.37 95.41 

五 日

傾斜角二 O 皮

東|四|南|北

535.9] 535.91 56量.29499.85 

94.72 94.72 99.73 88.34 

面

傾斜角三 O 皮

東|閥|爾|北

504.18 504.18 539.47 443.50 

89.11 89.11 95.35 
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O 月 五百

地 斜 百

平 傾斜角一 0/笠 傾斜角ニ O 皮 傾斜角三 O 度

面 東|西!蹴 l北 東l西l南|北 東|四!爾|北
一日間=受 "iν 232.62 283.25 114.96 222.51 222.51 3<17.48 112.19 創 1 357.39 46.80 
直端光ノ子総i量
平面 ()(J 

100 98.811 98.81 121.77 75.21 95.65 95.65 140.78 48.23 91.081 91.08 153.63 20.12 ト V テノ%

上表品ヨ v..T....六月一五日品於ア地平面ユ投射スノν一日間ノ直覚ノ総

量ヲ 100 トス V J''¥''地面ノ傾斜ーO度即遺林皐上僅耕地(sanftgeneigt50 -10<) 

及綾耕地(lehn11
0

-20・)ノ中間ノ傾斜ノ場合 ιア9アρ 東西ノ雨側面 J、

共ュ 98.59%，甫側面 J、101.73%，北側面 J、95.41%~シア即南面 J、受光量最

多ク地平面 =ν ュ究ギ東西ノ雨側叉::JV ~究~..北 i函 J、受党量最少ナ V

然 ν ド屯ヨノ相異 J、比較的小ナ }Vヲ以ア賞用上ユア 9アJ、殆ド等ーナ

9 ト考 7JV;;e不可ナ V 然 ν ド屯地面ノ傾斜次第ユ大トナ V J".相互ノ相

異モ又従ヲア大トナ }V例へバ傾斜三O度ノ場合ユア 9ア J、地卒面=劃

スY 直売ノ受先総量ヲ 100 トス νバ東西南側面 J、89.11%，南側面ρ95.35

%北側面 J、78.39%干ナ 9即地平面 ι於ア受売量最大=商面，東西面順次

ョ νュ次ギ北面=於ア最小ナ 9而毛コノ場合品ア 9アJ、地平面ト北面

トノ差川賞品約 229ぜノ多キニ蓮ス }Vヲ見 ;Vペク即最早賞用的=毛其受

先量 J、決 ν ア等量ナ 9 ト考フ JVヨト能川ズ傾斜三O度ノ地面 J、造林事

上所謂念耕地(喧teil21・-30・)ト験阻地(schrotl'310-45') ~ノ中間ニ位ス }V 斜面

品 ~7 斯クノ如キ傾斜地 J、賓際ノ造林地=於 7~、其例多カタズ要ス ;V

ι 六月一五uユア 9ア J、童間ノ太陽ノ高度比較的大ナ Y ヲ以ア三O度

守デノ傾耕面=劃ジア ρ 一日間ノ直光ノ総量ノ相異 ρ 地卒面並ユ東西

南北=傾斜ス ]V各地面品於ア著シク大ナ 9 ト云フ可カタズ然 v J'-竜一

O月一五日即日中=於ケ y 太陽ノ高度ヌf最早三八度四O分以上=高 T

ラザy季節ユア 9アJ、地卒面並ユ各傾斜面=投射ス }V直光ノ締量品川

薯 V キ襲化ヲ生ズ JVι 至Y 即地平面ユ投射ス Y 一日間ノ直光ノ総量ヲ

100 トス V J'''.ーO鹿ノ崎純面 J、東西爾面 J、98.81%.南面ρ121.77，%，北面
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J、75.21%ユシア即南面川地平面ヨ')"f:約 22%大=東西南面 J、地卒面ユ

比ジア僅カエ小ニ北面 J、地卒面ユ比ジア約 25%小ナ 9更=三O度ノ傾

斜面ユア 9ア J、コノ相異 J、一層著 V ク東西南面 J、91.08%ナノV 毛南面 ρ

153.63% 即地平面=比ジア約 54%大ナヲ然 )Vニ北面 J、只僅カュ 20.12Jo

即地平面ノ約 1/5 南面ノ約 1/8 ノ直売ノ受売量アノ~V .::.過ギザ )Vヲ見 )V

IV. 地卒面並=傾斜面ガ一日間 Z 受ウル陰光 J線量

~ 86. 地平面及各傾斜面ユ投射ス )V一日間ノ直光ノ総量ユ塞}ス )V相

互ノ比率 J、賓=上述ノ如クナ 9 ト雄各地面 J、直光ト同時ニ陰光ノ照射

ヲ受ク )Vヲ以ア各地面=投射スノV 金日光ノ比率 J、直党ノ外=ナホ陰党

ノ照射量ヲ考察ノ中=加へタ )V毛ノナラザノv 可カラズ

直党 J、天球ノ一方=輝ケノV 太陽ヨ 9直進 V来 )V光線ナノV ヲ以ア地面

=投射ス )V党線ノ量 J、質=其地面トナス交角度ノ正弦=比例ス )Vヨト

上越ノ如クナ 9 ト雄陰光 J、天球ノ全面ヨ 9反射横散ジ来ノV 光線ナノレヲ

以，.地面ノ方位及傾斜品ヨ )V受光量ノ相 第玄XIX 園

異 J、最早産光ノ場合ノ如グナラズ

今第 XXIX固=於ア ABヲ地平線，AM

NBヲ直径 ABナ )V竿間=ジア天球ヲ代

表ス JV"f:ノトジ OMヲ傾i斜面トス V バ該

傾耕面ヌf受ク y 陰先ノ量 J、地平面ヌf受ク

N 

B 

y 陰光ノ量ヲ 1トス V バ α片ナノV ノ関係ヲ有セ 9何 y トナ v...，....地平面

J、天球ノアフュ y 方向ヨ 9陰光ノ照射ヲ受クノV ヲ以ラ今般 9ユ地平面

ヌf受ク y 陰光ノ量ヲ ABヲ直径トスノV 宇球捜ノ表面積ヲ以ア表 ρ スト

ス ν.>，.01¥1ノ傾斜面ヌf受ク Y 陰光ノ量 J、0黙ニ於ア α角ヲナス球朕模

ノ表面積ユ等量=ジア中心角 αュtJスy 球股模ノ表面積 J、竿球ノ表面

積ヲ 1トス V バ一般 =α/π ヲ以テ表 J、v得ノV ヲ以アナ 9然 v ドモヨ J、

天球ノ何 vノ方向ヨリ射入ス JV陰光ノ強度毛綿ア等量ナ )Vヲ前提トス

Y 毛ノユ V ア賞際=ア 9ア J、陰光ノ強度 J、其射入ス )V高度=ヨ 9ア必

ズジ宅相同ジカラズ例へバ天頂ヨ 9射入ジ家ノV 陰売 ρ 地平線ノ附涯ヨ

t〆、
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9射入ジ来 lV陰光ニ比 V ア常ュ著ジク大ナ'):2.，T、 Wiesner氏ノ賓験ニヨ

?ア其大盤ヲ察知ス.IVヲ得ペシ即氏 J、第 XXX国=示セ lV如キ AOB

ナノV 書架股ノ衝立ユ O ヲ中心トジア薄板ヲ放射朕:.100-80。ノ位置ユ 10・

毎ユ取付ヶ 1， 2， 3 ， ~~6， 7， 8 ， 9 ノ部分=戚先紙ヲ貼付ジアコ ν ヲ野外ノ陰

光ノ下ニ曝露ジ其威光ノ度ユヨ 9ア各部分ヌf

受ク y 陰党ノ強度ヲ敷字的ユ計量セ 9其結果

J、第 LVlII表ノ如ジ但同氏 J、園=於ア a及 b

ノ部分=就ア各一同ノ観測ヲ行へノV ヲ以ア各

岡ノ観測値及其平均値ヲ掲グ又表中陰光ノ強

度ヲ表 ρ ス数字 J、0・-10・ノ部分ユ射入スノV 陰

光ノ強度ヲ 1トジア他 J、ヨ V ユ事iスノV 比較値

ヲ示セ JV"f:ノナ 9

第 LVIII 表

陰光ノ 陰光ノ強度(比較厳〉 険光ノ

第 XXX 園

陰光ノ強度〈比較重量}

射入角 aノ概糊 Ibノ観測値 a及dノ平均 射入角 aノ観iHI崎 Ibノ観測値 I3及bノ平均
。0-10。 1.00 1.α) 1.00 500-60。 ].59 ].85 1.72 

10'-200 1.08 1.01 1.05 600_70。 1.71 2.09 1.90 

200_30。 1.19 1.la 1.16 700_80。 1.80 2.45 2.12 

30'_4.0。 1.30 1.30 ].30 800_900 1.:)0 3.10 2.50 

400_50。 1.42 1.62 1.52 

上表ユヨ V バ 0・ー100 ノ方向即地平線ノ附近ヨ 9射入 V来ノV 陰兎ノ強

度ヲ 1トス ν.".10
0-20・ノ方向ヨ 9来ノV 毛ノ J、1.0;:;ニジア射入角高マ lV

Z 従ッア陰尭ノ強度 ρ 次第早大ュ 800-90。ノ方向即天頂ノ附近ヨ 9射入

v来 Y 毛ノ J、賞:.2.50即地卒線ノ附近ヨ 9来 lV毛ノエ比 V ア二倍竿ノ

強度ヲ有 ;?JVヲ知y可 ν

今第 XXXI圃ユ於ア ACllヲ地平面トジ ANBヲ天球ヲ表 J、ス宇まま

韓トス今Cヲ中心トジア圃=示ス京日夕 10。毎ニ放射線 01，02，03，・・H ・H ・.ON

ヲ射出スノV トキ J、該放射線 ρ 宇園 ANBヲ10・毎=即園=於ア A1，13， 23 

・・ H ・H ・.8N等=医長トス然ノV トキ J、球牙 N83ノ表面積 J、宇球ノ表面積ヲ 1
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トス V バ 1-(悩 10・品 V ア球主t~71 ノ表面積 J、 l-c倒 20' ナ 9 故.::. 8877ナ

y球値ノ表面積 ρ(1ー側 2Q1-Ll:一 ('0そ叩~J ナ IV .t、明カナリ迫ツア斯クノ如

タ考 71V ト キ J、

球分 N88ノ表面積 J、

1-α~ 1O・ :f m:r.a 

球帯 8877ノ表面積 ρ
.JI" 

(1ー側20・1一(I-('os100) 

球帯 7766ノ表面積 J、

(1ー側30・〕ー(1-00820・〕

球帯 66Mノ表面積 J、

(tー側40・〕ー(1-('01130・〕

球帯 5544ノ表面積 J・
(1-cos50・〕ー(1-('ω40・l

球帯 4433ノ表面積 ρ

(1ー側60・〕ー(1ー伽50・〕

帯球 3322ノ表面積 J、

(tー側70・〕ー(1一明60・〕

要員帯 ~21lノ表面積 J、

(1-側 80・〕ー(1一明70・〕

球帯llAsノ表面積 J、

(l-cos Du・〕ー(1-∞対80・J

上記ノ球牙及球帯ョ y射入ス Y 陰光ノ強度ノ割合ヲ偲 9ニ鱒 LVIlI 

表ユ示 νタノνWiesllcr氏ノ賞測値ノ如クナ 9 ト ス ν バ該賓験値(比絞敏ヲ

夫 ν夫 v其射入角ユ相膿ス IV球分及球帯ノ表面積ユ相乗ス V バ各球分

及球帯ヨリ地平面ニ射入ス y 陰光ノ総量ノ比較敏ヲ知 /Vヲ得ぺク夏ユ

ヌコ V ヲ合計ス V バ天球ノ アフユ IV方向ョ リ地平面上=射入シ来 JV陰

先ノ纏量ノ比厳重kヲ知 IVヲ得ぺジ今ヨレヲ計算ス νバ第 LIX表ノ如シ
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第 LIX 表

I_~lltr_ 'ð I叱鴨川I~~ノ日ノ|守…詳ぶX山xY緑側町陰光ノ射入角 玉泉分耳Itr 王求脅P I ;ト、V正事帯 Xノ表面V吠9 比 較Y 哩t x 

。。ー10・ I1AB O.lH 1.'∞ 0.174<1 

10"-20・ 2211 O.1flR 1m; 0.1764 

00句-go. 3322 0.158 1.16 0.1833 

30・-40・ 4433 0.143 1.30 O.18S1l 

40・一切・ 5544 0.123 1.5温 0.187fi 

以』・ーω・ 665~ 0.1駅下 1.7宮 O， 112~ 
、ー

60・-70・ 7766 0.074 '1.90 oJ40f 

70・-a・ 8877 0.04l¥ 2.HI . 0.'伺~4

a・-90・ NS8 0.015 2却 0.037f 
..、

合 針 1.352] 

上表 J、即天球ノ金面ョ 9来 Jν陰光ノ総量換言ス νバ地平面ヌf受ク Jν

陰光ノ総量ヲ 1.3521 トス V バ球帯 J1 A B ョ9射入品〆来 JV陰光ノ総量，、

。‘1740，球帯 2211ヨリ来 )V陰光ノ総量 J、0.1764，球帯泊22ョ9来 lV除光ノ

総量ρ0.1833等ナ lVノ関係ヲ不セ )V毛ノナ 9

今第XXXII1[ (a) ::..於:7iA ~ s，ヲ天球 A

ORヲ地平面トジ OMヲ傾斜?Q度ノ斜，

面トス V バ該殺面ユ入リ来ラザ )V陰光ノ

量 J、O勲ユ於テーO度ノ爽角ヲナス OA

及 OMノ二平面ガ作ノν球朕捜 AM~ ，射

第 XXXII 圃 (a)

N 

8 

入ス可キ陰党ノ量ニ等ジヌOM'及OM"ヲ夫 ν夫 ν二O度及三O度ノ傾

掛面トス V .T¥.該斜面=入 9来ラサ )V陰光ノ量 J、失 ν夫 ν球紋捜 AM+

球朕襖MM'及球紋模 AM+球朕複MM'-t球朕模 M'M"ョ9射入ス可.

陰光ノ量ュ等ジ

天球ノ何 ν ノ方向ヨリ射入ス lV陰光ノ強度毛織ア等ーナ 9 ト偲定ス

νバーO度ノ爽角ヲ有ス JV球舷模ノ面積ρ宇球ノ表面積ノ 1/18ナノV ヲ

以アー0度ノ傾斜面=入 9来フり陰光ノ量ぺv夫 V2×1t及3xit
=-i/ ，.計算，、極メア簡箪ナ 9然 )V品陰}tノ強度 J、其射入ス y 高度ユヨ
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9ア相同ジカラザノV ヨト前述 Wicsncr氏ノ観測ノ如クナ 9 トス v~ ... "タト

へ球朕模ノ面積 J、等ーナ 9 トス Y モ地面ヲ照射ス可キ陰光ノ量 J、天球

上=於ケノV彼 v ノ位置ニヨ 9ア相同ジカラズ球朕模愈天頂ユ近ヶ νバ

地面ヲ照射スノV 陰光ノ量モ叉愈大ナ 9

今第X玄XII圃(b)~於ア CND ヲ天球 COD ヲ地平面トシ 10・置キノ平

行間並ニヨ ν ニ事}謄ス }V球朕模ノ垂直投影闘ヲ霊クヨト園ノ如クス ν

~，"各平行間 7/ 爽ミア作 }V 球帯 1 (0. -10.)，2 (10'-20')， 3 (20内ー30.)ヨ9射入スノV

陰光ノ強度ノ比較 J、¥Vicsner氏ノ観測ニヨ V ..，Þ，\~ 夫 ν 夫 v 1.00， 1.05，1.16ナ

y ヨト上述ノ如シ然 }Vニコ V ユ劃謄ス }V球朕按 1.T、球帯 1:.介在 v~也

ノ球帯 2及 3等=跨ノV ::Jトナキヲ以ア球}氏模 111'照射ス }V陰先ノ強度

目球帯 1ヌf照射スノV 陰光ノ強度n¥l1.00ュ等主/但球賦襖 1.T、球帯 1ニ比

ス V J"".其面積遁カ=小ナノV ヲ以ア照射ス }V陰尭ノ量ガ後者=於ア著ジ

ク犬ナノV .T、論ヲ侠タズヨ於ユ球航棋II.T、球帯 1及球帯 2:.跨 y ヲ以ア其

一部 J、].00他ノ一部 J、1.05::.相常ス }V強度ノ陰光ヲ照射ス可グ叉球股

模 III.T、]，2，3ノ何 v ノ球帯ニモ跨 }Vヲ以ア其一部 J、1.00他ノ一部 J、1.05

叉其他ノ一部 J、1.16ニ相官スノV 強度ノ陰光ヲ照射ス可 v而ジアヨノ各

部ノ面積ノ割合ガ幾何ナ 9 ヤ J、二重積卦 第 xxxrr表 (b)

品ヨ Y 球面上ノ任意ノ表面積算出法ノ臆

用ユヨ 9数皐的ェ精確ニヨ V ヲ求メ得ノV

ャ論ナジト雄計算ノ手続可也ユ煩勢ナ.， 2 

N 

t。・

然 }VニWiesner氏ノ観測セ }V陰先ノ強度ノ ι-= ~ ]) 

比較敷 J、観測ニ使用ジタ Y 光度計ノ性質上上記ノ如キ煩勢ナノV 計算ヲ

必要トス }V程度ノ精度ヲ期待ス可カラズ故ニ著者 J、ョ v ヲ霊宜ユ投影

V タY 圃上=於ア各部ノ面積ノ割合ヲ近似的ニ計算セ 9其結果球朕襖

II.T、1.00及1.05ノ強度ノ陰光ヲ夫 v夫 v 0.505及 0.495ノ割合ヲ以ア照

射ミ/球賦模 III.T、1.00，1.05，及1.16ノ強度ノ陰光ヲ夫 v夫 v 0.175， 0.505， 

0.320ノ割合ヲ以ア照射ス }V関係ア }Vヲ知 v9 

上記ノ結果ヲ醸用ス v..T.....各球朕模ガ照射ス y 陰党ノ量 J、究ノ如 ν
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球股模 1 1ーx1.∞=0.0556
18 

球朕模 II jLX(0805×100+0495×105)=00569 

球賦模 III TL×(M5×100+0505×1・仙ω20x 1.16)=0.0598 

然 JV=:.金天球ガ照射ス Y 陰光ノ量換言ス v，~地卒面ガ受ク Y 陰先ノ

締量 J、1.3521ナY コト前述ノ如 V

故ニ各傾斜面ヲ照射スノV 陰先ノ量 J、衣ノ如ジ

10。ノ傾満面

20。ノ傾耕面

30ノ傾斜面

1.3521 -0.0556 = 1.2965 

1.3521ー(0.0556+ 0.0569)= 1.2396 

1.3521ー(0.0556+ 0.0569 + 0.0598)= 1.1798 

故=今地平面jJ'受クノV 陰光ノ総量ヲ1.00トジア各傾斜面ガ受ク y 陰

光ノ総量ノヨ V ユ事}スノV 百牙卒ヲ求ム V ..t'.究ノ蜘ジ

地平面jJ.受ク JV陰光ノ総量 1.00 

100ノ傾斜面ガ受クノV 陰光ノ総量 0.9589 

200ノ傾斜面ガ受クノV 陰光ノ純量 0.9168 

30。ノ傾斜面ガ受クノV 陰光ノ純量 0.8726 

~ 87. 北緯四三度即札幌附近ノ六月一五日及ーO月一五日ユ於ケ lV

時刻ユヨ JV陰光ノ照度ノ接選 J、第 LIII 表品示ジタノV 如クナノV ヲ以ア

今時刻ヲ横軸ユト 9陰光ノ照度ヲ縦軸ユト 9ア雨者ノ関係ヲ表 ρ ス可

キ曲線園ヲ壷キ該曲線虫f縦線ト交.->-'9ア作 JV面積ヲ計算ス v""".該面積

J、即該一日間=地平面責f受ク Y 陰光ノ総量ヲ表 J、スモノナ 9カクジア

計算ジタ JV結果 J、次ノ如ジ

一日間=地平ilii1f'
受グル陰光ノ極量

六月一五日

207.4 

-0月一五日

126.6 

故ユ各傾斜面ガ一日間ニ受グノV 陰先ノ総量 J、

六月一五日ユア 9アJ、

10ソ傾斜面 ρ

20・ノ傾斜面川

30・ノ傾斜面川

207.4 x 0.9589=198.88 

207.4 x 0.9168::::: 190.14 

207.4 xO.8726=180.98 
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-0月一五日=ア 97" ~、

10・ノ傾斜面 F

20ソ傾斜面川

126.6 x 0.9589 = 121.10 

126.6 x 0.9168=116.07 

30・ノ傾斜面 ρ 126.6 x 0.13726 = 110.47 

v.地卒面並 Z 傾斜面ガー日間=聾ウル全日光J.量
~ 88. 地平面及傾斜面ガ受タ Y 金目覚ノ飽量 J、直光及陰光ノ各組量

ノ和ナ JVヲ以ア上記ノ計算ノ結果ユ基キア窓易ユヨ V ヲ算出ス JVヲ得

ペジ即第LX表ノ如ジ

主.

平

冨

一日間=受""" 5G5.!J】
産党ノ飽量

一日間=受ゲル
207.“3 陰光ノ鈍量

一日間=受グ砕 773却
金目先ノ総量

亀平面チ 100
1∞.∞ ト v テノ%

地

平

百

一日間=受グか 232.69 
iI:先ノ a量
一日間=受""" 126.60 
険先ノ...

一日間==-*""" 859.22 
念日光ノ飽量

地平面乎 100
1∞.∞ ト γ テノ%

第 LX 表

...r... 
f、 月

傾

傾斜角一 01を

E使 同 F胸 北

557.83 557.83 5;3.5 539.8' 

198.8S 198.創 198.fIE lJ8.88 

756.71 756.71 77Ull 738.72 

97.fr1 97.87 99.卯 95.54 

O 月

制

傾併角一 011

東|阿 IMI I北
229.8Il 2"J9.811 28:1.'25 174周

121.40 121.40 121 .. 10 121.'~O 

351.26 351.26 404.65 200.3C 

97.78 97.78 112.65 82.50 

五 日

針

傾斜角コ O Tt

東|阿|瑚 北

535.91 535.91 561.却 '99.85 

190.H 190.14 190.14. 1劉l.l4

726ρ5 7ヨ6.0575U月GR'J.9!l 

93.90 03加 1)7.57 89.'>.4 

五日

，.. 

傾紛角二 orr

• 問 I1M I北m.51 22量.51327.48 112.19 

116.117 116.07 llC.07 1lIl.!17 

338.58 338.58 <<3.55 228.2G 

94.2~ 94.25 12河.48 63.54 

百

傾鈴角三 011

東|四|爾 北

切U8切UII53:J.'7 <<3.凶

180.9S 1~).9R 100.98 160.91:1 

685.1e 685.16 7記0.'5624.408 

88.円1 88.61 9:1.18 a.77 

百

領'"角三 011

'使 問 前|北

211.86 211.811 357.39 46.s(] 

110.'7 110.47 110.'7 110.{ 

3~"2.33 3~.33 4/17.8Il 157.2 

8:1.73 89.7~ 13().2~ 43.71'1 

一
上表ユヨ 9ア見 vバ六月一五日ノ全日光ノ照度 J、傾斜ー O皮ノ場合

ユア 9テ J、地平面最大ユ V ア南面ョ v::.実ギ東西爾面又::JV ユ実ザ北

面最小ナ，只受光量最小ナ Y 北面ト蜂地平面ノ 9.3.54，%ノ受党量ヲ有ス
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y ヲ以ア賞用的品川殆):等ーナ 91-考フノV ヲ得ペジ叉傾斜面二O度ノ

場合ニア 9アJ、北面 J、地平面ノ 89.24%'ユ V ア即約 11%11、ュ叉傾科面三

O度ノ場合ユア 9アJ、北面，、地平面ノ 80.77%ユミ/ア即約 19%小ナ 9故

エヨノ場合=ア 9ア J、受光量 J、最早賞用的エ毛金然等ーナ 9 ト考 7JV

ヨト能川ズ然 v蜂六月一五日 J、日中=於ケ Y 太陽ノ高度比較的大ナ y

ヲ以ア一日間ノ金目覚ノ娘、受光量 J、少クト毛三O度ノ傾耕マデ J、地平

面ト特ユ著ジキ相異ア JVヲ見ズ殊ニ南面ノ傾斜地ノ如キ J、賞用的品川

殆ド等量ナ 9 ト考フノV ヲ得ペジヨ v:-反事ノアーO月一五日 ρ 日中ユ於

ケ )V太陽ノ高度著ジク小:::.Vア正午太陽ガ甫中セ )Vトキト蟻僅カ ι 三

八度四O分=過ギザ )Vヲ以ア地面ノ方位及傾耕=ヨ )V受光景ノ闘係 J、

前者 F 薯 V ク異ナ 9 一日間ノ全日光ノ綿受~畳 J、南商品於7"最大エジ

ア地卒商 ::2 V:-究ギ東西爾面叉ヨ V ユ究ギ北面最小ナヲ即傾締面一O

度ノ場合ユア 9ア川市面 J、地平面ノ 112.65%即約 13%大ュ叉東西雨面 ρ

共:.97.78% .:::. vア即殆ド地平面ト等量ユ近ク北面 J、82.50%ユジア即約

17% 11、ナノV ヲ見 )Vヨv等ノ閥係 J、地面ノ傾郡大ナ JYユ従ツア愈大ナ 9

即傾斜三O度ノ場合ユア 9ア J、南面 J、地平面ノ 1;30.21%ニジア即約 3'% 

大=又北面 J、僅カユ地平面ノ 43.78%ニジア郎賞品約 56%小ナノV ノ関係

ヲ有セ'

上越ノ結果ヲ約言ス v，."，，"地平面及各方位=面ス )V傾斜面ノ受党量ノ

比率 J、日中=於ケ JV太陽ノ高度=閥セ 9即太陽ノ高度大ナ v..T....爾者ノ

比率 J、殆):1ュ近ク換言ス V J".地 平面及各傾締面ノ一日ノ飽受光量 J‘

斜面ノ傾耕著ジク大ナラザノV 限 9:-於ア J、大略的=等量ナ 9 ト考フ )Y

ヲ得 )Y毛太陽ノ高度小ナノV 季節ユ於ア J、爾者ノ比率ユ著ジキ懸隔ヲ生

ジ南面 J、其受光量却ヲア地平面ョ 9毛大=北面 J、地平面ユ比ジア愈著

V ク小ナノV 品至 )V故ユヨ V ヲ一般的ユ言説ス V バ四時太陽ノ高度大ナ

)V低緯度ノ地方ユア 9アJ、多クト毛三O度 r傾稀マデ J、傾綿面及地平

面ヌf受ク JV一日間ノ飽光量ニ著シキ偏差ナジト雄日中ユ於ケ Y太陽ノ

高度小ナノV 高緯度ノ地方ユ進ムユ従ヒ地平面及傾耕面ヌf受クノV 一日間
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ノ金目覚ノ組量品川著ジキ懸隔ヲ生ズ )V.::.至 )V

VL 地卒面並=傾斜面ガ回生長期間 Z 受クル全日光 J綿量

i 89. 一生長期間ユ受ク Y 金目覚ノ綿量ガ地平面及各方位ノ傾斜面

ι 於ア幾何ノ比率ヲ有ス Y ヤ J、該期間ノ毎月ノ一五日=於ケノV 地平面

及各方位ノ傾斜面ノ締受光量ヲ計算ジ月日ヲ横軸ユト 9:r V .::.劃スノV

該一日間ノ締受光量ヲ縦軸=ト 9ア雨者ノ関係ヲ表 ρ ス可キ曲線圃ヲ

董キ該曲線圃ヌf横軸ト来ミア作 )V面積ヲ計算シアョ v ヲ求ムノV ヲ得 y

毛其計算極メア煩努=亙ノV ヲ以アヨコ:::'.T、只其計算法ノ大要並ユ北緯

四三度ノ地方=於ヶ y 或特種ノ日ノ雨者ノ比率ヲ求メア這般ノ問題ユ

闘ス }V精確ナ Y蔵念ヲ知得ス )Vノ資料ヲ提供 V タ )Vエ過ギズ

要ス }V.::.地面ノ方位及傾斜品ヨ )V受売量ノ相異 J、吾人 j1.従来想像セ

}vガ如クジカク大ナ )V宅ノユアラず )V.T、第 LX表ニヨ 9ア明カナ 9ト

蜂北緯四三度ノ地方ユア 9アJ、傾斜ーO度以上=及ペバ少クト毛北面

ノ地 J、他ノ諸面ノ地ユ比 νテ受売量ノ小ナ }V.T、明カニヨ v ヲ認メ得 )v

ヲ以テ樹木ガナホ其生存ヲ持績ジ得ベキ最小限界光度ヌf傾斜ーO度以

上ノ揚合ユ於ア格段ノ相異ヲ有ス )Vニ至ノV .T、嘗然ユジア従ヅア樹木ノ

耐陰力毛又 =γ=比例 vア襲異ヲ表 J、スモノトナサザ )V可カフズ且又

地面ノ方位及傾斜=ヨノV 受光量ノ相異 J、緯度ノ高""'?)Vニ従ツア愈大ナ

}vユ至 )V.T、前述ノ如クナ y ヲ以ア地面ノ方位及傾掛ユヨ 9耐陰カノ相

異毛緯度ノ大ナ )v品従ヲア愈大ナ y ニ至 )V.T、貰J職ヲ侯タズジア明カナ

タト云フ可 V

D.土地ノ気温

5 90， Max Wagner氏m土地ノ気温ガ樹木ノ耐陰カヲ左右ス )V関係ヲ

程調セ JV:r ，.前述ノ如クナ 9 ト雄従来多クノ林患者又 J、植物生理事者

ガ研究セ JV幾多ノ文献ニ徴スノV ニヨ J、決ジア軽令ユ看過ス可キ問題ユ

非ザy ヌf如ジ凡ソ耐陰カヌf大ナリト云:7.T'ヨク小ナ y先度ノ下ユ同化

作用ヲ普ミ得y ノ謂ナ 9故ニ同化作用ユ有利ノ影響ヲ及ボス外界ノ因
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子 J、総ア皆耐陰カヲ大ナタジム Y 因子ナ )Vヤ疑ナジ;従ツア何 v ノ因子

ヌf耐陰力=最大ノ影響ヲ及ポスヤ J、何 v ノ因子ヌf同化作用=最有利ナ

ノV 影響ヲ及ポスヤト同一ノ問題ユ蹄着ス今同化作用 1/温度=ヨ 9ア如

何ナ )V影響ヲ受ク )Vヤヲ考察セシニ凡ツ同化作用 jl替マ /VJV度 ρ 若 ν

決酸克斯ノ供給量及照射光度ヲ同一ナ 9トセバ賞ユ極度ノ如何品ヨ 9

ア左右セラ JV/V.，T、植物生理皐者ノ文献ニ徴ジア明カナノV 事賞品ジアコ

ノ三者 J、夙ユ同化作用ノ三要素ナ 9 1、稀セラノV

Matd〉氏 P 光度ト温度トノ l溝因子力・同化作用エ及ポス相互ノ聞係テ研究 γ援氏一八度

ノ揚会:::.:>、光度か如何=遁量 z 供給セラルルトス ，V 唱ヨノ崩因子力・最遁=供給セヲ V 揮

砂場合=比 V テ僅カユ 39%ノ同化作用チ借 A:::'遁ギズ稲毛温度ノ噌加ト共=同化作用唱

叉衣~ユ遜有害 γ 織氏二二度=ァ，テ〆、 50% 掻氏二八度=アリテ，、 íO% ノ悶 ft作用チ笹メ

'ト云"，郎俄甲=炭酸x斯/供給量チ等ーナ Pト見 i放えトヨr:>、或一定ノ温度ユ費 γ テ
y、担ト h 光度 V 最~:::.供給セラルトスル唱同化作用 Ir 替可 Jν ル度 P 到底或範囲チ趨越え

砂ヨト能r-メ換言ス v7'l温度，光線及炭磁文斯ノ供給』量 Y最漣t'Jl;場合=於テ始メテ最大

ノ同化作用 .".轡~ Iレ耐司邑ノ=シテョノ三要素 Y 同化作用ユ霊場スル聞係 J、恰宅土痩ノ鎖掬

質養分台・傑ユ霊場え pレ闘係=於ヶル V如ジナホ同氏ノ質強コヨ V 1マ零下五度 τ ヂ戸絶望苦ユ

同化作用ノ行 F ルルヨトナタ零度ユ於テ，、極メテ僅カユヨ V チ轡ミ y v司事温度チ唱え

=従!l'テ次第二同化作用チ増加ス 3ν 宅三七・冗皮=於テ最大ユ場 γ 温度夏ユ之司甲哩増大

ス V 月叉次第=主毛皮チ滅。四五度ユ及叫パ重量平会タ同化fド用チ笹 T ザルユ歪"〆郎関ft作

用エ望書'" Iレ温度曲線 F、所謂最遁 dU 線 (0) ・tiruu lIlkurve) 字以テヨ ν 字表，、スチ得 ~y ト叉 V叫't
(j) 

Hl'ff氏戸ヨノ最遜曲線 Y其韓響曲駄=主義正 IV"， r ，，'、温度 γ撮氏一 O度高守政毎ユ凡 Y二乃

至三傍ノ悶化作用チ瞥 A ノ割合ナ 9I・云"9 

温度ガ同化作用ニ影響ヲ及ポスコト上越ノ如 νトセバ著者 ρ 克ユ究

ノ如ク推理スノV ノ可能ナ /Vヲ信ズ樹葉ヌf庇陰ノ下ュ同化作用ヲ普ム能

力 J、温度最適ナノV 場合ユ於ア最大ナ 9換言ス V バ温度最適ナノV 場合品

於ア樹葉 J、最大ノ庇陰ニ耐へ最適温度ヲ遠ずカノ~V :::a従ツア次第=其耐

陰カヲ減ズノY ニ至ノV 夏ニ換言.;;f.V".'.総アノ樹種 J、其郷土=於ア最庇陰

ニ耐へ郷土ヲ遠ザカ /V=-従'yア愈庇陰=耐ユ /Vノ度ヲ減少ス而毛上記

Mattai 氏ノ賓験ユ徴ス V バ温度jJ.耐陰カニ及ポス影響 J、可畠ユ大ナ /V

屯ノナ 9 ト想像セラ /V今本邦ノ各地=於グノV主タ JV生長期間五，六P七，入

(])， (2) M. Busgen， Ban nnd Leben unsert'r W.，lubiiurue. 1917. 
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ノ各月ノ平均気温並=ョノ四ヶ月ノ平均気温ヲ掲グ V .T'¥.第 LXI 表ノ

如 ν

第 LX[ 表

月 平 均 .~ 温 (儀氏)
月

|東 |石同町 本 1.( 
4・札

5 25.8 18.4 1 r..~ 13.4 1O.r. 

6 27.官 2';J.4 加.4 17.4 14，6 

7 27，r. 20.1 23，8 20，9 1R.8 

8 27.:1 2日8 115.4 2I!，9 20，7 

平 均 2711 113，" 1115 19.7 1s，2 

今 Mattii.i氏ノ上記ノ研究ノ結果ヲ引用シ温度ヲ横軸ユトリ同化作用

ノ皮ヲ縦軸=ト 9ア温度ト同化作用ノ度トノ関係ヲ曲線圃=壷キ各地

ノ主タノV 生長期間五，六，七.i¥ノ四ヶ月ノ平均気温ユ費スノV 同化作用ノ度

ヲ試ユコノ曲線画上ニ求ム )V トキ ρ 凡ソ第 LXII表ユ示スグ如ジ

第 LXlI 表

干E.7=.セ.八月ノ 最盛lAi且Ftノ繊合ノ lm七八月ノlMMノ肘/
2・名 平均 a 温 同化作用ノ明 治 名平均叙温同化作用ノ 111:

(儀氏j チ 100トシテノ% t錫t走) チ Pトヨ〆予ノ%

E隆 F阿 れ7，0 :r. • 18，7 410 

s 本 23 55，0 札 幌 16，2 Sf.O 

• 京 21 4(1，l 

コ V エ困ツア見 v バ他ノ関係ヲ金ク度外視ジテ只温度ノミニ杭アョ

v ヲ考フノV トキ J、例セバ同一ノ植物 ρ 札幌ヨリ毛熊本ユ於ア同一ノ光

度ニ劃シタ約一{在学ノ同化作用ヲ普ム寸可能性ヲ有ス )Vモノト解ス lVヲ

得ペク夏=コ v ヲ反面ヨ 9考察ス v"...同一ノ植物責f同一ノ同化作用ヲ

密ムヵ・錦品川札幌 J、熊本ヨリモ凡ソ一倍宇ノ光度ヲ必要トス }Vモノト

考 7 )V ヲ得ペシ故ユ前者ユ於ア耐陰カノ小ナノV~、宮然ユシア而モ其耐

陰力 J、後者ガ賞=前者ノ一倍字=相蛍スノV 毛ノナ )Vヲ知ノV 可シ況ャ同

一密度ノ樹短ノ下ユ於ケノV 光度ノ絶封佐川後者=於ア大ナハ〆コト前節

品於ア説明ジタノV 如クナ 9 トス V バ後者=於ケノV 耐陰力 J、更ユコ ν ヲ
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，毛大ナ 9ト想像ス y ヲi陣カラズ只 Mattai氏ノ研究 J、一般植物ユ劃ス

Y概括的ノ研究 ι ミ/アコ v ヲ以ア直=樹木ノ場合=遁用ス可カラズ般

y .::.適用 V クJVトス JVモ各地=於ケノV主タノV 生長期間五，六，七，八ノ四ヶ

月ノ平均気温ト M州 ai氏式f同化作用ノー要素ト、ジア研究=供ジタノV 温

度ト J、問一規ス可カラザ JV事情アノV ヲ以ア上記ノ言説 J、極メア概略的

ノ考察ノ結果=過ギズシア到底::2V ヲ以ア各地方ノ気温ト樹木ノ同化

作用トノ関係並=耐陰カノ関係ヲ精密エ蹄納 V タ 9 トナス可カラメ只

樹木ノ耐陰力=及ポス温度ノ影響ガ如何ナノV程度ノモノナ 9ャヲ察知

ス JV.::.足ノV ー資料=過ギザノV 毛ノト謂 Y 可 V

E. 土壌ノ議度

S 91. 樹木ノ耐陰性 J、土壌ノ潟度ユヨ 9ア影響セラ JVJV ~、夙ユ質際

家ノ認ム JVトヨロユ V ア試ユ Fricke氏ノ質験ヲ引用セ y

氏 J、七 O~ 乃至ー 00 年生ノあかまっ林ノ樹冠ノ特度 0.7 ノトヨロ=於テ樹高約一尺

宜寸チ有ス )11-0年生ノ底堅セヲ V タル稚樹ノ集箇=於テ春季未ダ生長チ開始セザル‘ト

キ=其周囲=深ザー尺ノ務チ穿チヨ v チ貫グ附近ノ老樹ノ根手金部切断 V テ爾後ノ生長

ノ獣況チ試験セル=其年ノ夏ユ於テ F 樹業 P 既ニ前年ノ二倍ノ大サトナ'而宅直視ノ著

V キ援連チ見~ Iレ唱ヨ V"'-隣接 γ テ生育セル務境ノ外部ノ稚樹 y、業生長ノ状況甚ダ不真

"'-0/テ殆 F前年ト闘機ノ庇麿状態手持概セルノ事責チ見担甲加之務境ノ部=ア甲テ戸該

年ノ夏=於ヂ種々ノ雑草チ資生 γ テホタ許ノ溜木類並エか lf，もみも・号事ノ質生首ノ者千手

賞金スル=至 v 1)而宅最興味アル戸ヨ V 等 J植物ノ何 V 宅其附i1Iノ林内=於テ，、金グ生

育 V 居ヲザルヨト之 v ナ'且叉賓験前ユア甲テ y、該地上ノ雑草潜水炉甚ダ軟弱ナル形態

チ有 V 担 yレ唱ヨ V 乎溝=テ国務セル結果 m 組、テ緑色多汁ノ植物トテ甲業附i1I"'-生育スル

同種ノ植物ノ灰褐色ナル"，-1:1:0/テ賓=好筒ノ割照チ現闘セ甲ナホ叉ー 00年生ノあかま

っ林ノ自然疎開地=於テ何等ノ地調~ .，.スルヨトナグ前 1・同様ノ方法ユヨ'テ涜チ以テ間

続 γ 其内外=あかまっ，tこうび，ぷな，なちチ担海書種 γ テ生長ノ扶況チ倹0/..~ Iルレノ続果 F戸、其内官探E 

=ア'テ〆F、ヨ ν号響害ノ樹種殊=あ昔か苫まつ及なら，戸偽甚佳頁ノ生長チナ γ 術種骨ノ溜木類ノ旺

盛 1")11ν署滋妥育手見担)1/ν司宅eヨ V 司'僅 f免J"'-七尺乃至一O尺チ距少 Jルν溝 F夕外ト部コア'テ F戸、めか

ま勺

内脅都K=-比 γ 僅カ=豆分/一 J樹高生昆チナ司セ巴)¥1ν=渇ギメ瀦木類ノ磁生及E澄造育叉極メテ徴

(1) I<Yc':e， Karl. "L:cht nnd Sch:lttenholzarte." ein wls'lt'n.cbaitlich nicht hE>grundetes Dogma. 

(Cen色olbLttfur das gcsammte Forstwesen. lJ01)‘ 
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調ナ'旦叉内外ノ雨官官=於クル土壌ノ混度予検 V タ yν ノ結果戸内部戸賞ヱタト昔K:::.比V デ

ニ乃至三億稀 V:::'，>'、四乃至ヲミ倍ノ訴皮チ有スルチ見?Yト主主=於テ氏"t色寝 γ テ云内 Jν

ヲグ凡 Y稚樹及稚苗;lrf正樹ノ庇陰ノ下エ不頁ノ生長チナス戸光度ノ不足ス 1I-'1t'貧ニアラ

メジテ賓=母樹ノ根ず地表ノ説集予奪取スルユ図 v Y故ユ母樹ノー部チ伐採 γ テ其根ノ

相互ノ競争チ和グ地裁ノ混皮チ混皮ユ保持スル=於テ y、維樹及稚了占ノ生主主チ佳頁ナヲ V

メ得ルヤ疑ナグ光度ノ不足ノ如.lfo戸多グ云 7:::.足ラズ拳術上=基礎ヲ有セザル樹性ノ陰

陽ノ凪>>0，>'、ョ νチ徹底スルノ要ア'ト極論セ'

~ 92. 上記ノ賓験 J、雅樹及稚苗ノ生長=劃ジア J、光線以外=土壌ノ

潟度ヌf有力ナノV 影響ヲ及ポスノ事費換言ス V バ土壌ノ濃度ガ樹木ノ耐

陰カヲ左右ス lV有力ナ rv因子ヲナスノ事質ヲ説明セ 9 ト雄稚樹及稚苗

ノ生長:.~} V ア如何ユ光線ガ作用ス Y ヤノ関係ヲ解決ジタ lV毛ノユア

ラズ何ントナ V バ上記ノ賓験 ρ 斯種ノ質駿ユ欠ク可ヵフザノV 先度ノ測

定ヲ度外観 V ア只老樹ノ根ノ影響ヲ遮断セノV トコロ換言ス V バ地表ノ

潟度大ナ Y トコロニ於7"稚樹及稚首ノ生育生長ガ旺盛ナ lVノ事賓ヲ究

メタ lV:.過ザザ V~マナ 9 ::r V ヲ以ア直=光度ノ影響 J、微弱ユ V ア樹性

ノ陰陽 J、ョ vヲ類別ス lVノ憤値ナ V ト諭ズ }V~、早計ユ失ス lV ノ威ア 9

呆然 Ci田laJ23氏 J、光度ト土壊ノ濃度トヌf稚苗ノ生長ニ及ポス関係ヲ賓験

的=研究 v Fricke氏ノ所設=劃 V アー矢ヲ酬ヒタ 9

同氏 F 全日光ノ凡 Y二二分ノーノ光度チ有ス pν 二一年生ノ Psen<iotsugaDouglasiiノ密林内

=溢長八O糎ノ疋方形ノI&bA.B，Cチ僅カユ重量粉ノ距麟=設定 V 各穫ノ陰樹及鴎樹ノ一

年生ノ稚菌チーO糎ノ正方形=植我 YA及 0"，其四方=深.，.四 O糎ノ厚板チ場メテ外郷

田'ノ根ノ修司Eチ絶縁....B.1、ヨ V チ自然ノ鑓トナセ'且 A及 Bユ P 人工的ユ注水セズ C

ノミ時骨人工的ユ詮*"yテ兎唱角唱金生長期間字通タテ水分ノ欠乏=普 Y .A 11"如キョト
ナカヲ vメ?l}者 y Fricke氏ノ所蔵ノ如グナ'トス V パタト部司事ノ根ノ彫響ヲ・絶縁 V而

宅人工的=注水セル C ュア Fテ F 穣苗ノ生主主生育殊ユ佳夏ユ V テ外部ヨ官ノ楳ノ彰響チ

絶縁セズ而宅人工的=註*"毛セザル Bコア Vテ p、稚苗ノ生長生育 ρ 掻メテ不夏ナヲザ Jν

可カラザルノ現ナ事然ル=穴月(四月二一日=稚苗チ被栽1:y}ニ於ナル生長ノ扶況月三者

z於テ格段ノ相典サ認 A ルヨト能戸ズセ及八月=棄 Pテ F、A，B， ()共=何 vノ樹種宅勢力

頓=不哀トナ'漸衣給凋=瀕 λ J}，I:::.ヨiV Y ':2 V:=.因少テ見レバ全日光ノニ二分ノーノ光

度ノ下ユア'テ P 槌温ノ陰陽チ岡戸メ叉土壌ノ混度ノ如何チ問，、ズ最早・英生長チ持機え

(1} Oiω11ar. Licht nnd Schattenholzarten. LichtgEnu飽 nudBoden先日chtigkeit.

{仇ntralblattfur das gesammte ForstW'esen. 1909) 
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3レ宮ト能 y、ザルチ費目ル可 V 閥 j{;:F、叉ヨ V ト伺時=全日光ノ凡 Y七分ノーノ光度手有ス 3ν

二一年生ノ Weissfohreノ穆閉ノ下ユ於テ前記ト悶様ノ鼠劉 A，B，Cチ設定 γ B:F、ヨ V ザ自然

ノ儀トナ y A~-" 其四周チ厚板ユテ絶縁 γ 各種ノ陰樹 lNordmannstanne， Douglasfichtρ" Fichte)及陽

樹 (Wc'剖tonre，Schwarztohre)ノ一年生ノ稚苗チ毅槌 γ以テ業生育及生長ノ吠涜チ検 γ JI)IIノ

結果 y、同年(一九O六年)ノ六月(四月二十二日=揺種並ユ稚酋ノ義植手行，..， l})ノ終'守デ戸

総テノ樹種~， A及 Bノ何 v=-於テ司自可也=ヨグ華道育 γ 殆 F生長上ノ底別チ寵 A ルョト施

，、ザl}y 毛九月=入ルヤ陰陽周樹種ノ稚苗 y、摂ユ生長上ノ相異チ策現 γ 来甲陰樹ノ稚酋

嫁=-Nordmannstllnne， Dougl:・sfichte;1、ナホ依然トジテ可哀ノ生長チ持機セル宅陽樹ノ稚苗 F 漸

次枯凋ノ傾向チ現出セ'只 Fichte :1' A及 B共=宇重量ノ枯凋チ見 JI lJ然 v JI'唱 A及 Bノ爾

者=於 Jr1¥1生長上ノ E別 ρ 殆 Fヨ V チ認 A iレョト能 p、ズ翌年即一九O七年ノ五月中旬IIP

八ヶ月手経過 γ 担ル後=於テ F 陰樹ノ穂積 :1'.テ新型Fノ蹴出チ見タル宅陽樹ノ稚苗戸其

勢カ甚ダ微弱 =γ テ殆 F生育チ持績 V 守 pν ノ見込ナキエ至 v l}九月=入ルユ及 V デヤ陰

樹ノ稚菌~ =-Nordmannstanne， Douglasfichte :F、A及 B共=倫依然ト V テ健全ナル浪線ノ外観チ

持槙セル宅陽樹ノ維商戸 A ユア'テ，、金グ枯死 yB""ア'デ F 僅カ=霊堂本チ残存セ Jν 司E

殆 F瀕死ノ外観チ曇 V 其翌年即一九 O八年=至宝'テ金郎枯死セ'叉一九O七年乃至一九

O 八年=於 Jr1¥1各樹種ノ生長ノ扶況チ検スル=-Douglasfichte ，.. B 司事唱 A=-於テ生長大=

γ テNordmannstanne~-.，爾者 z 於ケル生長障害相等 y ~ Fichte :1' ~ロ A ョ'唱 B=- 於テ生長ノ

犬ナルチ見~ l}故ユ機 V テ云 A バ A及 B:=.於 Jr)ll生長上ノ湘混声殆 Fヨ V ナ γ ト云 7 唱

可ナ'叉爾者=於 0・w土襲ノ滋度チ検スル上木ノ根ノ診響チ絶縁セル A :I' ヨ V チ絶縁セ

ザル B 冒'宅其滋度大ナルョト Fricke氏ノ llJi鼠ノ如グユ V テIIPA :F、23.2，B ;1、16.2 /重量

含水率チ有スルチ見担'ト但滋度ノ検査，、一九O七年-0月一七日=行 b タル'唱ノ =γ

テ閑月ノー一日以後会グ降雨ナカlJy ト云 7

上記ノ賓験ノ結果ヲ約言 Jぇ V J'.....上木ノ根ノ影響ヲ絶縁ス lVト否ト J、

雅苗ノ生長=影響ヲ及ポスコト微少ニシア只光度ヌf金目覚ノ七身ノー

ノトコロユア 9ア J、陰樹ノ稚苗 J、ナホヨク其生長ヲ持績ス IVモ陽樹ノ

雅苗 p 最早ョ v::..耐ェザ lVノ関係ヲ示セ JV毛ノナ 9般 9::.. Fricke氏ノ

所設ヲ異ナ 9 トセバ何 v ノ樹種モ Aュ於ア佳良ノ生長ヲナジ B ニ於ア

J、枯凋=瀕セザノV 可カラず lVノ盟ナ 9然ノν ュ Ciωlar氏ノ上記ノ賞駿ユ

ョ v ~，.陰樹 J、 A 及 B ノ何 v ュ於ア毛佳良ノ生長生育ヲ持績ジ陽樹 J、 A

及 Bノ何 v ュ於アモ漸次枯凋=瀕ス lVニ到 vlVノ事質ニ操 9ア見 V ..t'"

全日光ノ七分ノーノ光度ノ下=ア 9ア J、土壌ノ潟度ノ如何ヲ問 J、ズ陽

樹ノ稚苗 J、到底其生存ヲ持績ス Y ヨト能川サ lVヲ知y 可ジ故ニ土壊ノ

潟度同樹木ノ耐陰カヲ左右ス lV有力ナ lV因子ナノV ヤ疑ナシト錐而毛其
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左右ス )V範囲 J、アノV 限度ア 9ア存ジヨノ限度ヲ超エア無限=其耐陰カ

ヲ左右ジクノV モノユアラズ故エ樹木ノ耐陰性 J、ョ v ヲ類別ス )V慣値ナ

ジトセノ'V Frickc氏ノ所設 J、仮 9ュ同氏ノ賓験成競ヲ承認スノV トスノV "E

未ダ俄ヵ=左祖ス可カラズ況ヤ Cicslnr氏ノ質験成績 J、同氏ノツ vト根

本的=相事離スノV ヨト上述ノ如クナ )Vニ於アオヤ



其三林内光度ノ間接計量法並=天然更新法

z封スル其鷹用=就テ

U ber die indirekten Lichtmessungsmethoden im Walde und deren Anwendung 

fur die naturliche Verjunguug. 

(17.，) 

S 93. 稚苗ノ耐陰性=閥ス )V研究 J、林内ノ上木即母樹ノ下ユ新林ヲ

養成ス )Vアラユ )V作業法ユ於アソノ臆用ヲ見 Y ト雄就中上方天然下種

更新法殊ユ傘伐夏新法=於ア其臆用ノ虞キヲ見 Y 傘伐夏新法ユア 9ア

J、更新ユ着手ジアョ v ヲ終了スノV 迄ノ期間即更新期間 J、嘗初完全ユ欝

閉ヲ錦セノV 合理的母林ヲ前提ジ便宜上橡備，下種，後伐ノ三時代ニ分劃ス

ノV ヲ通例トユ而シア其謙備時代ニア 9ア J、嘗該母林ノ欝閉ヲ裂開 ν強

ク陽光ヲ典へ母樹ノ結賞カヲ促進 v乗ア林地ノ腐植質物ヲ分解セジメ

;持来ノ下種ニ劃スノV適蛍ナノV 按芽床ヲ準備セ y ガタメユ稿強度ノ選伐

ヲ施ス::f:ノニジアコノ時代ユア 9ア J、伐採ノ程度ト稚苗ノ生長力トノ

闘係ユ就ア J、ナホ未ダ注意ヲ梯フノ要ナク只母樹ノ結寅カヲ促進ジ腐

植質物ヲ舟解セジムノV ノ程度ニ於ア適度ノ伐採ヲ施行ス y ノミユジア

コノ場合ユア 9ア J、林内ノ先度 J、ナホ未ダ稚首ノ最小限界先度ニ逮セ

ザノV を可ナ 9カクア結賓年度到来ス V バ種子 J、盛ユ地下ニ落下スノV ヲ

以アコノ落下セ )V種子ヲジア j由良ノ接芽ト生長トヲナサジメ y ガタメ

ニ夏ニ母林ノ一部ヲ選伐ジア林内ユ適良ノ党線ヲ導カザ )Vぺカラズ所

調下種伐ト縛スノV 毛ノコ V ナ 9コノ場合ニ於ケノV 伐採ノ程度 J、更新土

最注意ヲ要スペキモノニジア若ジ其程度ユジア過小ナラ y カ株内ノ先

度 J、稚苗ノ最小限界光度以上ユ違スノV能川ズジア折角竣芽セノV 碓苗毛

管ニ可良ノ接育ヲナサザノV ノミナラズ其生存ヲ・スラ持績ス lVコト能 J、

ず )Vユ至 9早晩枯死ス )Vノ運命ニ逢着スペジ若 ν又其程度ユジア過大
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ナランカ林内=射入ス JV光量アマ 9ユ大トナ 9各種ノ有害ナノV 雑草相

継デ接生 V 而毛ジノ生長カノ旺盛ナノV ヤ雷ニ稚苗ヲ被麿シア其生長カ

ヲ減殺ス JVノミナラズ逮ユ J、コ V ヲ枯死セシメザ V バ止マザノV ニ至ノV

故ユ下種伐=於ケノV伐採ノ程度 ρ 伐採綾林内ノ光度ガ稚苗ノ最小限界

光度以上=シア而毛多量ノ雑草ヲ族生セジメザノV程度ノ光度ニ止メザ

Y ペカラズ林内先度ノコノ理論上ノ範園ヲ現賓ノ母林ユ於ア賓現スノV

F 至難ノ業ナ 9 ト雄可及的::r V ニ近キヲ期ス lV-'、寅ユ技術家ノ任務ニ

シア更新事業ノ可否 ρ ーニ懸 9アコ V ユ存セ 9 ト謂 J、ずノV ペカラズ

彼ノ背森大林凪署舎内津軽牛島一帯ノあすな Jち林=於テ結貧年度ニ際 v老林ノ下三多

量主紘苗ノ族生チ見 yν 宅聖堂年チ出デコ(v テ i宵失 V 終ユ其 1良跡チモ』上メザル=ヨ~ )レ，、其原因

必ズ γ 宅一 ~V テ足ヲザル可 γ ト量産恐ラグ p、其密ナル紛冠ノ鹿陰=ヨ甲テ該林内ノ光 1主

力・ f訂未ダ稚苗ノ最小限界光度三逮セザルユ由来ペル宅ノアリト想像セヲル而モ林内ノ光

度 γ 稚苗ノ最小限界光度以上=漣セ甲ヤ否ヤ p、皐=明暗エ費スル古-人ノ目測1=ヨリテョ

V チ識別スペカラズ γ テ賓際=光度計ユヨ lJテ其光度チ測定え Jレ力者ジヂハアル;薗夏ノ

標jll=-基キテ間接=ヨ V チ計量スルノ方波=掠ヲザルペカヲズ凡 Y天然ノ光 J!r=劉スル

奇人ノ目 ìHIJ 戸極メテ粗笈ュ γ テ奇人戸夜間室内=百燭光ノ電燈チ勲ズルト~ ~、殆 F 日中

ノ照度=匹敵スルノ照明チ感ズト EEj渇Y知ヲシゴノ照度ノ、首中ノ直射光線ノ照度ニ.J:l:.λ

V パ僅カエ其凡 Y 百分ノーニ過ギザルヨトチ且叉密休ノ樹冠ノ情H~ チ漏 v テ射人え Pレ直

射光線 Y 地上ユ向lスル犠図形ノ照明 (Sonnenbildl ~.、陰晴ナル林内ニ於テョ v チ見 vrt 光秘

書事灼ト V テ野外ノ地上=投射スル照明ト殆 F異ナヲザ 3レヵ・如￥唱著者す光度計チ使用ジ

テ仔細~::I V チ観測 v~ル結果ユヨ V パ前者 p、質=後者ノ鍛分ノー=過ギザルチ知 v リ

斯グノ如"B光ノ照度ユ聖堂スル普入ノ眼球ノ識別カ，、殆 F無能力ト云 7 宅不可ナグヨノ

錦蛇カナル識別眼チ以テ濁断的=列定セル従来造林上ノ知見力。 f主骨根綴喜事務 =γ テ荷量回

ナラメ同一現象=重苦スル甲乙二者ノ見解す屡雫荷量衝突スルノ奇態チ見]\/~、奉唱依ムユ足

ヲメ要 y、只各自ノ異ナ v)レ眼球チ以テ個人的，濁断的ノ観察チ翠 7 V 各其見 Pレトヨロチ以

テ立論ノ根披トナス=困ヲズ ν バアラズ例 h 月一樹ノ樹高チ抑I)i!7， }レユ営 lJテ司邑各自異

ナル目盛ノ皮チ以テ之チ測定 λVバ各異ナル値千 t尋常 F、営然=ジテョノ場合ユ只自己ノ

測定値ノ精確チ主張 γ テ他ノ測定値チー蹴 γ 去ヲ y トスル毛ノアヲパ何人カョ ν チ嵯戸

ザヲ v ヤ斯 9 ノ如キ測定 P 如何=多重量ノ入力・ョ V 手繰返 λ トスル毛到底一致えが機曾ア

ルペキノ理ナ V 林木ト光度トノ闘係叉然 P異ナ v ル眼球チ以テ光度チ目 iHgv図テ以テ林

水ト光度トノ闘係チ明l定ス V バ幾年手費え弔見解ノ一致，、到底望ム可カラメ皐衡ノ進歩

F 於ユ閉塞 λyレノ止 A ナキエ蓋ラ v 歓=稚菌ノ最小限界光度並=林内光度測定ノ方茂子

明カ ~V 因テ以テ爾者ノ鮒係予拳理的=鯖納~]\/:1'従来紙=其選歩ノ道程チ閉塞セラ V

))1少ア W 真新方法ノ拳術的研究組ユ技術的強用ユ一新'色面チ関グ宅ノユアヲザルチ{尋 v
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」ヤ

下種伐ニ於ア林内ノ光度ヲ適嘗ナラシメ接芽セノV 稚苗ノ保育ニ努力

ス )Vニ於ア J、稚苗川市Iク其生長ノ大ナノV ヲ致シ寒熱ノ脅威毛多クコ V

ヲ戚セ・ザノV ニ至ノV 斯クジア後伐ノ時期=入 ν バ生長セノV 稚樹 J、従来ヨ

9 =f:夏=多大ノ先度ヲ要求スノV ユ至ノV ヲ以ア漸究ソノ上木ヲ選伐シア

徐今ニ光線ノ照度ヲ大ナラジメずノV 可カラズ然 v 1:毛コノ時代ニアタ

ア J、稚樹 J、最早濁立ユ其生存ヲ持績スノV 可能力ヲ有ス )Vヲ以ア伐採ノ

程度ノ巧拙 J、直接夏新事業ノ成否ニ閥スノV所大ナラズ只時=ヨリ場合

ニ煙、ジ経験=基キア適宜=伐採ノ程度ヲ定ム V .，.T"¥'"可ナ 9蓋シ人間ノ死

亡率 J、嬰児及幼児ノ時代ニ於ア最大ナ 9 トス林木ノ場合モ亦コ V ト同

ジク其稚苗ノ時代ユア 9アJ、各種ノ危害=戚 3易ク枯損率叉大ナノV ヲ

以アコノ時代ニ於アョ v ヲ趨良ニ保育スノV~、天然更新ヲ達成ス )V ノ要

諦ニジア而毛ヨ J、濁 9欝閉ノ疎開ユヨ 9林内ニ適良ノ光線ヲ導入スノV

エヨ 9ア達成セラ )V)Vヲ知ラバ伐採ノ程度ヲ皐術的ユ研究スノV ノ必要

ナノV~、必ズジ屯智者ヲ侠ツア後知ノν 可キェアラズ

是ニ由ツア見 V バ更新期間ニ於ア伐木ノ程度ニ最慎重ヲ要ス )V~、賞

品下種伐ノ時代ナ 9 ト謂 J、ザノV ペカラズ故ユコノ時代若ジグ J、少クト

モコノ時代ノ前後ユ於ケノV林内光度ト稚苗ノ耐i重力トノ関係ユ閥スノV

研究 J、質ニ傘伐更新賀行上ノ縫針盤ト云フモ敢ア不可ナキヌf如ジ各樹

種ノ稚苗jJ.幾何ノ光度品耐エ且又幾何ノ光度ヲ最適トジア要求ス )Vカ

或 J、コノ中間ノ先度ユア Yア J、幾何ノ生長ヲ可能トスノV ヤlヲ究ム )Vノ

法 J、就ニ本論文其ーユ於ア詳述セ 9故ュ鼓::.~、只典へラ v タ )V 林舟jJ.

其林冠即樹冠ノ集闇ニヨ 9ア幾阿ノ光度ヲ林外ユ反射 ν若ジグ J、コ V

ヲ吸牧スノV カ換言ス V バ其林冠ヲ通過ジ来ノV林内光度 J、呆 V ア幾何ナ

9ヤヲ測定ス Y 方法ヲ究ム v..T.....足 v9トス

A. 林内光度ノ測定

~ 94. 主主ユ林内平均関係的光度ト J、今般 9 ユ林内ノ平均売度ヲ~J.



(178) 

シ休外ノ光度ヲ L.トス V バL，/L.ヲ以ア表 ρ ジ得ペキ言葉ニシア例へバ

今林外ノ光度ヲ賀郡l ジタ 0.85 ヲ~!.タリトジ林内ノ各所ニ於ケノV 光度ヲ

ff測シテ民平均値 0.02ヲ得タ 9 トス V バ林内平均蘭係的光度 ρ0.02ρ.8.)

= O.()2.¥5ナリト云フヵ・如ジ

林冠ヲ通過ジア林内ユ射入スノレ陽光ノ強度即林内光度 J、林冠ノ密度

及性質問i術種，議林仕立法，立地ノ仕質，林齢ノ老幼，椋木本鍛ニヨリ千差瓜

別ユジア其質際ノ光度 λ置接光度計ヲ使用ジアー令官測ス /ν 外ニ庁法

ナシ然 v 泥林内平均関係尚光度 J、タトへ問符ナノV 光度計アリトスノV 毛

ヨ ν ヲ測定ス )V~、決ジダ容易ノ業ニアラズソノ、賞ニ央ユ j畠プ )V j1"如キ

有力ナノVJ.哩由ア )Vニ因ルバナリ

工斡内平均関係的先度測定 J困鍵十ル理由

1. 林内平均聞係的光度ハ常数:.7ラズ

S 95. 林内外ノ絶針的光度戸時ニヨ 9場合ユヨリ絶エズ著シキ後i!f

ヲナス毛同一林内ノ同 -1也知ニ於ケノV 醐係的光度，、一定鮫ナノV カ若シ

ク J、殆ド一定散ニ近シトナスノ、従来ノ串者が殆 1."仮定的ュ認メタノV ト

ヨロナリ換言ス V バ林外ノ光度ニ幾何ノ増減ア /V毛林内ノ光度 ρ コ v

ト正比例ジア増減シ雨者ノ比率，、常ニ副長一定政ヲ維持スノV 毛ノニシア

式ヲ以アコ ν ヲ示セバヤK似 J、制)テリト云フユアリ果ジア然ク

バ林内ノ党皮ヲ常ニ関係的危度ヲ以ア表 ρ ストセバ休内ノ光度 ρ 偲リ

三株冠ノ状態ニ鑓化ナキモノ I・ス V バ年内ノ如何?ノレ任意ノ日ニコ ν

ヲ~測スノV 毛常ニ略一定舷ヲ典へザノV ぺカラズ例へバ或休内ノ或地勲

=於ケノV 閥係的危度ヲ点目ノ或時刻ニ測定シア ().OJヲ得タリトスレバ

他ノ日ノ他ノ PJ葉IJュ測定スノν毛亦略同一ノ値ヲ得ぺク而毛叉林冠ノ状

強=鍵化ナキ毛ノトス V バ其後如何ナノV 日ノ如何ナ y 時差IJ.ュ測定スノV

毛常ニ略同一ノ値ヲ得ザノν可カクズ若シコノ似泣ヲ輿ナリトスレバ似

Pユ精密ナノV 光度言1.ヲ使用スノV ニ於ア ρ 株内光度ノ測定 ρ 必ズシ毛難

事ユアクズ何ントナレバ林内ノ戎地黙ニ於ケノレ光度 ρ 年内ノ任怠ノ日

品コ v ヲ賞測ス V バ足 )V可ク其後体冠ノ状態ユ著シキ健化ナキ限リ J、
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該地勲ノ光度 J、常=ョノ賓測光度ト略等量ナヲト断定 ν得ペケ V バ 7・
9然 v ド毛従来ノ皐者グ関係的先度ヲ一定舷又 J、一定厳ユ近シト云 7

J、其賓概略的ノ仮設;=.iIア敵皐的品川到底厳密=一定Itナ 9 ト開フ可

カラザY ヌf如ジ

今著者グ威光電池ヲ使用ジア粗密種 φテ )V庇陰格子内=於，.行へ y

光度測定ノ賞験成績=基キ各庇陰格子内ノ関係的光度ヲ計算スJV:..
Z 第 LXIII表=示スがま日キ結果ヲ得タ 9

第 LXIII 表

緑地ノ 庇 険 絡 コ巳 番

" I 11 III IV 
1t 度

光 度|制約制発度|聞際的制|発度 周目事的先月町

1. LE LJ/La L，I apL，1，/Ida i LI dpyrLI，，，/L.Ldi，y，-， ぐ勺L.

8630 6820 0.617 3叡lO 0.371 1910 0.222 930 O. lO~ 

脱抑下 6180 0，6田 8060 0.356 18∞ 0.210 8CO 0.1α 

8620 5270 . 0.619 8(αE 0399 1980 0.227 88/. 0.103 

'i8:!0 4020 0.590 2920 0.3i3 1770 0.2W 760 0，岬7
7280 482Q ， O.ffia 2720 0.376 1ioo 02411 720 0.10町

6740 4210 。.r.21i 2710 0(02 1/HO 0.243 720 0.107 . ー.、
6WO .{010 O.GI7 25CO 0.394 1440 υ.221 750 O.ll~ 

457<t-
『 ..，&0 0.777 203(1 0.~4 ]360 0.298 7側1 0.1~S 

45∞ 3]7" 0.G95 ]700 0.:l93 1330 0.292 5C0 0.123 

3f.OO . 2890 0.664 ]5EU OA31 ]O~O 0.286 520 0.145 

2850 21.0 0-162 1>&311 0.[02 930 0.827 4∞ O.l4<l 
23~0 18W O.iω ]1:02 0，440 810 0.349 490 0.2]]1 

2宮ω 1691】 0.742 920 0.404 640 0.281 370 

2200 18S0 0.859 1ま00 0.541'> 65C】 0.295 420 0.1 

]890 1:1110 0.73[， 710 0.3i6 450 0，239 310 0.1 

1710 1~0 0，88] 8似J 0.&21 610 0，298 4閃

]1180 llW 0.726 ])10 0.703 g()( 0，r07 460 0.2911 

1260 llOO 0'944 &0 0.688 5W 0.47温 360 0.2flQ 

12<:0 ]190 0.959 afO 0，600 4iO 0.379 3:!0 0.260 

1100 870 0.791 cαJ 0.!i4(l 440 0.4(。 270 0.2461 

由~O 890 0.968 6叡1 0.i5O ~O 0.(~7 290 0.31明

邸担。 770 0.866 MOi 0.652 S!O 0.4~7 260 O.20S 

仰上表品基キタ裸地ノ光度ヲ横軸畠ト 9陶係的光度ヲ縦軸且トヲア

爾者ノ関係ヲ曲線圃=示ストキ J、第 XXXUI圃ノ如 v
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緑地"佐官時えJJ....:.

若 v関係的発度LI/L.ガ裸地ノ光度 L.ノ如何ナノV盤=劃 Vア毛一定値

若げ J、近似的=一定値郎前出ノ関係長手K ナ 9 トス V ..Þ~ 裸地ノ光度
F関係的光度トノ関係ヲ表 J、ス曲線 J、La軸ユ劉ジア平行ナ )Vカ若 V ク

J、近似的=平行ナラザ )V可カラズ然 )Vエ第 XXXIII園ノ示ストコ官品

百 v..T.....裸地ノ光度ノ或範圏内=於ア J、鞘近似的ユ平行聞係ヲ有セ 9 ト

雛曲線ノ金部ヲ通ジアヨ v ヲ熟覧 :A V バ略双曲線=近キ関係ヲ有ス )V

ヲ見 )V可ク即関係的責度 J、大略的.::.Laノ増大ユ従ツア漸次遁滅ジ行ク

関係ユア y ヲ知Y可事I :2 V ユヨヅア見 V バ従来ノ串者 j1.関係的光度 J、

楳地ノ光度品幾何ノ麓遷ア 9 トス V 毛常ユ一定値若ジク J、近似的=一

定値ヲ保持ス y トナセ JV.，、責畢裸地ノ先度ノア Y 範圏内ユ於ケノV 言詑

芯ジアヨ V ヲ故事的エ解説ス V ..t'"関係的光度 J、寅ュ L..ノ函数ユシア而

~ J.Jaノ増大品従ツア次第=遮滅ジ行クノ函数換言ス v..T......双曲線的ノ閥

係品ア 9 トナサザ、 )Vベカタズ例へバ裸地ノ光度虫t8600択燭党ノ場合ユ

ア 9ア J、庇陰格子IIノ内部ノ光度 J、3060択燭党ニジア其関係的光度 J、

0.356ナ 9 ト蜂裸地ノ光度遅滅ジア 1580吠燭党トナ Y トキ J、庇陰格子II

ノ内部ノ光度 J、前 F同一ノ割合=越滅ス )Vコトナクシア 1110択燭先ヲ
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有ス fVヲ見ノV ペク即其関係的光度 ρ 0.703.: ~ア前者ノ殆ド二倍=垂 y

bスノν値ヲ示ス所ナ 9

上記ノ闘係 J、陽光ガ庇陰格子ヲ通過二え Y 揚合ユ起 9来Y 現象ナ 9 ト

離::rV ヲ現賓林ノ場合品就ア考察セン品野外ノ光度ヲ1.0 トシアノ林

内ノ光度即脇係的光度 J、欝閉密ナ Jν揚合ユ於ア次第ニ遮誠事/行ク J、論

ナシト錐而モ等ーノ欝閉ノ場合ニア 9ア毛林内ノ闘係的光度 J、決ジア

常数=アラズ V ア測定ノ時ヲ異ユス JVエ従ヲタ常=若干ノ襲具ア }V毛

ノトナサザ }V可カラズ換言ス V バ野外ノ絶事}的先度異ナ Y ユ従ッア又

異ナノV ノ値・ヲト 9町毛其値 J、野外ノ絶!J的光度大ナノV 品従ツア次第エユ

遊滅 V 行クノ関係ユア Fトナサザノレ可カラズ夏ユ換言ス v"'t，"t>野外ノ光

度ヲ1.0 トシアノ林内ノ光度 J、コ ν ヲ晴3曇ノ雨日ユ観測ス v，..，......決シア

等ーノ数値ヲ得 }Vコトナクシア前者ノ観測佐川後者ノ観測値ノア JV分

数ナノV ヲ常トス可ス

林内ノ関係的光度ガ必ズ~:e一定値ェアラずy ョト上述ノ動クナ 9

トセバ林内ノ嗣係的光度 J、只任意ノ日ノ任意ノ時刻=観測シタ y 値ヲ

以アジア J、街不充舟ナ P ト諦 J、ザ }V可カラズ何ントナ vバ該測定佐川

賓ニ其格段ノ日格段ノ時刻=於ケ Y 関係的光度ユシア他ノ日，他ノ時刻

=於ア測定ス v..，......叉ヨ v "異ナ y ノ関係的先度ヲ得ノν ャ疑ナケ V..t'.ナ

'J ::r V 賞品林内ノ関係的光度ヲ測定ス }V品営 9ア逢着ス Y ーツノ‘障碍

品シア而:e賞駿ヲ行 J、ずy 何人ト雄殆 1'.諜想 V得ザノV トコロ=周セタ

著者 p 庇陰格子内ノ闘係的光度測定ノ揚合ニアヲア J、特=暗，曇ノ雨日

ニ於ケ JV一日間ノ総受光量ヲ光積法ニヨ 9ア求メ夏=一生長期間内ノ

日照時数ヲ考察ノ下=入 v ア該期間内ノ総受光量ヲ近似的ニ計量三/以

ア稚苗ノ一生長期間ノ受光量ト其生長量トノ関係ヲ蹄納ス y ノ用ユ供

vタJVJ、本論文其- ~ 46 :.於ア詳述セ }Vトコロノ京日シ林内ノ関係的先

度測定ノ場合=ア');;-弔該方法ヲ臆用ス V "，T'i'"或 J、近似的=一生長期間

ニ於ケノν林内ノ平均関係的光度ヲ測定 v得ペキユ似タ 9然 V J:毛現寅

林ノ場合=ア 9ア J、林冠 J、絶エズ生長ト枯落トヲ繰返ジツツア JVヲ以



(182) 

ア一生長期間ヲ泊三Fテ該林冠グ光線ヲ遮断ス )V割合 J、決意〆テ一定ナ，

ト考 '7 )Vヲ得ズ従ツア光線主主断ノ割合常=一定ナノν庇陰格子ノ揚合ト

同一=考察ス可カラズ偲 9ニ一生長期間ヲ遁ジア多敏ノ観測ヲ行ヒ以

ア其平均値ヲ求ム V バ或 J、近似的=林内ノ平均関係的光度ヲ求ム Y ヨ

ト擁カラズト蜂斯クノ如キ J、極メア煩雑ナノV 手猷ヲ要ス JV毛ノ=ジア

皐術上ノ研究.:::.~、或 J、ョ v ヲ厭 J、ズトセン毛賞用上林内ノ関係的光度

ヲ簡易=計量セントス Y 目的=劃シア J、毛トヨ 9拾ズ JVノ慣値ナシト

云フ可 ν斯クノ動ク考察シ来 )V ト今 J、林内ノ平均関係的光度目到底ヨ

v ヲ簡易=精密=測定ス )Vノ愈ナキ=至 )Vヨ V 林内平均関係的光度調l

定ノ困雛ナ )V第ーノ理由ナ 9

2. 林内外 J光度ハ岡崎観測予審ザズ

h ~ 96. 林内ノ関係的光度 IJ
a
ヲ求メシトス V バ先グ裸地=於ケノV 光度

L.ヲ測定シ然 JV後林内ノ光度 LIヲ測定セザ )V可カラズ而毛巌密=云へ

バ爾者ノ観測 J、委ク同時=ョ v ヲ行 J、ザノν可カラズ然 v ドヨ正賞際=ア

'ア J、裸地=於ア光度ヲ観測ジ実ユ林内=入 9ア光度ヲ概測スノV 迄ノ

間ユ J、必ズ若干ノ時間ヲ要スノV ヲ以ア偲， .:::.該時間内ユ天候ノ襲化ユ

り裸地ノ光ト若干ノ襲化ア 9 トスVバヨノ場合ユドノVJfJ岐
阜巌密ナ Y 意味ニ於ケ Y 関係的光度=アラズ且叉該時間内=天候ノ鍵

化ナシトス Y 毛裸地ノ光度 J、時ノ鰹遇=伴ヒア絶エズ鍵運スノV ヲ以ア

爾者ノ光度即L.及 LIヲ同時=観測セザ JV限， .:::.於ア J、到底精密ナ y 関

係的光度ヲ求ムペキ ι アラズョ v林内平均関係的光度測定ノ困難ナ y

第二ノ理由ナ 9

3. 間ー林内 J光度ハ随所=著大 J相異7リ

~ 97. 欝閉ノ股態法正ナ Jν 森林ト量農林冠=多少ノ裂開アノ~V .T'"兎 vズ

Eヌ林冠ノ麿度及形朕毛林升ノ随所=於テ若干ノ相違ア y ヲ常トス )V

ヲ以ア林内ノ各部=於ケ Y 光度 J、常=著大ノ相違アノνヲ兎 vス・況ヤ欝

閉ノ紋況不規則ナ )V蘇林ユア 9アJ、:3V ヲ肉眼的エ穂別ス y 毛明暗ノ

獄富島常ナフズシテ或地勲 J、金ク林冠=遮断セラ vザy 直売ノ照射ヲ受
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ク叉或地勲 J、林冠ユヨ 9ア上射光線ノ全部ヲ遮断セラ v只僅カユ側方

ヨ9微弱ナノレ側射党線(陰光)ヲ受ク y 品過ギザ )Vノ朕態ヲ量セ 93騎クノ

全日キ場合=ア 9ア J、雨者ノ光度ノ差 J、吾人昔f想像ス y 以上ユ著大=ジ

ア吾人 J、殆 1'.其何 vノ地勲ノ光度ヲ以ア該林分ノ平均光度トナス可キ

ヤユ就ア適従ス JV所ヲ免J:ラザノVι 至ノV即コノ場合ニア 9ア J、只林分ノ

任意ノ一二箇所ニ於ア観測セ y 光度 J、毛トヨリ該林分ノ平均光度ヲ代

表ス )Vモノユアラズ故=賓際ユア 9ア ρ 多数ノ地勲ュ於ア観測ヲ行ヒ

以ア其平均値ヲ求メずノν可カラズコ v林内平均聞係的光度調'J定ノ凶難

ナ )V第三ノ理由ナ 9

II. 林内卒均関係的光度測定 Z 封スル著者 J意見

9 98. 上述ノ全日夕考察ジ来ノV トキ J、林内平均関係的光度ヲ精密=

測定ス JVJ、殆ド不可能エシアタトへ稚苗ノ最小限界光度ヲ知 9得タ 9

トス )V毛コ V ヲ現寅林ユ的確ユ臆用スノνノ途ナキガ如 V 然 v ド=e:著者

同コノ理由ユヨ 9ア直チニ該研究 J、賞用上ノ債値ナジトジアコ V ヲ放

棄セントス )V毛ノユアラズ蓋 v計量法ニ劃スノV 賓用上ノ憤値 J、必ズジ

モ其精度ユアラズ V ア寧ロ速成品ア 9其精度 J、賞用品供シ得 )Vノ範囲

内ユア νバ即足 ν9然クバ林内平均関係的光度モコノ意味ノ精度ユ於

ア測定スノ'VJ、敢ア難事ナ 9 トス可カラズ第一ノ場合即林内ノ闘係的先

度 J、時品ヨ 9揚合エヨ 9必ズジモ一定ナヌザ.)V::7ト上越ノ如クナ 9 ト

臨裸地ノ光度ノアノV 範囲内例へバ黒漆紙ヲ以ア一定ノ割合ニ弱メタ )V

日中ノ光度二五0075至八五00択燭光(本論丈其-9 45奉照)ノ問ニア

9ア J、闘係的光度 J、近似的 ι 一定ナ 9 ト限定ス )V毛妨グナキヲ以7"裸

地ノ党度ノコノ舘ノ場合ニ於7"林内光度ヲ測定ス V .-t".如何ナノvU如何

ナ JV時刻ユ観測ヲ行フモ闘係的光度 J、常=略一定ナ 91・考 7JVヲ得ぺ

V 耐 V ア威光電池=射入ス )V先度ヲ黒漆紙ヲ以ア一定ノ割合=弱メタ

Y 場合=ア 9ア J、晴天ニ於ケ )v聾・開(午前八時ヨ 9午後四時守デ)ノ光度

J、一生長期間ヲ通ジア略上記光度(二五00万至八五00択燭光)ノ間ヲ

往復λyヲ常トス y ヲ以ア常品晴天ヲ利用ジア林内外ノ先度ヲ測定 v
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以ア関係的光度ヲ求ムノV ユ於ア J、如何ナ y 日如何ナノV 時刻ユ測定ス Y

<{;著大ノ誤差ア 9 ト考フ可カラズ又第二ノ場合即1.，.及IJjノ観測ヲ同時

ニ行 y 能川ずIVガタメユ生ズノν誤差毛晴天ノ正午前後(午前九時ヨ 9午

綾三時マデノ問):.:;2 V ヲ測定ス v..T....極メア小ナラシム y ヲ得ペシ何 y

トナ V ，.T-t'コノ時刻ノ前後ユア 9ア J、太陽ノ運行ノ速度 J、極メア遅 φタ

JVヲ以ア裸地ノ光度即1.aノ値ユ麓化少ク従ツア林内外ノ光度ノ観測ユ

多少ノ時間ノ相違ア 9 トス JV毛其間ニ於ケ JV林外ノ光度 J、近似的ユ常

=一定ナ 9v毛ノト仮定スノレヲ得ペケ V バナ 9又第三ノ場合 J、既述セ

Y トコロノ京日夕ー林分ノ各地黙ユ於ア多数ノ観測ヲ行ヒ以ア其平均値

ヲ求ムノV ニ於ア J、或程度マデ精密 ι 該株分ノ平均閥係的危度ヲ算出ス

ノνョト難カラズ

9 99. 要ス JVユ林内平均関係的光度 ρ :;2 V ヲ精密ニ測定ス JV.，T、寅

際不可能ノコトユ属ス V 1'.毛アノV 程度ノ誤差ヲ橡メ覚悟ジア近似的ユ

ヨ V ガ観測ヲ行 J、ントス JV.，T、必ズ νモ難事ユアラズ叉仮 9ュ多大ノ誤

差ア 9 トスノV モヨ V ヲ目測ス y ノ車fL栄ナノV ユ比スレバ殆ド同日ノ諭ユ

アラズ只林内ノ光度ヲ賓測スペキ簡易ユシア精密ナノV 光度計 J、今日?

デ向未ダ義明セラノ'VJVユ至ラズ ¥Vicsner氏ノ先度計 J、簡易ユジア使用法

ノ便ナノV 黙ユ於 7.，T、優 v ヲト錐其精度ユ至リア J、多ク云フユ足ラズ又

飯盛里安氏ノ戚充電池 J、其精度ニ於ア J、明ヵ=前者=優 V 9 ト雄携帯

ユ不便ユジア使用法ノ複雑ナノV 黙=於ア賞用上ノ債償乏ジキ俄ア 9只

皐術上ノ研究=ア 9ア J、其精度ノ優越ヲ主眼ト V 使用法ノ煩勢 J、アノV

程度マデ J、必ズジエE厭フ所ナラザ JVヲ以アコノ意味ノ使用=劉ジアノ

ミ Wiesncr氏ノソ V:'優 VJVヲ見 JV期クノ如ク今日マデ礎明セラ V タy

光度計ユ在 9アJ、精度犬ナ Y 毛ノ J、使用法複雑ユジア使用法簡草ナノV

毛ノ J、精度小ナノV ヲ以ア林内光度ヲ皐術上ノ目的ユ封ジア測定セント

ス JV場合 J、暫ク措キア問 J、ズョ v ヲ天然更新ノ質行ユ常 9伐採ノ程度

ヲ定ム JV一方法トジア株内光度ヲ簡易ニ的確ュ測定セシトスノV 目的ユ

劃 ν7-'、殆ド其用ヲナサザ JVヌf如ジ故=著者 J、賞際家ヌf天然更新ノ寅
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可子ユ常 9ア上木伐採ノ程度ヲ定ムノV補助法トジア林内卒均関係的光度

ヲ知フントス }Vノ目的エ婁}シア ρ 直接先度計ヲ使用ジアコ v ヲ観測ス

}Vノ方法=依ラズ寧ロ林木ノ本数ト平均直径若ジク J、競蓋比 (B蹴 hiト

mungsverhaltnis)等ノ測定ユヨ 9ア間接ユ林内平均闘係的光度ヲ算出ス }V

ヲ使ナ 9 ト思考 ν夙ユヨ V jl研究=着手セ }Vノ結果南者ノ相関ヲ表 ρ

ス可キ理論式ヲ誘導ジコ V ヲ現賓林ユ適用シアヨク賞用ニ供ス }Vノ憤

値ア }Vヲ認ムノV ユ至 V 9今コ V -jl説明ヲナスユ先立チ林内平均閥係的

光度測定品劃ジア従来ノ林串者ヲf行へ Y 主要ナノVーニノ賓例ヲ説明セ

y トス

B. 林内平均関係的光度ノ定量的測定=閥スルー二
ノ従来ノ方法

~ 100. 林内光度ヲ定量的=測定セント企アタ }V..、著者ノ知Y範囲

品於ア J、Th.Hnrtig氏ヲ鳴矢トス

同氏ノ測定=使用セル光度計 ρ 要 λ3レユ只普通ノ感光紙チ鎗片吠=重ネ合セタ JlI1. 2， 

3，. .U 屠ノバラフキン紙ユテ被覆 V ヨ V チ単位時間光皮チ測定セ y トスル陽光ノ下ユ曝)1

V 其幾層白守デ感光セルヤチ獄徐 γ テ大略的=光度ノ大小チ測定セ V トえ市毛ノ;;:.~デ

其精度頗ル低グ光度チ ft 字的=測定スルノ計器ト γ テ P 金~ 1室用ユ供え pν=足ヲザル喧

ノナ V

又 Kunze氏 J、Actinophotometerヲ使用ジア Buche ノ間伐試験林=於ケ }V

各身地ノ庇陰率(Bωchattungsverhaltnis)ヲ測定セ 9

該光度計戸元来潟 iit師す撮彰ノ際咽光時間チ測定スルノ舟ユ供 γ 担ル毛ノエ V テ其主

要部，t.1'只螺旋ユヨ甲テ遊動セ V メ得 11-'ー少ノ青色(J!)t... 、褐色)模形グラスェ舛、ナラズ V テ美

原理トスルトヨロ F、要スルユ該グラスユ司事テ吸Jikセヲ pν ル光線ノ量チ測定セ V トえ Jν

ユ 7 1) ::1 V チ使用 vテ奥 A ラ v 担方物也チ E日射ス w光皮チ測定セ V ニ P 該グラスチ遮V

テ物館チ見透 V該物値ず辛 7t:'テ朕=司'テ認識セヲルルニ歪 11-'-.rデ螺旋チ悶"vテグ
ラスチ惑動セ V メ其遊動 V タル大サ'>'::1 V ;;:. 1，骨 7 テ取 H~・g. J.ν目盛ユヨ Pテ採讃えル袋

置ナ P同氏 "11'::1 V チ使用ジテ林内ノ光度チ泌I~ セ防法，、先グ一枚ノ白色紙チ光~チ測定

セ>'I・ス』ν林内ノ任意ノ樹幹ノ目量11yノ高サエ貼付 γyV 司'五米"距 ~JlI 地踏ユ立チ

陽光チ管 ;;:.Vテ見透 V チ行 b 白色紙 Y 完全=見エザ Jν=歪 )'V-.rデ模形グラスチ遊動 V タ

JlI 大サチ採讃 V テ光度ノ大小手知 2レ毛ノ;;:.~テ同氏 p、持ユ第一同声青色接眼鏡チ第二同

，、白色接眼鏡チ透 γ テ観測チ行 b ニ同ノ観測チ平均 V テ該林内ノ該樹幹ノ附近=於?1ν 

平均ノ光度チ求メョ v等ノ観測テー林内ノ殿箇所ニ於テ繰返 γ ョ V チ算術的ユ平均 γ テ
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骸林分ノ平均光度チ算出セリ只上詑ノ観 ì!!l] チナス=営守デ ì1l1] 者ノ位置 h 必ズ問~度ノ性

質チ明l然底別 V得 1レノ位置ニ選ペ甲ト云 7 カグテ同氏 h・一九 O九年九月二日午前九時ヨ

リ-0時四五分ノ商=於テ関 f足度異ナル三箇ノ林分=就テ観測1]チ行 b ~ }レ結果声質 Z 第

LXIV 表ノ如グナザ V ト云 7

第 LXIV 表

Buche J間伐試験林エ於ケル間伐度ト林内光度ト J関係

問 伐 度 林 平均L糠直)径 樹 高 林内光皮
営リ林木本聾主 (米〕 t}o 

溺 度 a 99 1201 18.4 21.19 8¥J.7 

中庸皮 b 93 54.0 22.7 21.71 9451 

5員 度 c 93 463 23.9 22.5~ 100.0 

同氏式f使用セ Y 光度計 J、樹幹ニ貼付セ JV白色紙 :Jl肉眼ヲ以ア正ニ見

エザノV ニ至ノV ノ限界黙ヲ以ア光度ノ大小ヲ計量セントスノV モノニジア

仲縮常ナキ瞳孔ヲ以ア光度ヲ観測メ JV結果 J、恰モ異種ノ尺度ヲ以ア同

一物躍ヲ丈量スノレニ異ナラス・毎同ノ観測ノ結果 J、恐ラクノ、多大ノ誤差

ヲ招致スベク先度ヲ数字的ニ観視)JスY計器トジア J、到底不精密ナノV ヲ

兎 vズ況ャ模形ノグラスヌf光度ヲ遮断スノV度 J、ダラスノ厚度ニ正比例

事/ア増大スノV 毛ノナ 9ヤ否ヤ J、向未ダ断定ヲ下ス可キニアラザノV ニ於

アヲヤ

Cieslar 氏 ρWiesner氏ノ光度計ヲ使用ジア 'Veisstanne，Rot buche， Sch warzおhre

等ノ間伐及受光伐試験林ニ於ア数年ヲ費ジア林内光度ノ質測ヲ行ヒ各

種ノ有益ナノV 結論ニ到達 v汎ク皐界ノ注目ヲ惹ヶ y

氏 F、該光度計チ使用事〆テ先グ林タトノ光 l史チ観測ジヨ~~試験林中林水ノ密度最疎ナル分

匝ヨ明始メ順次密ナル分阻=入甲テ平均光皮チ代表スト認ムペキ地黙=於テ光度ノ観測

チ行 b 束三再ピ林~[、ノ原地効コ録 P 来リテ時一ノ観測1] チ繰返セ甲勿論ヨノ場合ヱ林 P卜ユ

於テ行 7二向ノ観!Jl1]f直戸尚一f直ヱアヲザルチ以テj;fj入法 (Interpo'ation) ~ヨ 1} 各地部ノ観

測値=若干ノ修正チ加 7}レ宅ノト λ 養ジ天然ノ全日光ノ強度戸時ノ函殿ユジテ裳明司 11

正午=至ル T デ P 漸次上昇 V 正午=於テ最大コ主義 γyv ヨ yi初次下降 V テ黄昏コ至 yレチ

以テ林外=於テ時チ異コ V テ行 A ルニ同ノ観測{直ユ若干ノ偏差アル P 営然ェ γ テョノ偏

差チ可及的小ナヲ V メ y "h. ~メエ戸林タトエ於テ観 ìll1] >-'林内手通過 γ テ再ピ林タトノ原地裁

(1) m白lar，Die Rolle des Lichtes im Wt11ue. 1907. 
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=復蹄ス iV....デノ時間チ可及的小テヲ γ メザ J'V可カラズ同氏 F 最大ト V テー v チ一時間

=限定 γ 且光度ノ観 lJl~ ~...陽光ノ強度ユ強化~O\>晴天ノ日ユ行プチ尿JlIJ トセ'

間伐試験林ノ各分凪ノ林内光度 y、上詑ノ方法ユヨ'テ観測セル林タトノ光度ノ算衡平均

値チ1.0 トV テ比例値=冒ル方恋l!P関係的光度チ以テ表 F セ'

Cieslar氏ガ行へ JV林内光度測定ノ方法 J、晴天ノ日=行 Y ヲ原則トジ

而毛一向ノ観測系ヲ一時間以内=終了ス }Vユ昂メタ }Vヲ以ア観測ノ途

中ユ於グノV 林外ノ光度ノ麓化ユ伴フア生ズ }V誤差並ユ関係的先度ガ林

外ノ光度ノ麓化ニ伴フア越化スノV ガタメユ生ズノV 誤差 J、可及的油、去セ

ラ vタ 9 ト云フペク林内光度測定ノ方法トジア J、殆ド間然スノV トヨロ

ナ V ト雄只各分直ノ林内ノ平均光度ヲ代表スト認ム可キ地勲 J、如何ユ

V アヨ V ヲ選定 v而毛斯クノ如キ地黙，、同一身直ノ林内=於ア車位面

積=劃 vア果 V ア幾何ヲ選ピタノV ヤ詳カナフズ林内ノ先度 p 欝閉ノ扶

態一見事/ア略均一ト認メラノ'V}V森林ノ場合=ア 9ア毛随所ユ著ジキ相

違ア Y ヲ以ア平均ノ光度ヲ有ス 1・認ム可キ地黙ノ選定 J、林内光度測定

品常 9ア注意スベキ最大ノ要件=麗セ 9而毛コノ選定 J、唯ーノ目測ヲ

以アスノV .T、危険極守 9ナキヲ以ア可及的多数ノ地黙ュ於ア賓測ヲ行ヒ

以ア其平均値ヲ求メザ JV可カラズ若ジヨノ黙=於ア不用意ナ 9 トセ ν

カ該測定値 J、殆ドー顧ノ慣値ナジト断ズ }V毛可ナ 9同氏ガコ V エ就ア

充分ノ設明ヲ奥へず }V.T、著者ノ了解ニ苦ジムトコロナ 9偲 9.::.一歩ヲ

譲 9同氏 J、コ v=-就ア充分ノ注意ヲ梯へ 9 トスノV 毛同氏ノ使用セ Y

Wiemer氏ノ光度計 ρ 其精度甚ダ疑"t'vキコト前節逃プ )V トコ官ノ如ク

ナY ヲ以ア同氏ノ観測値ユ郵 V ア J、著者 J、向未ダ充分ノ樺威ヲ説、ムノV

ヨト能川ズ然 v ド毛著者ノ知 )V限リユ於ア J、同氏以後ユ於ア同氏ノ如

ク林内光度ノ定量的測定=就ア精段ノ観測ヲ錦セノV モノア y ヲ見ズ今

同氏ヌfBuche ノ間伐試験林ニ就ア行へ )V林内先度観測値ノー例ヲ摘記

ス V バ第LXV表ノ如 ν
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第 LXV 表

BucheJ間伐試験林Z於ケル間伐林ト林内平均関係的光度トJ関係

間 伐 度 -"-グタールド i平 均 直 径
林内平均闘係的光度

林木本鍛
(糠〉

君事 度 2208 14.5 3.2 

中 庸 度 1216 17.3 3.8 

『長 度 876 18.3 5.9 

林齢60&手>1900 &f.賞 !II~

S 101. 上述ノ如ク林内ノ平均関係的先度ヲ寅測ス )V.t、積令ノ困難

ナy 事情ア )Vヲ以ア皐術上ノ研究ノ場合 J、暫ク措キ賓際家'ft"更新上ノ

伐採ヲ賓行;::AノV エ常 9ア林内ノ平均闘係的光度ヲ賓測シ因ツア以ア伐

採ノ秤.度ヲカnl戚ス )V.t、理論上云フ可クシア質際ニ行 J、ν 難ク強アコ V

ヲ質行ス )V.::.於ア J、時=或 J、意外ノ誤差ヲ招来 V ア牧拾ス可カラザ )V

失態ヲ招クノ恐 v ナキヲ保セズ故ュ賞際ノ技術ユ従事ス JV毛ノ J、車接

林内ノ光度ヲ測定ス JVノ煩勢=従 J、ンヨ y;:ε 寧官一町歩エ撃すスノV林木

本数及平均直径若 Vク J、罪事蓋面積等容易ニ的確ニ計量シ得ペキ因子ユ

基キ間接=林内光度ヲ算出ス JVノ方法ニヨ JVヲ便ナ 9 トス然ラバ其方

法 p 如何乞フ暫ク次ノ研究兵見ヨ

C. 林木本数及平均樹幹直径ト林内平均関係的光

度 Tノ闘係

1. 理論的考察

S 102. 今同一ノ立地ニ同ーノ作業法ニヨ 9ア経替スノV 同齢同一樹

種ノ森林ア 9 トセバ陽光ガ其林冠ヲ通過ス JV割合即林内ノ関係的光度

J、林木疎立スノ~V ~従ヒア愈大ナノ'V 'þ、明カニ ÿ 'j'換言ス V /'t~林木本数ノ

増大=逆比例ス )Vノ関係ユア 9然 v 1'.モ陽光'ft"林冠ヲ通過スノV割合 J、

菅 ι 林木ノ本数ノミニ閲スノV エアラ"7."y ア賢ニ各草木ノ樹冠ノ大サユ

闘セ 9然 JVニ樹冠ノ大サ J、樹幹ノ胸高断面即又胸高直径エ比例スノV ノ

関係ヲ有ス JVヲ以ア陽先ガ樹冠ヲ通過スノV 割合 J、偲 9ユ林木本数同〕
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ナ 9 トセバ林木ノ卒均直径ニ逆比例ス Y ノ関係ヲ有セ 9然 V ド毛林木

ノ本童文ト其平均直径ト J、叉相Ii::=.函数的メ関係ヲ有 V 林木ノ平均直径.

ノ増大=件フア林木ノ本童文 J、次第ニ逓減ジ行ク事情アノV ヲ以ア林内発

度ト林木本数並エ卒均直径トノ関係 J、相互ユ直線的ノ闘係=ア 9 ト弦

フ可カラズ今般ヲニー町歩常 9ノ林木本数ヲ n，平均車径ヲ d，林内ノ平

均関係的光度ヲ Iヲ以ア表 J、ストセバコ V 等ノ間ユ J、恐ラク J、突式ユ

示スヌf如キ関係ア1) 1、思考セクノV

l一一主一一n<X.d，s 
(1) 

(1)式ユ於ア k，(1， fJ .;>、樹種，作業法，林齢，立地ノ性質其他種令ノ事情ユヨ

9ア異ナノV ノ常数::=.~ア林内ノ関係的光皮 1 .;>、林木本数ノ α事ニ叉平

均直径ノ P襲=逆比例スノV ノ関係ヲ示セ 9

(1)式ノ劃数ヲト V バ

log 1= log k-'1 ・logn-fJ .log d (2) 

今(2)式ヲ簡車ユス JVタメ logl=L，logk=K， logn=N， logd=Dヲ以ア表

J、ストキ J、

!J=Kーα.N-{J.D (3) 

11. 費験J方法反其成績

fi 1ω. 仮1).::.前節(3)式ユ示 V タJV関係ヌf成立ス JV毛ノトセバ奥へ

フvタJV林分ノ林木本数ト其平均直径トヲ知 V .-T'¥.該林分ノ林内平均関

係旬的光度 J、計算上コ V ヲ求メ得 JVヤ明カナ 9然 v ド毛質駿ノ成績=徴

ジア K，α，s等ノ常数ヲ求メンガタメ::=..;>、同一ノ立地=生立スノV同齢同

樹種ノ森林=於ア而モ其本数及平均直径ノ相同~カラずノV 毛ノ例へバ

間伐試験林ノ如キ毛ノエ就アコ V ヌf賢測ヲ行 J、ザノV可カフズ且叉期ク

ノ虫日キ研究 J、主トジア天然下種更新法殊=上方天然下種更新法ニ於ア

上木ノ伐採ノ程度ヲ定ムノV補助法トシア癒用セラ JVペキモノナノV ヲ以

アコ v ヲ賞用ノ目的=供セントス v..."....上方天然下種更新法ノ最多ク行

訓 JV)V樹種例ヘバ北海道ユア 9アJ、bぞまつpとなまつユ就アコ V ヌf研
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究ヲ準ムノV ヲ至常トス然 v ド毛 bぞまつ，と留まつ=就ア J、街未ダ研究

ノ資料トス可キ合理的間伐試験林::rvナキヲ以ア著者 J、服 y.=.北海道

帝園大串附属苫小牧慣習林所在からまっ生長試験林 z 就ア上式ノ闘係

ガ成立ス )Vヤ否ヤヲ試ミントセ 9該試験林 J、苫小牧海岸ヲ距 )V西南ノ

方約一里束商品面ジア緩慢ナノV 傾斜ヲナセノV 正陵地エア 9土蟻ノ大部

分 J、火山灰ョ 9ナ 9地昧肥沃ナラズ明治四二年新植セ )V森林ユ V ア金

面積約四町歩林内ニー五間卒方ノ試験分地五箇ヲ設定 V 各砂地 J、夏=

其内部ヲーO間平方ニ匝分ジア間伐度ヲ種令異ナラジメ以ア生長ノ相

違ヲ検セシトセ 9各砂地ノ四周巾二間竿 J、只自然ノ枯枝ヲ欝除セ Y ノ

外別=間伐ヲ行 J、ズ生長試験ノ方法並=其成績=就j".T、他日公表ノ機

曾ア )Vヲ以アヨヨ品川只本研究ュ関係アノV数字ノミヲ報告ス )V.::.止メ

シトス

大正一O年一O月各身地=現存セ )V林木本数及卒均直径並=卒均樹

高及平均枝下高，、第 LXVI表=示スガ如ジ

第 LXVI 表

試験分地番電量 一町歩本質事 平均 樹 高 平均投下高 平均 直径
林木 鍛

〈尺ヲ (尺) (寸)

I 22日} 32.63 13.95 3.48 

11 18GO 33.08 12.71 3.81 

111 1620 34.23 ]3.22 4.11 

IV 13邸】 32.44 ]2.47 3.8] 

v 10加 3].51 10.32 3.92 

同年一O月一五日着葉樹冠下ユ於ア風光電池ヲ使用シア林内平均閥

係的光度ノ賓測ヲ行へ 9即先グ林外ユー箇所林内ノ各分地ユ各五箇所

ノ光度ヲ測定ス JV'::'遁常ナノV 地熱ヲ選定 ν強メ各地勲=水平ノ架肇ヲ

設備シ光度測定=嘗 9アミリ電思計ヲ容易=迅速ニ据付ヶ得ペキ準備

ヲナセ 9但林外ノ光度測定地勲 J、厳密=云へバ絶艶的裸地ヲ必要トス

Y 毛::rJ、到底其附近品求ム Y ヨト能川サ 9ジヲ以ア可及的地物ノ遮影

ナキ箇所ヲ選定ス )Vユ止メタ 9又各分地ノ林内角度ヲ測定ス可キ地賠
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J、コ V ヌf選定極メア困難ナ 9 ト雄大睡目測ユヨ 9各分地ノ平均光度ヲ

代表スト認ム可キ地黙ヲ各分地=就ア各五箇所宛選定ジ夫 v夫 vNr.l， 

Nr. 2， Nr. 3， Nr. 4， Nr. 5 ノ番競ヲ付セ 9光度測定ノ方訟 J、先グ株外ノ漁メ

選定シ置キタノν地勲=於ア光度ノ観測ヲ行ヒ衣ユ林内ノ各分地ユ就，.

測定地勲Nr.l::..於ケ JV光度ヲ順次=観測v再ピ林外ノ原地黙=復帰 ν

ア観測ヲ行ヒ夏=再ピ林内=入リア各分地測定地勲Nr.2ュ於ケノV先度

ヲ順次ユ観測ジ迫ツア斯クノ蜘クジア五組ノ往復観測ヲ行ヒコ v ヲ算

術的=平均 vア林外及林内ノ各分地ノ卒均光度ヲ算出セ 9

観測常日 J、金然快晴ニアラザ 9v 毛少クト~観測時中川太陽雲場ノ

遮断ヲ受ケズ観測 J、午前一O時三O分=始メ午後四時O牙ニ鯵了セ 9

観測成績 J、第LXVII表=列記ス JVガ虫nv

第 LXVII 表

林内光度 林 内
林 タト

第 I 分地|第町地|第III~地|爺 IV 分地|第 V分地観測地磁 観測刻時

番 披 経 割 的 光 1ft {択燭光〉

1 ω。。 520 430 6・ぷ} 600 850 
有I情l時砂町~
1.:JO-11._0 

2 7鋭的 71:0 520 740 920 1300 11.<.0午-後0.3< 

3 65α} 370 410 620 780 890 o.~o- 1.2< 

a 5200 340 sαJ 390 650 700 1.20 -3.10 

5 35α』 2α) 190 320 430 3CO 3.10-4.()( 

合 計 299ω 218<】 1850 2690 3380 4100 

平 均 598<1 436 370 538 676 820 

% 100 7.3 6.2 、9.0 11.3 13.7 

故ユ上記ノからまっ生長試験林ユア 9ア J、林外ノ先度ヲ 100 トス V

..t'. 1， II， III， IV， V分地ノ林内平均閥係的光度 J、夫 v夫 v7.3: 6.2: D.O: 11.3 : 

13.7ナJVヲ知y
ID.賓験成績J考査

9 104. 故=今上記ノからまつ生長試験休ユ就ア各舟地ノ林木本数

n，平均車径 d，林内平均闘係的光度 l並ユ::2V j7"封数ヲ併記ジアー表ユ

縄ム JVトキ J、第LXVlII表ノ如ジ
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第 LXVIII 表

試験分地番競 林1マ品平均直径 林胤係内的平光均度 log 1=1， logd=D 
n d (寸)

I 2250 3.48 

II 1860 3.81 

III 162f 4.11 

IV 1350 3.81 

V 10m 3.92 

ム表ノ質験成績ヲ式

log l=k-α・logn-，9・logd
或ρL=Kーα・N-s・D

7.3 0.86332 

6.2 0.79239 

9.0 0.95424 

11.日 1.05308 

13.7 1.13672 

品趨用ジア最小二乗法ユヨ 9常数 k，aJ (3ヲ求ムノV トキ J、

log 1=5.316-1.184 .Iog n-O.977 .Iog d 

或 J、 IJ=5.316-1.184・N-O.977・D

0.54158 

0.580::13 

0.61384 

O.5F.:OJ3 

O.5032¥J 

log n=N 

3.35218 

3.2695] 

3.20'>5・

3.13033 

3.03342 

上表ユ示セ )Vn及 dノー去をノ儲ヲ上記ノ質験式ュ j直用ジア Iノ憤ヲ

計算 V 質測値 1.=.劃スノV偏差ヲ求ム V バ第 LXIX表ノ如ジ

第 LXIX 表

n d ìJl~ lt 偏 差
1 I 

I 2250 3.48 7.3 G.6 一 0.7 
II 1860 3.81 6.2 7.5 + 1.月

III 1620 H1 9_0 8.2 一 O.F 
IV 13W 3A 11.3 11.1 一 O.~ 

、

V 1080 3.92 13.7 14.0 + 0.f 

即表ノ示ス加ク質測位ト計算値トノ偏差 ρ 可也ユ大ナ 9 ト雄毛偏差

ノ分配不良ナラズ林内光度ノ目測が一般ユ粗朱ニジア誤差ノ著大ナノν

=比ス v...，.，"上式ユヨ 9林内平均関係的先度ヲ求ムノV ノ法 J、充牙費用ユ

供ス )Vノ慣値ア 9 ト云フ可 v

上式 J、林齢一五年ノからまっ株=於ケノV 林内平均関係的光度 Iト林

木本数 n並=平均直径 d トノ関係ヲ表示ス )V質職式ユ V ア 1，n， dノ因
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子ノ中何 v ヵニツノ因子ノ館ヲ知 V バ他ノ因子ノ値 J、計算上コ ν ヲ求

ムノV ヲ得ペジ

IV. 林木本数友平均直笹ト林内卒均関係的光度ト J相開園表

~ 105. 今試ユ上式ニ基キア典へフ vタノV 林木本数及平均直径ユ相

常ス JV林内卒、均関係的光度ヲ計算ス V バ第 LXX表ノ如グ叉ヨ V ヲー

ヅノ闘表ユ示 V タノV モノ J、第 XXXIV園ノ如 ν;著者 J、該圃ヲ林木本数

及平均直径 1・林内平均関係的先度トノ相関国表ト名グケントス

第 LXX 表

一五年生からまつJ林木本数友平均直程ト林内平均関係的光度ト J聞係

N円|、直撃3径I罰I蜘|酬121回酬11蜘 1醐 117mI醐|附111仰 1300I蜘 f1100 11剛|蜘
林内平均閥係的光度

3.0 7.4 7.8 8.2 8.7 9.3 9.!I 10.~ 11.4 12.3 13.3 14.6 lG.O 17.7 19.9 

3.2 7.0 7.:1 7.7 8.2 8.7 9)1 9.9 10.7 11." 12.5 13.7 15.0 16.7 18.6 

3.4 6.6 6.1) 7.3 7.7 8.2 8.8 fJ.4 10.1 10J.J 11.8 12.9 1品.2 15.7 17.6 

3.6 6.~ 6.5 6.9 7.3 7.8 8.3 8.9 9.5 10.::J 11.2 12.2 13.4 14.8 16.1l 

3.8 5.9 6.2 6.5 6.9 7.4 7.9 8.4 9.1 9.8 10.1¥ 11.6 12.7 14.1 15.8 17.9 

4.0 5.6 5.9 6.2 6.6 7.0 7.5 8.0 8.6 9_? 10.1 Il.O 12.1 13.4 15.0 17.0 

4.2 5.3 5.6 5.9 6.:'1 6.7 7.1 7.6 8.2 8.!:S 9.6 10.5 ll.n 12.8 14.3 16.2 

今林木本数 2200本=ジア偲'):=.其平均直径 3.4寸ナ JVからまっ一五

年生ノ森林ア Y トス V バ該林内ノ平均闘係的光度 J、上表ユヨ 9直チニ

6.9ナY ヲ知 )Vペグ換言ヌ ¥/..T.....林外ノ絶期的光度ヲ 100 1-.:1. v ."，+該林内

ノ絶'J的先度 J、6.9 =シア 100-6.9=9:1.l ..t、営該林冠品ヨ 9ア林外品民

謝若ジク J、吸牧セア vタ )V先線ノ量ナノV ヲ知 )V可シ

賓験ユ供事/タ Y からまっ生長試験林 J、設定後僅カ=一年ヲ閲ジタ )V

=過ギズ従ヅア林木本数ト其直径ノ割合ナホ未タ・自然ノ森林ノ如クナ

ラメ故=上式ノ闘係ヲ推究スペキ質験林トジア J、毛トヨ 9不充a-ナ )V

ヲ兎 vズジアョ v::::.ヨツア得タノV賓験式ヌf決 V'7"絶封的ノ毛ノ=アラ

ザ }V.-T、著者毛亦自認ス Y トヨロナ 9 ト雄只大略的=上式ノ如キ関係グ

現寅林=於ア成立ジ得 )V ヤ否ャヲ確ムノV_ 資料トジア..þ~ ~曇考ノ憤値ア
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y ヲ信ズJV毛ノナ 9

術上詑ノ賓験成績ト望号限セ v カ・ 9 メ~ Cie邑lar氏 γBucheノ間伐試験林=銑テ行，、ル林内

平均聞係的光度測定試験ノ成績チ ~I J百ス v，.第L玄XI表ノ如 γ



岡 tt 度

腐 度中.Jt 
E量度

第 LX玄I 表

Buche J間伐1(.林{林齢60~ド， 1900 年賀測)

10g n:zN 

3.34.199 

3.08493 

2.94250 

logd=D 
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CieolllJ'氏ノ貧験戸上弐ノ鴎係手権究セ v 骨・タメ=行，.")1-'司E ノ=アヲザルチ以テ.・材

事事ノ鮫=乏γ'上弐ノ関係 11.~立スルヤ否ヤチ町:明え脚ニiIIli:，c'ト.俄， ;::.上表ノ成a
=基今テ只代表的=上弐ノ常重量 Ic， Cl. ~ノ値千求 A ルト"'"

10g 1=19.ω9-2.788・10g1¥-8.446・logd 
Jt ，. L= 19.639-2.788・N-8.-t46・D
上式"即林・ー六0'<<手ノ Buchc事梅林=於タル体内平均関係的光1史ト然水本軍E並=平均i!

f竪トノ闘.チ表示スル貧喰王'i:;::.v テ今ョ v;::.~ キテ典内ヲ v タ Pレ林水本It及平均直径=

~.~，.，事事内平均関係的光度手 n. ぇ V 7、$L玄玄JI茨ノ知 γ
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第 LX玄VIl表

穴O年生BucheJ:林木本敷友平均直種ト林内平均関係的光度ト J関係

百平直喝羽視智、

量抑 2叫2卿 1蜘 1叫 17ω16加捌 1制附 11200 刷 1∞oI 000 I 800 I 700 600 
林内平均欄係的光度

11.5 22.9 26.1 29.9 

1詰.0 16.0 18.2 20.8 2岳.0 27.9 

12.5 1].3 12.9 14.8 17.0 ]9.8 23.2 27.5 

1苛.0 8.2 9.3 10.6 12.2 14.2 16.6 19.8 23.7 2B.7 

13.5 5.9 6.7 7.7 8.9 ]0.3 12.1 ]4.4 17.2 ~0.8 25.3 

14.0 4.3 5.0 5.7 6.5 7.u 8.9 10.6 12.11 ]5.3 ]8.6 23.2 29.6 

14.5 3.2 3.7 4.2 4.8 5.~ 6.6 7.9 9.4 11:4 13.8 17.2 22.0 28.7 

15.0 !U 2.8 3.2 3.6 4.2 5.0 5.9 7.1 8.6 10.4 12.9 11¥.5 21.1l 28.9 

15.5 1.8 2.1 2.4 2.8 3.2 3.8 4.5 5.4 6.5 7.9 9.8 12.5 1u.3 21.9 

16.0 ul 1.8 2.1 2.5 2.9 3.4 4.1 5.0 6ρ 7.5 9.6 12.5 16.E 23.3 

16.5 1.9 2.2 2.6 3.2 3.8 4.6 5.8 7.4 9.6 ]2.9 18.0 16.1 

17.0 ].7 2.0 2.5 3.0 3.6 4.5 5.7 7.5 10.1 14.0 20.4 

17.5 1.1¥ 1.9 2.3 2.8 3.5 4.5 5.9 7.9 10.9 15.9 24.41 

18.0 1.5 1.8 2.2 2.8 3.5 4.6 6.2 8.6 12.5 19.2 

18.5 1.8 2.2 2.9 3.7 5.0 6.9 10.1 15J 

19.0 ].8 2.3 3.0 4.0 5.5 8.0 12.3 

19.5 1.8 2.4 3.2 4.4 6.4 9.9 

20.0 1.5 1.9 2.6 3.6 5.2 8.0 

20.5 ].6 2.1 2.9 4.2 6.~ 

21.0 1.7 2.4 3.4 5.~ 

21.5 2.0 2.8 4.3 

22.0 ].6 2.3 3.6 

22.5 1.9 3.0 

23.0 1.6 2.5 

23.5 2.0 

....例チ以テ上表チI!t明ス v，マ林木本政 2200摩其平均直径 14.5糠ナル林齢大 O年前後ノ

Bttche ノ森林ア'トス V~ 該林内ノ平均関係的光皮戸袋ユ司'テ直チ=. 3.2ナルチ知ル

買r~ 叉本重量 y、同一 =-y テ只平均置僚か 12.5 粧=減t:' 1)トセ~該林内ノ平均聞係的光度戸

増大 V テ 11.3テルチ知ル可 V ヨ V 等ノ閥係チ表示えル相関商茨戸第 xxxv圃ノ如 V

若事IL==K-a・N-s.Dグ林木本数及其苧均直径並=林内平均関係的治
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平吟.it-tJ.. <i. (.積}

度トノ相関ヲ表示ス Y ノ式ナ 9 トセバ各種ノ立地，各異ノ樹種及林齢 s

競ヲョ vガ賓験式ヲ誘導 V ::rv=-基キア林木本数，卒均直径及林内平均

関係的光度ノ相閥圃表ヲ作製 ;7.JVトキ川上方天然下種夏新法ノ賓行=

常 9伐採ノ程度ヲ定ム Y 基本的標章トジア有力ナ Y 奉考資料ナ， )0思

考セラ JV何シトナ V J""林木ノ本数及平均直径 J、容易=的確=コ V ヲ測

定ス Y ヲ得ペクロ v=-ヨ 9ヲ林内卒均開係的発度ヲ直チ品相関圃表上

品求ム Y ヲ得バ何等ノ煩勢ナク V ア現賓林ユ於ケ y株内平均関係的発

度ノ大サヲ巌字的=知得ス y ヲ得ペ

ク般 9=-夏新セラ Y ペキ稚苗ノ最小

限界先度 =-Vア既=如y ヲ得タ 9 ト

セバ伐採ノ程度ヲ定ム Y ノ標準 J、既

=竿バ定メラ V タ1) ，.云 7 0e敢ア不

可ナヶ νバナタ

う冬 I II III 

60 一 一 一
80 一 一 ー

100 一 一 ー

120 ー 一 ー
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.験王町=跨，.ス)l/.=.曾'貨験=侯ス局ヨ警視賓林ノ立地7'1， II， mノ三階級 zテ充分テ
ル可 9且叉林菌t.. 、樹種 z ョ'回年以上 150~手位溜ノ間=於テ各 20 ~手毎=ヨ V チ聞製ス V

~大遁ナキザ得 ~V 例，..， ~々とどまっ=就テ p、右記銭形ノ如" 12個ノ視貧林=車t"各上関

ノ如キ貧験式チ誘tlJv以テ相営図表チ作製スル=於テ y、賞用上ノ便盆 y、護 v 多大テル可

グ上方天然下種更新法ノ技術=更=一段ノ磁信チ加 7)l/ユ歪 yν 可キチ億九

D. 林分ノ翁蓋比ト林内卒均関係的光度トノ関係

Z 理蹄的考察

fi 106. 林内卒均関係的光度 J、叉林砂ノ揚蓋比ト一定ノ相関ヲ有ス

JV::f::ノノ如 V 但::r::r .:::.林舟ノ揚蓋比， .t、林串者ガ屡林分欝閉ノ程度ヲ

表示ス Y タメ=使用ス JV術語品 V ア林分ノ占領面積ト林冠ノ扇蓋面積

Fノ比佐=外ナラズ例へ-".林分ノ占領面積ヲ 1トV林冠ノ感蓋面積ヲ

其 1/nナ 9 トセバ厳蓋比 8.t、究式 s ヨ9ア算出セラノV

8=_1_ 
n 

故=今林分ノ甥蓋面積ヌT林分面積ノ 1/3ナ 9 トス V-'ず

S=÷=0333 

但賓際ノ揚合品ア，ア J、男審査面積 J、必ズ事/毛林，舟面積ノ舟敷=限ラズ

V ア林木密立 V ア樹冠相重謹ス Y トキ J、前者ヌf却ヲア綾者ノ倍数ナ fV

ヨトナ~.:::.アタズ例へバ林分ノ虜蓋面積 J、株主子面積ノ 3/2 ナ 9 トス V

.Þ~・

8=会=1.5

窮葦比大ナ JV':::'従ヒ林内卒均関係的先度ガ急進的=遮減 v行ク J、明

jJ ::. i/ ，タ般 9::.賜蓋比ヲ Sヲタ表 J、v林内卒均関係的光度ヲ Lヲ以ア

表 J、ストセバ爾者ノ関係 J、恐ラク究式ノ如クナノV 可 v

L=会
(但A及 n.t、樹種，林齢，立地等=ヨ 9ア異ナ Y 常童文)

今爾者ノ関係ガ上式ノ如クナ Y 所以ヲ考 7 JV 昌殿蓋比 s ノ大ナ JV~
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dL 
従ヅア L ノ減少ス Y割合<IS~、殿葦比大ナ JV.::. 従ツア究第=減少 V 行

ク関係=ア 9何ントナ V バ賜蓋比 8小ナ v""....各草木ノ樹冠 J、ヨク其水

平投影面積=相常 V ア外部ヨ 9ノ光線ヲ遮断ス )V毛 S次第=大トナノV

ヤ各草木ノ樹冠 J、相互=庇陰ヲナ V或 J、互=重墨ジア其窮蓋面積ユ相

dIJ 
嘗ス Y丈ケノ光量ヲ遮断ジ得ずJVユ至 9 S ノ増大ニ従ツア d~ ~、漸減

dL 
ス Y ノ闘係ヲ有ス ν~，.ナ 9 故 ι 若事/15-1f S ノ F幕=反比例シア漸減

久 }v毛ノト恒定 V::lノ臨1係ヲ式ヲ以ア表示ス V バ

dL 一一一=α・s-p
dS 

或 J、上式ヲ積a-V ア襲形ス v.T....即

L=す
ナ，

林内平均聞係的光度ヌf揚蓋比ノ増大=比例ジア逓減ス y 割合 J、賞品

主ト V ア樹冠ノ密度=閥セ 9何シトナ v.."，....同一賜蓋面積=劃ス'''''林内

平均関係的光度』、樹冠密ナノV ユ従ツア愈小ナ Y ヲ以アナ 9故=コノ割

合ヲ示ス Sノ幕敷 n..t、樹冠ノ密度大ナ )V樹種品於ア愈大ナラザ /V可カ

ラズ且又同一ノ樹種ト蜂立地良好ナ )V.::.従'7ア樹冠ノ密度大ナノV ヲ常

トス JVヲ以，.n .T"又同一ノ樹種ユア 9，.毛立地ノ良好ナノV ユ従ツア愈

大ナ y 闘係ヲ有セ 9而毛亦同一ノ樹積，同一ノ立地ノ場合ユア 9アモ樹

齢異ナ v.，Þ~樹冠ノ密度必ズ V 毛相同ジカラズ樹冠着生ノ位置又異ナ y

a 至 Y ヲ以タ n..t、又樹齢ユヨ 9ア異ナラザy 可カラズ一般ュ耐陰性ュ

宮ムノ樹種 J、樹冠ノ密度大ナ y ヲ常トス /Vヲ以ア同一保件ノ下ユ生育

.A}V多クノ樹種ユ就ア n ノ値ヲ比較計量ス v..".或，、間接ユ樹性ノ陰陽

ヲ敷字的=比較 ν得 )Vノ尺度ヲ求メク，V "'"毛知 )V可カラズ
II.賓験 J方法友其成績

~ 1ω. 著者 J、前記からまっ生長試験林ユ於ア賜蓋比ト林内平均閥

係的先度トノ間=上式ノ闘係ヌf成立ス'''''ヤ否ヤヲ賞職事〆大略的ユヨノ

闘係 jJ.成立 v得 Y ノ事賞ヲ究ム /Vヲ得タ 9今其賓職ノ方法並ニ其成績
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ノ梗概ヲ叙遁セユ〆

樹冠ノ溺蓋比ノ測定 J、事質上甚ダ困難ニジア蟻密ニ云へバ樹冠ノ水

卒投影ヲ各草木ニ就ア.'-.v測量ジ以アコ v ヲ合計ス }Vノ要ア 9 ト雄数

百本ノ樹木=就テコ V ヲ繰返ス J、到底其煩勢ニ耐エズ KarlRohmerle氏

J、目測ユヨ 9ア樹冠ノ水平投影圃ヲ圃示スノV 方法ヲ設ケ 9 1・蜂其効果

J、到底其煩勢ュ酬ユ可ク毛アラズ故ニ著者 J、各草木ニ就ア其樹冠ノ水

平投影ヲ東西及南北ノニ方向ユ其長サヲ測定 νヨノニ方向ノ長サノ平

均ヲ劃角線トジア有ス }V正方形ノ面積ヲ以ア該樹冠ノ揚蓋面積トナセ

9或 J、::2V ヲ直径トスノV 図面積ヲ以テス }V方法ナキユアラズト蜂.著者

ヌf敢ア前者ヲ採用セ }V所以ノ毛ノ ρ 賓駿ニ供ジタノV からまっ林ノ場合

=ア 9ア J、後者 J、寧ロ過大ユジア前者 71'寅 i祭ノ面積=近ジト認メタ v

バナ 9然 v ド;:(:コ V ガ換算 J、容易ユ V ア即樹冠ノ横断面積ヲ岡形ト見

タJV-J:i合ヲ 1 トス V バヨ V ヲ正方形 1、見タノV 場合ノ面積 J、質ニ其凡 o.

~37 ュ常 v 9 

各分地ュ於ケ JV林分ノ殿蓋比ト林内闘係的光度ノ寅測成績 J、次表=

掲グ }Vヌf如ジ

第 LXXIII 表

試験分地番続 1 骨骨由円'，s肩世量E 比~ 震胤係丙的L平光均度 ， log S log L 

I 1.0晶 7.:3 0.0170 0.8633 

11 1.26 6.2 0.100畳 0.7924 

III 0.96 9.0 - 0.0177 0.9542 

IV 0.86 11.3 - 0.0655 1.0531 

V 0.76 1:3.7 - 0.1192 1.1367 

Ill. 賓験成績 J考査

~ 108. 第LXXIII表ノ質験成績ヲ式

L=  ~ -sn 

(1) K. B'，ih田町le，Bi.herige Erfahrungen nlls einigen Dnrchforstllug;い undL:chtllugsversl1ch:;fl:ichell der 

K. K. forsUichen Ve四uchsaru;t..ltin Mariabrunn. (Centralblatt f. d. g'むs.For~twesen 1臥JO)



即 logL=kgA-n・10gB

ユ適用事/ア最小二乗法ユヨ 9ア常数ノ値ヲ求ムノV トキ J、

log L=O.9321-1.6U5・10gB

或 J、 L=8.5526B-1.附
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上式 J、賞品からまっ一五年生ノ揚蓋比 S ト林内ノ関係的先度 L トノ

関係ヲ表 J、ス可キ賞験式ユ V ア今 ::2 V':='基キ上表ノ Sノ値=事}メJVL

ノ値ヲ計算 v賓測値L.:=.劃ス y 偏差ヲ求ム V バ第LXXIV表ノ如ジ

第 LXXIV 表

林分場蓋比 林内平均聞係的光皮 (L)
賦験分地番貌

(8) 
偏 差

賞 1脚l 算 値

I 1.0畠 7.3 8.'A + 

11 1.26 6.'A 5.9 ー

III 0.96 9.0 9.1 十 0.1 

IV O.I:IG 11.3 11.0 一 0.3. 
V 0.76 13.7 13.4 ー 0.3 

::2 V ユヨヲア見 V バ賞測値ト計算値トノ偏差 J、比陵的小=ジア林卦

ノ揚蓋比ト林内関係的先度トノ間品川恐ラク J、上式ノ如キ関係ノ成立

兵 y ヲ推定シ得バジ

今上記ノ貫験式=基キア各種ノ S品製ス ;VLノ値ヲ計算スノV トキ J、

第 LXXV表ノ如 ν

第 LXXV 表

虜 蓋 比 林内平均闘係的光度 裏書 差 比 林内平均闘係的光度

s L s L 

0.4 38.5 1.0 8.~ 

0.5 26.7 1.1 7.~ 

0.6 19.8 1.2 6.~ 

0.7 15.4 1.3 5.~ 

0.8 12.3 1.4 

0.9 10.2 1.5 

ヨJt.:=.上表ノ関係ヲ曲線圃晶表示ス ν.t'.第 XXXVI圃ノ如ク即時双曲
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4. a 4仇 "'~ ，. .， ，.'" ，.1 ， •• 
九

4内本 .Jo ¥ 第四繊

均干
¥ 。、リ勺車事得，gAt抹aL4比twJ刷自，民

林内平会州

間，，~ ¥ 林.-量キ

品令
.U ~. 

¥ ヱ
¥¥  
~、、'. ，. 、、、

ト・・旬、
h‘旬、、同町
トー『

"-.J (}II ~:J ..6 "7 0.8 e 10 . tI 

婿]i，比一J

線ノ形態ヲト )V詳言ス V バ揚蓋比小ナ ';V間 J、其僅少ノ増加スラ林内関

係的先度=急激ノ務4削減少)ヲ奥フ )V毛罪事蓋比大トナノV ヤ其僅少ノ増加

川最早林内闘係的先度=著ジキ務化ヲ典 7 )Vユ至ラズ例へバ殿葦比ず

0.4ョ90.5 .::.増大ス v..，T......林内関係的光度 J、38.5ョ9 26.7 .::.按退 V 其差

J、11.8ノ多キエ及プト雄扇蓋比 jl 1.3 ョ 9 1.4 .::.増大ス )V場合=ア 9

ア J、林内関係的光度 J、5.6 ョ9 4.9 .::.減退 v其差 J、僅カュ 0.7過ギザ

y ヲ見 )Vカクテ揚蓋比 1/ア)V大サエ達ス V j'" ':J V 以上駿蓋比 J、増加ス

Y 毛林内閥係的光度 F 殆ド減少ス )Vヨトナクジア略一定値ヲ維持ス )V

=-a)V而毛窮蓋比ユモ或限度ア 9ア無限=其大サヲ増大ス Y 屯ノ品ア

フズ何ントナ vバ窮蓋比ヌt 1.0 以上品逮スト云 7~、樹冠ガ相互ユ重墨

スノV ヲ;意味ス Y 毛ノ....vア其重墨センヌf錦::'.T、ーヲノ樹冠 J、他ノ樹冠

品ヨ 9其下方=被魅セラ vサ)V可カラズ枝葉 jlヨク其庇陰=耐ユ )Vノ

樹種即陰樹 J、或程度マデ J、樹冠ノ重昼ヲ可能ナアジムノV 毛而毛其可能

力品川或限度ア 9ア他ノ樹冠ノ庇陰ノ下=無限=其枝葉ヲ憤張 ν得 )V

~ノ=アフズ既=罪事蓋比ノ大サエ限度ア 9 トセバコ V ト相閥的闘係畠

アy 林内平均闘係的先度ユ毛或限度ア )V~、明カ品ジア換言ス V バ林木

如何品密立スノV 毛林内平均闘係的光度ヌf零即絶望ま暗黒ナ )V場合 J、ョ ν



(203) 

ヲ想、偉ス可カラズ林内平均関係的光度ノヨノ限界笹川同}ノ立地問ー

ノ林齢ノ場合=ア 9アJ、樹種ユヨ 9ア恐ラク J、一定ナ y 可ク耐陰性ヲ

増加ス }Vユ従ヲア愈小ナノν可キノ理.ナリ故ユ同一f事件ノ下ニ生育ス y

衆多ノ樹種ノ密林=就ア林内平均関係的光皮ノ最小値ヲ測定ス V バヨ

J、或 J、樹性ノ陰陽ヲ鍛字的エ計量ス )Vー資料トジアノ慣値アノY ヲ得シ

カ

E 二式=鈎スル3費用上ノ{買値ノ吟味

~ 1ω. 

log1=K-a・10'5n-s .log d A式

L=A.S-D B式

A式 J、林水本叡及業平均直径=基キア林内平均聞係的光度ヲ算出."-

JVノ式ナ 9ト蜂仔細=ョ v ヲ考察ス V バ雨者ノ問品川決ジア餓宥ナ }V

意味ノ相聞ノ存在ヲ許ス可キ=アラコピ何シトナ ν バ偲， ==-同齢同一ノ

樹種ガ同一ノ立地=生育ジ而毛林木本政並=平均直径が等ーナ )V場合

ト蜂林砂=於ケ JV草木ノ配置等ーナラザノν限 9.T、林内平均関係的光度

F 決 νア等量ナ，ト考フ可カラズ蓋 ν現賞林=於ヶ y 草木ノ配置 J、千

差高8'1:..vア1&箇所ユ於ア J、林水官立ス JV毛他ノ筒所=於ァ，、比綾的

=疎立ジ或 J、風倒ノ害，昆鼠菌類ノ害其他種ゃナ )V外界ノ影響ノタメー

林升ノ一部ヲ破開セラ v所開腎閉ノ穴ヲ限成スノV トヨロ'Eア 9アタト

《本骸及平均直径 J、等ーナ 9 トス )V毛欝閉ノ態憾:'.T、必ズ若干ノ相異

ア)Vヲ常トス故ユ A式=基キア恨 9::.賓駿ノ結果ーツノ賓駿式ヲ誘海

兵 }Vトス )V毛該式ヲ路用ジ得ペキ範囲 J、般官=云へバ供拭林升ト略等

ーノ草木ノ配置ヲ有ス )V森林ユノミ限定セラノV換言ス V バ偲 9==-rf験

式ダ草木ノ配置平等ナ JV林升ユ於ケ JV賓験成績品ヨヲア誘溝セラ vタ

9トセバ該賞験式 J、草木ノ配置不平等ナ )V森林ノ林内平均関係的光度

ノ計算 ;.~m ス可カラズ強イアョ v ヲ適用スノV ユ於ア川計算上求メタ

JV林内平均嗣係的光度 J、必ズャ該森林ノ質際ノ林内平均関係的光度ト
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相 ie.JVコト遠キヲ見 y 可シカクノ如ク考察ス Y トキ J、林木本数及平均
直径ユヨ 9ア林内平均関係的光度ヲ求ム Y ノ法 J、同齢同一ノ樹種ヌf同

一ノ立地品生育ス /V場合ヲ必要保件トス /Vノミナラズ夏=叉林卦=於

グY 草木ノ配置等一ナノνヲ前提トセザ /V可カラズシア其関係ス y 因子

ノ複雑ナ /Vヤ殆ド賓用品供スノV ノ慣館ナキヌf虫nv然 v ド毛都ヲア考フ

/Vユ吾人ヌf傘伐更新法エ於ア上木(母樹)ヲ選伐 V ア欝閉ヲ疎開ス /Vユ常

9残存母樹ノ配置ヲ卒等ナラジム /V~、更新法上ノー原則=ジテ而毛ヨ

J、既=諜備伐ノ常初ヨ 9技術者ガ特ユ注意ヲ梯 J、ザノV 可カラザノV トコ

官ユ属セ P故ニ下種伐ノ時代ニア 9ア J、残存木ノ配置 J、賓際=於 j"略

平等ナラザ JV可カラズジア或箇所ι 於ア J、残存木密集 ν叉他ノ箇所=

於ア J、疎立ス y ヌf女日キ事態，、宮際=於アコ v アノV 可カラズ故=同一ノ

立地=生育ス y 同齢同一ノ樹種ユア 9アJ、林木本数及平均直径等ーナ

v..t'"欝閉ノ紋態::e亦大韓=於ア等ーナ 9 ト仮定 V得ペキ玉虫由ヲ有セ 9

故エ上越ノ意味 ι 於ア J、A式 J、備費用上ノ債値ヲ失へ 9 ト云フ可カラ

ズ然 v ...モ仔細エ推究ス JV":='従来週密ナ 9v森林ヲ疎開 V タ/V揚合ト

疎開シア鼠エ数年ヲ経過セノV 揚合ト J、タトへ林木本敷及卒均直径等ー

ナ 9 トス /V::e爾者ノ欝閉度 J、決ジア等ーナ 9 ト考フ可カラズ何シトナ

V バ林舟=於ヶ y 各草木ノ樹冠横張ノ度 J、賞品林木密度=反比例ス /V

::eノユジア既ユ疎開 vj"数年ヲ経過セノV モノ J、樹冠横張ノ最大限度=

建セ 9 ト錐疎開セラ vタノV 官時ユア 9ア列車木 J、只従来ノ過密ナ JV時

代ノ占領面積=相常ス y 樹冠ヲ着生ス /V..:=.過ギザy ヲ以 j"タトへ林木

本数及平均直径 J、等ーナ 9 トス Y 毛雨者ノ欝閉度 J、決 vj"相同ジカラ

ズ従ッア林内発度=著ジキ相異ア JV.T、賓測ヲ侯タズ V ア明カナ 9 ::2 V 

賓ュ A式=於ケ y 雨側ノ因子ノ相関ヲ挽露Lスノν有力ナノV 障碍 ..:=.vアA

式ノ費用上ノ償僅又コ V ヌf錦ニ著 V ク減殺セラノVJV毛ノト思考セラ /V

然 v ド毛叉夏ニ鶴ツア考:7/V..:=.更新齢ニ遼セ /V森林 J、質際ユア 9アノ、

既ユ諌立ノ獄態ユアタア殻備伐若ジグ J、諜備伐ノ以前ヨ 9既=屡選伐

ヲ繰 9返サ v下種伐ノ時代エア 9ア J、各草木ノ樹冠 J、殆ド其蹟張ノ限
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度=建 ν而:f:林木ノ既=老齢ナ y ャ蝦 9=-下種伐エヨタア其一部ヲ疎

開ス Y 毛樹冠憤張ノ速度 J、極メア遅緩:.~アヨ V ガ錦ユ枝葉ヌf頓品其

接連ヲ増進 ~JV 毛ノト考フ可カラズ故ユ下種伐=ヨ 9 ア疏開セ Y 毛ノ

ト問一ノ割合=疎開ジア既ユ数年ヲ経過セ JV:f:ノト J、林木本数及平均

直径等ーナ Y 揚合ユ於ア林内先度=若干ノ相異ア 9 トス y 毛其相異 J、

或 J、比較的小ナ JV-l':f:知y 可カラズ然 v ドモ上記ノ事費 J、或程度守デ

A式ノ賞用上ノ憤値ヲ誠殺メ y ャ疑ナグロノ黙=於ア A式=ョ y 林内

平均関係的光度算出ノ方法 J、明ヵ=ーツノ短所ヲ有セタト云フ可 ν要

スJV:::.A式ユヨ Y 林内卒均聞係的光度算出ノ方法 J、決 vアョ v ヲ一般

ノ現賓林エ臆用ス可カラズト錐少クト毛傘伐更新法=於ケ JV更新期間

殊 ι 下種伐前綾ノ森林=劃ジア J、大略的=林内平均関係的先度ヲ算出

;'JVノー方法トジア備費用上ノ債値ア y ヲ信ズ

B式 J、林舟ノ林内平均関係的光度ト車接ノ関係ヲ有ス y株券ノ賞際

ノ窮葦面積 ι 基キア林内平均関係的光度ヲ算出ス y 法ナ y ヲ以ア A式

=比 Jえ V バ理論上精確ナ JV~、論ナジト蜂而毛叉林æ-:::.於ケ Y草木ノ配

置獄態虫f供試林舟ト現賓林=於ア等ーナラザy 可カラザy勲=於， ~、

A 式ノ揚合ト異ナラズ何~J.ナ v."". 罪事葦比 J、金ク等ーナ 9 トス y 宅箇

樹ノ配置=-~ア等ーナラザラシカ欝閉ノ態様叉問。ヵラズ従ツア叉林

内卒均聞係的光度毛等量ナラザy ュ至 JV~、賓駿ヲ侯タズシア自明ノ理

ナ v>，.ナ 9然 v ド毛傘伐夏新ユア 9ア J、上木箇樹ノ配置 J、可及的均一

ナy ヲ原則トス Y コト上述ノ虫日夕ナ JVヲ以ア B式ヲ下種伐ヲ賞行ス可

キ森林ノ林内平均関係的光度算出ノ用=供ス y 限 9ユ於ア J、上記ノ関

係 J、B式ノ賞用上ノ債値ヲ著 V ク減殺ス JV:f:ノユアラズ故ユ林内卒均

闘係的発度ヲ数式的ユ求ム lVノ法 J、A式ヨ 9毛B式ユ於ア其精度大ナ

y ノ理品ジア前記ノ寅験成績モ質測値ト計算館トノ偏差 J、B式=於ア

著 V ク小テ )vヲ見 lV然 v }，.毛他ノ一面ョ，コ vヲ観察ス v..".，.林牙ノ揚

董比 J、::zV ヲ現賞林ユ於ア賓測ス JV~、極メア繁雑ナ y手数ヲ要 V 林木

本数及平均直径ヲ求ム Y ノ容易ナ Y 品比ス V バ殆ド同日ノ論ユアクズ
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故=費用上ノ慣値=歪'9~ ~、来グ容易 a 其何 v=- を左祖ス可カラズ備

競多ノ賓験ヲ繰返スノ要ア 9 ト云フ可事/

S 110. 上記ニ式ノ賞用上ノ償値=就ア J、街弦究ヲ要ス可キーヲノ

問題ヲ残セ 9上記ニ式品基キア誘導 V タy 賓駿式 J、同一ノ樹種同一ノ

林齢ノ揚合=ア 9アJ、賞駿=供ジタ y 森林ト同一ノ地方同一ノ地位&

生立ス y森林品劃 V ア.T":z V ヲ適用事〆得y トナセ JV~、既越ス JV }o;2 12

ノ如 v然 vド毛巌密=云へバヨノ解樟 J、倫来グ正 V タフズ何 Y トナ v

〆同一ノ地方ト蜂土地ノ方位及傾斜並品:zV ヲ固鏡ス Y 四周ノ般協畠

ヨ 9 アョ v=- 投射ス y先線ノ強度，、必ズジ宅相同~カタズ従ツアタト

へ寅験式=ョ 9ア求メタ y 林内卒均闘係的先度，、等ーテ.， 1-;#. JV =e林

内ノ絶劃的光度，、必ズ v:e等ーナ 9 ト云フ可カラズ例"."....今楓立セ F

山岳ノ商北ノ爾側面 s就ア致へ:.-'-=-南地面ノ箪位面積上=生立ス y 林

木本敏及平均直径等ーナ 9 トシ(A式)或 J、又其賜葦比等ーナ'トス v..，ず

(B 式)南地面ノ林内卒均関係的光度 J、計算上等}ノ値ヲ得 JV~・明タナ

， 1-錐蹄:e帝面目北商品比 ν ア絶劃的受光量ノ大ナ JV~、明カナ Y ヲ以

ア g ノ揚金品川タトへ爾地面ノ林内平均闘係的光度 J、等ーナ 9トス JV

=e林内ノ絶劃的光度品川必ズ若干ノ相異ア JV~、明カナ 9 而毛ヨノ相異

J、南地面ノ傾斜ノ度大ナ JV'= 従~ア愈大ナ y可 V 稚首ガ天然ノ金日発

ノ 1/nノ光度ー耐ユ Y ト云フ J、或地方ノ地平面=投射ス Y天然ノ益目

覚ノ l/nノ光度 s耐ユ Y ヲ意味ス Y 宅ノ品 V ア而...地平面=投射ス JV

金目覚ノ強度 J、同一ノ地方=ア 9 ア p 何 v ノ地勲=ア'~:e大略的昌

一定ナ 9ト仮定ジク y ノ理ア y ヲ以，.今偲 9品:zv ヲK ヲ以ア表川 3屯

ー 1トス V バ 1/nノ先度=耐ユ Y ト冨 7~、賓 ~"K・一一ナ Y絶劃的光度=耐
n 

ュy ヲ意味ス JV:eノナ 9夏品具髄的品ヨ V ヲ説明ス V .T'¥.或樹種ノ雅能

賞F一生長期間ノ平均光度ニ00択燭先ノ光度=耐ュ JV:eノトジ該地方

ノ地卒面ー投射ス fr天然/金日先ノ平均売度ガ四000択燭光ナ 9ト

セバ該稚苗 J、200/4000= 1/20即 1/20ノ光度=耐ユ Y 宅ノ昌幸/アヨノ 111.0

ナ 9 ト云 7~、賞 J、四 000 択燭先ノ 1β0 即ニ00 択燭先ノ絶費的先度
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品耐ユ Y ヲ意除ス JV 毛ノナ 9 然 JV~ 上越ノ場合=於ア甫北ノ雨面=於

ア林内平均関係的先度 jl等ーナ 9 ト云フ J、各其林外ノ先度ヲ 100 トジ

アノ比較敷ヌf等ーナ Y ノ調 =ν ア北面ノ林外ノ先度 jl般 9ユ南面ノ株

外ノ先度ノ 2/3 ナ'トス v""".南地面ノ林内卒均関係的先度実f等ーナ 9

F 云フ毛，~、絶望昔値ガ等ーナ Y ノ甥=アラズジア其絶掛値 J、若 V 南面

ヲ 1.0 ..ス V バ北面 J、賞品其 2/3 .::.相常ス Y 毛ノトナサザJV可カラズ

故品或林内ノ闘係的先度ガ例へ..，.1/5=0，2 (或 J、1/3x 100=20.0)ナ 9 ト云フ

::e該林内ユ 1/5=0.2ノ耐陰カヲ有ス Y稚苗ガ何 νノ場合ユ屯ヨク其生存

ヲ持績 V得 Y 毛ノト遮断ス y コト能川ズ該森林責f何 v ノ方位=面 v而

::e幾何ノ傾斜ヲ有ス JV地面=存立ス y ャーョ 9アコノ闘係 J、著ジク艶

異ス Jレ毛ノナ JVヨトヲ知ラザJV可カラズ

上越ノ如タ上記二式エヨ 9ア求ム可キ林内平均関係的先度 J、林内ノ

絶望世的先度ヲ表 J、ス毛ノニアラザy ヲ以アコ V ヲ稚首ノ賞際ノ耐陰カ

ト聞係争〆ア賞用ユ供セシヌf 錦ユ J、巌密=云へ~..該森林jJ.存立ス )V 地面

目東西南北ノ何 v ノ方位=面 V 而::e幾何ノ傾斜ヲナセ Y ヤヲ如ラザ y

可カフズ従ツア又一生長期間ユ於ア東西南北=或角度ヲナシア傾斜ス

y 地面=投射ス y 金日光ノ総量 J、地平商品投射ス Y 金目覚ノ飽量=比

V ア幾何ノ比率ヲ有ス y ャヲ知ラザJV可カラズコノ比率ヌf幾何ナ 9ヤ

J、tf畠本論文其ニ fi88 .::.於ア詳論セ Y トヨロノ如 v只山岳及正陵殊ユ

懸農地ノ中間=介在ス y 地鶏品質際射入ス y 陰光及直党ノ飽量ヌf地平

面ノ ，v ..呆ジア幾何ノ比率ヲ有ス )VヤJ、時 s ヨ9所ユヨ 9其関係ス

Y トコロ極メア複雑エシア到底::rV ヲ敏理的=蹄納ス )Vヨト能 J、ズ従

";1ア一般的ノ原則 J、ョ v ナキヲ以ア本論文其ニ~ 8~ .:詳論セ Y 土地ノ

方位及傾斜ーョ y 太陽照度ノ襲湛ノ数字的関係ヲ岨噌吟昧 V ア時=膳

"所 a ヨ9ア適宜=推理考察ス y ノ外ユ途ナキヌf如ジ


